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第 1 章 事業者の名称及び主たる事務所の 

所在地並びに代表者の氏名 

 
 

 
 

 



第１章 事業者の名称及び主たる事務所の所在地並びに代表者の氏名 

事業者の名称    ：OSAKA LIVE 合同会社 

代表者氏名     ：代表社員 三菱商事都市開発株式会社

職務執行者 髙島 亮

主たる事務所の所在地：大阪市北区梅田二丁目 2 番 22 号 

事業者の名称    ：三菱商事都市開発株式会社

代表者氏名     ：代表取締役 森田 憲司

主たる事務所の所在地：東京都千代田区有楽町一丁目 5 番 2 号 

事業者の名称    ：Anschutz Entertainment Group, Inc. 

代表者氏名     ：Vice Chairman and Chief Legal and Development Officer 

Ted Fikre 
主たる事務所の所在地：800 West. Olympic Blvd., Suite 305, Los Angeles, 

CA 90015, USA 

事業者の名称    ：関電不動産開発株式会社

代表者氏名     ：代表取締役 福本 恵美

主たる事務所の所在地：大阪市北区中之島三丁目 3 番 23 号 

本書における「事業者」は、「吹田市環境まちづくり影響評価条例」（平成 10 年吹田市

条例第 7 号）第 2 条第（4）項の規定に基づく「対象事業を実施する者」である。 

事業者のうち、三菱商事都市開発株式会社、Anschutz Entertainment Group, Inc.及

び関電不動産開発株式会社は、大阪府日本万国博覧会記念公園活性化事業者選定委員会

において最優秀提案者として決定され、大阪府より事業予定者（契約交渉の相手方）と

されたものである。令和 8 年 6 月 10 日にこれら 3 社の出資により設立した OSAKA 

LIVE 合同会社が、同 3 社の地位の承継を受けて事業予定者となっている。「万博記念公

園駅前周辺地区活性化事業に関する実施協定書」（令和 6 年 7 月 31 日締結）に基づき、

許認可の取得等は事業予定者が行うこととされているため、本手続きは上記事業者が行

うものである。

なお、用地①－a については、令和 8 年 6 月 10 日より OSAKA LIVE 合同会社が事業

者となっており、用地②及び用地③については、三菱商事都市開発株式会社、Anschutz 

Entertainment Group, Inc.及び関電不動産開発株式会社が引き続き事業者である。 
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第 2 章 事業者の環境に対する取組方針 

 
 

 
 

 



 

第２章 事業者の環境に対する取組方針 

 
事業者である、三菱商事都市開発株式会社、Anschutz Entertainment Group, Inc.及

び関電不動産開発株式会社における環境に対する取組方針を下記に示す。 

なお、用地①－a については、これら 3 社の出資により設立した OSAKA LIVE 合同

会社が、3 社の地位の承継を受けて事業者となっている（令和 8 年 6 月 10 日）。当該合

同会社は、3 社それぞれの環境に対する取組方針に準拠して事業を実施するものとして

いる。用地②及び用地③は、3 社が引き続き事業者である。 

 

 
１ 三菱商事都市開発株式会社の環境への取組方針 

 
（１）サステナビリティ方針 

三菱商事都市開発株式会社は、事業を通じた持続可能な社会の実現及び中長期的な

企業価値の創出を図る上で、環境・社会・ガバナンス（ESG）への取組が重要である

という認識の下、不動産開発事業及び都市開発事業において、以下の項目を重点項目

（マテリアリティ）として定め、取り組んでまいります。 

 
ア マテリアリティ①：建物の環境性能向上による自然環境の保全 

生態系と人間活動の調和がとれた持続型社会に向け、自然環境に配慮した開発物

件の検討や建物の再生、環境性能の高い物件開発などに取り組みます。 

イ マテリアリティ②：魅力ある地域・コミュニティの創出／活性化支援 

レジリエントで安全性が高く、誰もが安心して暮らせる魅力ある地域社会の創出

に向け、災害対策やバリアフリーの整備などを推進するとともに、コミュニティの

創出・活性化の支援に取り組みます。 

ウ マテリアリティ③：ステークホルダーと協働した社会課題の解決 

ゼネコン、テナントなどのステークホルダーと協働して、環境に配慮した資材の

調達や環境負荷低減を意識した施設運営などを通じた社会課題の解決を目指します。 

エ マテリアリティ④：デジタル技術等を活用したイノベーションの推進 

不動産開発・コミュニティ創出と親和性の高いデジタル技術等の活用、複合用途

の再開発に合わせたスマートシティを検討し、社会の成長とイノベーションを推進

します。 

オ マテリアリティ⑤：市場価値の高いプロフェッショナル集団の形成 

サステナビリティ意識の高いプロフェッショナル人材の確保や専門性の更なる高

度化などを通じて、市場価値の高いプロフェッショナル集団の形成を目指します。 

カ マテリアリティ⑥：多様な価値観、働き方を尊重する職場環境の実現 

企業活力と競争力の源泉である人材の能力を最大限に引き出し、多様な人材が活

躍できる職場環境を実現するため、ダイバーシティの促進、働き方改革、健康経営

の推進などに取り組みます。 

キ マテリアリティ⑦：持続的成長に向けたガバナンスの更なる強化 

強固なガバナンス体制の実現とコンプライアンス・リスクマネジメント（情報セ

キュリティの強化等）を徹底し、会社の持続的成長を図ります。 
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（２）マテリアリティ特定のプロセス 

STEP 1 社会課題の整理 

不動産開発事業として社会から求められる国際規範や主要ガイドライン※を踏ま

え、課題項目を抽出 

↓ 

STEP 2 重要性の評価 

ステークホルダーにとっての重要度、及び自社にとっての重要度を評価 

↓ 

STEP 3 経営陣での審議 

自社の経営方針、成長戦略との整合性を確認し、課題の優先順位や妥当性を検証 

↓ 

STEP 4 マテリアリティの特定 

総合的評価を行い、マテリアリティを特定 

 
（３）マテリアリティ取組み一覧 

E：環境（Environment） S：社会（Social） G：ガバナンス（Governance） 

マテリアリティ  ESG 取組み  SDGs との関連性  
マテリアリティ① 
 
 
 
 
 
建物の環境性能向上
による自然環境の保
全  

E 1.自然環境へ配慮した不動産開
発・運営  

 

2.建物を再生し、環境価値を高
める開発の推進  

3.気候変動に伴う災害（都市水
害等）等への対応力が高い不
動産開発  

マテリアリティ② 
 
 
 
 
 
 
魅力ある地域・コミ
ュ ニ テ ィ の 創 出 ／  
活性化支援  

S 1.開発物件及び運営物件等にお
けるコミュニティ創出型イベ
ント開催  

 

2.開発物件及び運営物件等にお
けるチャリティイベント開催 

3.開発物件及び運営物件等にお
ける地域の人が集う場、安全
安心な場の創出  

 

 

 
※  持続可能な開発目標（SDGs）・GRESB・MSCI 
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マテリアリティ  ESG 取組み  SDGs との関連性  

マテリアリティ③ 
 
 
 
 
ステークホルダーと
協働した社会課題の
解決  

E,S,G 1.複合用途の再開発を通じた都市
機能のアップデート  

 

2.ゼネコンと協働した環境負荷の
低い建築資材の調達、グリーン
電力の使用等  

3.PM・BM・テナントと協働した環
境負荷低減（再生可能エネルギ
ーの活用等）  

4.従業員によるレスペーパーの推
進、省エネルギーの取組み等 

マテリアリティ④ 
 
 
 
 
 
デジタル技術等を活
用したイノベーショ
ンの推進  

S,G 1.不動産開発・コミュニティ創出と
親和性の高いデジタル技術等の
活用  

 

2.複合用途の再開発におけるスマ
ートシティの検討  

マテリアリティ⑤ 
 
 
 
 
 
 
市場価値の高いプロ
フェッショナル集団
の形成  

S 1.サステナビリティ意識の高いプ
ロフェッショナル人材の確保 

 

2.専門性の更なる高度化  

3.制度整備  

マテリアリティ⑥ 
 
 
 
 
 
 
 
多様な価値観、働き
方を尊重する職場環
境の実現  

S 1.ダイバーシティの促進  

 

2.働き方改革の実現  

3.健康経営の推進  

マテリアリティ⑦ 
 
 
 
 
 
 
持続的成長に向けた
ガバナンスの更なる
強化  

G 1.コーポレートガバナンス体制の
強化  

 

2.コンプライアンス・リスクマネジ
メントの徹底  

3.情報セキュリティの強化  
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２ Anschutz Entertainment Group, Inc.の環境への取組方針 

 
（１）サステナビリティ・プログラムの概要 

Anschutz Entertainment Group, Inc.（以下、「AEG」という。）のサステナビリテ

ィ・チームは、業界をリードする企業サステナビリティ・プログラムを運営していま

す。2008 年に発足した当チームの使命は、世界中の人々にインスピレーションを与え、

地球環境保護への意識と行動を促すことです。以下の活動を通じて、私たちは責任あ

る運営を行い、ライブエンターテインメントの影響力を活用して、次の世代のために

地球を守ることを目指しています。 

 
ア AEG が所有する 80 以上の会場、音楽フェスティバル、スポーツチームにおいて、 

サステナビリティ・プログラムが運営業務に組み込まれています。 

イ シュナイダーエレクトリックとの長期的なパートナーシップの維持 

・エネルギー調達、マーケット戦略情報、リスク管理サービスの導入。 

・二酸化炭素・エネルギー、水、廃棄物・資材に関する指標追跡システムの活用。 

・管理プラットフォームへのデータ集約・記録。 

ウ 教育及び広報プログラム 

・環境をテーマとしたボランティアイベントの開催。 

・AEG 従業員や事業部門に対し、行動を促すことを目的としたビジネスリソース

グループ「People for the Planet」の発足。持続可能プラクティスの教育、影響

拡大、浸透。 

エ AEG グローバルプログラムにおける最新の取組 

・2021 年以降、AEG は世界 15 か所のアリーナ、クラブ、劇場及び米国 5 つのフ

ェスティバルにてリユースカップ・プログラムを導入。 

・2024 年には、ロサンゼルスのエンターテインメント地区（Crypto.com Arena 及

び L.A. LIVE）にて、in-vessel バイオダイジェスター「Dyrt」を導入し、有機廃

棄物を堆肥化する実証実験を開始。 

・2024 年、AEG の米国フェスティバルにて、約 69.9 トンの食品や資材を地域団体

への寄付をすることで廃棄・埋立を回避。 

・ソーラーパネル、蓄電池、水素フューエルセル、LED 照明の導入により、AEG の

既存アリーナでは年々エネルギー消費を削減。 

・Coachella、Stagecoach、Portola、Camp Flog Gnaw などの音楽フェスティバル

では、会場内発電に再生可能ディーゼルやソーラーバッテリー電力を使用するこ

とで、炭素排出削減を実現。 

・欧州のアリーナやフェスティバルでは、優れたサステナビリティ活動が評価され、

「Greener Arena」認証を取得。 

◇ロンドンの The O2：Commended 

◇ベルリンの Uber Arena 及びハンブルクの Barclays Arena：Improver 

◇ロンドンの BST Hyde Park：Highly Commended 

◇ロンドンの All Points East：Commended 
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オ 将来の展望 

AEG は引き続き、スポーツ及びエンターテインメント業界におけるサステナビリ

ティのリーダーであり続け、組織全体にサステナビリティの取組を幅広く統合する

とともに、各事業体に価値をもたらす包括的な戦略を構築していきます。今後も以

下を推進していきます。 

・ユーティリティ指標、廃棄物削減・リサイクル指標、温室効果ガス（GHG）傾向、

会場情報などを可視化・追跡。 

・パートナーシップを通じた資産開発、収益化、アクティベーション。 

・社内外に向けたベストプラクティスの共有とストーリーテリングの強化。 

・スポーツ、音楽、グローバルパートナーシップ、チケッティング、不動産、社会

貢献部門との連携による包括的なサステナビリティ・プログラムの開発と、実質

的な変化の創出。 
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３ 関電不動産開発株式会社の環境への取組方針 

 
（１）サステナビリティ方針（環境） 

オール電化物件の供給をはじめ、事業活動における環境負荷の低減、自然との共生

を通じ、持続可能な社会の実現に貢献します。 

 
（２）ゼロカーボンロードマップ 

私たちが未来の脱炭素社会の実現に向け果たしたい役割は、総合不動産デベロッパ

ーとして「ゼロカーボンの選択肢を社会に提供」することです。住まいやビルを「オ

ール電化×CO2 フリー電気」にすることで建物全体をゼロカーボンにし、また快適か

つ「高い省エネルギー性能」の実現により、エネルギー消費量の低減にも貢献します。 

これからも地球温暖化に向き合いゼロカーボンを志向するお客さまの最適な選択肢

であり続けるために、「オール電化×CO2 フリー電気」と「高い省エネルギー性能」を

実現する住まいやビルを社会に提供していきます。そしてもちろん私たち自身も「自

らのゼロカーボン」に率先して取り組み、自社が利用するエネルギーも積極的にゼロ

カーボンにします。私たちはゼロカーボンに向けた先進的な取組を継続していくこと

で、一人ひとりが輝くコミュニティであふれる社会の創造に貢献し、持続可能な未来

の実現を追求し続けます。 

 
ア オール電化×CO2 フリー電気 

関電不動産開発株式会社では、「オール電化×CO2 フリー電気」に関する目標とし

て、以下を掲げています。 
 

・新規に計画するすべての物件をオール電化に 

・新規に計画するすべての賃貸物件に CO2 フリー電気を導入 

・新規に計画する分譲マンションに高圧一括受電かつ CO2 フリー電気の導入を検

討 

・すべての新規物件に EV 充電設備を設置 

・ゼロカーボンタウンを創出 

・太陽光発電設備の設置を推進 
 

関電不動産開発株式会社は、以前からすべての物件を「オール電化」で開発して

きました。そして、2023 年度以降は新規に計画するすべての賃貸物件に CO2 フリ

ー電気を導入しています。 

また、保有するすべての大規模物件において、CO2 フリー電気を導入しています。 

これらの取組により、2025 年度末時点の保有賃貸物件※の 84％がオール電化で

あり、39％に CO2 フリー電気を導入済みです。 

また、個別の物件にとどまらず、まち全体の効率的なエネルギー利用かつゼロカ

ーボン化を実現するゼロカーボンタウンを計画し創出していきます。 

 
※  「エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律（省エネ法）」における

届出対象物件を対象とします。  
注）取組の対象物件は、他社との共同事業の物件など一部の物件は対象外となる場合があります。  

CO2 フリー電気の導入は、関電不動産開発株式会社が電気供給事業者と契約する物件を対象とし、

分譲住宅では物件規模や受電方法などにより対象外となる場合があります。  
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イ 高い省エネルギー性能 

関電不動産開発株式会社では、「高い省エネルギー性能」に関する目標として、以

下を掲げています。 
 

・新規に計画するすべての物件を ZEH・ZEB に 

・既存物件の省エネルギー化 

・外部環境認証を取得 
 

関電不動産開発株式会社は、快適かつ高い省エネルギー性能の住まいやビルを開

発することで、社会のエネルギー消費量の低減に貢献しています。具体的には、2023

年度以降新規に計画するすべての物件を ZEH・ZEB 標準仕様にしています。さら

に 2026 年 7 月以降に建築確認を取得する分譲住宅については、従来の ZEH 基準よ

りも一段と高い断熱・省エネルギー性能が求められる GX ZEH 基準を標準仕様とし

ています。 

また、保有している物件においては、2025 年度末までにすべての賃貸住宅共用部

や主要なオフィスビルの照明 LED 化を完了するなど、計画的なリニューアルによ

る高効率機器への入れ替えを通じたエネルギー消費量の低減を推進しています。 
 
■分譲マンションでの ZEH 仕様 

関電不動産開発株式会社が販売する分譲マンションのシエリアは、外皮の断熱性能を向上
させ、高効率設備の導入により一次エネルギー消費量を削減することで、ZEH-M Oriented
基準以上の省エネルギー性能を実現しています。マンション自体の断熱性を高めることで、
冷暖房などの消費エネルギーを抑えながら、一年を通じて心地よい住空間を実現していま
す。  

GX ZEH 基準については、新築分譲マンションのシエリアにおいては、基本、住棟で GX 
ZEH-M Oriented 以上、住戸で  GX ZEH Oriented 以上の仕様としますが、他社との共同
事業、複合建物などを除きます。また、一部の物件、住棟、一部の住戸について、例外とな
る場合があります。 

 
ウ 自らのゼロカーボン 

関電不動産開発株式会社では、「自らのゼロカーボン」に関する目標として、以下

を掲げています。 
 

・すべての自社利用事務所で CO2 フリー電気の利用を継続する 

・すべてのマンション販売センターで CO2 フリー電気の利用を継続する 

・すべての社用車で電動車の利用を継続する 
 

関電不動産開発株式会社は、ゼロカーボンの選択肢を社会に提供するとともに、

自らのゼロカーボンの実現に向けた取組を推進しており、2030 年度の自社による

温室効果ガス排出量（GHG Scope1+2 排出量）※の削減目標を 70％（2021 年度比）

と定めました。目標達成に向けて、具体的には、「すべての自社利用事務所およびマ

ンション販売センターに CO2 フリー電気を導入」すること、「すべての社用車を電

動化」することを 2025 年度末までの達成を目指して推進してきた結果、2025 年度

にすべてを達成することができました。 

これからも、CO2 フリー電気および電動車の利用を継続していきます。 

 
※  Scope1：燃料の燃焼などの直接排出量を表します。  

Scope2：自社で購入した電気・熱の使用に伴う間接排出量を表します。  
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このように、自社利用のエネルギーの脱炭素化に取り組むことで、2025 年度の自

社による温室効果ガス排出量（GHG Scope1+2 排出量）は、基準年度（2021 年度）

比▲36.6％となり、2030 年度の削減目標 70％実現に向けさらなる削減を推進して

いきます。 

 
（３）資源循環と汚染防止 

関電不動産開発株式会社は、総合不動産デベロッパーとして、建物ライフサイクル

を通じた廃棄物排出量削減やリサイクル率の向上、汚染防止などは社会的責務である

と認識しています。この認識の下、廃棄物排出量削減などの目標を掲げて活動を推進

する他、関係法令・条例の遵守などを通じて汚染防止・低減を図っています。 

また、資源循環型社会の実現には、サプライチェーン全体での協働も必要不可欠と

なります。現状では関西電力グループ調達基本方針にのっとり環境負荷の少ない資機

材の調達を推進し、脱炭素社会および循環型社会の構築への貢献を目指しています。

今後はさらなる低炭素素材の採用を調達先と検討するなどサプライチェーン全体での

ゼロカーボンに向けた取組を推進していきます。 

「資源循環と汚染防止」に関する目標として、以下を掲げています。 
 

・廃棄物排出量（原単位）を前年度比低減 

・廃棄物リサイクル率を向上 

・国産材・認証木材の活用 

・リデュース・リサイクル・リユースの推進 

 
（４）水資源 

関電不動産開発株式会社では、水資源を重要な社会的・環境的資本と認識し、設計

会社、施工会社、テナント、地域の皆さま、行政などのステークホルダーとの協働を

通じて、水資源の保全に配慮したまちづくりを推進しています。 

建物の設計・施工段階から利用・運営段階に至るまで、水の効率的な利用を図り、

取水量の削減と持続可能な水資源の利用に取り組んでいます。 

「水資源」に関する目標として、以下を掲げています。 
 

・取水量（原単位）を前年度比低減 

・新規に開発する大型のオフィスビルでは、中水設備を導入する 

・新規開発物件および保有する物件の改修時に節水機器を導入する 

・水リスク評価を年に 1 回以上実施する 

 
（５）生物多様性の保全 

関電不動産開発株式会社は、生物多様性の重要性・サプライチェーンにおける生物

多様性への影響を認識し、生物多様性の保全に努めています。分譲マンション「シエ

リア」では、独自の生物多様性保全基準とデザイン指針に基づき、生物多様性の保全

に寄与するとともに、お客さまや地域の皆さまにとっても魅力的なランドスケープを

実現する開発を推進しています。また、分譲戸建て住宅「シエリアガーデン」では、

原則として緑地率 20％以上を確保するとともに、地域の植生を考慮した植栽を採用し

ています。 

「生物多様性の保全」に関する目標として、以下を掲げています。 
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・生物多様性保全方針「シエリア Link Greens プロジェクト※1」をすべてのシエリ

アに適用する 

・開発の規模や周辺環境に応じて、建物等緑化やビオトープの創設を実施する 

・一定規模のプロジェクトにおいては、ABINC 認証※2 など生物多様性に関する認

証の取得を検討する 

・開発時に整備した樹木や植栽には樹名板を設置する 

 

 

 
※1 シエリア Link Greens プロジェクト：シエリアのランドスケープを「いのちを育む豊かな植生の

創出、周辺緑地などとのエコロジカルネットワークの形

成」という視点から捉え、独自の生物多様性保全基準とデ

ザイン指針を定めるものであり、2024 年度以降に着工する

全てのシエリアに適用しています。具体的には、侵略植物

の不採用や在来樹種 50%以上の採用、周辺緑地の生物が好

む植物の選定や、人の視野内に占める緑の量の割合を考慮

したデザインなど、生物多様性の保全に寄与するととも

に、お客さまや地域の皆さまにとっても魅力的なランドス

ケープを実現できるような基準となるよう意識して策定し

ました。  
※2 ABINC 認証：一般社団法人いきもの共生事業推進協議会（ABINC）が自然とひととの共生を企業

活動において推進することを目的にオフィスビルや集合住宅などの土地利用におけ

る生物多様性の取り組みを認証する制度。  
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第 3 章 事業の名称、目的及び内容 

 
 

 
 

 



 

第３章 事業の名称、目的及び内容 

 
１ 事業の名称 

 
（仮称）万博記念公園駅前周辺地区活性化事業 

 

 
２ 事業の目的 

 
大阪府では、「大阪都市魅力創造戦略 2020（2016 年 11 月）」の重点取組に基づき、万

博記念公園を「世界第一級の文化・観光拠点の形成・発信」に位置づけ、その魅力創出

に取り組んでいるところである。大阪モノレール万博記念公園駅前府有地（以下、「公募

対象地」という。）については、「日本万国博覧会記念公園の活性化に向けた将来ビジョ

ン（2015 年 11 月）」において、「緑と文化・スポーツを通じて、人類の創造力の源泉で

ある生命力と感性が磨かれる公園」を目指すため、民間活力の導入によって、国内外か

ら利用者を引きつける魅力向上を図ることとしている。 

これを踏まえ、大阪府は、公募対象地において、「大規模アリーナを中核とした大阪・

関西を代表する新たなスポーツ・文化の拠点づくり」を基本コンセプトにした事業の公

募を実施し、令和 3 年 5 月に、三菱商事都市開発株式会社、Anschutz Entertainment 

Group, Inc.、関電不動産開発株式会社の共同企業体が最優秀提案者として選定された。 

本事業は、このような背景を踏まえ、世界中から人々を集める大規模アリーナと相乗

効果を発揮する導入機能を複合し、以下に示す 4 つの E（エンターテインメント）を追

求することで、大阪の新しい都市魅力を創造し、万博記念公園エリアにおいて、アリー

ナを核にした大阪の新たな観光ディスティネーションの形成、スポーツ・文化を軸とし

た次世代のライフスタイルを創出する複合都市づくり、未来のまちをリードする最先端

スマートシティの構築に寄与することを目的としている。 

また、本事業では、広域的な活性化と地域貢献に寄与するため、世界最先端のアリー

ナ・MICE※1をコア機能として据え、まち全体に賑わいをもたらす相乗効果創出機能と

して、遊ぶ／働く／暮らす要素を導入する「複合用途」の開発手法を用いたまちづくり

を行うものとしている。さらに、地区内外の施設・組織間連携により、当該地区に関わ

る人々※2のスポーツ・レクリエーション活動をはじめとする様々なアクティビティの活

性化（質・量の増加）と周辺地域への波及、それにより当該地区全体が「アジアを代表

する次世代型の新たなスポーツ・文化・レクリエーションの拠点」となることを目指し

ている。 

 
 
・Excitement コミュニティ全体に訴求する賑わい  
・Emotion 多様な感情と体験  
・Energetic アクティブな活動と健康的なライフスタイル  
・Equallibrium 自然と都市生活のバランス  
 

 

 
※1 企業等の会議（Meeting）、企業等の研修旅行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行

う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字を使った造

語で、これらのビジネスイベントの総称。  
※2 当該地区に目的を持って来訪もしくは居住する人々。  
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３ 事業の内容 

 
（１）事業の種類 

事業の種類は「運動・レジャー施設の建設」、「商業施設の建設」、「住宅団地の建設」

であり、それぞれ「吹田市環境まちづくり影響評価条例」（平成 10 年吹田市条例第 7 

号）第 2 条に規定する要件（新たに建設する住宅の戸数が 500 戸以上、小売業または

飲食店業の用に供される建築物の床面積の合計が 5,000m2 以上、施設の収容人員が

10,000 人以上）に該当する施設等を計画している。 

 
（２）事業の規模 

事業計画地は、中核施設であるアリーナ施設（収容人員約 18,000 人）を含む用地①

－a と、万博外周道路※1 沿い外側の 2 つの用地（用地②、用地③）の 3 つの用地に加

え、用地①－a に接続する通路（中央通路※2、西北通路※3）及び外周道路の拡幅部か

らなる。 

事業の規模等は表 3.3-1 に、各事業用地は図 3.3-1 に、事業の実施予定スケジュー

ルは表 3.3-2 に示すとおりである。 

 
表 3.3-1 事業の規模等 

事業期 Ⅰ期  Ⅱ期  Ⅲ期  Ⅳ期  

用 地 

中央通路、  
西北通路、  
造成協力地、 
外周道路拡幅部 

用地①－a 用地③ 用地② 用地  
①－a 

用地  
①－a 

用地  
面積  ha 約 1.0 約 12.0 約 1.0 約 1.3 －  －  

整備  
施設  －  －  

駅前ロータ
リー（上部
ペデストリ
ア ン デ ッ
キ）、  
広場  

ア リ ー ナ
棟、商業棟、 
ホテル棟  

共同住宅  共同住宅  オフィス・
ホテル棟  

オフィス棟  

延べ床 
面積  m2 －  －  約 1 0 7 , 2 0 0※  約 22,000 約 30,500 約 28,000 約 31,200 

最高建 
物高さ m －  －  約 45 約 45 約 31 約 45 約 45 

駐車場 
台数  台  －  －  約 666 約 158 約 198 約 92 

※  各施設の合計である。  
注）計画は、今後変更となる可能性がある。  

 
 

 
※1 万博記念公園を取り囲む一方通行の環状道路。（以下、「外周道路」という。）  
※2 千里橋南詰～記念協会前交差点までの区間の通路  
※3 駅前ロータリー～（仮）中央駐車場出入口交差点までの区間の通路  
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図 3.3-1 事業計画地 
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表 3.3-2 事業実施予定スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
注）表中の期間は、工事実施予定期間を示している。  

 

 
（３）事業の実施場所 

事業の実施場所は、「大阪府吹田市千里万博公園 23 番 17 の一部ほか」である。 

（図 3.3-2 参照） 

 

 

 

10年目 11年目 12年目

用地①－a

用地②

用地③

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目

Ⅰ期事業

Ⅱ期事業

Ⅲ期事業

Ⅳ期事業
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図 3.3-2 事業計画地の位置 

- 17 -



 

（４）事業計画の概要 

本事業では、前述の 4 つの E（Excitement（コミュニティ全体に訴求する賑わい）、

Emotion（多様な感情と体験）、Energetic（アクティブな活動と健康的なライフスタ

イル）、Equallibrium（自然と都市生活のバランス））をコンセプトに、グローバルス

タンダードのアリーナを核とする日本で唯一のまちづくりの展開によって世界第一級

の文化・観光拠点を実現し、国際都市大阪への発展に寄与する施設として計画する。

現時点で予定している主な施設内容は、表 3.3-3 に示すとおりである。 

 
表 3.3-3 予定施設内容 

施設  内容  

アリーナ  
エリアの中心地に新たなランドマークとなる「OSAKA 

ARENA」を配置する。来街者の高揚感を強く刺激し、周辺の
施設やエリア内の回遊の起点となる。  

商業、ホテル  広場に面して商業施設とホテル棟を配置することで、まち
の賑わいとホテルのプライベート性を両立した計画とする。 

共同住宅  
「楽（遊ぶ）・住（暮らす）・職（働く）」の複合的な街づく

りにおける住機能として、スポーツ・文化のある暮らしを楽
しむことに共感するターゲットに向けたレジデンスを創る。 

オフィス  公園の緑に近く、オープンな屋外空間を活用した次世代の
働き方を実現する新たなオフィス環境を提案する。  

オフィス・ホテル  アリーナ広場や駅前イベント広場、オフィス棟などの間に
配置し、まちの成長に合わせた宿泊機能の拡張・展開を図る。 
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ア 土地利用計画 

本事業の土地利用計画は、表 3.3-4 及び図 3.3-3 に示すとおりである。 

事業計画地の土地利用は、「施設棟」が 36,580m2（23.8％）、「駐車場」が 20,180m2

（13.1％）、「駐輪場」が 2,230m2（1.5％）、「広場・通路・車路等」が 58,390m2（38.0％）、

「その他施設・造成地」が 4,540m2（3.0％）、「緑地」が 30,170m2（19.7％）、提供

公園が 1,380m2（0.9％）に区分される。 

また、現況の土地利用区分は、表 3.3-5 及び図 3.3-4 に示すとおりである。 

 
表 3.3-4 土地利用計画 

土地利用区分  

中央通路、  
西北通路、  
造成協力地、
外周道路拡幅部 

用地  
①－a 用地② 用地③ 合計  

面積（m2） 面積（m2） 面積（m2）  面積（m2） 面積（m2） 構成比（%）

施 設 棟 － 30,230 3,980 2,370 36,580 23.8 

駐 車 場 －  15,460  3,080 1,640  20,180 13.1 

駐 輪 場 －  1,840  −  390  2,230  1.5  

広場・通路・車路等 9,640 43,360 3,260 2,130 58,390 38.0 

その他施設・ 
造 成 地 －  4,540 －  －  4,540 3.0 

緑 地 740 24,570 2,210 2,650 30,170 19.7 

提 供 公 園 －  －  800  580 1,380 0.9 

合 計 10,380  120,000  13,330  9,760 153,470 100.0  

※  緑地の構成比（19.7%）が現況（26.7%）よりも低くなっているが、これは「広場・通路・車路等」

及び「提供公園」内の緑地を考慮していないことによる。実際には、現況と同等程度になるよう努力

をする。  

 
表 3.3-5 土地利用区分（現況） 

土地利用区分  

中央通路、  
西北通路、  
造成協力地、
外周道路拡幅部 

用地  
①－a 用地② 用地③ 合計  

面積（m2） 面積（m2） 面積（m2）  面積（m2） 面積（m2） 構成比（%）

建 築 物 － 18,000  －  －  18,000  11.7  

駐 車 場 －  40,800  9,400 5,210 55,410 36.1 

広場・通路・車路等 9,100 24,290 －  －  33,390 21.8 

その他施設・ 
造 成 地 －  5,720 −  －  5,720 3.7 

緑 地 1,280 31,190 3,930 4,550 40,950 26.7 

合 計 10,380  120,000  13,330 9,760  153,470 100.0  
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イ 建築計画 

建築物の概要 

予定建築物の概要は、表 3.3-6 に示すとおりである。 

また、各階平面図、断面図、立面図は、図 3.3-5～図 3.3-7 に示すとおりである。  

 
表 3.3-6（1） 建築計画の概要 

 アリーナ棟  商業棟  ホテル棟  

建 物 用 途 観覧場  店舗  ホテル  

建 物 構 造 鉄骨造  
一部鉄骨鉄筋コンクリート造 鉄骨造  鉄骨造  

建 築 面 積 約 29,600m2 約 7,800m2 約 1,800m2 

建 ぺ い 率 －  －  －  

延べ床面積  約 72,900m2 約 20,000m2 約 14,300m2 

容 積 率 －  －  －  

主要用途面積  約 62,700m2 約 12,400m2 約 13,000m2 

建 物 高 さ 約 45m 約 16m 約 42m 

階 数 地上 7 階  地上 3 階  
地下 1 階  地上 9 階  

駐車場台数  約 666 台※  

駐輪場台数  約 324 台※ 

※  3 施設（Ⅰ期事業）で相互利用することから、3 施設分の合計台数としている。  
台数は、各施設の 1 日あたりの入退場者数及び交通手段別分担率から設定している（「１２章 ２２  
交通混雑」を参照）。  
「吹田市開発事業の手続等に関する条例」（平成 16 年 3 月 31 日吹田市条例第 13 号）に基づく付置

義務台数よりも少ない台数としているが、それぞれ「市立吹田サッカースタジアムにおけるコンサー

ト開催検討に係る自主環境影響評価報告書」（平成 30 年 12 月、吹田市・株式会社ガンバ大阪）、「（仮

称）エキスポランド跡地複合施設開発事業に係る環境影響評価書」（平成 25 年 12 月、三井不動産株

式会社）、「第 5 回（平成 22 年）近畿圏パーソントリップ調査  吹田市計」（京阪神都市圏交通計画協

議会）の実績値などを基に設定しており、必要台数を賄えるものと考えている。  
特に、アリーナについては、道路交通負荷を最小限に抑えるべく、主として公共交通機関に分担し、

自家用車による入場分担率を 5％まで抑制を図る計画としている。  
注）計画は、今後変更となる可能性がある。  
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表 3.3-6（2） 建築計画の概要 

 オフィス・ホテル棟  オフィス棟  共同住宅（用地②）  共同住宅（用地③）  

建 物 用 途 オフィス、ホテル、  
店舗  オフィス  共同住宅  共同住宅  

建 物 構 造 鉄筋コンクリート造  
一部鉄骨造  

鉄骨造 
一部鉄筋コンクリ

ート造 

鉄筋コンクリート造  
一部鉄骨造  

鉄筋コンクリート造  
一部鉄骨造  

建 築 面 積 約 3,000m2 約 3,000m2 約 4,200m2 約 2,800m2 

建 ぺ い 率 －  約 33％  約 33％  

延べ床面積  約 28,000m2 約 31,200m2 約 30,500m2 約 22,000m2 

容 積 率 －  約 200％ 約 200％ 

主要用途面積
または 

計 画 戸 数 

約 10,000m2 

（オフィス）  
約 8,000m2 

（ホテル）  
約 200m2 

（店舗）  

約 20,000m2 304 戸  236 戸  

建 物 高 さ 約 45m 約 45m 約 31m 約 45m 

階 数 地上 10 階  
地下 1 階  

地上 9 階  
地下 1 階  地上 10 階  地上 14 階  

駐車場台数  約 92 台※1 約 198 台※2 約 158 台※2 

駐輪場台数  約 131 台※1 約 610 台  約 480 台  

※1 用地①－a 内の全施設で相互利用することから、全施設分の合計台数（駐車場：758 台、駐輪場 455
台）からⅠ期事業分（駐車場：666 台、駐輪場 324 台）を差し引いた台数としている。  
台数は、各施設の 1 日あたりの入退場者数及び交通手段別分担率から設定している（「１２章 ２

２  交通混雑」を参照）。  
「吹田市開発事業の手続等に関する条例」（平成 16 年 3 月 31 日吹田市条例第 13 号）に基づく付置

義務台数よりも少ない台数としているが、それぞれ、アリーナの分担率（通常時）、「第 5 回（平成

22 年）近畿圏パーソントリップ調査  吹田市計」（京阪神都市圏交通計画協議会）を基に設定してお

り、必要台数を賄えるものと考えている。  
※2 共同住宅の駐車場台数についても、同条例に基づく付置義務台数（戸数の 100%以上（緩和基準は

戸数の 75%以上））を下回る、「戸数の 65%」としている。  
「戸数の 65%」は、事業者である関電不動産開発株式会社の他の大規模物件 2 件（A：462 戸・駅

まで 7 分、B：810 戸・駅まで 5 分）における駐車場希望率（設置割合×稼働率）が 65%～71%で

あることに基づく。なお、吹田市内の他社開発物件のヒアリングをもっても同程度であった。  
注）計画は、今後変更となる可能性がある。  
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施設稼働計画 

a アリーナ棟 

アリーナにおけるイベントは、音楽コンサートやミュージックイベント、ま

たスポーツイベントや企業イベント、テレビ、授賞式等アワードなどの開催を

想定しており、年間 165 回程度を想定している。 

施設の稼働時間は、各イベントの開催時間のほか、場内の設営、撤収などを

含めると、イベント当日はほぼ終日（24 時間）使用するものと想定している。 

 
b 商業棟 

店舗の営業時間は、10:00～21:00（一部 24:00 まで）を想定している。 

 
想定利用客数 

a アリーナ棟 

アリーナの想定利用客数は、年間約 175 万人、イベント 1 回当たり約 10,600

人の来客数を想定している。 

 
b 商業棟 

店舗の総想定利用客数は、年間約 260 万人、休日 1 日当たり約 10,000 人の

来客数を想定している。 

 
c オフィス・ホテル棟、オフィス棟 

オフィスの総想定利用者数は、年間約 120 万人、平日 1 日当たり約 4,800 人

の利用者数を想定している。 

 
ウ 緑化計画 

本事業における緑化計画（設計方針）は、表 3.3-7 に示すとおりである。本事業

の実施により緑地面積（地上部における緑地の水平投影面積）は現状より減少する

が、オープンスペースと質の高い緑により、動線空間においては多様な利用者が交

錯する通路の周辺部に賑わいを生み出し、公園としての潤いを提供するよう中高木

を連続的に並木配置すること、滞留・滞在空間においては効果的に緑を配置し、緑

陰空間を生み出すことにより、①賑わいの創出、②気候変動への対応、③緑による

ウェルビーイングの向上によって地域の価値を向上させ、まちの持続可能性の確保

を目指すこととしており、緑がオープンスペースに求められる価値や機能の向上に

寄与するものと考えている。 

また、本事業では、用地①－a では、地域在来種の植栽や外来種の駆除、維持管

理計画の作成・実施等により、自然文化園と調和した緑地を創出することで「自然

共生サイト」の認定取得を目指している（維持タイプと創出タイプについて、対象

エリアも含め検討中である。）。また、用地②及び用地③では、周辺環境との調和を

意識し、敷地内外の緑の連続性に配慮した生態系ネットワークの創出を図ることで、

鳥類・昆虫類等の生息環境にも配慮した計画とし、レインガーデン等を整備するこ

とで、地域住民や子供たちが五感で自然を感じられる環境学習の場を創出すること

により、「ABINC 認証」の認証取得を目指している。 

 

 

- 51 -



 

 
表 3.3-7 緑化計画（設計方針） 

①賑わいの創出  ②気候変動への対応  ③緑によるウェルビーイング 
の向上  

商業棟及びホテル棟で囲
まれた商業広場では、建物周
辺には高木を列植し、歩行や
休憩が快適に行える緑陰を
整備する。高木の配置は、イ
ベント時のテント等のレイ
アウトを考慮し、柔軟な利活
用が可能となるよう計画す
る。計画は、将来高木が育成
しそれぞれの樹木がシンボ
ル的な存在となるように空
間を空けて配置するととも
に、確実に管理できることも
踏まえたものとする。  

共同住宅の共用棟周辺は、
地域住民にも開かれ、シンボ
ルツリーの配置や広場的な
空間の演出を通じて、賑わい
と交流の場づくりを計画す
る。  

 

記念協会前交差点から商
業棟及びホテル棟で囲まれ
た商業広場に至る通路の周
辺部や、滞留・滞在空間とな
るアリーナ前デッキには、中
高木等を配置して歩行や休
憩が快適に行える緑陰を計
画する。  

アリーナ前デッキと商業
広場をつなぐ階段の周辺部
や、商業棟の階段の周辺部、
プレイゾーンへ至るレベル
差のある部分、また共同住宅
の南側では、敷地内の高低差
を活かし様々な視点から望
むことのできる緑を楽しめ
る様に、緑の連続性を計画す
る。  

交通量の多い外周道路に
対して、植栽を積極的に配置
し、緑のバッファー空間を作
るとともに、四季を感じる植
栽を植樹することで、地域住
民やランニングをする方々
含め、豊かな歩道空間を目指
す。  

 

 
エ 交通計画 

事業計画地周辺における交通の現況は、公園内に存在する 3 施設（自然文化園、

市立吹田サッカースタジアム、エキスポシティ）の駐車場の出入口が外周道路南側

に集中しているため、調和橋北詰交差点から進歩橋南詰交差点にかけて混雑してい

る。特に、エキスポシティ及び自然文化園の入退場時、市立吹田サッカースタジア

ムでの試合等終了時は交通集中が発生するため、渋滞長が発生しており、さらに 3

施設の退場時間が重なる年 20 日程度は、顕著な混雑が発生している。 

本事業の交通環境整備において、現況の交通問題を根本的に解決することは不可

能であるものの、本事業で様々な交通対策を講じることで、著しい交通混雑が発生

する特異日の増加を可能な限り抑える計画としている。 

 
自動車動線計画 

事業計画地は外周道路に接し、北側には府道大阪中央環状線が通っている。事

業計画地への入場車両は、主要経路となる道路（府道茨木摂津線、府道大阪中央

環状線、府道南千里茨木停車場線など）から事業計画地が接する外周道路へ入り、

右折で事業計画地へ入場することとなる（図 3.3-8 参照）。 
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図 3.3-8 自動車動線計画図  
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駐車場計画 

事業計画地内に設ける駐車場は、駐車場供給量が駐車需要を上回らないように

することで、更なる需要喚起に繋がることのないよう計画している。駐車場台数

は、各施設の 1 日あたりの入退場者数及び交通手段別分担率から設定し、「吹田市

開発事業の手続等に関する条例」（平成 16 年 3 月 31 日吹田市条例第 13 号）施行

規則第 34 条第 3 項の規定に基づき、同条例に定める台数よりも少ない台数とし

ている（各施設の 1 日あたりの入退場者数及び交通手段別分担率は、「１２章 ２

２ 交通混雑」を参照）。 

特に、入退場時間が集中するアリーナ施設については、道路交通への負荷を最

小限に抑えるべく、主として公共交通機関に分担し、自家用車による入場分担率

を 5％まで抑制を図る計画としている。また、アリーナ公演日や市立吹田サッカ

ースタジアムの試合日など、前述の目標値を超える入場車両が発生しないように、

当駐車場を無断利用することを防止するための取組や周辺事業者との連携など、

実効性のある交通マネジメントを実施する計画としている。 

また、共同住宅の駐車場台数についても、同条例に基づく必要台数（戸数の

100%以上（緩和基準は戸数の 75%以上））を下回る、「戸数の 65%」としている。

なお、「戸数の 65%」は、事業者である関電不動産開発株式会社の他の大規模物件

2 件（A：462 戸・駅まで 7 分、B：810 戸・駅まで 5 分）における駐車場希望率

（設置割合×稼働率）が 65%～71%であることに基づく（吹田市内の他社開発物

件のヒアリングをもっても同程度）。 

なお、現況の事業計画地内における既存駐車場（中央駐車場）及び駐輪場（フ

ァミリーマート裏）は、本事業の実施に伴い廃止される。用地①－a の工事期間

中においては、公園利用者の利便性を確保するため、暫定駐車場及び代替駐輪場

を設置する計画としている。暫定駐車場の設置場所については、用地①－b 及び

用地②への設置を予定している（令和 8 年 10 月 16 日開催の第 2 回吹田市環境影

響評価審査会交通部会資料 2 別紙 1 の 8 ページ参照）。代替駐輪場については、

万博記念公園の西口付近及び東口付近への設置を予定している。なお、万博記念

公園駅の有料駐輪場については、工事期間中も引き続き利用可能である。また、

アリーナ開業後の駐車場及び駐輪場の配置については、工事期間中における利用

状況や周辺の交通環境等を踏まえた上で、配置や台数等を検討し、決定すること

としている。 

 
交通対策 

本事業で計画している交通対策は、表 3.3-8 及び図 3.3-9 に示すとおりである。

特に、今後、大阪府をはじめ公園内施設の事業者などの関係者との調整を本事業

者が主体的に進め、（仮称）交通対策調整組織の立上げ及び円滑な運営を可能とす

る仕組の構築に責任を持って取組み、施設間で連携して集客予測、対策の実施を

行っていく。 

また、交通対策のうち、D－1 案（茨木摂津線－外周道路合流点）及び D－2 案

（樫切山北交差点）については、本事業が及ぼす交通負荷の影響は軽微であるも

のの、万博記念公園周辺で最も大きな課題のある樫切山北交差点の改善及び外周

道路への合流・分岐部の安全性向上を目的に、さらなる対策案として検討したも

のである。 
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表 3.3-8 交通対策一覧 

対策  内容  

1. 公共交通機関の利用の促進  
 

アリーナの自動車
分担率を目標 5％
に抑制 

車での来場を抑制する告知を徹底する。  

 アリーナイベント予約時に駐車場予約と連動したシステム構築すること
で、アリーナ来場者に対する駐車場完全予約制の導入を検討する。  

 駐車料金のダイナミックプライシングにより、車での来場を抑制する。  

 ガンバ大阪やエキスポシティ等の周辺事業者とも連携し、道路上におけ
る送迎車両の駐停車対策を行う。  

 大阪モノレールの増便等について、関係交通事業者等と協議をしていく。 
 周辺鉄道駅（阪急山田駅、JR 茨木・千里丘駅）への誘導を行う。  

 居住者による自家
用車の利用を抑制  

共同住宅の駐車場台数について、「吹田市開発事業の手続等に関する条
例」（平成 16 年 3 月 31 日吹田市条例第 13 号）施行規則第 34 条第 3 項
の規定に基づく必要台数（戸数の 100%以上（緩和基準は戸数の 75%以
上））を下回る、「戸数の 65%」とする。  

2. 道路改良  

 
【A 案】  
外周道路南側の車
線拡幅 

外周道路南側の交通混雑発生区間において、現状の 3 車線を 4 車線化し、
用地①－a への右折入場車線を新設する。これにより、用地①－a に進入
する右折車両による外周道路への負荷を軽減する。  

 
【B 案】  
千里橋ルートの活
用  

万博記念公園内の管理通路及び千里橋を活用した、周辺の交通改善に資
する通路（千里橋ルート）を整備する。本事業では、その千里橋ルートを
活用することにより、入場時については西・北西方面からの車両、退場時
については北・北東方面への車両を、外周道路南側を経由させることなく
入退場させ、外周道路南側の交通負荷を軽減する。  

 
【C－1 案】  
進歩橋南詰交差点
左折車線の見直し  

現状、交通混雑が発生している西・南方面への退場経路となる左折車線を
2 車線化し、交通混雑を緩和させる。  

 【C－2 案】  
信号現示の調整  

市立吹田サッカースタジアムとの休日複合日など著しい交通混雑時にお
いて、進歩橋南詰交差点～記念協会前交差点の信号現示を調整（外周道路
直進側の青時間比増）し、交通混雑を緩和させる。  

 【D－1 案】※  
信号交差点の新設  

茨木摂津線－外周道路合流点について、信号を設置して T 字交差点化す
る。これにより、無信号の複雑な分岐合流部の改良による交通安全性の向
上とともに、市立吹田サッカースタジアムから阪急山田駅方面への徒歩
退場者と車両による交差が信号処理することができ、交通流が向上する。
また、本事業の南方面からの入場車両が記念協会前交差点から右折で用
地①－a に入場でき、外周道路への交通負荷が軽減する。  

 
【D－2 案】※  
樫切山北交差点以
北の 2 車線化 

樫切山北交差点～万博公園南交差点の北向き車線を 2 車線化することに
より、樫切山北交差点の混雑を軽減する。  

3. 南側の生活道路への進入防止  

 誘導規制または  
交通規制  

記念協会前交差点から南側の生活道路への進入を防止するため、誘導看
板により中央通路からの直進を抑制するとともに、今後、交通管理者、道
路管理者と協議を行い、交通規制の可能性についても確認をしていく。  

4. 交通ソフト対策を実行する専門組織の新設  

 （仮）交通対策調
整組織 

今後、大阪府をはじめ公園内施設の事業者などの関係者との調整を本事
業者が主体的に進め、（仮称）交通対策調整組織の立上げ及び円滑な運営
を可能とする仕組の構築に責任を持って取組み、施設間で連携して集客
予測、対策の実施を行っていく。  

※  D－1 案及び D－2 案については、本事業の直接的な影響度は低く、実現できるかどうかは今後の協

議事項となっており、現時点で実施を確約するものではない。 
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図 3.3-9 交通対策（道路改良） 

注）D－1 案及び D－2 案ついては、実現できるかどうかは今後

の協議事項となっており、現時点で実施を確約するもので

はない。 
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オ 供給施設計画 

給水計画 

給水は、吹田市水道事業者から供給を受ける計画である。 

 
ガス・電気供給計画 

共同住宅以外については、ガス、電気は、それぞれ都市ガス事業者及び電気事

業者からの供給を受ける計画である。 

共同住宅については、電気は電気事業者から供給を受け、オール電化にて賄う

ことを想定しているため、ガスの供給を受ける予定はない。 

なお、エネルギー利用の効率化や環境負荷の低減を図る計画としており、一部

においては太陽光発電の利用を検討している。 

 
カ 排水施設計画 

汚水・雑排水は屋内分流、屋外合流方式とし、公共下水道に放流する計画である。

雨水排水についても、公共下水道へ放流する計画である。 

 
キ 廃棄物処理計画 

工事中に発生する廃棄物は、可能な限り再資源化に努める計画とし、廃棄物処分

量の減少に努める。処理が困難なものについては、産業廃棄物処理業の許可を有す

る処理業者に委託し、適正に処理する計画である。また、建設発生土については、

自ら利用により盛土に利用するなど、残土の発生を抑制する計画である。 

供用開始後の事業系一般廃棄物は、分別を徹底し、可能な限り廃棄物の削減・リ

サイクルに努めていくものとする。廃棄物の発生抑制としては、アリーナ棟におけ

る廃棄物に関する指標追跡システムの採用やリユースカップ・プログラムの実施な

どを検討している。分別収集については、吹田市分別収集計画に従い、可燃ごみ、

不燃ごみ及び資源ごみに分別し、吹田市の一般廃棄物収集運搬委託業者に収集運搬

を委託する計画である。また、飲食店からの廃油、物販施設からの廃プラスチック

類などの産業廃棄物が想定されるが、これらについても、産業廃棄物処理業の許可

を有する処理業者に委託し、適正に処理する計画である。 

共同住宅から発生する一般廃棄物についてもディスポーザーを設置するなど発生

抑制に努め、吹田市分別収集計画に従い、吹田市の一般廃棄物収集運搬委託業者に

収集運搬を委託する計画である。 
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（５）工事計画 

ア 既設構造物撤去工事 

仮設工事施工概要 

a 安全対策工及び公害防止施設工 

工事の施工に先立ち、事業計画地の境界周辺で必要と思われる箇所には、防

災柵（鋼板フェンス）または立入防止柵（ネットフェンス）を設置し、工事関

係者以外の立入りを防止する。また、建設地の周囲に仮囲い鋼板を設置し、必

要に応じて防音パネルや防音シート等の設置を検討する。さらに、必要に応じ

て場内を散水車で散水し、粉じんの飛散を防止する。その他、搬出車両が一般

道を汚さないよう敷地内にタイヤ洗浄設備を設け、タイヤに付着した泥を落と

すこととする。 

 
b 工事用車両進入設備、仮設道路 

工事用車両の通行のため、必要場所に仮設道路を設置する。 

工事用車両の走行経路は、図 3.3-10 に示すとおりである。 

 
c 防災工事（降雨対策） 

土工事により周辺地域へ影響を及ぼす恐れのある場所には土留板、土のう、

素堀側溝等を設け、防災を図る。 

また、仮設沈砂池を設け、工事中の土砂流出の防止を図る。 

 
構造物等撤去工事施工概要 

土木造成工事及び建築工事に先立ち、既存建築物及び建物基礎の撤去、舗装・

埋設管等の撤去、既存樹木の伐採・伐根、掘取を行う。また、撤去物については、

可能な限り再利用することとするが、処理が困難なものについては、産業廃棄物

処理業の許可を有する処理業者に委託し、適正に処理することとする。 

なお、建物基礎については、撤去に伴って地盤の変状等、周辺環境に与える影

響が大きい場合などは、大阪府や関係機関と協議の上、存置する可能性がある。 
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図 3.3-10 工事用車両の走行経路 
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イ 土木造成工事 

仮設工事施工概要 

仮設工事は、既設構造物撤去工事に準ずるものとする。 

 
造成工事施工概要 

造成計画は、図 3.3-11 及び図 3.3-12 に示すとおりである。 

土工事は、バックホウ、ブルドーザー、ダンプトラック等の組み合わせで行い、

盛土部分の締め固めにあたっては、ブルドーザー等により十分な転圧を行う。 

また、事業計画地内で切土・盛土の調整を行い、可能な限り土の搬入・搬出が

発生しないよう努める。 

 
排水管渠工事施工概要 

盛土部分については地盤の安定後、切土部分については道路盤を形成した後に

バックホウまたは人力により掘削を行い、雨水管と汚水管及びマンホールを埋設

する。 

 
道路工事施工概要 

道路の路床構築後、道路側溝など構造物の構築を行い、路盤を含む舗装工事を

実施する。 

道路工事の施工にあたって使用する主な機械は、バックホウ、ブルドーザー、

タイヤローラ及びアスファルトフィニッシャー等を予定している。 

 
ウ 建築工事 

仮設工事施工概要 

仮設工事は、既設構造物撤去工事に準ずるものとする。 

 
建築工事施工概要 

建築工事は、建物毎に適切な工区分けを行い、準備工事→基礎杭工事→掘削工

事→躯体工事→仕上工事→外構工事、の順に行うこととなる。 
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エ 工事工程 

工事工程は、表 3.3-9 に示すとおりである。 

本事業の工事期間は、全事業期で 12 年程度を予定している。なお、本事業は、都

市計画法第 37 条に規定する建築制限解除承認を受け、開発造成工事と建築工事を

同時に行う予定としている。 

 
表 3.3-9 工事工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（６）環境影響要因の概要 

本事業の実施により、環境影響を及ぼす要因となる行為等（環境影響要因）として

は、以下に示す事項が考えられる。 

 
ア 工事 

・建設機械の稼働（準備工事、土木造成工事、建築工事に伴う建設機械の稼働） 

・工事用車両の走行（資材運搬や工事関係者の車両の走行） 

・工事の影響（工事の実施による廃棄物、悪臭、濁水等の発生） 

 
イ 存在 

・土地利用及び地形の変化（既存の土地利用及び地形の変化） 

・緑の回復育成（既存の緑地の消失、新たな緑地の整備） 

・建築物等の存在（新たな建築物等の出現） 

 
ウ 供用 

・人口の増加 

・施設の供用（アリーナ及び物販店舗、共同住宅など施設の供用に伴う設備の稼働、

廃棄物、悪臭等の発生） 

・冷暖房施設の稼働 

・駐車場の利用（事業計画地内における居住者の車両や利用客による来店・退店車

両、荷物運搬車両及び廃棄物収集車両の走行） 

・施設関連車両の走行（事業計画地外における居住者の車両や利用客による来店・

退店車両、荷物運搬車両及び廃棄物収集車両の走行） 

・歩行者の往来（利用客の往来） 

 

10年目 11年目 12年目

解体工事

開発造成
工事

建築工事

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目

Ⅰ期事業

Ⅱ期事業 Ⅲ期事業 Ⅳ期事業
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（７）事業計画の複数案の検討経緯 

本事業計画の検討にあたっては、前提として事業者の施設配置基本方針があり、こ

れに地形的な条件や周辺住居等への配慮事項を踏まえて計画することとなる。本計画

における施設配置の設定にあたっては、中核施設であるアリーナ棟の配置をベースに

して表 3.3-10 に示すとおり 2 案（万博記念公園中央駐車場に配置する案、万博記念ビ

ル及びその前面駐車場に配置する案）について比較・検討を行った。その結果、本計

画における配置（万博記念公園中央駐車場に配置する案）が、土工事による発生土量

が最も少なく環境負荷を抑えることができること、また周辺サイトとのアクセス性や

必要な広場面積、通路幅、交通ロータリー機能を確保することができること、既存緑

地（南東側）の改変が限定的であることから、総合的に優れた案であると判断した。 
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記

念
ビ

ル
及

び
そ

の
前

面
駐

車
場

に
配

置
す

る
案

 

配
置

図
 

 
 

発
生

土
量

 
○

 
盛

土
に

よ
り

、
周

辺
サ

イ
ト

の
高

さ
に

合
わ

せ
た

新
た

な
宅

盤
を

作
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

配
置

で
あ

る
。

掘
削

を
最

も
低

減
す

る
こ

と
が

で
き

、
発

生
土

量
が

少
な

く
な

る
。

 
×

 
土

工
事

に
よ

る
発

生
土

量
が

左
記

の
倍

以
上

見
込

ま
れ

、
環

境
負

荷
が

大
き

い
。

 

地
中

埋
設

管
 

へ
の

影
響

 
○

 
地

中
埋

設
管

を
避

け
た

配
棟

構
成

で
あ

り
、

周
辺

施
設

へ
の

影
響

を
伴

う
管

の
移

設
や

撤
去

は
不

要
で

あ
る

。
 

△
 

地
中

埋
設

管
を

損
傷

す
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
別

の
管

を
設

置
し

、
付

け
替

え
る

必
要

が
あ

る
。

 
ペ

デ
ス

ト
リ

 
ア

ン
デ

ッ
キ

 
△

 
万

博
記

念
公

園
駅

か
ら

ア
リ

ー
ナ

へ
接

続
す

る
ペ

デ
ス

ト
リ

ア
ン

デ
ッ

キ
が

必
要

で
あ

り
、

高
額

な
費

用
負

担
が

発
生

す
る

。
 

○
 

デ
ッ

キ
は

不
要

で
あ

る
。

 

住
宅

エ
リ

ア
等

の
周

辺
サ

イ
ト

と
の

関
係

や
 

ア
ク

セ
ス

性
 

○
 

万
博

記
念

公
園

駅
や

周
辺

の
サ

イ
ト

は
、
ほ

と
ん

ど
の

部
分

が
O

P
50

レ
ベ

ル
で

あ
り

、
駅

前
広

場
と

ア
リ

ー
ナ

の
み

が
O

P
40

レ
ベ

ル
で

あ
る

。
ペ

デ
ス

ト
リ

ア
ン

デ
ッ

キ
を

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
辺

の
O

P
50

 の
宅

盤
と

自
由

に
接

続
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

 

△
 

敷
地

内
の

地
盤

の
レ

ベ
ル

と
周

囲
の

道
路

の
レ

ベ
ル

は
大

幅
に

異
な

る
た

め
、

レ
ベ

ル
差

を
解

消
す

る
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

滞
留

面
積

 
○

 
ア

リ
ー

ナ
施

設
の

た
め

の
（

避
難

な
ど

を
考

慮
し

た
）

滞
留

広
場

の
基

準
は

、
一

人
あ

た
り

0.
5m

2
（

18
,0

00
人

に
対

し
て

9,
00

0m
2
）

で
あ

り
、

こ
れ

を
踏

ま
え

た
広

場
面

積
の

確
保

が
可

能
で

あ
る

。
 

△
 

こ
の

配
置

で
は

十
分

な
広

場
面

積
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
適

正
な

規
模

と
な

る
よ

う
配

置
を

調
整

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

通
路

幅
 

○
 

人
の

ア
ク

セ
ス

や
避

難
の

た
め

の
一

定
の

通
路

幅
の

確
保

が
可

能
で

あ
る

。
 

△
 

こ
の

配
置

で
は

十
分

な
通

路
幅

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

ず
、

適
正

な
規

模
と

な
る

よ
う

配
置

を
調

整
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

交
通

 
ロ

ー
タ

リ
ー

 
○

 
本

事
業

に
よ

り
、

現
状

か
ら

追
加

で
必

要
と

な
る

バ
ス

バ
ー

ス
及

び
タ

ク
シ

ー
乗

降
場

の
確

保
が

可
能

で
あ

る
。

 
△

 
こ

の
配

置
で

は
追

加
で

必
要

と
な

る
バ

ス
バ

ー
ス

及
び

タ
ク

シ
ー

乗
降

場
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
適

正
な

規
模

と
な

る
よ

う
配

置
を

調
整

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
既

存
緑

地
の

保
全

○
 

既
存

緑
地

（
南

東
側

）
の

改
変

は
限

定
的

で
あ

る
。

 
×

 
既

存
緑

地
（

南
東

側
）

を
大

き
く

改
変

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

総
合

評
価

 
○

 
×
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第 4 章 当該事業における環境に対する取組方針 

 
 

 
 

 



 

第４章 当該事業における環境に対する取組方針 

 
事業計画地のうち用地①－a は、都市計画特別用途地区（千里万博公園スポーツ・レ

クリエーション地区）内に位置しており、本事業全体としては「大規模アリーナを中核

とした大阪・関西を代表する新たなスポーツ・文化の拠点づくり」を基本コンセプトと

して、アリーナ、ホテル、商業、住宅などから構成される多様性に富んだミクストユー

スのまちづくりの特徴を生かし、各施設単体ではなく事業計画地全体で施設間連携の相

乗効果を生み出す環境取組を行い、省エネルギー化、景観への配慮、周辺の生活環境の

向上を図っていくものとしている。 

また、交通対策など、事業計画地を含む万博記念公園周辺エリア全体の課題などに対

し、周辺事業者等との連携・協力を図り、環境負荷の低減を目指していくものとしてい

る。 

 
＜事業計画地全体として消費エネルギーを最小化、最適化する取組＞ 

大阪府建築物の環境配慮制度において高い評価結果を得られるよう努めるとともに、

アリーナ棟については、CASBEE S ランク及び ZEB Oriented 認証取得を目指した設計

（BEI は現設計では 0.67 であるが、今後、各種検討の精度をさらに高め、着工時までの

目標は 0.55 としている。）とする。また、開業後の運用による環境負荷削減に積極的に

取り組むこととし、その評価については第三者認証である「A Greener Arena※」の認証

取得を目指すこととしている。商業棟については、本事業計画（アウトモール型）にお

いては、CASBEE 高ランク及び ZEB ともに取得が難しい状況であるが、可能な限り省

エネ対策に取り組むものとする。ホテル棟については、CASBEE A ランクを目指した設

計とする（ZEB については、ホテル用途特有の 24 時間 365 日稼働や給湯・空調負荷の

大きさ等から、現時点で取得を前提とすることが難しく、また、快適な宿泊体験を提供

するためには、誘致予定のホテルオペレーターが求める運営指針に沿う必要があり、そ

の内容は必ずしも ZEB の考え方と常に両立するものではない。一方、可能な限り省エネ

対策に取り組むこととしており、全熱交換機、高効率変圧器、客室カードキー連動によ

る節電、照明制御等、実現可能な範囲で必要かつ有効な施策を導入し、環境性能向上に

努めていく方針としている。）。オフィス棟については、CASBEE S ランク及び ZEB 

Ready を目指すこととする。共同住宅については CASBEE S ランク及び 2027 年より導

入予定の新基準 GX-ZEH-M-Oriented（BEI：0.65、UA 値：0.46）認証取得を目指した

設計とする。また、アリーナ棟については、省エネルギー性能の高度化を図るため、「利

用状況に応じた換気制御」、「負荷状況に応じた熱源制御」、「アリーナ上部の熱だまりに

配慮した空調システム」などを採用し、さらに、「サステナブル建築物等先導事業（省 CO2

先導型）」へ応募する（採択されれば、これらの技術をさらにアップグレードさせる。）。

また、事業計画地全体として、可能な限り環境負荷の低減を図るものとする。 

 
 

 
※  A Greener Arena とは、イベント・興行業界の持続可能性を推進する英国の非営利団体 A Greener 

Future（AGF）によって運営されている認証制度。評価は、上位から Outstanding、Highly 
Commended、Commended、Improvers となっている。  
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＜低炭素社会へ寄与する自然豊かな Walkable で健康で楽しいまちづくり＞ 

事業計画地は万博記念公園内に位置していることから、万博記念公園の豊かな緑の景

観にも配慮し、駅前緑化や南側外周道路沿い緑化を中心に、周辺環境と一体となった緑

化景観を形成することで、人と自然とのふれあいの場を創出する。 

また、敷地内にパブリックスペースを整備し、万博記念公園と一体となった Walkable

で健康で楽しいまちを実現する。さらに、万博記念公園周辺も含めた周辺地域からの来

訪者に対して、自家用車での移動ではなく徒歩移動を促進し、周辺地域も含めた自家用

車による移動頻度、距離を減少することで CO2 排出を抑える。中遠距離からの来訪者に

対しては、外周道路などの周辺の交通負荷低減も兼ね、モノレールなどの公共交通機関

の積極的利用を促進し、自動車の走行に伴う大気汚染の低減に寄与する。また、周辺住

民も含め健康で快適な暮らしを支え、生活環境の向上に貢献するために、周辺住民も気

楽にスポーツを楽しむことのできる場所を創出する。 

 
＜開業後も環境にやさしい運営と地域貢献＞ 

資源を大切にする社会システムの形成として、工事中の廃棄物の発生抑制だけではな

く、開業後も住宅にディスポーザーを設置するなど減量化に貢献できる運営に努める。 

また、防災・安全面からも生活環境の向上に貢献するため、災害時の自立性を維持す

る取組（ソーラー照明柱、マンホールトイレ、かまどベンチ、スマホ充電設備などを検

討）や、屋外駐車場において車中泊避難者の受け入れなどの協力内容について、吹田市

と協議し、災害時の住民の安全に配慮した環境づくりを目指していくものとする。さら

に、エリア内に設置するデジタルサイネージ媒体を通して、安心・安全に関わる情報（災

害情報、避難誘導指示など）を発信することで、迅速な避難を支援するシステム構築を

検討する。  
 

これらの実現に向け、関係機関と連携・協力を図り、地域の環境保全・改善に寄与で

きるような取組を推進し、良好な環境づくりに貢献していくものとする。 
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第 5 章 質問書の概要及びこれに対する 

事業者の回答（評価書案未掲載分） 

 
 

 
 

 

 



 

第５章 質問書の概要及びこれに対する事業者の回答（評価書案未掲載分） 

 
「（仮称）万博記念公園駅前周辺地区活性化事業に係る環境影響評価提案書」及び「（仮

称）万博記念公園駅前周辺地区活性化事業に係る環境影響評価書案」について、吹田市

環境まちづくり影響評価条例第 23 条第 1 項の規定に基づく「質問書」が、それぞれ 54

通及び 16 通提出されている。 

このうち、令和 8 年 5 月提出の評価書案に未掲載の 17 通（提案書質問書 1 通、評価

書案質問書 16 通）の質問書の概要及びこれに対する事業者の回答は、次頁に示すとお

りである。 
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表
5
.
1
-
1
（

1
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

1
事

業
計

画
本

事
業

の
計

画
変

更
に

関
す

る
懸

念
（

仮
称

）
万

博
記

念
公

園
駅

前
周

辺
地

区
活

性
化

事
業

（
以

後
本

事
業

と
す

る
）

に
係

る
環

境
影

響
評

価
提

案
書

に
対

す
る

吹
田

市
の

審
査

書
が

20
26

年
（

令
和

8年
）

2月
9日

に

事
業

者
に

送
付

さ
れ

た
。

20
26

年
（

令
和

8年
）

2月
12

日
に

大
阪

府
戦

略
本

部
会

議
が

開
催

さ
れ

、
20

26
年

（
令

和
8年

）
4月

30
日

に
本

事
業

の
実

施
協

定
書

の
一

部
変

更
が

行
わ

れ
た

。
大

阪
府

戦
略

本
部

会
議

資
料

お
よ

び
一

部
変

更
し

て
締

結
さ

れ
た

実
施

協
定

書
に

よ
れ

ば
、

吹
田

市
に

提
出

さ
れ

て
い

る
本

事
業

計
画

に
つ

い
て

い
く

つ
か

の
変

更
点

が
み

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
の

変
更

に
よ

り
、

本
事

業
が

全
体

像
が

不
明

確
で

、
ま

た
本

事
業

の
公

募
要

項
や

大
阪

府
の

条
例

な
ど

に
違

反
し

た
状

態
の

ま
ま

進
行

し
て

い
る

こ
と

が
よ

り
明

確
に

な
っ

て
き

た
。

本
事

業
の

計
画

変
更

に
関

連
す

る
懸

念
と

し
て

下
記

A
～

C
が

あ
り

、
質

問
す

る
。

A
：

用
地

②
お

よ
び

③
の

売
却

に
大

阪
府

議
会

の
議

決
が

不
要

と
さ

れ
た

こ
と

B
：

用
地

②
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
が

第
II
期

、
用

地
③

の
共

同
住

宅
（

マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
が

第
I期

と
さ

れ
た

こ
と

C
：

用
地

①
－

bに
つ

い
て

の
具

体
案

提
示

が
大

型
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

と
さ

れ
た

こ
と

こ
れ

ら
の

懸
念

は
、

こ
れ

ま
で

吹
田

市
に

提
出

し
た

環
境

影
響

評
価

提
案

書
の

意
見

書
（

様
式

第
3号

）
、

質
問

書
（

様
式

第
12

号
）

、
お

よ
び

大
規

模
開

発
構

想
届

の
意

見

書
・

再
意

見
書

（
様

式
第

8号
）

と
重

複
す

る
部

分
が

あ
る

。
事

業
者

に
お

か
れ

て
は

今
回

の
計

画
変

更
に

関
す

る
懸

念
に

つ
い

て
回

答
願

い
た

い
。

A
：

20
25

年
（

令
和

7年
）

1月
15

日
に

吹
田

市
へ

提
出

し
た

環
境

影
響

評
価

提
案

書
で

は
、

用
地

②
及

び
用

地
③

の
共

同
住

宅
建

設
を

ア
リ

ー
ナ

建
設

と
同

時
期

（
Ⅰ

期
事

業
）

に
計

画
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

近
隣

の
小

中
学

校
に

お
け

る
児

童
・

生
徒

数
の

増
加

に
伴

う
受

入
態

勢
へ

の
影

響
を

平
準

化
す

る
と

と
も

に
、

工
事

が
集

中
す

る
こ

と
に

よ
る

周
辺

住
環

境
へ

の
負

荷
を

軽
減

・
分

散
さ

せ
る

た
め

、
用

地
②

の
共

同
住

宅
建

設
を

Ⅱ
期

事
業

に
変

更
し

ま
し

た
。

土
地

売
却

に
関

す
る

府
議

会
議

決
に

つ
い

て
は

、
用

地
②

と
用

地
③

に
お

け
る

共
同

住
宅

建
設

予
定

時
期

が
変

更
と

な
り

、
同

時
期

売
却

で
な

く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
府

議
会

の
議

決
が

必
要

と
な

る
要

件
に

当
て

は
ま

ら
な

く
な

っ
た

た
め

、
不

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
共

同
住

宅
の

建
設

手
続

等
に

つ
い

て
は

、
吹

田
市

の
条

例
に

基
づ

き
、

必
要

な
手

続
を

適
切

に
進

め
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

共
同

住
宅

は
、

事
業

資
金

捻
出

の
た

め
に

建
設

さ
れ

る
も

の
で

は
な

く
、

事
業

コ
ン

セ
プ

ト
で

あ
る

「
楽

（
遊

ぶ
）

・
住

（
暮

ら
す

）
・

職
（

働
く

）
」

の
 3
つ

の
機

能
の

う
ち

「
住

（
暮

ら
す

）
」

の
機

能
を

担
っ

て
お

り
ま

す
。

ア
リ

ー
ナ

を
中

心
と

し
た

本
事

業
に

共
感

す
る

「
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
あ

る
暮

ら
し

を
楽

し
む

住
民

」
が

定
住

し
、

さ
ら

に
は

共
同

住
宅

の
住

民
な

ど
が

エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
活

動
に

協
力

・
参

加
し

な
が

ら
用

地
①

－
aの

各
施

設
な

ど
と

緩
や

か
に

繋
が

る
こ

と
で

、
事

業
計

画
地

や
周

辺
エ

リ
ア

の
安

定
的

な
賑

わ
い

に
寄

与
す

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
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表
5
.
1
-
1
（

2
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

A
：

用
地

②
お

よ
び

③
の

売
却

に
大

阪
府

議
会

の
議

決
が

不
要

と
さ

れ
た

こ
と

実
施

協
定

書
の

一
部

変
更

（
20

26
年

4月
30

日
）

に
よ

り
こ

れ
ま

で
の

協
定

書
（

20
24

年

7月
31

日
）

に
あ

り
土

地
の

売
買

契
約

が
成

立
す

る
条

件
と

し
て

規
定

し
て

い
た

、
千

里
万

博
公

園
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

地
区

内
に

お
け

る
建

築
物

の
制

限
に

関
す

る
吹

田
市

長
の

許
可

（
平

成
23

年
吹

田
市

条
例

第
5号

）
お

よ
び

大
阪

府
議

会
の

議
決

を
要

す
る

財
産

の
処

分
（

昭
和

39
年

大
阪

府
条

例
第

13
号

）
の

規
定

が
い

ず
れ

も
削

除
さ

れ
て

い
る

。
用

地
①

－
bの

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
に

つ
い

て
吹

田
市

が
認

め
ず

、
用

地
①

－
bは

現
在

保
留

地
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

用
地

①
－

bに
お

け
る

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
お

よ
び

用
地

の
売

却
そ

れ
ぞ

れ
に

関
係

す
る

、
吹

田
市

長
の

許
可

お
よ

び
大

阪
府

議
会

の
議

決
が

不
要

と
さ

れ
た

点
は

首
肯

で
き

る
。

し
か

し
、

用
地

①
－

bの
み

な
ら

ず
用

地
②

お
よ

び
③

の
用

地
売

却
に

つ
い

て
も

大
阪

府
議

会
の

議
決

が
不

要
と

さ
れ

た
点

は
疑

問
で

あ
る

。
そ

も
そ

も
万

博
跡

地
全

体
は

国
家

事
業

で
あ

る
19

70
年

の
日

本
万

国
博

覧
会

開
催

の
た

め
地

元
の

地
権

者
が

売
却

し
た

も
の

で
あ

る
。

万
博

終
了

後
、

万
博

跡
地

全
体

は
万

博
記

念
機

構
お

よ
び

万
博

記
念

機
構

か
ら

引
き

継
い

で
い

る
万

博
跡

地
の

目
的

に
つ

い
て

の
大

阪
府

の
条

例
に

よ
れ

ば
、

本
事

業
予

定
地

の
用

地
①

－
a、

用
地

①
－

b、
用

地
②

お
よ

び
③

を
含

め
た

万
博

跡
地

全
体

は
「

緑
豊

か
な

文
化

公
園

」
と

し
て

一
体

的
に

管
理

さ
れ

、
将

来
の

世
代

に
引

き
継

が
れ

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
。

20
07

年
12

月
に

万
博

記
念

機
構

が
廃

止
さ

れ
る

と
の

報
を

受
け

、
吹

田
市

議
会

は
吹

田
市

と
と

も
に

国
と

大
阪

府
に

、
万

博
跡

地
の

民
間

へ
の

売
却

や
跡

地
へ

の
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

建
設

を
行

わ
な

い
こ

と
を

要
望

す
る

「
万

博
記

念
公

園
の

保
全

・
存

続
に

関
す

る
要

望
書

」
を

提
出

し
た

。
そ

の
内

容
は

、
万

博
記

念
公

園
は

「
現

在
の

良
好

な
状

態
で

次
世

代
に

引
き

継
が

れ
る

べ
き

市
民

、
国

民
の

か
け

が
え

の
な

い
財

産
で

あ
り

、
公

園
並

び
に

周
辺

ス
ポ

ー
ツ

施
設

用
地

な
ど

の
転

売
や

、
そ

れ
に

伴
う

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
な

ど
は

本
市

の
ま

ち
づ

く
り

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
、

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

」
で

あ
る

。
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表
5
.
1
-
1
（

3
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

「
万

博
記

念
公

園
の

保
全

・
存

続
に

関
す

る
要

望
書

」
を

提
出

し
た

20
07

年
度

（
平

成

19
年

度
）

以
降

、
吹

田
市

は
、

都
市

計
画

の
見

直
し

に
取

り
組

み
、

多
く

の
市

民
の

意
見

を
踏

ま
え

、
20

11
年

（
平

成
23

年
）

1月
と

2月
の

大
阪

府
都

市
計

画
審

議
会

の
承

認
を

経
て

、
20

11
年

（
平

成
23

年
）

、
現

在
大

阪
府

が
所

有
権

を
有

し
て

い
る

南
部

の
万

博
跡

地
の

多
く

を
高

度
な

学
術

・
文

化
、

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

拠
点

と
し

て
、

そ
の

機
能

の
充

実
を

図
る

た
め

の
施

設
の

立
地

誘
導

及
び

規
制

を
す

る
た

め
、

用
途

地
域

制
だ

け
で

は
誘

導
し

き
れ

な
い

部
分

を
補

完
す

る
特

別
用

途
地

区
と

し
て

北
大

阪
特

別
用

途
地

区
（

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
）

と
し

建
設

物
の

建
築

を
制

限
す

る
吹

田
市

の
条

例
※

を
制

定
し

た
。

こ
の

条
例

は
20

11
年

（
平

成
23

年
）

3月
、

吹
田

市
議

会

の
全

会
一

致
で

可
決

さ
れ

施
行

さ
れ

た
。

本
事

業
予

定
地

の
用

地
①

－
a、

用
地

①
－

b
は

、
こ

の
地

区
内

で
の

建
設

物
の

建
築

を
制

限
す

る
［

北
大

阪
特

別
用

途
地

区
（

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
）

］
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

※
「

千
里

万
博

公
園

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
地

区
内

に
お

け
る

建
築

物
の

制
限

等
に

関
す

る
条

例
」
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表
5
.
1
-
1
（

4
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

20
15

年
11

月
に

示
さ

れ
た

、
大

阪
府

の
「

日
本

万
国

博
覧

会
記

念
公

園
の

活
性

化
に

向

け
た

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

」
（

資
料

19
ペ

ー
ジ

）
の

な
か

で
、

大
阪

府
は

万
博

記
念

公
園

駅
前

周
辺

地
区

な
ど

の
活

用
を

挙
げ

、
外

周
道

路
外

側
に

つ
い

て
、

公
園

の
風

格
と

景
観

に
配

慮
し

つ
つ

、
ロ

ー
ド

サ
イ

ド
に

適
し

た
飲

食
・

商
業

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

誘
致

に
取

り
組

む
と

し
て

い
る

。
本

事
業

予
定

地
の

用
地

①
－

a、
用

地
②

、
用

地
③

は
、

大
阪

府
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

に
よ

れ
ば

公
園

の
風

格
と

景
観

に
配

慮
し

つ
つ

、
ロ

ー
ド

サ
イ

ド
に

適
し

た
飲

食
・

商
業

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

誘
致

が
図

ら
れ

て
い

る
用

地
で

あ
る

。
以

上
、

本
事

業
予

定
地

で
あ

る
用

地
①

－
a、

用
地

①
－

b、
用

地
②

お
よ

び
③

は
、

万
博

記
念

機
構

お
よ

び
万

博
記

念
機

構
か

ら
引

き
継

い
で

い
る

万
博

跡
地

の
目

的
や

大
阪

府
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

、
吹

田
市

議
会

と
吹

田
市

が
国

と
大

阪
府

に
提

出
し

た
「

万
博

記
念

公
園

の
保

全
・

存
続

に
関

す
る

要
望

書
」

、
吹

田
市

に
お

け
る

万
博

跡
地

に
つ

い
て

の
都

市
計

画
の

経
緯

・
歴

史
か

ら
す

れ
ば

、
万

博
跡

地
全

体
と

し
て

公
共

的
・

社
会

的
な

価
値

を
有

す
る

土
地

と
し

て
扱

わ
れ

る
べ

き
も

の
で

あ
る

。
事

業
者

は
、

用
地

②
お

よ
び

③
の

用
途

地
域

が
第

一
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
で

あ
る

こ
と

か
ら

共
同

住
宅

の
建

設
は

許
容

さ
れ

る
と

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
こ

れ
ま

で
こ

こ
に

住
宅

が
建

設
さ

れ
た

こ
と

は
な

い
。

ま
た

、
事

業
者

は
環

境
評

価
影

響
評

価
審

査
会

や
大

規
模

開
発

構
想

屈
に

係
る

見
解

書
あ

る
い

は
再

見
解

書
の

な
か

で
、

用
地

②
お

よ
び

③
に

お
け

る
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

建
設

が
事

業
資

金
捻

出
の

た
め

に
建

設
さ

れ
る

も
の

で
現

計
画

以
外

の
検

討
は

行
っ

て
い

な
い

と
回

答
し

て
い

る
。

用
地

②
お

よ
び

③
の

用
途

地
域

が
第

一
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
で

あ
る

こ
と

、
大

阪
府

が
所

有
権

を
有

す
る

土
地

で
あ

る
こ

と
を

根
拠

と
し

て
、

こ
の

用
地

を
大

阪
府

か
ら

購
入

し
、

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
を

建
設

す
る

こ
と

は
現

在
の

法
的

規
制

（
大

阪
市

や
吹

田
市

の
条

例
、

大
阪

府
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

な
ど

）
に

違
反

す
る

も
の

で
は

な
い

。
し

か
し

、
数

多
く

の
先

人
に

よ
っ

て
緑

豊
か

な
「

文
化

公
園

」
と

し
て

維
持

さ
れ

後
世

に
引

き
継

ぐ
と

さ
れ

て
き

た
万

博
跡

地
は

公
共

的
・

社
会

的
な

価
値

を
有

す
る

土
地

と
し

て
扱

わ
れ

る
べ

き
も

の
で

あ
る

。
国

有
地

に
準

じ
て

管
理

さ
れ

て
も

不
思

議
で

は
な

い
緑

豊
か

な
「

文
化

公
園

」
を

地
方

公
共

団
体

が
民

間
の

事
業

者
へ

売
却

す
る

こ
と

は
許

さ
れ

る
も

の
で

は
な

い
。
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表
5
.
1
-
1
（

5
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

2
事

業
計

画
B
：

用
地

②
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
が

第
Ⅱ

期
、

用
地

③
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
が

第
I期

と
さ

れ
た

こ
と

20
25

年
（

令
和

7年
）

1月
15

日
に

吹
田

市
に

提
出

さ
れ

た
本

事
業

に
係

る
環

境
影

響
評

価
提

案
書

の
要

約
書

に
よ

れ
ば

、
用

地
①

－
aの

ア
リ

ー
ナ

棟
、

商
業

カ
ジ

ュ
ア

ル
ホ

テ

ル
棟

、
用

地
②

の
共

同
住

宅
、

お
よ

び
用

地
③

の
共

同
住

宅
の

建
設

を
第

I期
、

用
地

①

－
aの

オ
フ

ィ
ス

ホ
テ

ル
棟

を
第

Ⅱ
期

、
用

地
①

－
aの

オ
フ

ィ
ス

棟
を

第
Ⅲ

期
と

し
て

い

る
。

な
お

、
第

I期
事

業
に

要
す

る
工

事
期

間
は

約
4年

。
第

Ⅱ
期

事
業

お
よ

び
第

Ⅲ
期

事

業
は

、
そ

れ
ぞ

れ
第

I期
完

了
か

ら
約

3年
間

お
よ

び
約

5年
間

の
期

間
を

開
け

て
開

始
さ

れ
る

。
（

要
約

書
表

3.
3-

2　
事

業
予

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）

20
26

年
（

令
和

8年
）

2月
12

日
に

開
催

さ
れ

た
大

阪
府

戦
略

本
部

会
議

の
会

議
資

料
に

よ
れ

ば
、

環
境

影
響

評
価

提
案

書
に

お
い

て
第

I期
と

さ
れ

て
い

た
用

地
①

－
aの

ア
リ

ー
ナ

棟
、

商
業

カ
ジ

ュ
ア

ル
ホ

テ
ル

棟
お

よ
び

用
地

③
の

共
同

住
宅

の
建

設
は

、
用

地
①

－
aの

ア
リ

ー
ナ

棟
、

商
業

カ
ジ

ュ
ア

ル
ホ

テ
ル

棟
が

完
了

時
期

20
30

年
7月

の
第

I期
、

用

地
③

の
共

同
住

宅
が

完
了

時
期

20
31

年
3月

の
第

I期
と

さ
れ

、
第

I期
と

さ
れ

て
い

た
用

地
②

の
共

同
住

宅
が

完
了

時
期

20
32

年
6月

の
第

Ⅱ
期

と
な

っ
た

。
さ

ら
に

、
第

Ⅱ
期

と

さ
れ

て
い

た
用

地
①

－
aの

オ
フ

ィ
ス

ホ
テ

ル
棟

お
よ

び
第

Ⅲ
期

と
さ

れ
て

い
た

用
地

①

－
aの

オ
フ

ィ
ス

棟
は

い
ず

れ
も

完
了

時
期

20
38

年
5月

の
第

Ⅲ
・

Ⅳ
期

に
変

更
さ

れ
た

。
一

部
変

更
さ

れ
て

締
結

さ
れ

た
万

博
記

念
公

園
駅

前
周

辺
地

区
活

性
化

事
業

に
関

す
る

実
施

協
定

書
［

20
26

年
（

令
和

8年
）

4月
30

日
］

に
よ

れ
ば

、
用

地
②

に
つ

い
て

の
売

買

契
約

締
結

期
限

が
20

28
年

11
月

30
日

ま
で

、
用

地
③

に
つ

い
て

の
売

買
契

約
締

結
期

限

が
20

27
年

1月
31

日
ま

で
と

さ
れ

、
大

阪
府

戦
略

本
部

会
議

の
会

議
資

料
に

み
ら

れ
る

変
更

点
に

対
応

し
て

い
る

。
な

お
、

売
買

契
約

締
結

期
限

ま
で

に
用

地
②

に
つ

い
て

は
、

都
市

計
画

法
第

29
条

に
基

づ
く

開
発

行
為

の
許

可
「

開
発

許
可

（
物

件
番

号
3）

」
、

用
地

③
に

つ
い

て
は

、
都

市
計

画
法

第
29

条
に

基
づ

く
開

発
行

為
の

許
可

「
開

発
許

可
（

物
件

番
号

4）
」

を
そ

れ
ぞ

れ
取

得
す

る
こ

と
と

さ
れ

た
。

B
：

近
隣

の
小

中
学

校
に

お
け

る
児

童
・

生
徒

数
の

増
加

に
伴

う
受

入
態

勢
へ

の
影

響
を

平
準

化
す

る
と

と
も

に
、

工
事

が
集

中
す

る
こ

と
に

よ
る

周
辺

住
環

境
へ

の
負

荷
を

軽
減

・
分

散
さ

せ
る

た
め

、
ア

リ
ー

ナ
建

設
と

同
時

期
（

Ⅰ
期

事
業

）
に

計
画

し
て

い
た

用
地

②
の

共
同

住
宅

建
設

を
Ⅱ

期
事

業
に

変
更

し
ま

し
た

が
、

環
境

影
響

評
価

に
つ

い
て

は
全

事
業

期
（

Ⅰ
～

Ⅳ
期

：
用

地
①

－
a及

び
用

地
②

、
用

地
③

の
全

施
設

の
建

設
）

を
対

象
に

手
続

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
大

規
模

開
発

事
業

事
前

協
議

承
認

申
請

書
の

提
出

時
期

に
つ

い
て

は
、

用
地

②
は

用
地

①
－

a及
び

用
地

③
よ

り
少

し
遅

れ
て

の
提

出
と

な
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
1
（

6
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

ま
た

、
事

業
者

が
次

期
以

降
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
即

ち
、

第
Ⅱ

期
、

第
Ⅲ

期
、

第
Ⅳ

期
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
用

地
②

の
共

同
住

宅
、

用
地

①
－

aの
オ

フ
ィ

ス
ホ

テ
ル

棟
、

用
地

①

－
aの

オ
フ

ィ
ス

棟
）

を
開

発
し

な
い

と
決

め
た

場
合

で
も

、
本

協
定

又
は

貸
付

契
約

及
び

売
買

契
約

の
違

反
に

は
な

ら
な

い
と

し
て

い
る

。
用

地
②

お
よ

び
用

地
③

の
売

却
条

件
と

な
っ

て
い

る
都

市
計

画
法

第
29

条
に

基
づ

く
開

発
行

為
の

許
可

取
得

の
期

限
が

、
用

地

②
に

つ
い

て
は

20
28

年
11

月
30

日
ま

で
、

用
地

③
に

つ
い

て
は

20
27

年
1月

31
日

ま
で

と
別

々
の

時
期

に
な

り
、

事
業

者
が

次
期

以
降

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

即
ち

、
第

Ⅱ
期

、
第

Ⅲ
期

、
第

Ⅳ
期

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

用
地

②
の

共
同

住
宅

、
用

地
①

－
aの

オ
フ

ィ
ス

ホ

テ
ル

棟
、

用
地

①
－

aの
オ

フ
ィ

ス
棟

）
を

開
発

し
な

い
と

決
め

た
場

合
で

も
、

本
協

定
又

は
貸

付
契

約
及

び
売

買
契

約
の

違
反

に
は

な
ら

な
い

と
さ

れ
た

。
吹

田
市

に
お

い
て

、
環

境
影

響
評

価
の

「
評

価
書

案
」

、
ま

た
「

大
規

模
開

発
事

業
事

前
協

議
承

認
申

請
書

」
の

提
出

が
な

け
れ

ば
、

大
規

模
開

発
構

想
に

係
る

中
高

層
協

議
を

行
う

こ
と

は
で

き
ず

、
こ

の
協

議
が

終
了

し
な

い
と

建
築

確
認

書
は

交
付

さ
れ

ず
事

業
者

は
建

築
に

着
手

で
き

な
い

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

住
民

の
反

対
が

最
も

強
い

と
予

想
さ

れ
る

用
地

②
の

共
同

住
宅

建
設

と
住

民
の

反
対

が
比

較
的

弱
い

と
予

想
さ

れ
る

用
地

③
の

共
同

住
宅

建
設

の
時

期
を

ず
ら

す
、

即
ち

、
そ

れ
ぞ

れ
の

環
境

影
響

評
価

の
「

評
価

書
案

」
、

ま
た

「
大

規
模

開
発

事
業

事
前

協
議

承
認

申
請

書
」

の
提

出
時

期
を

ず
ら

し
て

都
市

計
画

法
第

29
条

に
基

づ
く

開

発
行

為
の

許
可

を
取

得
し

、
第

I期
も

し
く

は
第

II
期

ま
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

本
事

業
を

終
了

さ
せ

る
含

み
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

- 79 -



表
5
.
1
-
1
（

7
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

3
事

業
計

画
C
：

用
地

①
－

bに
つ

い
て

の
具

体
案

提
示

が
大

型
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

と
さ

れ
た

こ
と

現
在

保
留

地
と

さ
れ

て
い

る
用

地
①

－
bは

公
募

要
項

で
は

必
ず

使
用

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
20

24
年

7月
に

提
示

さ
れ

た
本

事
業

の
当

初
計

画
に

よ
れ

ば
、

大
型

ア
リ

ー
ナ

の
機

能
を

補
完

す
る

レ
ジ

デ
ン

ス
の

形
成

に
寄

与
す

る
と

し
て

レ
ジ

デ
ン

ス
ア

リ
ー

ナ
や

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

の
建

設
と

共
同

住
宅

の
建

設
が

用
地

①
－

bで
提

示
さ

れ
て

い
た

。
20

25
年

1
月

に
提

示
さ

れ
た

計
画

で
は

、
こ

の
用

地
は

保
留

地
と

さ
れ

て
お

り
、

20
26

年
2月

の
大

阪
府

戦
略

本
部

会
議

で
は

、
吹

田
市

の
開

発
許

可
が

獲
得

で
き

る
と

想
定

し
て

い
る

20
27

年
1月

頃
に

こ
の

用
地

の
方

向
性

を
提

示
し

、
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

、
約

1年
間

の
検

討
を

し
た

後
、

具
体

的
な

代
替

案
を

提
示

す
る

と
さ

れ
て

い
る

。
事

業
者

は
環

境
評

価
影

響
評

価
審

査
会

や
大

規
模

開
発

構
想

届
に

係
る

見
解

書
あ

る
い

は
再

見
解

書
の

な
か

で
、

用
地

②
お

よ
び

③
に

お
け

る
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

建
設

が
本

事
業

資
金

捻
出

の
た

め
の

計
画

で
あ

る
こ

と
を

回
答

し
て

い
る

。
現

在
の

用
地

②
お

よ
び

③
の

計
画

に
は

、
当

初
計

画
に

お
い

て
レ

ジ
デ

ン
ス

の
形

成
に

寄
与

す
る

と
し

て
い

た
レ

ジ
デ

ン
ス

ア
リ

ー
ナ

や
ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
の

建
設

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
建

築
基

準
法

で
限

界
と

な
る

容
積

率
20

0％
で

の
マ

ン
シ

ョ
ン

を
設

計
し

て
い

る
。

当
初

の
計

画
に

あ
っ

た
レ

ジ
デ

ン
ス

の
な

い
共

同
住

宅
に

居
住

す
る

住
民

が
大

型
ア

リ
ー

ナ
の

機
能

を
補

完
す

る
レ

ジ
デ

ン
ス

の
形

成
に

寄
与

す
る

と
は

考
え

ら
れ

な
い

。
用

地
①

－
bの

開
発

計
画

が
未

提
示

の
ま

ま
用

地
②

お
よ

び
③

に
お

け
る

共
同

住
宅

建
設

に
係

る
吹

田
市

に
お

け
る

本
事

業
の

審
査

が
継

続
さ

れ
る

こ
と

は
大

阪
府

が
提

示
し

た
本

事
業

の
公

募
要

項
を

満
足

し
な

い
状

態
の

ま
ま

で
審

査
が

継
続

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

。

C
：

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

8年
2月

）
で

の
方

針
を

踏
ま

え
、

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
代

替
案

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

を
速

や
か

に
進

め
、

適
宜

、
大

阪
府

へ
報

告
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
な

お
、

用
地

①
－

bを
外

し
た

変
更

計
画

（
本

事
業

計
画

）
は

、
公

募
要

項
に

あ
る

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
づ

く
り

」
と

い
っ

た
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
6年

11
月

）
で

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
決

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
1
（

8
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

4
事

業
計

画
【

ま
と

め
】

そ
も

そ
も

万
博

跡
地

全
体

は
国

家
事

業
で

あ
る

19
70

年
の

日
本

万
国

博
覧

会
開

催
の

た
め

地
元

の
地

権
者

が
売

却
し

た
も

の
で

あ
る

。
万

博
跡

地
全

体
は

万
博

記
念

機
構

お
よ

び
記

念
機

構
を

引
き

継
い

だ
大

阪
府

に
よ

り
、

緑
豊

か
な

「
文

化
公

園
」

と
し

て
一

体
的

に
管

理
さ

れ
、

将
来

の
世

代
に

引
き

継
が

れ
る

も
の

と
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

吹
田

市
は

、
こ

の
地

区
内

で
の

建
設

物
の

建
築

を
制

限
す

る
千

里
万

博
公

園
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

地
区

内
に

お
け

る
建

築
物

の
制

限
等

に
関

す
る

条
例

を
20

11
年

（
平

成
23

年
）

3
月

、
吹

田
市

議
会

の
全

会
一

致
で

可
決

、
施

行
し

て
い

る
。

万
博

跡
地

全
体

は
国

有
地

に
準

じ
て

管
理

さ
れ

る
べ

き
と

考
え

る
。

緑
豊

か
な

「
文

化
公

園
」

と
し

て
一

体
的

に
管

理
さ

れ
、

将
来

の
世

代
に

引
き

継
が

れ
る

も
の

と
さ

れ
て

き
た

万
博

跡
地

の
一

部
が

民
間

企
業

に
売

却
さ

れ
、

本
事

業
の

中
核

と
な

る
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

の
機

能
に

は
全

く
寄

与
し

な
い

大
規

模
な

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
の

建
設

が
進

め
ら

れ
よ

う
と

し
て

い
る

。
本

事
業

の
全

体
像

が
不

明
確

で
、

ま
た

本
事

業
の

公
募

要
項

や
大

阪
府

の
条

例
な

ど
に

違
反

し
た

状
態

の
ま

ま
本

事
業

が
進

行
し

て
い

る
。

万
博

記
念

公
園

の
歴

史
を

無
視

、
あ

る
い

は
軽

視
す

る
意

図
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
ま

た
、

本
事

業
の

公
募

要
項

や
大

阪
府

の
条

例
な

ど
に

も
違

反
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
本

事
業

で
は

、
公

募
要

項
の

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

を
実

現
す

る
た

め
、

都
市

計
画

法
や

吹
田

市
開

発
事

業
の

手
続

等
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

く
提

供
公

園
に

お
い

て
一

定
の

広
場

等
を

用
地

②
③

で
整

備
す

る
と

と
も

に
、

共
同

住
宅

外
構

に
お

い
て

も
適

切
に

植
樹

等
で

緑
を

設
け

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
1
（

9
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

5
事

業
計

画
【

補
足

】
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

は
万

博
記

念
公

園
中

央
駐

車
場

に
建

設
さ

れ
る

。
用

地
②

お
よ

び
③

の
共

同
住

宅
は

外
周

道
路

の
外

側
に

外
周

道
路

を
取

り
囲

む
長

大
な

壁
の

よ
う

に
建

設
さ

れ
る

。
本

事
業

に
お

け
る

問
題

点
を

具
体

的
に

列
挙

す
る

。
1）

旧
A

B
C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

跡
地

（
用

地
①

－
b）

の
利

用
計

画
が

決
ま

っ
て

い
な

い
。

用
地

①
－

bの
具

体
案

は
大

型
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

の
20

30
年

7月
以

降
に

提
示

さ
れ

る
。

用
地

①
－

bは
、

公
募

要
項

で
必

ず
利

用
す

る
事

と
大

阪
府

が
さ

れ
て

い
る

。
大

阪
府

の
公

募
要

項
を

満
足

し
て

い
な

い
。

2）
前

回
の

環
境

影
響

評
価

提
案

書
（

令
和

7年
1月

）
に

記
載

さ
れ

て
い

る
レ

ジ
デ

ン
ス

が
建

設
さ

れ
な

い
。

提
案

書
（

第
3章

　
事

業
の

名
称

、
目

的
及

び
内

容
　

3事
業

の
内

容
　

（
4）

事
業

計
画

の
概

要
　

表
3.

3-
3予

定
施

設
内

容
　

共
同

住
宅

）
に

は
、

「
楽

（
遊

ぶ
）

・
住

（
暮

ら
す

）
・

職
（

働
く

）
」

の
複

合
的

な
街

づ
く

り
に

お
け

る
住

機
能

と
し

て
、

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

あ
る

暮
ら

し
を

楽
し

む
こ

と
に

共
感

す
る

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

向
け

た
レ

ジ
デ

ン
ス

を
創

る
。

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。

前
回

の
計

画
で

は
用

地
①

－
bに

共
同

住
宅

を
建

て
る

時
に

レ
ジ

デ
ン

ス
ア

リ
ー

ナ
の

建
設

や
ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
の

設
置

が
あ

り
複

合
的

な
街

づ
く

り
が

で
き

る
と

さ
れ

て
い

た
。

今
回

の
計

画
で

は
、

用
地

②
お

よ
び

③
に

事
業

資
金

捻
出

の
た

め
の

共
同

住
宅

の
み

が
56

3戸
建

設
さ

れ
、

前
回

の
計

画
に

あ
っ

た
大

型
ア

リ
ー

ナ
の

機
能

を
補

完
す

る
レ

ジ
デ

ン
ス

設
備

は
全

く
な

い
。

共
同

住
宅

の
居

住
者

が
大

型
ア

リ
ー

ナ
の

機
能

を
補

完
す

る
と

は
考

え
ら

れ
ず

複
合

的
な

街
づ

く
り

は
期

待
で

き
な

い
。

大
型

ア
リ

ー
ナ

の
機

能
を

補
完

す
る

た
め

に
用

地
②

お
よ

び
③

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

す
る

大
阪

府
の

公
募

要
項

を
満

足
し

て
い

な
い

。
3）

万
博

外
周

道
路

沿
い

に
お

け
る

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
に

伴
う

環
境

（
風

格
・

景
観

）
破

壊
万

博
外

周
道

路
沿

い
の

用
地

②
お

よ
び

③
に

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
が

行
わ

れ
る

。
大

阪
府

の
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
で

は
、

用
地

②
、

③
は

公
園

の
風

格
と

景
観

等
に

配
慮

し
つ

つ
、

ロ
ー

ド
サ

イ
ド

に
適

し
た

飲
食

・
商

業
・

ス
ポ

ー
ツ

施
設

等
を

建
設

す
る

と
さ

れ
て

い
る

。
大

阪
府

の
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

満
足

し
て

い
な

い
。

1）
用

地
①

－
bの

計
画

に
つ

い
て

は
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
8年

2月
）

で
の

方
針

を
踏

ま
え

、
概

ね
一

年
後

に
、

代
替

案
の

方
向

性
を

大
阪

府
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、

代
替

案
の

具
体

化
に

向
け

た
検

討
を

速
や

か
に

進
め

、
適

宜
、

大
阪

府
へ

報
告

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

な
お

、
用

地
①

－
bを

外
し

た
変

更
計

画
（

本
事

業
計

画
）

は
、

公
募

要
項

に
あ

る
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

と
い

っ
た

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
等

か
ら

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

6年
11

月
）

で
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

決
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

2,
3）

本
事

業
は

、
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

」
を

推
進

す
る

事
業

で
あ

り
、

世
界

基
準

の
ア

リ
ー

ナ
と

、
そ

れ
を

補
完

す
る

ホ
テ

ル
、

商
業

施
設

、
オ

フ
ィ

ス
、

レ
ジ

デ
ン

ス
（

住
宅

）
を

段
階

的
に

整
備

す
る

大
規

模
複

合
開

発
事

業
で

す
。

事
業

コ
ン

セ
プ

ト
で

あ
る

「
楽

（
遊

ぶ
）

・
住

（
暮

ら
す

）
・

職
（

働
く

）
」

の
 3
つ

の
機

能
の

う
ち

「
住

（
暮

ら
す

）
」

の
機

能
を

共
同

住
宅

が
担

っ
て

お
り

ま
す

。
ア

リ
ー

ナ
を

中
心

と
し

た
本

事
業

に
共

感
す

る
「

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

あ
る

暮
ら

し
を

楽
し

む
住

民
」

が
定

住
し

、
さ

ら
に

は
共

同
住

宅
の

住
民

な
ど

が
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

（
立

場
を

超
え

て
人

や
ア

イ
デ

ア
を

集
め

、
新

し
い

活
動

を
生

み
出

す
賑

わ
い

創
出

活
動

）
に

協
力

・
参

加
し

な
が

ら
用

地
①

－
aの

各
施

設
な

ど
と

緩
や

か
に

繋
が

る
こ

と
で

、
事

業
計

画
地

や
周

辺
エ

リ
ア

の
安

定
的

な
賑

わ
い

に
寄

与
す

る
こ

と
か

ら
、

本
事

業
の

補
完

機
能

を
果

た
し

て
い

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
し

た
が

い
ま

し
て

、
「

こ
れ

ま
で

に
な

い
新

し
い

交
流

交
歓

の
あ

り
方

を
探

る
先

進
的

エ
リ

ア
と

し
て

、
新

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

体
験

で
き

る
拠

点
づ

く
り

に
取

り
組

む
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

「
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
」

と
も

合
致

し
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

4）
世

界
遺

産
登

録
申

請
へ

の
影

響

大
阪

府
は

20
20

年
に

国
の

登
録

有
形

文
化

財
に

選
定

さ
れ

た
太

陽
の

塔
を

世
界

遺
産

に
申

請
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

最
近

の
審

査
で

は
、

周
辺

景
観

も
重

要
な

審
査

基
準

と
さ

れ
て

い
る

。
用

地
②

と
用

地
③

へ
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
お

よ
び

中
央

駐
車

場
へ

の
大

型
ア

リ
ー

ナ
建

設
は

、
景

観
を

破
壊

す
る

も
の

で
あ

り
世

界
遺

産
登

録
の

さ
ま

た
げ

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

4）
世

界
遺

産
登

録
に

つ
い

て
は

周
辺

エ
リ

ア
を

含
め

ユ
ネ

ス
コ

（
国

際
連

合
教

育
科

学
文

化
機

関
）

の
世

界
遺

産
委

員
会

に
て

審
査

が
な

さ
れ

、
「

世
界

遺
産

条
約

履
行

の
た

め
の

作
業

指
針

」
で

示
さ

れ
て

い
る

登
録

基
準

の
い

ず
れ

か
1つ

以
上

に
合

致
す

る
と

と
も

に
、

真
実

性
や

完
全

性
の

条
件

を
満

た
し

、
締

約
国

の
国

内
法

に
よ

っ
て

、
適

切
な

保
護

管
理

体
制

が
と

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
様

々
な

条
件

を
考

慮
し

決
定

さ
れ

る
た

め
、

本
計

画
を

含
め

、
本

地
区

の
開

発
に

よ
る

高
さ

規
制

や
景

観
に

与
え

る
影

響
が

世
界

遺
産

登
録

の
さ

ま
た

げ
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

は
事

業
者

が
把

握
す

る
こ

と
は

困
難

だ
と

考
え

ま
す

。
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表
5
.
1
-
1
（

1
0
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

6
景

観
、

風
害

6）
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
侵

害
用

地
②

の
南

側
に

は
山

田
東

中
学

校
の

プ
ー

ル
が

あ
り

、
中

学
校

は
見

下
ろ

さ
れ

る
位

置
関

係
と

成
る

。
遮

蔽
板

な
ど

何
ら

か
の

対
策

が
必

須
と

考
え

る
。

同
じ

く
用

地
②

の
南

側
に

位
置

す
る

マ
ン

シ
ョ

ン
（

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
：

14
階

建
て

）
は

、
共

通
廊

下
が

無
く

北
側

の
部

屋
を

寝
室

等
に

利
用

し
て

い
る

住
居

が
多

い
。

用
地

②
の

西
側

に
建

設
予

定
の

マ
ン

シ
ョ

ン
と

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
と

は
相

互
に

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
侵

害
す

る
関

係
と

な
る

。

用
地

②
の

共
同

住
宅

と
イ

ト
ー

ピ
ア

千
里

万
博

公
園

様
と

は
約

45
m
の

離
隔

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

一
般

に
家

の
中

の
細

か
な

様
子

ま
で

は
見

え
に

く
い

状
況

で
あ

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
必

要
な

対
策

に
つ

い
て

、
引

続
き

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
様

と
協

議
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
山

田
東

中
学

校
に

つ
い

て
は

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
懸

念
（

バ
ル

コ
ニ

ー
側

か
ら

プ
ー

ル
全

体
や

教
室

内
ま

で
見

え
る

可
能

性
が

あ
る

。
）

に
つ

い
て

の
要

望
を

受
け

て
お

り
ま

す
。

9/
18

に
吹

田
市

学
校

教
育

委
員

会
担

当
者

と
協

議
を

行
っ

て
お

り
、

事
業

者
側

に
て

学
校

側
に

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

対
策

の
設

備
を

設
置

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
旨

を
お

伝
え

し
て

お
り

ま
す

。
現

在
教

育
委

員
会

の
中

で
、

事
業

者
で

の
設

備
設

置
の

可
否

及
び

可
能

な
場

合
の

具
体

的
な

進
め

方
に

つ
い

て
検

討
い

た
だ

い
て

い
る

状
況

で
す

。
学

校
へ

の
設

備
設

置
と

な
る

た
め

、
維

持
管

理
面

や
安

全
面

等
の

調
整

が
必

要
で

あ
る

た
め

、
一

定
の

期
間

を
要

す
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

が
、

事
業

者
と

し
て

具
体

的
な

対
策

を
実

施
す

べ
く

、
協

議
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
1
（

1
1
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

7）
外

周
道

路
の

南
側

の
低

地
か

ら
の

眺
望

の
遮

断
外

周
道

路
外

側
の

用
地

②
お

よ
び

③
に

建
設

さ
れ

る
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

は
長

大
な

壁
と

な
り

、
外

周
道

路
の

南
側

の
低

地
に

位
置

す
る

山
田

高
校

、
山

田
東

中
学

校
、

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
な

ど
か

ら
の

北
側

の
眺

望
を

ほ
ぼ

完
全

に
遮

断
す

る
。

7）
共

同
住

宅
の

存
在

に
よ

り
、

一
部

、
現

状
の

景
観

が
遮

ら
れ

ま
す

が
、

敷
地

南
側

の
現

況
法

面
形

状
を

維
持

し
て

緑
地

帯
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

離
隔

を
確

保
し

て
圧

迫
感

を
低

減
す

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

建
築

物
の

外
観

等
に

つ
い

て
は

、
下

記
の

配
慮

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

②
③

の
共

通
事

項
＞

・
視

覚
的

な
圧

迫
感

を
低

減
す

る
た

め
、

建
物

の
横

方
向

の
ラ

イ
ン

（
床

の
位

置
）

と
縦

方
向

の
飾

り
柱

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
配

置
し

て
分

節
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

囲
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

大
き

さ
に

見
え

る
よ

う
デ

ザ
イ

ン
を

工
夫

し
て

お
り

ま
す

。
・

外
観

に
つ

い
て

、
外

壁
面

の
色

調
を

抑
え

、
縦

横
の

ラ
イ

ン
を

強
調

す
る

こ
と

で
、

分
節

効
果

を
一

層
明

確
化

し
、

圧
迫

感
の

軽
減

に
努

め
て

お
り

ま
す

。
・

色
彩

に
つ

い
て

、
周

辺
環

境
や

街
並

み
と

の
調

和
を

重
視

し
、

落
ち

着
き

の
あ

る
景

観
形

成
に

配
慮

し
た

構
成

と
し

て
お

り
ま

す
。

・
敷

地
周

囲
に

お
い

て
は

、
歩

行
者

の
視

点
と

な
る

ア
イ

レ
ベ

ル
の

景
観

に
十

分
配

慮
し

、
植

栽
を

積
極

的
に

密
植

す
る

こ
と

で
、

緑
に

よ
る

修
景

及
び

環
境

的
な

潤
い

の
創

出
を

図
っ

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
②

＞
・

（
提

案
書

時
点

か
ら

）
西

側
の

2ス
パ

ン
を

削
減

す
る

こ
と

で
長

辺
方

向
の

プ
ロ

ポ
ー

シ
ョ

ン
を

抑
制

し
、

建
築

ボ
リ

ュ
ー

ム
の

低
減

を
図

っ
て

お
り

ま
す

。
・

奇
数

階
の

軒
裏

部
分

に
は

、
木

目
を

想
起

さ
せ

る
暖

色
系

の
色

調
を

採
用

し
、

建
築

物
全

体
の

量
塊

に
対

す
る

圧
迫

感
を

和
ら

げ
る

と
と

も
に

、
温

も
り

と
親

し
み

の
あ

る
表

情
を

創
出

し
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

③
＞

・
建

物
を

上
に

行
く

ほ
ど

階
段

の
よ

う
に

段
差

を
つ

け
て

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
囲

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
大

き
さ

に
見

え
る

よ
う

デ
ザ

イ
ン

を
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

・
北

側
の

地
盤

レ
ベ

ル
か

ら
南

へ
と

緩
や

か
に

低
下

す
る

傾
斜

地
形

に
お

い
て

、
南

面
の

接
道

側
か

ら
見

上
げ

た
際

に
視

界
に

入
る

軒
裏

部
分

に
は

、
木

目
を

想
起

さ
せ

る
暖

色
系

の
色

調
を

採
用

し
、

建
築

物
全

体
の

量
塊

に
対

す
る

圧
迫

感
を

和
ら

げ
る

と
と

も
に

、
温

も
り

と
親

し
み

の
あ

る
表

情
を

創
出

し
て

お
り

ま
す

。

8）
風

害
（

ビ
ル

風
）

現
在

で
も

、
風

が
強

い
日

に
は

地
形

の
影

響
も

有
る

と
思

わ
れ

る
が

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
で

は
強

い
ビ

ル
風

が
吹

く
。

10
階

建
て

の
マ

ン
シ

ョ
ン

が
イ

ト
ー

ピ
ア

の
北

側
（

用
地

②
）

へ
建

設
さ

れ
る

な
ら

、
今

よ
り

も
更

に
強

い
ビ

ル
風

が
予

想
さ

れ
る

。

8）
風

害
に

つ
い

て
、

評
価

書
案

74
8～

77
5ペ

ー
ジ

に
記

載
の

と
お

り
予

測
評

価
を

行
い

ま
し

た
。

ご
指

摘
の

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
様

周
辺

に
お

い
て

は
、

評
価

書
案

76
5、

76
6、

77
0、

77
1ペ

ー
ジ

の
図

に
示

す
よ

う
に

建
設

前
後

で
風

向
・

風
速

が
変

化

し
ま

す
が

、
評

価
書

案
76

0、
76

1ペ
ー

ジ
の

図
に

示
す

よ
う

に
建

設
前

後
で

風
環

境
の

評
価

尺
度

は
変

化
せ

ず
（

領
域

A
）

、
風

環
境

が
著

し
く

悪
化

す
る

お
そ

れ
は

な
い

も
の

と
予

測
し

て
お

り
ま

す
。
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表
5
.
1
-
1
（

1
2
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

7
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

5）
万

博
外

周
道

路
の

渋
滞

激
化

及
び

周
辺

生
活

道
路

で
の

渋
滞

発
生

用
地

①
－

aに
建

設
さ

れ
る

駐
車

場
へ

の
進

入
路

と
し

て
、

千
里

橋
ル

ー
ト

の
新

設
、

外
周

道
路

の
拡

幅
、

樫
切

山
か

ら
の

道
路

の
歩

道
幅

縮
小

に
よ

る
拡

幅
な

ど
が

検
討

さ
れ

て
い

る
。

現
在

で
も

週
末

や
ガ

ン
バ

大
阪

の
サ

ッ
カ

ー
開

催
時

は
外

周
道

路
で

は
、

生
活

道
路

で
大

渋
滞

が
発

生
し

て
い

る
。

現
在

検
討

さ
れ

て
い

る
方

法
に

よ
り

渋
滞

の
発

生
が

抑
え

ら
れ

る
か

疑
問

で
あ

る
。

5）
交

通
対

策
A
案

、
B
案

、
C

-2
案

の
実

施
に

よ
り

、
本

事
業

の
開

業
後

に
お

い
て

も
、

交
通

混
雑

や
渋

滞
状

況
が

現
状

よ
り

も
改

善
さ

れ
る

か
、

同
等

に
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
動

的
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

検
証

し
て

い
ま

す
。

提
案

書
審

査
に

関
す

る
交

通
部

会
に

お
い

て
も

、
数

多
く

専
門

的
意

見
や

指
摘

を
受

け
、

追
加

検
討

を
行

い
、

数
値

的
根

拠
に

基
づ

い
た

専
門

的
な

審
査

を
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
で

す
。

生
活

道
路

へ
の

進
入

防
止

に
つ

い
て

は
、

交
通

管
理

者
と

も
協

議
し

て
お

り
、

ま
ず

は
サ

イ
ン

や
人

的
誘

導
に

よ
り

抑
制

す
る

こ
と

で
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

開
業

後
、

生
活

道
路

へ
の

進
入

に
つ

い
て

、
著

し
い

問
題

が
生

じ
た

場
合

は
、

再
度

交
通

管
理

者
及

び
道

路
管

理
者

と
の

協
議

を
行

い
、

地
元

の
皆

さ
ま

の
意

向
も

踏
ま

え
た

上
で

、
交

通
規

制
等

の
追

加
的

な
対

策
を

講
じ

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

現
状

で
既

に
発

生
し

て
い

る
渋

滞
に

つ
い

て
は

、
公

園
全

体
で

必
要

な
改

善
措

置
を

講
じ

る
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

が
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
今

後
、

大
阪

府
を

は
じ

め
公

園
内

施
設

の
事

業
者

な
ど

の
関

係
者

と
の

調
整

を
本

事
業

者
が

主
体

的
に

進
め

、
（

仮
称

）
交

通
対

策
調

整
組

織
の

立
上

げ
及

び
円

滑
な

運
営

を
可

能
と

す
る

仕
組

の
構

築
に

責
任

を
持

っ
て

取
組

み
、

施
設

間
で

連
携

し
て

集
客

予
測

、
対

策
の

実
施

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
同

組
織

が
、

開
業

後
に

発
生

す
る

交
通

課
題

に
つ

い
て

、
実

効
性

の
あ

る
対

策
連

携
を

検
討

・
実

施
し

て
、

継
続

的
な

交
通

課
題

の
解

決
、

地
域

交
通

へ
の

影
響

の
低

減
に

努
め

て
い

き
ま

す
。
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表
5
.
1
-
2
（

1
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

1
事

業
計

画
環

境
影

響
評

価
の

前
提

条
件

に
関

す
る

質
問

で
す

。
今

回
の

整
備

計
画

で
発

表
さ

れ
て

い
る

ア
リ

ー
ナ

規
模

（
1万

82
00

人
収

容
）

や
開

催
イ

ベ
ン

ト
数

（
年

間
16

5イ
ベ

ン
ト

）
は

計
画

当
初

か
ら

変
更

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

事
業

計
画

の
発

表
後

、
計

画
当

初
に

は
存

在
し

な
か

っ
た

、
大

阪
ミ

ナ
ミ

の
中

心
部

（
ク

ボ
タ

本
社

跡
地

）
に

お
け

る
同

規
模

（
約

1
万

20
00

人
収

容
）

の
ア

リ
ー

ナ
建

設
計

画
が

発
表

さ
れ

ま
し

た
。

同
じ

大
阪

府
内

の
至

近
な

距
離

に
同

規
模

の
ア

リ
ー

ナ
の

建
設

が
計

画
さ

れ
、

し
か

も
新

た
に

発
表

さ
れ

た
ア

リ
ー

ナ
の

方
が

先
行

し
て

竣
工

す
る

予
定

と
な

る
と

、
当

初
の

動
員

計
画

に
大

き
な

影
響

が
出

る
こ

と
は

素
人

目
に

も
明

ら
か

で
す

が
、

目
利

き
が

出
来

る
プ

ロ
の

エ
ン

タ
テ

イ
ン

メ
ン

ト
会

社
を

含
む

事
業

者
の

見
解

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

当
初

の
動

員
計

画
に

変
更

が
あ

る
の

な
ら

、
そ

れ
を

明
ら

か
に

し
た

上
で

再
調

査
を

行
う

こ
と

が
必

然
と

考
え

ま
す

が
、

こ
ち

ら
に

関
し

て
も

考
え

を
示

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

当
初

の
動

員
に

変
更

が
な

い
場

合
も

根
拠

を
示

し
て

く
だ

さ
い

。

本
計

画
（

約
18

,0
00

人
規

模
）

と
難

波
エ

リ
ア

に
お

け
る

計
画

（
約

12
,0

00
人

規
模

）
は

施
設

規
模

や
対

象
と

な
る

イ
ベ

ン
ト

等
の

性
格

が
異

な
る

も
の

で
あ

り
、

直
ち

に
相

互
の

需
要

に
重

大
な

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
は

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

関
西

圏
に

お
い

て
は

ア
リ

ー
ナ

等
の

イ
ベ

ン
ト

会
場

の
供

給
が

現
状

不
十

分
な

状
況

に
あ

り
、

規
模

や
仕

様
が

異
な

る
多

様
な

会
場

が
建

設
さ

れ
る

こ
と

は
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

誘
致

力
の

安
定

的
な

底
上

げ
に

つ
な

が
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

な
お

、
本

環
境

影
響

評
価

に
お

け
る

影
響

予
測

（
交

通
混

雑
や

騒
音

等
）

に
つ

き
ま

し
て

は
、

安
全

側
の

予
測

及
び

評
価

と
し

て
「

施
設

が
満

席
（

収
容

上
限

）
と

な
っ

た
最

大
稼

働
時

」
を

前
提

と
し

て
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

仮
に

動
員

数
や

イ
ベ

ン
ト

開
催

頻
度

が
減

少
し

た
と

し
て

も
、

環
境

へ
の

影
響

が
予

測
値

を
上

回
る

可
能

性
は

極
め

て
低

い
と

考
え

る
こ

と
か

ら
、

予
測

条
件

・
前

提
の

変
更

や
再

調
査

を
行

う
必

要
は

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

2
事

業
計

画
環

境
ア

セ
ス

提
案

書
に

対
す

る
意

見
と

大
阪

府
の

回
答

に
つ

い
て

○
事

業
者

の
見

解
は

行
政

へ
の

ご
意

見
な

ど
に

つ
い

て
は

、
関

係
部

局
に

伝
え

ま
す

。
・

大
阪

府
か

ら
の

見
解

が
な

い
。

白
紙

の
ま

ま
、

こ
れ

が
現

状
で

す
。

・
大

阪
府

か
ら

の
見

解
を

得
る

こ
と

が
、

事
業

計
画

の
重

要
な

方
向

性
の

基
本

と
な

る
。

○
万

博
公

園
駅

前
周

辺
活

性
化

事
業

は
、

大
阪

府
の

事
業

で
あ

る
こ

と
を

忘
れ

て
も

ら
っ

て
は

困
る

。
・

万
博

公
園

は
国

民
、

府
民

の
貴

重
な

公
共

の
財

産
で

あ
る

。
・

万
博

公
園

の
土

地
売

却
と

分
譲

共
同

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
は

お
か

し
い

。
○

大
阪

府
は

公
募

に
沿

っ
た

業
者

選
定

せ
ず

、
後

の
基

本
協

定
書

で
繕

っ
て

い
る

。
・

選
定

委
員

会
に

お
い

て
は

、
万

博
公

園
内

に
共

同
住

宅
建

設
が

で
き

な
い

こ
と

を
分

か
り

な
が

ら
市

長
の

判
断

に
ゆ

だ
ね

た
が

、
拒

否
さ

れ
た

。
・

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

に
お

い
て

は
、

万
博

公
園

内
に

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
に

合
致

し
な

い
分

譲
共

同
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

と
土

地
の

売
却

を
承

認
し

た
。

・
大

阪
府

に
お

い
て

は
、

事
業

者
の

方
針

に
基

づ
き

、
公

募
要

項
を

改
変

し
た

基
本

協
定

書
、

実
施

協
定

書
を

締
結

し
て

い
る

。
○

吹
田

市
環

境
ア

セ
ス

審
査

会
か

ら
、

・
事

業
主

体
は

大
阪

府
で

あ
る

こ
と

を
十

分
認

識
し

て
も

ら
っ

て
、

大
阪

府
か

ら
の

回
答

を
求

め
る

よ
う

指
導

を
お

願
い

し
た

い
。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

に
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

大
阪

府
よ

り
次

の
と

お
り

の
見

解
で

あ
る

こ
と

を
聞

い
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

行
政

へ
の

ご
意

見
・

ご
要

望
に

つ
い

て
は

、
関

係
部

局
に

お
伝

え
し

ま
す

。
本

事
業

は
、

世
界

最
先

端
の

機
能

を
有

す
る

ア
リ

ー
ナ

と
、

当
該

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

ま
ち

づ
く

り
に

ふ
さ

わ
し

い
周

辺
施

設
等

に
つ

い
て

、
民

間
活

力
を

導
入

し
た

提
案

を
、

広
く

募
集

し
て

い
た

も
の

で
す

。
そ

の
後

、
問

い
合

わ
せ

を
踏

ま
え

、
広

く
提

案
を

募
る

観
点

か
ら

、
『

事
業

用
地

全
て

の
売

り
払

い
を

前
提

と
す

る
提

案
は

で
き

ま
せ

ん
が

、
事

業
用

地
を

い
く

つ
か

の
工

区
に

分
割

し
、

そ
の

い
ず

れ
か

一
部

に
つ

い
て

、
売

り
払

わ
れ

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
提

案
は

可
能

』
と

取
り

扱
い

を
変

更
し

公
表

し
て

い
ま

す
。

公
募

に
対

し
、

本
事

業
が

め
ざ

す
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

の
実

現
に

向
け

、
ア

リ
ー

ナ
や

ホ
テ

ル
、

共
同

住
宅

な
ど

、
一

体
的

な
拠

点
形

成
に

必
要

な
も

の
と

し
て

、
貸

付
土

地
の

部
分

と
売

り
払

い
部

分
の

提
案

が
あ

っ
た

も
の

で
す

。
そ

の
提

案
の

あ
っ

た
事

業
計

画
書

な
ど

に
基

づ
き

、
学

識
経

験
者

な
ど

、
第

三
者

か
ら

な
る

事
業

者
選

定
委

員
会

に
お

い
て

、
審

査
の

結
果

、
最

優
秀

提
案

者
が

決
定

さ
れ

、
大

阪
府

と
し

て
事

業
予

定
者

と
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
大

阪
府

と
し

て
も

、
事

業
者

選
定

委
員

会
の

選
定

結
果

を
踏

ま
え

、
ま

た
地

域
の

み
な

さ
ま

の
万

博
記

念
公

園
を

大
切

に
思

う
考

え
を

踏
ま

え
、

で
き

て
良

か
っ

た
と

感
じ

ら
れ

る
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
て

取
組

ん
で

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

2
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

3
事

業
計

画
環

境
影

響
評

価
案

「
別

冊
」

の
提

案
書

に
対

す
る

質
問

書
、

意
見

書
、

意
見

交
換

会
の

住
民

意
見

に
つ

い
て

○
31

6項
目

に
わ

た
っ

て
住

民
意

見
が

出
さ

れ
て

い
る

が
、

評
価

書
案

の
事

業
者

の
見

解
を

見
て

も
、

万
博

公
園

に
ふ

さ
わ

し
い

住
民

の
意

見
が

取
り

入
れ

た
も

の
は

な
い

。

○
さ

す
が

「
三

菱
・

関
電

」
さ

ん
だ

、
と

思
う

よ
う

な
、

【
三

菱
・

関
電

の
万

博
公

園
へ

の
想

い
】

を
万

博
公

園
に

貢
献

で
き

る
空

間
を

提
供

し
て

も
ら

い
た

い
。

①
A

B
C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

跡
地

（
①

－
b敷

地
）

・
池

を
中

心
と

し
た

ジ
ョ

ギ
ン

グ
も

で
き

る
公

園
と

す
る

。
・

水
鳥

、
鯉

類
、

野
鳥

が
集

ま
る

。
・

ベ
ン

チ
で

は
話

し
声

で
憩

え
る

。
②

万
博

公
園

外
周

沿
い

分
譲

共
同

マ
ン

シ
ョ

ン
（

②
敷

地
の

③
敷

地
側

）
・

分
譲

共
同

マ
ン

シ
ョ

ン
の

棟
数

を
減

ら
す

。

・
約

1,
00

0m
2 に

万
博

と
地

域
を

つ
な

ぐ
架

け
橋

を
つ

く
る

。

○
提

案
書

に
対

す
る

質
問

書
の

概
要

及
び

こ
れ

ら
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答
・

44
項

目
に

わ
た

る
質

問
書

と
事

業
者

の
回

答
○

提
案

書
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

ら
に

対
す

る
事

業
者

の
見

解
・

82
項

目
に

わ
た

る
意

見
書

と
事

業
者

の
見

解
○

提
案

書
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

ら
に

対
す

る
事

業
者

の
見

解
・

19
0項

目
に

わ
た

る
意

見
書

と
事

業
者

の
見

解

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

か
ら

様
々

な
ご

意
見

が
あ

る
の

は
承

知
し

て
お

り
ま

す
が

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

も
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

し
て

い
く

中
で

、
周

辺
住

民
の

皆
さ

ま
に

と
っ

て
、

よ
り

良
い

計
画

と
な

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

な
お

、
用

地
①

－
bの

計
画

に
つ

い
て

は
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
8年

2月
）

で
の

方
針

を
踏

ま
え

、
概

ね
一

年
後

に
、

代
替

案
の

方
向

性
を

大
阪

府
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、

代
替

案
の

具
体

化
に

向
け

た
検

討
を

速
や

か
に

進
め

、
適

宜
、

大
阪

府
へ

報
告

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
計

画
が

確
定

し
ま

し
た

ら
、

環
境

影
響

評
価

の
変

更
や

再
実

施
な

ど
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

用
地

②
及

び
用

地
③

の
共

同
住

宅
の

棟
数

（
戸

数
）

に
つ

い
て

は
、

建
築

基
準

法
及

び
吹

田
市

開
発

事
業

の
手

続
等

に
関

す
る

条
例

等
に

基
づ

き
、

当
地

の
有

効
活

用
、

事
業

性
等

を
鑑

み
て

、
棟

配
置

や
戸

数
を

決
め

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
本

事
業

に
お

い
て

、
橋

の
架

設
は

計
画

し
て

お
り

ま
せ

ん
。
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表
5
.
1
-
2
（

3
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

4
事

業
計

画
A

B
C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

跡
地

①
－

b敷
地

の
保

留
地

に
し

て
評

価
書

が
出

せ
る

の
か

。

○
全

体
構

想
が

な
い

事
業

は
あ

る
の

か
。

○
コ

ン
セ

プ
ト

「
世

界
に

誇
る

文
化

ス
ポ

ー
ツ

の
拠

点
」

を
つ

ぶ
し

た
。

○
吹

田
市

長
か

ら
万

博
公

園
内

に
個

人
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
を

建
て

る
こ

と
は

、
条

例
に

抵
触

す
る

と
の

判
断

で
撤

回
を

求
め

ら
れ

た
。

○
事

業
者

は
保

留
地

と
し

て
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
提

案
書

を
提

出
さ

れ
た

。
・

全
体

構
想

が
な

い
事

業
計

画
が

本
当

に
許

さ
れ

て
よ

い
の

か
。

・
大

阪
府

は
こ

の
よ

う
な

判
断

を
ど

こ
で

も
し

て
い

る
の

か
、

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

こ
と

だ
。

○
協

定
書

で
土

地
を

売
却

す
る

と
明

記
さ

れ
た

が
、

保
留

地
の

時
点

で
定

期
借

地
に

戻
し

て
い

な
い

。
・

提
案

書
に

つ
い

て
の

意
見

書
及

び
事

業
者

見
解

を
確

認
し

ま
す

と
、

大
阪

府
戦

略
本

部
会

議
で

売
却

で
は

な
く

、
定

期
借

地
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
・

定
期

借
地

に
戻

っ
た

と
理

解
し

て
よ

ろ
し

い
で

す
か

。
再

度
確

認
し

ま
す

。
○

大
阪

府
は

未
来

永
劫

こ
の

土
地

を
売

却
し

な
い

こ
と

を
見

解
で

約
束

し
て

く
だ

さ
い

。
○

公
募

要
項

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
、

・
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

関
西

を
代

表
と

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

拠
点

づ
く

り
で

す
。

○
万

博
公

園
の

基
本

理
念

は
、

・
緑

に
包

ま
れ

た
文

化
公

園
で

あ
り

、
全

て
が

公
共

の
土

地
で

す
。

○
大

阪
府

万
博

条
例

で
は

、
・

万
博

公
園

の
区

域
は

当
該

敷
地

も
含

ま
れ

て
い

る
。

○
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
は

、
事

業
者

が
決

ま
っ

た
令

和
4年

11
月

30
日

に
公

表
さ

れ
た

。
・

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
ゾ

ー
ン

で
あ

る
。

○
三

菱
さ

ん
の

力
で

「
ス

ポ
ー

ツ
と

文
化

の
森

」
を

再
生

し
て

も
ら

い
た

い
。

・
温

暖
化

対
策

に
大

き
く

寄
与

し
て

も
ら

い
た

い
。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
締

結
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

「
用

地
①

－
bを

外
し

た
変

更
計

画
（

本
事

業
計

画
）

は
、

公
募

要
項

に
あ

る
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

と
い

っ
た

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
等

か
ら

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

6年
11

月
）

で
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
を

決
定

し
て

い
ま

す
。

用
地

①
－

bを
除

い
て

手
続

き
を

進
め

て
い

く
こ

と
は

条
例

等
の

違
反

は
な

い
旨

、
吹

田
市

所

管
部

局
に

確
認

を
し

て
お

り
ま

す
。

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略

本
部

会
議

（
令

和
8年

2月
）

で
の

方
針

を
踏

ま
え

、
概

ね
一

年
後

に
、

代
替

案
の

方
向

性
を

大
阪

府
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、

代
替

案
の

具
体

化
に

向
け

た
検

討
を

速
や

か
に

進
め

、
適

宜
、

大
阪

府
へ

報
告

を
行

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

計
画

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
環

境
影

響
評

価
の

変
更

や
再

実
施

な
ど

含
め

、
必

要
な

手
続

が
行

わ
れ

る
と

理
解

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
用

地
①

－
bは

、
売

却
で

は
な

く
、

定
期

借
地

で
す

。
本

事
業

は
、

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
」

を
推

進
す

る
事

業
で

あ
り

、
世

界
基

準
の

ア
リ

ー
ナ

と
、

そ
れ

を
補

完
す

る
ホ

テ
ル

、
商

業
施

設
、

オ
フ

ィ
ス

、
レ

ジ
デ

ン
ス

（
住

宅
）

を
段

階
的

に
整

備
す

る
大

規
模

複
合

開
発

事
業

で
す

。
「

こ
れ

ま
で

に
な

い
新

し
い

交
流

交
歓

の
あ

り
方

を
探

る
先

進
的

エ
リ

ア
と

し
て

、
新

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

体
験

で
き

る
拠

点
づ

く
り

に
取

り
組

む
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

「
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
」

と
も

合
致

し
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

事
業

者
と

し
て

は
、

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

と
質

の
高

い
緑

に
よ

り
、

動
線

空
間

に
お

い
て

は
多

様
な

利
用

者
が

交
錯

す
る

通
路

の
周

辺
部

に
賑

わ
い

を
生

み
出

し
、

公
園

と
し

て
の

潤
い

を
提

供
す

る
よ

う
中

高
木

を
連

続
的

に
並

木
配

置
す

る
こ

と
、

滞
留

・
滞

在
空

間
に

お
い

て
は

効
果

的
に

緑
を

配
置

し
、

緑
陰

空
間

を
生

み
出

す
こ

と
に

よ
り

、
①

賑
わ

い
の

創
出

、
②

気
候

変
動

へ
の

対
応

、
③

緑
に

よ
る

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
向

上
に

よ
っ

て
地

域
の

価
値

を
向

上
さ

せ
、

ま
ち

の
持

続
可

能
性

の
確

保
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

4
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

5
事

業
計

画
万

博
外

周
道

路
沿

い
万

博
公

園
内

②
③

敷
地

の
分

譲
共

同
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

と
万

博
用

地
売

却
の

手
続

き
に

つ
い

て
○

万
博

公
園

②
③

敷
地

は
万

博
公

園
に

必
要

で
な

い
こ

と
を

実
証

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

。
○

万
国

博
覧

会
に

②
③

敷
地

を
な

ぜ
買

収
し

た
の

か
。

○
万

博
公

園
外

周
道

路
と

の
緩

衝
緑

地
帯

の
た

め
だ

。
○

万
博

公
園

は
貴

重
な

公
共

財
産

で
す

。

別
紙

1：
大

阪
府

に
対

す
る

意
見

（
大

阪
府

か
ら

見
解

を
求

め
る

）

別
紙

2：
事

業
者

に
対

す
る

意
見

（
事

業
者

か
ら

見
解

を
求

め
る

）

資
料

1：
事

業
者

の
公

募
か

ら
決

定
ま

で
の

経
緯

資
料

2：
大

阪
府

万
博

公
園

条
例

と
万

博
公

園
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
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表
5
.
1
-
2
（

5
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

別
紙

1
万

博
公

園
外

周
道

路
沿

い
万

博
公

園
内

の
②

③
敷

地
の

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
と

万
博

用
地

売
却

の
手

続
き

に
つ

い
て

【
大

阪
府

に
対

す
る

質
問

】
（

大
阪

府
か

ら
の

見
解

を
求

め
る

）

1.
提

案
書

に
対

す
る

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

に
つ

い
て

（
1）

用
途

地
域

が
第

一
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
で

あ
る

。

（
2）

千
里

万
博

公
園

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
地

区
内

に
お

け
る

建
築

物
の

制
限

等
に

関
す

る
条

例
が

適
用

さ
れ

る
範

囲
外

で
あ

る
。

（
3）

こ
れ

ら
か

ら
共

同
住

宅
は

可
能

で
す

。

2.
万

博
公

園
内

は
用

途
地

域
に

関
わ

ら
ず

共
同

住
宅

は
建

設
で

き
な

い
。

（
1）

基
本

中
の

基
本

の
万

博
公

園
で

あ
る

こ
と

を
無

視
し

て
い

る
。

大
き

な
問

題
で

す
。

（
2）

万
博

公
園

条
例

を
無

視
し

て
い

る
。

（
3）

用
途

地
域

だ
け

で
も

っ
て

共
同

住
宅

の
建

設
を

主
張

し
て

い
る

。

（
4）

大
阪

府
は

基
本

協
定

書
で

土
地

売
却

を
決

め
て

い
る

。

（
5）

最
初

に
万

博
公

園
条

例
に

基
づ

き
万

博
公

園
不

用
地

と
し

て
万

博
公

園
区

域
を

外
す

。
（

6）
次

に
府

議
会

の
承

認
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

（
7）

一
般

公
募

で
売

却
す

る
。

（
8）

よ
ほ

ど
の

理
由

が
な

い
限

り
特

定
の

業
者

に
売

却
は

出
来

な
い

。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
締

結
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

1.
用

地
②

及
び

用
地

③
に

つ
い

て
は

、
用

途
地

域
が

第
一

種
中

高
層

住
居

専
用

地
域

で
あ

り
、

「
千

里
万

博
公

園
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

地
区

内
に

お
け

る
建

築
物

の
制

限
等

に
関

す
る

条
例

」
が

適
用

さ
れ

る
範

囲
外

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

共
同

住
宅

の
建

設
は

可
能

で
す

。
2.
本

事
業

は
、

世
界

最
先

端
の

機
能

を
有

す
る

ア
リ

ー
ナ

と
、

当
該

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

ま
ち

づ
く

り
に

ふ
さ

わ
し

い
周

辺
施

設
等

に
つ

い
て

、
民

間
活

力
を

導
入

し
た

提
案

を
、

広
く

募
集

し
て

い
た

も
の

で
す

。
本

事
業

が
め

ざ
す

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
づ

く
り

」
の

実
現

に
向

け
、

ア
リ

ー
ナ

や
ホ

テ
ル

、
共

同
住

宅
な

ど
、

一
体

的
な

拠
点

形
成

に
必

要
な

も
の

と
し

て
、

貸
付

土
地

の
部

分
と

売
り

払
い

部
分

の
提

案
が

あ
っ

た
も

の
で

す
。

そ
の

提
案

の
あ

っ
た

事
業

計
画

書
な

ど
に

基
づ

き
、

学
識

経
験

者
な

ど
、

第
三

者
か

ら
な

る
事

業
者

選
定

委
員

会
に

お
い

て
、

審
査

が
行

わ
れ

、
最

優
秀

提
案

者
が

決
定

さ
れ

、
大

阪
府

と
し

て
最

優
秀

提
案

者
を

事
業

予
定

者
と

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

大
阪

府
と

し
て

も
、

事
業

者
選

定
委

員
会

の
選

定
結

果
を

踏
ま

え
、

事
業

実
現

に
向

け
て

取
組

ん
で

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

一
般

公
募

で
の

売
却

を
示

唆
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
本

事
業

に
関

し
て

は
、

単
な

る
未

利
用

地
の

価
格

入
札

に
よ

る
処

分
で

は
な

く
、

万
博

記
念

公
園

の
ビ

ジ
ョ

ン
及

び
事

業
コ

ン
セ

プ
ト

と
合

致
す

る
事

業
計

画
に

基
づ

い
て

活
用

さ
れ

る
こ

と
を

要
件

と
し

て
選

定
を

行
っ

て
い

ま
す

。
売

却
の

議
会

承
認

に
つ

い
て

は
、

事
業

予
定

者
が

用
地

②
及

び
用

地
③

を
同

時
期

に
購

入
す

る
計

画
と

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
大

阪
府

条
例

「
議

会
の

議
決

を
要

す
る

契
約

、
財

産
の

取
得

及
び

処
分

並
び

に
重

要
な

公
の

施
設

に
関

す
る

条
例

」
の

規
定

に
よ

り
、

議
会

の
議

決
を

要
す

る
面

積
要

件
を

満
た

し
て

お
り

ま
し

た
が

、
近

隣
の

小
中

学
校

に
お

け
る

児
童

・
生

徒
数

の
増

加
に

伴
う

受
入

態
勢

へ
の

影
響

を
平

準
化

す
る

と
と

も
に

、
工

事
が

集
中

す
る

こ
と

に
よ

る
周

辺
住

環
境

へ
の

負
荷

を
軽

減
・

分
散

さ
せ

る
た

め
、

用
地

②
の

共
同

住
宅

を
Ⅱ

期
事

業
に

変
更

し
た

こ
と

に
よ

り
、

購
入

時
期

が
約

2年
後

に
な

っ
た

の
で

、
府

議
会

の
議

決
が

必
要

と
な

る
面

積
要

件
を

満
た

さ
な

く
な

り
議

決
手

続
は

不
要

に
な

り
ま

し
た

。
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表
5
.
1
-
2
（

6
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

3.
大

阪
府

万
博

公
園

条
例

に
お

い
て

（
1）

万
博

外
周

道
路

沿
い

②
③

敷
地

は
、

万
博

公
園

区
域

に
含

ま
れ

て
い

る
。

（
2）

万
博

公
園

の
土

地
を

売
却

す
る

た
め

に
は

万
博

公
園

区
域

を
変

更
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

3）
万

博
公

園
区

域
を

変
更

す
る

た
め

に
は

、
規

則
改

正
が

必
要

で
あ

る
。

（
4）

区
域

変
更

手
続

き
な

し
で

事
業

を
進

め
て

い
る

。

3.
平

成
26

年
に

国
か

ら
万

博
記

念
公

園
を

引
き

継
い

だ
際

、
す

で
に

A
B

C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

、
エ

キ
ス

ポ
シ

テ
ィ

、
ガ

ン
バ

ス
タ

ジ
ア

ム
等

に
貸

し
付

け
て

い
た

土
地

に
つ

い
て

は
、

い
わ

ゆ
る

公
園

と
し

て
の

利
用

実
態

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
府

と
し

て
は

、
公

園
の

管
理

で
は

な
く

、
活

用
資

産
と

し
て

、
普

通
財

産
と

位
置

づ
け

て
管

理
し

て
き

た
た

め
、

用
地

②
と

用
地

③
の

う
ち

、
駐

車
場

部
分

は
普

通
財

産
な

の
で

、
大

阪
府

の
公

園
区

域
と

し
て

は
管

理
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
用

地
②

と
用

地
③

の
う

ち
、

駐
車

場
部

分
以

外
の

緑
地

は
、

一
般

の
方

の
利

用
を

認
め

て
い

ま
せ

ん
が

、
大

阪
府

の
公

園
区

域
と

し
て

日
常

管
理

し
て

い
る

た
め

、
売

却
時

に
は

区
域

を
外

す
必

要
が

あ
り

、
変

更
す

る
際

に
は

区
域

の
変

更
の

庁
内

手
続

き
を

行
っ

た
後

、
大

阪
府

の
公

報
に

区
域

を
公

示
し

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

7
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

6
事

業
計

画
4.
万

博
公

園
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
に

お
い

て

（
1）

②
③

敷
地

は
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ゾ
ー

ン
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
。

（
2）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

建
設

で
き

な
い

。

5.
選

定
委

員
会

に
お

い
て

（
1）

万
博

公
園

条
例

、
公

募
要

項
を

無
視

し
て

選
定

し
て

い
る

。

（
2）

万
博

公
園

に
住

宅
建

設
を

容
認

し
た

。

（
3）

万
博

公
園

に
住

宅
建

設
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。

（
4）

議
事

録
は

公
表

さ
れ

て
い

な
い

。

（
5）

次
点

提
案

者
の

ア
リ

ー
ナ

タ
ウ

ン
共

同
企

業
体

の
提

案
概

要
は

公
表

さ
れ

て
い

な
い

。
6.
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
に

お
い

て

（
1）

大
阪

府
万

博
公

園
条

例
、

公
募

要
項

を
無

視
し

て
選

定
し

て
い

る
。

（
2）

用
途

地
域

を
理

由
に

住
宅

建
設

を
容

認
し

て
い

る
。

（
3）

万
博

公
園

に
お

い
て

住
宅

建
設

と
土

地
売

却
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。

（
4）

次
点

提
案

者
の

提
案

概
要

に
つ

い
て

議
論

さ
れ

て
い

な
い

。

（
5）

選
定

委
員

会
以

降
に

出
さ

れ
た

万
博

公
園

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

も
無

視
し

て
い

る
。

7.
戦

略
本

部
会

議
に

お
い

て

（
1）

大
阪

府
万

博
公

園
条

例
、

公
募

要
項

を
無

視
し

て
選

定
し

て
い

る
。

（
2）

用
途

地
域

を
理

由
に

住
宅

建
設

を
容

認
し

て
い

る
。

（
3）

万
博

公
園

に
お

い
て

住
宅

建
設

と
土

地
売

却
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。

（
4）

次
点

提
案

者
の

提
案

概
要

に
つ

い
て

議
論

さ
れ

て
い

な
い

。

（
5）

選
定

委
員

会
以

降
に

出
さ

れ
た

万
博

公
園

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

も
無

視
し

て
い

る
。

4.
本

事
業

は
、

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
」

を
推

進
す

る
事

業
で

あ
り

、
世

界
基

準
の

ア
リ

ー
ナ

と
、

そ
れ

を
補

完
す

る
ホ

テ
ル

、
商

業
施

設
、

オ
フ

ィ
ス

、
レ

ジ
デ

ン
ス

（
住

宅
）

を
段

階
的

に
整

備
す

る
大

規
模

複
合

開
発

事
業

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
用

地
②

③
に

お
け

る
共

同
住

宅
開

発
は

、
ア

リ
ー

ナ
を

中
心

と
し

た
本

事
業

に
共

感
す

る
「

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

あ
る

暮
ら

し
を

楽
し

む
住

民
」

が
定

住
し

、
さ

ら
に

は
共

同
住

宅
の

住
民

な
ど

が
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

（
立

場
を

超
え

て
人

や
ア

イ
デ

ア
を

集
め

、
新

し
い

活
動

を
生

み
出

す
賑

わ
い

創
出

活
動

）
に

協
力

・
参

加
し

な
が

ら
用

地
①

－
aの

各
施

設
な

ど
と

緩
や

か
に

繋
が

る
こ

と
で

、
事

業
計

画
地

や
周

辺
エ

リ
ア

の
安

定
的

な
賑

わ
い

に
寄

与
す

る
こ

と
か

ら
、

公
募

要
項

の
補

完
機

能
を

果
た

し
て

い
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

し
た

が
い

ま
し

て
、

「
こ

れ
ま

で
に

な
い

新
し

い
交

流
交

歓
の

あ
り

方
を

探
る

先
進

的
エ

リ
ア

と
し

て
、

新
し

い
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
体

験
で

き
る

拠
点

づ
く

り
に

取
り

組
む

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
「

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

」
と

も
合

致
し

て
い

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。

5.
6.

7選
定

委
員

会
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

か
ら

は
、

公
募

要
項

に
記

載
さ

れ
た

内
容

に
基

づ
き

、
ご

意
見

を
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

戦
略

本
部

会
議

に
つ

い
て

は
、

公
募

要
項

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
等

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
事

業
実

施
に

向
け

た
意

思
決

定
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

選
定

委
員

会
の

議
事

に
つ

き
ま

し
て

は
、

公
募

型
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
方

式
に

よ
る

事
業

者
の

選
定

を
行

う
た

め
、

公
平

性
、

透
明

性
及

び
競

争
性

を
担

保
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

。
事

業
者

の
公

募
に

関
す

る
情

報
が

含
ま

れ
て

お
り

、
法

人
等

又
は

個
人

の
競

争
上

の
地

位
そ

の
他

正
当

な
利

益
を

害
す

る
と

認
め

ら
れ

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
。

入
札

、
契

約
、

交
渉

等
の

事
務

に
関

す
る

情
報

で
あ

っ
て

、
公

に
す

る
こ

と
に

よ
り

、
事

務
の

公
正

か
つ

適
切

な
執

行
に

著
し

い
支

障
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
こ

と
か

ら
、

大
阪

府
情

報
公

開
条

例
第

8条
第

1項
第

1号
及

び
第

4号
に

基
づ

き
、

非
公

開
と

し
て

い
ま

す
。

次
点

提
案

者
提

案
概

要
に

つ
い

て
も

同
様

の
理

由
に

よ
り

非
公

開
と

し
て

い
ま

す
。

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

に
つ

き
ま

し
て

は
、

事
業

予
定

者
選

定
以

降
に

お
い

て
、

万
博

記
念

公
園

駅
前

周
辺

地
区

活
性

化
事

業
計

画
を

確
定

す
る

に
あ

た
り

、
専

門
的

見
地

か
ら

の
意

見
を

幅
広

く
聴

取
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
し

た
も

の
で

あ
り

、
次

点
提

案
者

の
提

案
に

関
す

る
議

論
を

す
る

会
議

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
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表
5
.
1
-
2
（

8
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

7
事

業
計

画
別

紙
2

万
博

公
園

外
周

道
路

沿
い

万
博

公
園

内
の

②
③

敷
地

の
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

と
万

博
用

地
売

却
の

手
続

き
に

つ
い

て

事
業

者
に

対
す

る
質

問
（

事
業

者
か

ら
の

見
解

を
求

め
る

）

1.
提

案
書

に
対

す
る

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

に
つ

い
て

（
1）

用
途

地
域

が
第

一
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
で

あ
る

。

（
2）

千
里

万
博

公
園

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
地

区
内

に
お

け
る

建
築

物
の

制
限

等
に

関
す

る
条

例
が

適
用

さ
れ

る
範

囲
外

で
あ

る
。

（
3）

こ
れ

ら
か

ら
共

同
住

宅
は

可
能

で
す

。

2.
万

博
公

園
内

は
用

途
地

域
に

関
わ

ら
ず

共
同

住
宅

は
建

設
で

き
な

い
。

（
1）

基
本

中
の

基
本

の
万

博
公

園
で

あ
る

こ
と

を
無

視
し

て
い

る
。

大
き

な
問

題
で

す
。

（
2）

万
博

公
園

条
例

を
無

視
し

て
い

る
。

（
3）

用
途

地
域

だ
け

で
も

っ
て

共
同

住
宅

の
建

設
を

主
張

し
て

い
る

。

（
4）

大
阪

府
は

基
本

協
定

書
で

土
地

売
却

を
決

め
て

い
る

。

（
5）

最
初

に
万

博
公

園
条

例
に

基
づ

き
万

博
公

園
不

用
地

と
し

て
万

博
公

園
区

域
を

外
す

。
（

6）
次

に
府

議
会

の
承

認
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

（
7）

一
般

公
募

で
売

却
す

る
。

（
8）

よ
ほ

ど
の

理
由

が
な

い
限

り
特

定
の

業
者

に
売

却
は

出
来

な
い

。

3.
事

業
者

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
万

博
公

園
の

「
緑

に
包

ま
れ

た
文

化
公

園
」

に
合

致
し

て
い

な
い

。
（

1）
「

遊
ぶ

」
「

働
く

」
「

暮
ら

す
」

で
あ

る
。

（
2）

万
博

公
園

は
「

遊
ぶ

」
場

所
で

あ
り

、
運

営
の

た
め

「
働

く
」

場
所

で
も

あ
る

。

（
3）

万
博

公
園

で
「

暮
ら

す
」

場
所

で
は

な
い

。

2.
万

博
記

念
公

園
の

歴
史

を
無

視
、

あ
る

い
は

軽
視

す
る

意
図

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

本
事

業
は

、
公

募
要

領
上

、
原

則
と

し
て

土
地

貸
付

と
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
一

方
で

公
募

時
に

用
地

②
③

に
つ

い
て

、
一

体
的

な
拠

点
形

成
に

必
要

な
共

同
住

宅
の

た
め

、
購

入
の

計
画

と
す

る
ま

ち
づ

く
り

を
事

業
者

よ
り

提
案

し
、

こ
の

提
案

が
事

業
者

選
定

委
員

会
に

よ
り

最
優

秀
提

案
と

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
こ

の
ま

ち
づ

く
り

の
事

業
実

現
に

必
要

な
行

政
許

可
が

す
べ

て
得

ら
れ

、
さ

ま
ざ

ま
な

法
令

の
規

制
を

ク
リ

ア
し

て
い

る
こ

と
を

条
件

と
し

て
、

土
地

を
売

却
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
土

地
売

却
の

議
会

承
認

に
つ

い
て

は
、

事
業

予
定

者
が

用
地

②
及

び
用

地
③

を
同

時
期

に
購

入
す

る
計

画
と

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
大

阪
府

条
例

「
議

会
の

議
決

を
要

す
る

契
約

、
財

産
の

取
得

及
び

処
分

並
び

に
重

要
な

公
の

施
設

に
関

す
る

条
例

」
の

規
定

に
よ

り
、

議
会

の
議

決
を

要
す

る
面

積
要

件
を

満
た

し
て

お
り

ま
し

た
が

、
近

隣
の

小
中

学
校

に
お

け
る

児
童

・
生

徒
数

の
増

加
に

伴
う

受
入

態
勢

へ
の

影
響

を
平

準
化

す
る

と
と

も
に

、
工

事
が

集
中

す
る

こ
と

に
よ

る
周

辺
住

環
境

へ
の

負
荷

を
軽

減
・

分
散

さ
せ

る
た

め
、

用
地

②
の

共
同

住
宅

を
Ⅱ

期
事

業
に

変
更

し
た

こ
と

に
よ

り
、

購
入

時
期

が
約

2年
後

に
な

っ
た

の
で

、
府

議
会

の
議

決
が

必
要

と
な

る
面

積
要

件
を

満
た

さ
な

く
な

り
議

決
手

続
が

不
要

に
な

っ
た

こ
と

を
、

大
阪

府
よ

り
聞

い
て

お
り

ま
す

。
3.
本

事
業

で
は

、
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
と

質
の

高
い

緑
に

よ
り

、
動

線
空

間
に

お
い

て
は

多
様

な
利

用
者

が
交

錯
す

る
通

路
の

周
辺

部
に

賑
わ

い
を

生
み

出
し

、
公

園
と

し
て

の
潤

い
を

提
供

す
る

よ
う

中
高

木
を

連
続

的
に

並
木

配
置

す
る

こ
と

、
滞

留
・

滞
在

空
間

に
お

い
て

は
効

果
的

に
緑

を
配

置
し

、
緑

陰
空

間
を

生
み

出
す

こ
と

に
よ

り
、

①
賑

わ
い

の
創

出
、

②
気

候
変

動
へ

の
対

応
、

③
緑

に
よ

る
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
の

向
上

に
よ

っ
て

地
域

の
価

値
を

向
上

さ
せ

、
ま

ち
の

持
続

可
能

性
の

確
保

を
目

指
す

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

8
事

業
計

画
4.
事

業
者

は
大

阪
府

万
博

条
例

を
遵

守
し

て
い

な
い

。

（
1）

事
業

地
は

す
べ

て
万

博
公

園
で

あ
る

。

（
2）

万
博

公
園

の
区

域
は

決
ま

っ
て

い
る

。
大

阪
府

と
国

の
土

地
で

あ
る

。

（
3）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

建
て

ら
れ

な
い

。

4.
本

事
業

は
、

公
募

要
領

上
、

原
則

と
し

て
土

地
貸

付
と

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

一
方

で
公

募
時

に
用

地
②

③
に

つ
い

て
、

一
体

的
な

拠
点

形
成

に
必

要
な

共
同

住
宅

の
た

め
、

購
入

の
計

画
と

す
る

ま
ち

づ
く

り
を

提
案

し
、

こ
の

提
案

が
事

業
者

選
定

委
員

会
に

よ
り

最
優

秀
提

案
と

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
こ

の
ま

ち
づ

く
り

の
事

業
実

現
に

必
要

な
行

政
許

可
が

す
べ

て
得

ら
れ

、
さ

ま
ざ

ま
な

法
令

の
規

制
を

ク
リ

ア
し

て
い

る
こ

と
を

条
件

と
し

て
、

土
地

を
売

却
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
共

同
住

宅
の

建
設

手
続

等
に

つ
い

て
は

、
吹

田
市

の
条

例
に

基
づ

き
、

必
要

な
手

続
を

適
切

に
進

め
て

お
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

9
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

5.
事

業
者

は
公

募
要

項
に

遵
守

し
て

い
な

い
。

（
1）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

事
業

効
果

を
高

め
る

事
業

で
は

な
い

。

（
2）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
に

な
い

。
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
づ

く
り

」
（

3）
土

地
の

貸
付

条
件

は
定

期
借

地
権

設
定

契
約

と
な

っ
て

い
る

。

（
4）

土
地

の
売

却
は

ど
こ

に
も

書
い

て
い

な
い

。

（
5）

そ
の

後
の

基
本

協
定

書
、

実
施

協
定

書
に

よ
っ

て
双

方
で

結
果

を
取

り
繕

っ
て

い
る

。
6.
事

業
者

は
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

を
取

り
止

め
る

べ
き

で
あ

る
。

（
1）

土
地

の
売

却
は

大
阪

府
が

条
例

を
改

正
し

な
い

と
出

来
な

い
。

（
2）

万
博

公
園

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

に
合

致
し

て
い

な
い

。

（
3）

万
博

外
周

道
路

沿
い

は
緑

の
回

廊
で

温
暖

化
対

策
に

寄
与

し
て

も
ら

い
た

い
。

5,
6.
本

事
業

は
、

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
」

を
推

進
す

る
事

業
で

あ
り

、
世

界
基

準
の

ア
リ

ー
ナ

と
、

そ
れ

を
補

完
す

る
ホ

テ
ル

、
商

業
施

設
、

オ
フ

ィ
ス

、
レ

ジ
デ

ン
ス

（
住

宅
）

を
段

階
的

に
整

備
す

る
大

規
模

複
合

開
発

事
業

で
す

。
用

地
②

及
び

用
地

③
に

お
け

る
共

同
住

宅
開

発
は

、
ア

リ
ー

ナ
を

中
心

と
し

た
本

事
業

に
共

感
す

る
「

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

あ
る

暮
ら

し
を

楽
し

む
住

民
」

が
定

住
し

、
さ

ら
に

は
共

同
住

宅
の

住
民

な
ど

が
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

（
立

場
を

超
え

て
人

や
ア

イ
デ

ア
を

集
め

、
新

し
い

活
動

を
生

み
出

す
賑

わ
い

創
出

活
動

）
に

協
力

・
参

加
し

な
が

ら
用

地
①

－
aの

各
施

設
な

ど
と

緩
や

か
に

繋
が

る
こ

と
で

、
事

業
計

画
地

や
周

辺
エ

リ
ア

の
安

定
的

な
賑

わ
い

に
寄

与
す

る
こ

と
か

ら
、

補
完

機
能

を
果

た
し

て
い

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
し

た
が

い
ま

し
て

、
「

こ
れ

ま
で

に
な

い
新

し
い

交
流

交
歓

の
あ

り
方

を
探

る
先

進
的

エ
リ

ア
と

し
て

、
新

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

体
験

で
き

る
拠

点
づ

く
り

に
取

り
組

む
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

「
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
」

と
も

合
致

し
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

ま
た

、
共

同
住

宅
に

つ
い

て
は

、
持

続
可

能
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

形
成

の
た

め
に

も
、

長
期

的
に

居
住

す
る

方
々

の
存

在
が

必
要

で
す

。
こ

う
し

た
観

点
か

ら
、

期
限

に
限

り
が

あ
る

定
期

借
地

で
は

な
く

、
大

阪
府

か
ら

土
地

を
取

得
し

、
分

譲
に

よ
る

共
同

住
宅

を
計

画
し

て
お

り
ま

す
。

加
え

て
、

共
同

住
宅

は
、

公
募

要
項

上
「

補
完

機
能

・
事

業
」

に
該

当
し

、
「

必
置

機
能

・
事

業
」

が
欠

け
る

も
の

で
は

な
く

、
公

募
要

項
の

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
等

か
ら

、
大

阪
府

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
6年

11
月

）
で

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
決

定
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

そ
の

他
、

本
事

業
で

は
、

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

と
質

の
高

い
緑

に
よ

り
、

動
線

空
間

に
お

い
て

は
多

様
な

利
用

者
が

交
錯

す
る

通
路

の
周

辺
部

に
賑

わ
い

を
生

み
出

し
、

公
園

と
し

て
の

潤
い

を
提

供
す

る
よ

う
中

高
木

を
連

続
的

に
並

木
配

置
す

る
こ

と
、

滞
留

・
滞

在
空

間
に

お
い

て
は

効
果

的
に

緑
を

配
置

し
、

緑
陰

空
間

を
生

み
出

す
こ

と
に

よ
り

、
①

賑
わ

い
の

創
出

、
②

気
候

変
動

へ
の

対
応

、
③

緑
に

よ
る

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
向

上
に

よ
っ

て
地

域
の

価
値

を
向

上
さ

せ
、

ま
ち

の
持

続
可

能
性

の
確

保
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

1
0
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

資
料

1
万

博
公

園
外

周
道

路
沿

い
万

博
公

園
内

の
②

③
敷

地
の

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
と

万
博

用
地

売
却

の
手

続
き

に
つ

い
て

【
事

業
者

の
公

募
か

ら
決

定
ま

で
の

経
緯

】
1.
事

業
者

の
公

募

（
1）

事
業

者
の

公
募

：
20

19
年

（
令

和
元

年
）

10
月

8日
公

表
①

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
関

西
を

代
表

と
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

で
あ

る
。

②
事

業
の

方
向

性
第

一
カ

テ
ゴ

リ
ー

（
①

－
a、

①
－

b）
は

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

す
る

ま
ち

づ
く

り
に

ふ
さ

わ
し

い
ホ

テ
ル

等
の

周
辺

施
設

を
整

備
す

る
。

第
二

カ
テ

ゴ
リ

ー
（

②
③

）
は

第
一

カ
テ

ゴ
リ

ー
を

補
完

す
る

し
、

事
業

効
果

を
高

め
る

事
業

③
土

地
の

貸
付

条
件

定
期

借
地

権
設

定
契

約
を

締
結

す
る

。
（

2）
基

本
協

定
書

：
20

24
年

（
令

和
6年

）
8月

9日
公

表

①
定

期
借

地
権

設
定

契
約

（
①

－
a）

と
売

買
契

約
（

①
－

b、
②

、
③

）
の

基
本

事
項

を
定

め
た

。
②

A
B

C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

跡
地

①
－

b敷
地

と
万

博
外

周
道

路
沿

い
②

③
敷

地
を

定
期

借
地

権
設

定
契

約
か

ら
売

買
契

約
に

変
更

し
た

。
③

①
－

b敷
地

と
②

③
敷

地
は

万
博

公
園

公
共

用
地

か
ら

個
人

所
有

地
と

な
っ

た
。

・
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

を
容

認
し

た
。

（
3）

実
施

協
定

書
：

20
25

年
（

令
和

7年
）

8月
1日

公
表

・
基

本
協

定
書

の
定

期
借

地
権

設
定

契
約

と
売

買
契

約
の

主
要

条
件

を
詳

細
に

定
め

た
。

（
資

料
で

あ
る

た
め

見
解

は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん
）
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表
5
.
1
-
2
（

1
1
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

2.
事

業
者

の
決

定

（
1）

選
定

委
員

会
：

20
21

年
（

令
和

3年
）

5月
19

日
公

表
・

選
定

理
由

：
住

宅
や

オ
フ

ィ
ス

に
関

す
る

提
案

に
つ

い
て

は
、

具
体

化
で

き
る

よ
う

、
大

阪
府

や
吹

田
市

等
、

関
係

機
関

の
意

見
等

に
つ

い
て

十
分

配
慮

さ
れ

た
。

・
次

点
の

提
案

概
要

の
公

開
及

び
議

事
録

の
公

開
は

な
し

（
2）

吹
田

市
長

の
意

見
：

D
-1

10
月

28
日

発
出

・
当

該
事

業
の

大
規

模
開

発
事

業
構

想
届

出
書

等
は

吹
田

市
条

例
の

規
定

す
る

要
件

に
満

た
し

て
い

な
い

。
・

①
－

b敷
地

の
共

同
住

宅
建

設
は

条
例

の
要

件
を

満
た

し
て

い
な

い
。

（
3）

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

：
D

-1
11

月
15

日
開

催
開

催
理

由
：

・
①

－
bに

関
す

る
吹

田
市

長
意

見
に

よ
り

①
－

b敷
地

は
第

一
期

開
発

対
象

区
域

か
ら

一
旦

除
外

す
る

。
・

②
③

敷
地

の
共

同
住

宅
建

設
を

第
一

期
に

前
倒

し
す

る
。

会
議

意
見

：
・

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
は

維
持

さ
れ

て
い

る
。

・
共

同
住

宅
②

③
は

、
公

募
要

項
上

「
補

完
機

能
・

事
業

」
に

該
当

し
「

必
置

機
能

・
事

業
」

に
欠

け
る

も
の

で
は

な
い

。
・

公
募

要
項

に
示

さ
れ

て
い

る
事

業
予

定
者

の
取

消
要

件
に

該
当

し
な

い
。

・
共

同
住

宅
②

③
は

、
ま

ち
づ

く
り

に
か

か
わ

っ
て

お
り

住
機

構
が

必
要

で
あ

る
。

・
共

同
住

宅
①

－
bの

代
替

案
は

、
早

期
に

検
討

し
開

業
を

目
指

す
べ

き
で

あ
る

。

（
4）

戦
略

本
部

会
議

：
20

24
年

（
令

和
6年

）
11

月
20

日
開

催
開

催
理

由
：

・
①

－
bに

関
す

る
吹

田
市

長
意

見
に

よ
り

①
－

b敷
地

は
第

一
期

開
発

対
象

区
域

か
ら

一
旦

除
外

す
る

。
・

②
③

敷
地

の
共

同
住

宅
建

設
を

第
一

期
に

前
倒

し
す

る
。

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
意

見
を

参
考

に
す

る
。

対
応

方
針

：
・

事
業

予
定

者
の

再
公

募
は

行
わ

ず
、

提
案

事
業

変
更

計
画

は
認

め
る

。
・

共
同

住
宅

①
－

bの
代

替
案

は
早

期
に

検
討

し
開

業
を

目
指

す
。

（
資

料
で

あ
る

た
め

見
解

は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん
）
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表
5
.
1
-
2
（

1
2
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

資
料

2
万

博
公

園
外

周
道

路
沿

い
万

博
公

園
内

の
②

③
敷

地
の

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
と

万
博

用
地

売
却

の
手

続
き

に
つ

い
て

【
大

阪
府

万
博

公
園

条
例

と
万

博
公

園
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
】

1.
大

阪
府

万
博

公
園

条
例

（
1）

大
阪

府
万

博
条

例
：

20
13

年
（

平
成

25
年

）
12

月
24

日
公

布

（
2）

第
1条

：
「

緑
に

包
ま

れ
た

文
化

公
園

」
と

し
て

運
営

す
る

と
と

も
に

都
市

の
魅

力
の

創
出

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
3）

第
2条

1 
：

府
民

に
緑

に
包

ま
れ

た
憩

い
の

場
及

び
活

動
の

場
を

提
供

し
、

も
っ

て
府

民
の

健
康

で
文

化
的

な
生

活
の

確
保

に
資

す
る

た
め

万
博

公
園

を
設

置
す

る
。

（
4）

第
2条

2：
知

事
は

、
規

則
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

万
博

公
園

の
区

域
を

公
示

し
、

か
つ

当
該

区
域

を
記

載
し

た
図

書
を

一
般

に
縦

覧
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

2.
万

博
公

園
の

活
性

化
に

向
け

た
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
（

1）
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
：

20
22

年
（

令
和

4年
）

11
月

30
日

公
表

（
2）

万
博

公
園

区
域

：
②

③
敷

地
は

万
博

公
園

内
と

な
っ

て
い

る
。

（
3）

ゾ
ー

ン
の

確
認

：
②

③
敷

地
は

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
ゾ

ー
ン

に
位

置
付

け
て

い
る

。

（
資

料
で

あ
る

た
め

見
解

は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん
）
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表
5
.
1
-
2
（

1
3
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

9
事

業
計

画
「

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
・

・
・

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
・

・
・

」
※

1お
よ

び
「

用
地

①
－

bを
外

し
た

変
更

計
画

は
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い
る

」
※

2と
す

る
事

業
者

の
見

解
・

回
答

に
対

す
る

再
度

の
質

問
書

（
様

式
第

12
号

）
。

※
1「

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

8年
2月

）
で

の
方

針
を

踏
ま

え
、

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
代

替
案

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

を
速

や
か

に
進

め
、

適
宜

、
大

阪
府

へ
報

告
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
」

【
別

冊
第

7章
[N

o.
1、

N
o.

4、
N

o.
7、

N
o.

10
、

N
o.

11
、

N
o.

12
、

N
o.

14
、

N
o.

16
、

N
o.

25
、

 N
o.

30
、

N
o.

38
、

N
o.

39
、

N
o.

52
]：

意
見

書
（

様
式

第
3号

／
様

式
第

8
号

）
、

第
5章

[N
o.

3、
N

o.
4、

N
o.

26
、

N
o.

27
]：

質
問

書
（

様
式

第
12

号
）

】

※
2「

な
お

、
用

地
①

－
bを

外
し

た
変

更
計

画
（

本
事

業
計

画
）

は
、

公
募

要
項

に
あ

る
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

と
い

っ
た

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
等

か
ら

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

6年
11

月
）

で
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

決
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

」
【

別
冊

第
7章

[N
o.

16
1、

N
o.

16
2、

N
o.

16
5、

N
o.

16
9、

N
o.

17
0、

N
o.

17
2、

N
o.

17
8]

   
 ：

意
見

書
（

様
式

第
3号

／
様

式
第

8号
）

、
第

5章
[N

o.
1、

N
o.

25
]：

質
問

書
（

様
式

第
12

号
）

】

用
地

①
-b
が

基
本

用
地

と
し

て
定

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

は
十

分
に

認
識

し
て

お
り

、
用

地

①
-b
を

利
用

す
る

た
め

検
討

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

事
業

者
と

し
て

当
該

用
地

を
利

用
し

な
い

こ
と

を
決

定
し

た
わ

け
で

は
な

い
た

め
、

公
募

要
項

に
反

す
る

も
の

で
は

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
用

地
①

－
bの

計
画

に
つ

い
て

は
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
8年

2月
）

で
の

方
針

を
踏

ま
え

、
概

ね
一

年
後

に
、

代
替

案
の

方
向

性
を

大
阪

府
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、

代
替

案
の

具
体

化
に

向
け

た
検

討
を

速
や

か
に

進
め

、
適

宜
、

大
阪

府
へ

報
告

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

計
画

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
環

境
影

響
評

価
の

変
更

や
再

実
施

な
ど

含
め

、
必

要
な

手
続

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

1
4
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

【
質

問
書

】
「

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
・

・
・

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
・

・
・

」
と

す
る

事
業

者
の

見
解

・
回

答
に

対
す

る
再

度
の

質
問

書
（

様
式

第
12

号
）

。

20
25

年
（

令
和

7年
）

1月
に

吹
田

市
に

提
出

さ
れ

た
環

境
影

響
評

価
提

案
書

の
要

約
書

に
よ

れ
ば

、
用

地
①

－
aの

ア
リ

ー
ナ

棟
、

商
業

カ
ジ

ュ
ア

ル
ホ

テ
ル

棟
、

用
地

②
の

共

同
住

宅
、

お
よ

び
用

地
③

の
共

同
住

宅
の

建
設

を
第

I期
、

用
地

①
－

aの
オ

フ
ィ

ス
ホ

テ

ル
棟

を
第

Ⅱ
期

、
用

地
①

－
aの

オ
フ

ィ
ス

棟
を

第
Ⅲ

期
と

し
て

い
る

。
な

お
、

第
I期

事

業
に

要
す

る
工

事
期

間
は

約
4年

。
第

Ⅱ
期

事
業

お
よ

び
第

Ⅲ
期

事
業

は
、

そ
れ

ぞ
れ

第
I

期
完

了
か

ら
約

3年
間

お
よ

び
約

5年
間

の
期

間
を

開
け

て
開

始
さ

れ
る

。

（
要

約
書

 1
2頁

の
事

業
実

施
予

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
）

20
26

年
（

令
和

8年
）

2月
12

日
の

大
阪

府
戦

略
本

部
会

議
資

料
に

よ
れ

ば
、

1月
13

日
に

事
業

者
か

ら
以

下
の

申
出

が
あ

っ
た

と
さ

れ
て

い
る

。
20

27
年

1月
に

吹
田

市
か

ら
の

事
業

計
画

の
承

認
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
具

体
的

な
代

替
案

の
提

示
に

は
、

ア
リ

ー
ナ

開
業

後
の

市
場

環
境

や
地

域
へ

の
環

境
影

響
を

踏
ま

え
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
概

ね
1年

後
、

即
ち

、
20

27
年

1月
に

「
代

替
案

」
の

方
向

性
を

示
す

。
ま

た
、

予
定

さ
れ

て

い
る

20
30

年
7月

の
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

、
1年

程
度

を
か

け
て

、
市

場
環

境
及

び
地

域
へ

の
環

境
影

響
を

見
極

め
た

上
で

事
業

者
が

「
代

替
案

」
を

提
案

す
る

。
ま

た
、

こ
の

会
議

資
料

に
よ

れ
ば

、
環

境
影

響
評

価
提

案
書

に
お

い
て

第
I期

と
さ

れ
て

い
た

用
地

①
－

aの
ア

リ
ー

ナ
棟

、
商

業
カ

ジ
ュ

ア
ル

ホ
テ

ル
棟

お
よ

び
用

地
③

の
共

同

住
宅

の
建

設
は

、
用

地
①

－
aの

ア
リ

ー
ナ

棟
、

商
業

カ
ジ

ュ
ア

ル
ホ

テ
ル

棟
が

完
了

時

期
20

30
年

7月
の

第
I期

、
用

地
③

の
共

同
住

宅
が

完
了

時
期

20
31

年
3月

の
第

I期
と

さ

れ
た

。
第

I期
と

さ
れ

て
い

た
用

地
②

の
共

同
住

宅
は

完
了

時
期

20
32

年
6月

の
第

Ⅱ
期

と
な

っ
た

。
第

Ⅱ
期

と
さ

れ
て

い
た

用
地

①
－

aの
オ

フ
ィ

ス
ホ

テ
ル

棟
お

よ
び

第
Ⅲ

期
と

さ
れ

て
い

た
用

地
①

－
aの

オ
フ

ィ
ス

棟
は

い
ず

れ
も

完

了
時

期
20

38
年

5月
の

第
Ⅳ

期
に

変
更

さ
れ

た
。
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表
5
.
1
-
2
（

1
5
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

20
26

年
（

令
和

8年
）

4月
30

日
に

改
訂

さ
れ

た
本

事
業

に
関

す
る

「
実

施
協

定
書

」
に

よ
れ

ば
、

用
地

③
に

つ
い

て
は

20
27

年
1月

31
日

ま
で

に
都

市
計

画
法

第
29

条
に

基
づ

く

開
発

行
為

の
許

可
「

開
発

許
可

（
物

件
番

号
4）

」
の

取
得

、
用

地
②

に
つ

い
て

は
20

28
年

11
月

30
日

ま
で

に
都

市
計

画
法

第
 2

9条
に

基
づ

く
開

発
行

為
の

許
可

「
開

発
許

可

（
物

件
番

号
3）

」
の

取
得

が
用

地
②

お
よ

び
③

の
売

却
条

件
と

さ
れ

た
。

都
市

計
画

法

第
29

条
に

基
づ

く
開

発
行

為
の

許
可

取
得

の
取

得
期

限
が

別
々

の
時

期
 に

な
っ

た
こ

と
は

、
事

業
工

期
に

み
ら

れ
る

変
更

点
に

対
応

し
て

い
る

。
ま

た
、

事
業

者
が

次
期

以
降

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

即
ち

、
第

Ⅱ
期

、
第

Ⅲ
期

、
第

Ⅳ
期

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

開
発

し
な

い
と

決
め

た
場

合
で

も
、

本
協

定
又

は
貸

付
契

約
及

び
売

買
契

約
の

違
反

に
は

な
ら

な
い

と
し

て
い

る
。

20
26

年
（

令
和

8年
）

5月
に

吹
田

市
に

提
出

さ
れ

た
環

境
影

響
評

価
書

案
の

要
約

書
14

頁
の

事
業

実
施

予
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
よ

れ
ば

、
用

地
①

－
aの

ア
リ

ー
ナ

棟
、

商
業

棟
、

用
地

②
の

共
同

住
宅

の
建

設
を

第
I期

、
用

地
③

の
共

同
住

宅
の

建
設

を
第

Ⅱ
期

、

用
地

①
－

aの
ホ

テ
ル

棟
、

オ
フ

ィ
ス

ホ
テ

ル
棟

、
商

業
棟

の
建

設
を

第
Ⅲ

期
、

第
Ⅳ

期

と
し

て
い

る
。

な
お

、
第

I期
お

よ
び

第
Ⅱ

期
に

要
す

る
工

事
期

間
は

約
4年

。
第

Ⅱ
期

は

第
I期

開
始

か
ら

約
2年

後
に

開
始

さ
れ

る
。

第
Ⅲ

期
事

業
お

よ
び

第
Ⅳ

期
事

業
は

、
そ

れ

ぞ
れ

第
I期

完
了

か
ら

約
4年

間
お

よ
び

約
6年

間
の

期
間

を
開

け
て

開
始

さ
れ

る
。

（
要

約
書

  1
4頁

  事
業

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

）

吹
田

市
に

お
い

て
、

環
境

影
響

評
価

の
「

評
価

書
案

」
、

ま
た

「
大

規
模

開
発

事
業

事
前

協
議

承
認

申
請

書
」

の
提

出
が

な
け

れ
ば

、
大

規
模

開
発

構
想

届
に

係
る

中
高

層
協

議
を

行
う

こ
と

は
で

き
ず

、
こ

の
協

議
が

終
了

し
な

い
と

建
築

確
認

書
は

交
付

さ
れ

ず
事

業
者

は
建

築
に

着
手

で
き

な
い

。
事

業
工

期
の

変
更

は
、

住
民

の
反

対
が

最
も

強
い

と
予

想
さ

れ
る

用
地

②
の

共
同

住
宅

建
設

と
住

民
の

反
対

が
比

較
的

弱
い

と
予

想
さ

れ
る

用
地

③
の

共
同

住
宅

建
設

の
時

期
を

ず
ら

し
て

都
市

計
画

法
第

29
条

に
基

づ
く

開
発

行
為

の
許

可
を

取
得

し
、

事
業

の
進

捗
状

況

に
よ

っ
て

は
第

I期
ま

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
本

事
業

を
終

了
さ

せ
る

含
み

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
事

業
者

は
「

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

8年
2

月
）

で
の

方
針

を
踏

ま
え

、
概

ね
一

年
後

に
、

代
替

案
の

方
向

性
を

大
阪

府
に

報
告

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、

代
替

案
の

具
体

化
に

向
け

た
検

討
を

速
や

か
に

進
め

、
適

宜
、

大
阪

府
へ

報
告

を
行

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

」
と

回
答

し
て

い
る

が
、

具
体

的
な

「
代

替
案

」
の

提
示

は
予

定
さ

れ
て

い
る

20
30

年
7月

の
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

、
1年

程
度

を
か

け
て

、
市

場
環

境
及

び
地

域
へ

の
環

境
影

響
を

見
極

め
た

上
で

事
業

者
が

提
案

す
る

と
さ

れ
て

い
る

。
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表
5
.
1
-
2
（

1
6
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

用
地

①
―

bは
公

募
要

項
上

「
必

ず
使

う
こ

と
」

と
さ

れ
て

い
る

用
地

で
あ

る
。

吹
田

市
議

会
に

お
い

て
も

用
地

①
－

bを
保

留
地

と
し

て
事

業
計

画
が

進
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
に

疑
問

が
出

さ

れ
て

お
り

、
20

25
年

10
月

に
は

、
万

博
記

念
公

園
駅

前
周

辺
地

区
活

性
化

事
業

の
一

体

的
な

計
画

に
基

づ
く

環
境

影
響

評
価

の
実

施
等

を
求

め
る

意
見

書
（

市
会

議
案

第
14

号
）

が
議

決
さ

れ
て

い
る

。
20

26
年

6月
に

も
同

様
の

議
決

が
吹

田
市

議
会

で
な

さ
れ

て
い

る
。

吹
田

市
の

環
境

影
響

評
価

お
よ

び
大

規
模

開
発

構
想

の
手

続
き

は
、

少
な

く
と

も
用

地
①

―
bの

「
代

替
案

」
を

提
示

し
た

後
に

実
施

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
事

業
者

は
大

阪
府

と
も

相
談

の
上

、
現

変
更

計
画

を
一

旦
取

り
下

げ
、

事
業

用
地

す
べ

て
に

か
か

わ
る

計
画

を
検

討
し

た
後

、
あ

ら
た

め
て

吹
田

市
の

「
環

境
影

響
評

価
」

お
よ

び
「

大
規

模
開

発
構

想
」

の
審

査
を

受
け

る
べ

き
で

あ
る

。

【
質

問
書

】
「

用
地

①
－

bを
外

し
た

変
更

計
画

は
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い

る
」

と
す

る
事

業
者

の
見

解
・

回
答

に
対

す
る

再
度

の
質

問
書

（
様

式
第

12
号

）
。

用
地

①
－

aに
お

け
る

ア
リ

ー
ナ

建
設

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

用
地

①
－

bを
外

し
た

変
更

計
画

が
公

募
要

項
に

あ
る

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
を

維
持

し
て

い
る

こ
と

に
異

存
は

な
い

。
し

か
し

な
が

ら
、

公
募

要
項

に
よ

れ
ば

、
用

地
①

－
bは

大
型

ア
リ

ー
ナ

建
設

や
当

該
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
ま

ち
づ

く
り

に
ふ

さ
わ

し
い

ホ
テ

ル
等

の
周

辺
施

設
の

整
備

が
な

さ
れ

る
第

一
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
事

業
を

行
う

た
め

の
基

本
用

地
で

あ
 り

、
「

必
ず

使
う

こ
と

」

と
さ

れ
て

い
る

。
用

地
①

－
bの

「
代

替
案

」
提

示
が

ア
リ

ー
ナ

開
業

後
の

20
31

年
7月

頃
と

想
定

さ
れ

て
い

る
ま

ま
で

本
事

業
を

推
進

す
る

こ
と

は
公

募
要

項
上

の
「

必
ず

使
う

こ
と

」
と

す
る

条
件

に
明

確
に

違
反

し
て

い
る

。
つ

ま
り

、
用

地
①
―

bを
外

し
た

変
更

計
画

は
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い
る

も
の

の
「

必
ず

使
う

こ
と

」
と

さ
れ

て
い

る
公

募
要

項
の

条
件

に
違

反
し

て
い

る
。

事
業

者
は

用
地

①
－

bを
含

め
た

全
体

計
画

を
可

及
的

速
や

か
に

吹
田

市
に

提
出

す
る

べ
き

で
あ

る
。
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表
5
.
1
-
2
（

1
7
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

10
事

業
計

画
「

用
地

②
及

び
用

地
③

に
共

同
住

宅
の

建
設

は
可

能
」

※
1で

あ
り

、
「

本
事

業
は

吹
田

市
の

条
例

に
則

て
い

る
」

※
2と

す
る

事
業

者
の

見
解

・
回

答
に

対
す

る
再

度
の

質
問

書

（
様

式
第

12
号

）
。

※
1 
用

地
②

及
び

用
地

③
に

つ
い

て
は

、
用

途
地

域
が

第
一

種
中

高
層

住
居

専
用

地
域

で
あ

り
、

「
千

里
万

博
公

園
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

地
区

内
に

お
け

る
建

築
物

の
制

限
等

に
関

す
る

条
例

」
が

適
用

さ
れ

る
範

囲
外

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

共
同

住
宅

の
建

設
は

可
能

で
す

。
な

お
、

敷
地

南
側

の
現

況
法

面
形

状
を

維
持

し
て

緑
地

帯
と

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

【
別

冊
第

7章
意

見
書

（
様

式
第

3号
）

［
N

o.
14

、
N

o.
35

、
N

o.
36

、
N

o.
40

、

N
o.

41
、

N
o.

49
］

】

※
2 
本

事
業

は
、

吹
田

市
の

条
例

に
則

っ
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

条
例

に
基

づ
き

必
要

な
手

続
き

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
【

別
冊

第
5章

質
問

書
（

様
式

第
12

号
）

［
N

o.
9］

】

共
同

住
宅

の
計

画
は

共
同

住
宅

の
み

で
事

業
採

算
性

を
考

慮
し

た
上

、
決

定
し

て
お

り
ま

す
。

万
博

記
念

公
園

の
歴

史
を

無
視

、
あ

る
い

は
軽

視
す

る
意

図
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
公

募
要

項
の

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

を
実

現
す

る
た

め
、

都
市

計
画

法
や

吹
田

市
開

発
事

業
の

手
続

等
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

く
提

供
公

園
に

お
い

て
一

定
の

広
場

等
を

用
地

②
及

び
用

地
③

で
整

備
す

る
と

と
も

に
、

共
同

住
宅

外
構

に
お

い
て

も
適

切
に

植
樹

等
で

緑
を

設
け

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

用
地

②
及

び
用

地
③

と
も

に
計

画
し

て
い

る
共

用
棟

に
つ

い
て

は
、

一
部

ス
ペ

ー
ス

を
共

同
住

宅
の

居
住

者
専

用
で

は
な

く
、

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
外

部
に

開
放

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

共
同

住
宅

の
居

住
者

に
て

組
成

す
る

管
理

組
合

と
連

携
し

た
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

（
立

場
を

超
え

て
人

や
ア

イ
デ

ア
を

集
め

、
新

し
い

活
動

を
生

み
出

す
賑

わ
い

創
出

活
動

）
の

展
開

に
よ

り
、

本
ス

ペ
ー

ス
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

本
事

業
全

体
の

コ
ン

セ
プ

ト
に

寄
与

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
周

辺
住

民
の

皆
さ

ま
か

ら
様

々
な

ご
意

見
が

あ
る

の
は

承
知

し
て

お
り

ま
す

が
、

本
環

境
影

響
評

価
手

続
も

含
め

、
必

要
な

手
続

を
実

施
し

て
い

く
中

で
、

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

に
と

っ
て

、
よ

り
良

い
計

画
と

な
る

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
【

質
問

書
】

「
用

地
②

及
び

用
地

③
に

共
同

住
宅

の
建

設
は

可
能

で
あ

り
」

、
「

本
事

業
は

吹
田

市
の

条
例

に
則

て
い

る
」

と
す

る
事

業
者

の
見

解
・

回
答

に
対

す
る

再
度

の
質

問
書

（
様

式
第

12
号

）
。

事
業

者
は

、
用

地
②

お
よ

び
③

の
用

途
地

域
が

第
一

種
中

高
層

住
居

専
用

地
域

で
あ

る
こ

と
か

ら
共

同
住

宅
の

建
設

は
許

容
さ

れ
る

と
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

こ
れ

ま
で

こ
こ

に
住

宅
が

建
設

さ
れ

た
こ

と
は

な
い

。
ま

た
、

20
25

年
（

令
和

7年
）

8月
29

日
に

行
わ

れ
た

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

全
体

会
の

会
議

録
に

よ
れ

ば
、

「
用

地
②

③
と

も
に

、
日

影
規

制
・

高
度

地
区

等
に

よ
る

法
規

制
、

敷
地

の
高

低
差

、
駐

車
場

附
置

率
、

提
供

公
園

、
住

宅
で

あ
る

こ
と

の
合

理
性

な
ど

を
考

慮
す

る
と

、
現

計
画

以
外

で
は

事
業

性
が

担
保

で
き

な
い

こ
と

か
ら

提
示

で
き

る
複

数
案

は
な

い
」

と
さ

れ
、

用
地

②
③

に
建

設
す

る
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
売

却
益

が
本

事
業

の
資

金
と

な
る

こ
と

を
事

業
者

は
明

ら
か

に
し

て
い

る
。
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表
5
.
1
-
2
（

1
8
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

用
地

②
お

よ
び

③
の

用
途

地
域

が
第

一
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
で

あ
る

こ
と

、
大

阪
府

が
所

有
権

を
有

す
る

土
地

で
あ

る
こ

と
は

事
実

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
万

博
跡

地
の

歴
史

を
振

り
返

っ
て

み
る

と
こ

の
用

地
を

民
間

の
事

業
者

が
大

阪
府

か
ら

購
入

し
、

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
を

建
設

す
る

こ
と

は
容

認
で

き
な

い
。

第
一

に
、

万
博

跡
地

全
体

は
国

家
事

業
で

あ
る

19
70

年
の

日
本

万
国

博
覧

会
開

催
の

た
め

地
元

の
地

権
者

が
売

却
し

た
も

の
で

あ
る

。
万

博
終

了
後

、
万

博
跡

地
全

体
は

万
博

記
念

協
会

・
万

博
記

念
機

構
に

よ
っ

て
管

理
さ

れ
て

き
た

。
万

博
記

念
協

会
・

万
博

記
念

機
構

は
万

博
跡

地
全

体
を

「
緑

豊
か

な
文

化
公

園
」

と
し

て
一

体
的

に
管

理
さ

れ
、

将
来

の
世

代
に

引
き

継
が

れ
る

も
の

と
し

て
管

理
し

て
き

た
。

20
07

年
12

月
に

万
博

記
念

機
構

が
廃

止
さ

れ
る

と
の

報
を

受
け

、
吹

田
市

議
会

は
吹

田
市

と
と

も
に

国
と

大
阪

府
に

、
万

博
跡

地
の

民
間

へ
の

売
却

や
跡

地
へ

の
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

建
設

を
行

わ
な

い
こ

と
を

要
望

す
る

「
万

博
記

念
公

園
の

保
全

・
存

続
に

関
す

る
要

望
書

」
を

提
出

し
た

。
そ

の
内

容
は

、
万

博
記

念
公

園
は

「
現

在
の

良
好

な
状

態
で

次
世

代
に

引
き

継
が

れ
る

べ
き

市
民

、
国

民
の

か
け

が
え

の
な

い
財

産
で

あ
り

、
公

園
並

び
に

周
辺

ス
ポ

ー
ツ

施
設

用
地

な
ど

の
転

売
や

、
そ

れ
に

伴
う

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
な

ど
は

本
市

の
ま

ち
づ

く
り

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
、

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

」
で

あ
る

。

20
07

年
度

（
平

成
19

年
度

）
以

降
、

吹
田

市
は

、
都

市
計

画
の

見
直

し
に

取
り

組
み

、

多
く

の
市

民
の

意
見

を
踏

ま
え

、
20

11
年

（
平

成
23

年
）

1月
と

2月
の

大
阪

府
都

市
計

画
審

議
会

の
承

認
を

経
て

、
20

11
年

（
平

成
23

年
）

、
現

在
大

阪
府

が
所

有
権

を
有

し
て

い
る

南
部

の
万

博
跡

地
の

多
く

を
高

度
な

学
術

・
文

化
、

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

拠
点

と
し

て
、

そ
の

機
能

の
充

実
を

図
る

た
め

の
施

設
の

立
地

誘
導

及
び

規
制

を
す

る
た

め
、

用
途

地
域

制
だ

け
で

は
誘

導
し

き
れ

な
い

部
分

を
補

完
す

る
特

別
用

途
地

区
と

し
て

北
大

阪
特

別
用

途
地

区
（

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
）

と
し

建
設

物
の

建
築

を
制

限
す

る
吹

田
市

の
条

例
※

を
制

定
し

た
。

こ
の

条
例

は
20

11
年

（
平

成
23

年
）

3月
、

吹
田

市
議

会
の

全
会

一
致

で
可

決
さ

れ
施

行
さ

れ
た

。
※

「
千

里
万

博
公

園
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

地
区

内
に

お
け

る
建

築
物

の
制

限
等

に
関

す
る

条
例

」
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表
5
.
1
-
2
（

1
9
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

20
14

年
4月

に
大

阪
府

は
万

博
記

念
機

構
か

ら
自

然
文

化
園

・
日

本
庭

園
な

ど
の

北
側

の
万

博
跡

地
を

除
い

た
南

側
の

万
博

跡
地

の
管

理
を

引
き

継
い

だ
。

大
阪

府
の

条
例

に
よ

れ
ば

、
大

阪
府

が
引

き
継

い
だ

万
博

跡
地

全
体

は
万

博
記

念
機

構
に

よ
る

管
理

が
行

わ
れ

て
い

た
時

代
と

同
じ

く
「

緑
豊

か
な

文
化

公
園

」
と

し
て

一
体

的
に

管
理

さ
れ

、
将

来
の

世
代

に
引

き
継

が
れ

る
も

の
と

さ
れ

て
い

る
。

20
15

年
11

月
に

示
さ

れ
た

、
大

阪
府

の
「

日
本

万
国

博
覧

会
記

念
公

園
の

活
性

化
に

向

け
た

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

」
（

資
料

19
ペ

ー
ジ

）
の

な
か

で
、

大
阪

府
は

万
博

記
念

公
園

駅
前

周
辺

地
区

な
ど

の
活

用
を

挙
げ

、
外

周
道

路
外

側
に

つ
い

て
、

公
園

の
風

格
と

景
観

に
配

慮
し

つ
つ

、
ロ

ー
ド

サ
イ

ド
に

適
し

た
飲

食
・

商
業

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

誘
致

に
取

り
組

む
と

し
て

い
る

。

大
阪

府
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
の

対
象

地
は

、
万

博
外

周
道

路
の

内
側

に
位

置
す

る
本

事
業

予
定

地
の

用
地

①
－

aを
含

め
、

全
て

外
周

道
路

の
外

側
お

よ
び

樫
切

山
交

差
点

か
ら

外
周

道
路

に
接

続
す

る
道

路
の

外
側

と
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
こ

と
は

外
周

道
路

の
外

側
は

万
博

記
念

公
園

と
一

般
居

住
地

域
と

の
緩

衝
帯

と
み

な
し

、
こ

こ
を

公
園

の
風

格
と

景
観

に
配

慮
し

つ
つ

、
ロ

ー
ド

サ
イ

ド
に

適
し

た
飲

食
・

商
業

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

誘
致

に
取

り
組

む
と

し
た

も
の

で
あ

る
。

こ
の

緩
衝

帯
の

面
積

は
現

在
よ

り
も

広
か

っ
た

も
の

の
、

万
博

記
念

機
構

の
前

身
で

あ
る

万
博

記
念

協
会

か
ら

地
方

公
共

団
体

に
、

19
80

年
に

開
校

し
た

吹
田

市
立

北
山

田
小

学

校
、

19
84

年
に

開
校

し
た

大
阪

府
立

山
田

高
等

学
校

、
19

88
年

に
開

校
し

た
吹

田
市

立
山

田
東

中
学

校
な

ど
の

公
立

学
校

を
建

設
す

る
た

め
緩

衝
帯

の
一

部
が

地
方

公
共

団
体

に
提

供
さ

れ
て

い
る

。
そ

れ
故

、
20

11
年

3月
に

吹
田

市
議

会
に

よ
っ

て
制

定
さ

れ
た

「
千

里
万

博
公

園
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

地
区

内
に

お
け

る
建

築
物

の
制

限
等

に
関

す
る

条
例

」
は

万
博

外
周

道
路

の
外

側
は

緩
衝

帯
で

あ
る

こ
と

か
ら

建
築

が
成

さ
れ

る
こ

と
は

想
定

し
て

お
ら

ず
こ

の
部

分
を

建
築

制
限

の
対

象
と

し
て

お
ら

ず
、

他
方

で
20

15
年

11
月

の
大

阪
府

の
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
で

は
地

方
公

共
団

体
に

提
供

さ
れ

た
部

分
を

除
い

て
対

象
地

が
設

定
さ

れ
て

い
る

。
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表
5
.
1
-
2
（

2
0
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

用
地

②
及

び
用

地
③

の
用

途
地

域
が

第
一

種
中

高
層

住
居

専
用

地
域

で
あ

り
、

「
千

里
万

博
公

園
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

地
区

内
に

お
け

る
建

築
物

の
制

限
等

に
関

す
る

条
例

」
が

適
用

さ
れ

る
範

囲
外

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

共
同

住
宅

の
建

設
は

可
能

と
す

る
事

業
者

の
主

張
は

誤
り

で
は

な
い

。
し

か
し

な
が

ら
、

本
事

業
予

定
地

で
あ

る
用

地
①

－
a、

用
地

①
－

b、
用

地
②

お
よ

び
③

は
全

て
、

数
多

く
の

先
人

に
よ

っ
て

緑
豊

か
な

「
文

化
公

園
」

と
し

て
維

持
さ

れ
後

世
に

引
き

継
ぐ

と
さ

れ
て

き
た

万
博

跡
地

の
一

部
で

あ
る

。
な

お
、

蛇
足

な
が

ら
付

言
す

れ
ば

、
用

地
②

お
よ

び
用

地
③

は
緩

衝
帯

と
し

て
半

世
紀

以
上

維
持

さ
れ

て
き

た
万

博
跡

地
で

あ
る

。
国

有
地

に
準

じ
て

管
理

さ
れ

て
も

不
思

議
で

は
な

い
緑

豊
か

な
「

文
化

公
園

」
に

民
間

の
事

業
者

が
事

業
資

金
捻

出
の

た
め

の
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

を
建

設
す

る
こ

と
な

ど
は

、
道

義
上

許
さ

れ
る

も
の

で
は

な
い

。

11
事

業
計

画
【

事
業

者
が

用
地

②
敷

地
南

側
の

現
況

法
面

形
状

を
維

持
し

て
緑

地
帯

と
す

る
計

画
と

し
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

】
万

博
外

周
道

路
の

外
側

は
こ

れ
ま

で
万

博
跡

地
（

万
博

記
念

公
園

）
と

一
般

居
住

地
と

の
緩

衝
帯

と
し

て
維

持
さ

れ
て

き
た

。
山

田
東

中
学

校
や

山
田

高
等

学
校

な
ど

の
公

立
学

校
は

記
念

機
構

か
ら

緩
衝

帯
の

一
部

を
提

供
さ

れ
て

建
設

さ
れ

た
が

そ
れ

で
も

外
周

道
路

と
の

間
に

は
あ

る
程

度
の

離
隔

距
離

が
保

た
れ

て
い

る
。

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
は

緩
衝

帯
と

接
す

る
部

分
に

建
設

さ
れ

た
。

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
は

19
92

年
2月

に
竣

工
し

た
。

事
業

主
で

あ
る

伊
藤

忠
不

動
産

は
自

身
が

買
収

し
た

現
在

は
用

地
②

に
含

ま
れ

て
い

る
田

、
た

め
池

、
畑

地
な

ど
の

一
部

と
日

本
万

国
博

覧
会

記
念

協
会

が
所

有
す

る
雑

種
地

の
一

部
と

を
交

換
す

る
「

土
地

交
換

契
約

書
」

と
「

協
定

書
」

を
締

結
し

た
。

「
協

定
書

」
（

19
88

年
）

に
よ

れ
ば

吹
田

市

山
田

東
4丁

目
22

0番
地

ほ
か

に
あ

る
記

念
協

会
の

所
有

地
を

府
道

道
祖

本
摂

津
線

（
外

周

道
路

）
と

同
レ

ベ
ル

（
標

高
約

50
m
）

の
平

地
に

す
る

土
地

の
造

成
、

擁
壁

の
築

造
、

フ
ェ

ン
ス

の
設

置
な

ど
の

工
事

が
行

わ
れ

た
。

19
80

年
頃

の
用

地
②

の
最

高
点

は

58
.8

m
、

最
低

点
は

36
m
。

19
88

年
4月

1日
に

山
田

東
中

学
校

が
開

校
し

て
い

る
。

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
の

竣
工

・
設

計
図

（
開

発
図

）
に

よ
れ

ば
、

こ
の

時
点

で
用

地
②

の
最

も
東

側
で

山
田

東
中

学
校

と
接

す
る

部
分

は
盛

土
に

よ
り

標
高

50
m
に

造
成

さ
れ

、
万

博
記

念
協

会
の

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

が
設

置
さ

れ
て

い
た

。
な

お
、

中
学

校
と

万
博

記
念

協
会

の
境

界
部

は
土

の
法

面
（

法
面

の
最

低
部

43
m
）

。

用
地

②
敷

地
内

の
法

面
は

、
吹

田
市

の
宅

地
造

成
等

に
関

す
る

工
事

の
技

術
的

基
準

に
則

っ
た

勾
配

に
て

計
画

し
て

お
り

ま
す

。
建

物
荷

重
に

つ
い

て
は

、
擁

壁
・

法
面

に
影

響
の

な
い

よ
う

に
、

建
物

下
の

地
盤

に
て

支
え

る
杭

基
礎

で
計

画
し

て
お

り
ま

す
。
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表
5
.
1
-
2
（

2
1
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

用
地

②
に

す
で

に
存

在
し

て
い

た
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
を

除
く

用
地

②
の

部
分

を
切

土
あ

る
い

は
盛

土
に

よ
っ

て
土

地
を

造
成

し
、

擁
壁

の
築

造
を

行
っ

た
。

同
時

に
山

田
東

中
学

校
の

西
側

で
イ

ト
ー

ピ
ア

千
里

万
博

公
園

と
の

境
界

付
近

の
植

栽
整

備
を

行
っ

た
。

事
業

者
は

、
用

地
②

敷
地

南
側

の
現

況
法

面
形

状
を

維
持

し
て

緑
地

帯
と

す
る

計
画

と
し

て
い

る
。

用
地

②
と

山
田

東
中

学
校

お
よ

び
イ

ト
ー

ピ
ア

千
里

万
博

公
園

と
の

境
界

と
な

っ
て

い
る

部
分

の
開

発
経

緯
を

考
慮

す
れ

ば
こ

の
法

面
は

大
部

分
が

盛
土

で
形

成
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

一
部

に
擁

壁
が

あ
る

が
こ

の
擁

壁
は

万
博

記
念

協
会

の
指

示
に

よ
っ

て
工

事
が

行
わ

れ
た

も
の

で
用

地
②

を
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
あ

る
い

は
駐

車
場

と
使

用
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
擁

壁
の

強
度

が
決

定
さ

れ
て

い
る

と
推

測
す

る
。

用
地

②
に

は
10

階
建

て
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
が

計
画

さ
れ

て
い

る
が

、
用

途
と

し
て

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

・
駐

車
場

な
ど

を
想

定
し

て
盛

土
で

造
成

し
た

土
地

に
大

規
模

な
建

築
を

行
え

ば
、

擁
壁

あ
る

い
は

土
の

法
面

の
強

度
が

不
足

す
る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

12
事

業
計

画
「

用
地

②
③

に
お

け
る

共
同

住
宅

開
発

が
公

募
要

項
上

の
「

補
完

機
能

・
事

業
」

に
該

当
す

る
」

※
と

す
る

事
業

者
の

見
解

・
回

答
に

対
す

る
再

度
の

質
問

書
（

様
式

第
12

号
）

。
※

用
地

②
③

に
お

け
る

共
同

住
宅

開
発

は
ア

リ
ー

ナ
を

中
心

と
し

た
本

事
業

に
共

感
す

る
「

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

あ
る

暮
ら

し
を

楽
し

む
住

民
」

が
定

住
し

、
さ

ら
に

は
共

同
住

宅
の

住
民

な
ど

が
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

に
協

力
・

参
加

し
な

が
ら

用
地

①
―

a各
施

設
な

ど
と

緩
や

か
に

繋
が

る
こ

と
で

、
事

業
計

画
地

や
周

辺
の

エ
リ

ア
の

安
定

的
な

賑
わ

い
に

寄
与

す
る

こ
と

か
ら

、
補

完
機

能
を

果
た

す
と

考
え

ま
す

。
加

え
て

、
共

同
住

宅
は

、
公

募
要

項
上

「
補

完
機

能
・

事
業

」
に

該
当

し
、

「
必

置
機

能
・

事
業

」
が

欠
け

る
も

の
で

は
な

く
、

公
募

要
項

の
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

大
阪

府
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

6年
11

月
）

で
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

決
定

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
【

別
冊

第
7章

[N
o.

9、
N

o.
15

、
N

o.
15

6、
N

o.
15

8]
 ：

意
見

書
（

様
式

第
3号

／
様

式

第
8号

）
お

よ
び

第
5章

［
N

o.
26

、
N

o.
27

、
N

o.
80

］
】

：
質

問
書

（
様

式
第

12
号

）

共
同

住
宅

の
計

画
は

共
同

住
宅

の
み

で
事

業
採

算
性

を
考

慮
し

た
上

、
決

定
し

て
お

り
ま

す
。

共
同

住
宅

の
購

入
者

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
側

で
特

定
の

購
入

者
を

選
別

す
る

の
で

は
な

く
、

ア
リ

ー
ナ

を
中

心
と

し
た

事
業

の
コ

ン
セ

プ
ト

で
あ

る
「

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

あ
る

暮
ら

し
を

楽
し

む
」

や
本

エ
リ

ア
の

将
来

像
を

丁
寧

に
発

信
・

周
知

す
る

こ
と

で
、

そ
う

し
た

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
や

ま
ち

づ
く

り
の

方
向

性
に

共
感

・
関

心
を

お
持

ち
の

方
々

に
選

択
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

用
地

②
及

び
用

地
③

と
も

に
計

画
し

て
い

る
共

用
棟

に
つ

い
て

は
、

一
部

ス
ペ

ー
ス

を
共

同
住

宅
の

居
住

者
専

用
で

は
な

く
、

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
外

部
に

開
放

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

共
同

住
宅

の
居

住
者

に
て

組
成

す
る

管
理

組
合

と
連

携
し

た
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

（
立

場
を

超
え

て
人

や
ア

イ
デ

ア
を

集
め

、
新

し
い

活
動

を
生

み
出

す
賑

わ
い

創
出

活
動

）
の

展
開

に
よ

り
、

本
ス

ペ
ー

ス
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

本
事

業
全

体
の

コ
ン

セ
プ

ト
に

寄
与

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

2
2
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

【
質

問
書

】
「

用
地

②
③

に
お

け
る

共
同

住
宅

開
発

が
公

募
要

項
上

の
「

補
完

機
能

・
事

業
」

に
該

当
す

る
」

と
す

る
事

業
者

の
見

解
・

回
答

に
対

す
る

再
度

の
質

問
書

（
様

式
第

12
号

）
。

20
24

年
7月

に
提

出
さ

れ
た

本
事

業
の

初
回

の
提

案
書

で
は

、
公

募
要

項
上

「
必

ず
使

う

こ
と

」
と

さ
れ

て
い

る
用

地
①

－
bに

、
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

を
建

設
し

、
レ

ジ
デ

ン
ス

ア
リ

ー
ナ

、
ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
ビ

ュ
ー

イ
ン

グ
な

ど
の

併
設

が
計

画
さ

れ
て

い
た

。
こ

の
時

の
事

業
者

に
よ

る
説

明
に

よ
れ

ば
、

併
設

す
る

施
設

が
あ

る
こ

と
で

ア
リ

ー
ナ

を
中

心
と

し
た

本
事

業
に

共
感

す
る

「
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
あ

る
暮

ら
し

を
楽

し
む

住
民

」
が

定
住

し
、

さ
ら

に
は

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
の

住
民

な
ど

が
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

に
協

力
・

参
加

し
な

が
ら

用
地

①
―

a各
施

設
な

ど
と

緩
や

か
に

繋
が

り
、

こ
れ

が
事

業
コ

ン
セ

プ
ト

で
あ

る
「

複
合

用
途

」
の

開
発

手
法

の
中

の
暮

ら
す

要
素

に
対

応
す

る
と

さ
れ

て
い

た
。

し
か

し
、

こ
の

計
画

は
吹

田
市

の
条

例
に

適
合

し
な

い
こ

と
、

即
ち

、
公

益
性

が
認

め
ら

れ
な

い
こ

と
か

ら
20

24
年

10
月

に
却

下
さ

れ
た

。

20
25

年
1月

に
提

出
さ

れ
た

今
回

の
提

案
書

で
は

、
用

地
①

－
bが

保
留

地
と

さ
れ

、
用

地
②

③
に

は
レ

ジ
デ

ン
ス

ア
リ

ー
ナ

な
ど

が
併

設
さ

れ
な

い
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
み

が
建

設
さ

れ
る

。
し

か
も

、
令

和
8年

5月
に

提
出

さ
れ

た
評

価
書

の
要

約
書

14
頁

に
あ

る
事

業
実

施
予

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

よ
れ

ば
、

用
地

③
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
は

用
地

①
－

aの
大

型
ア

リ
ー

ナ
開

業
の

約
1年

後
に

、
ま

た
、

用
地

②
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
は

大
型

ア
リ

ー
ナ

開
業

の
約

2年
後

に
そ

れ
ぞ

れ
竣

工
す

る
。
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表
5
.
1
-
2
（

2
3
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

20
25

年
（

令
和

7年
）

8月
29

日
に

行
わ

れ
た

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

全
体

会
の

会
議

録
に

よ
れ

ば
、

「
用

地
②

③
と

も
に

、
日

影
規

制
・

高
度

地
区

等
に

よ
る

法
規

制
、

敷
地

の
高

低
差

、
駐

車
場

附
置

率
、

提
供

公
園

、
住

宅
で

あ
る

こ
と

の
合

理
性

な
ど

を
考

慮
す

る
と

、
現

計
画

以
外

で
は

事
業

性
が

担
保

で
き

な
い

こ
と

か
ら

提
示

で
き

る
複

数
案

は
な

い
」

と
さ

れ
、

用
地

②
③

に
建

設
す

る
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
売

却
益

が
本

事
業

の
資

金
と

な
る

こ
と

を
事

業
者

は
明

ら
か

に
し

て
い

る
。

用
地

②
お

よ
び

③
に

お
け

る
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
建

設
は

本
事

業
の

事
業

性
を

担
保

す
る

た
め

に
建

築
基

準
法

な
ど

の
法

令
上

許
容

さ
れ

る
最

大
限

の
規

模
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
を

建
設

す
る

も
の

で
、

設
計

の
段

階
で

は
事

業
者

の
視

点
は

あ
る

が
そ

こ
に

住
む

居
住

者
の

視
点

は
欠

落
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

に
住

む
人

々
が

本
事

業
に

共
感

す
る

「
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
あ

る
暮

ら
し

を
楽

し
む

住
民

」
に

ど
の

よ
う

に
し

て
な

る
の

か
疑

問
で

あ
る

。
共

同
住

宅
の

購
入

者
を

ど
の

よ
う

に
し

て
選

別
す

る
の

か
具

体
的

な
方

法
お

よ
び

そ
の

実
効

性
に

つ
い

て
説

明
し

て
欲

し
い

。

本
事

業
に

共
感

す
る

「
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
あ

る
暮

ら
し

を
楽

し
む

住
民

」
が

居
住

し
て

い
な

け
れ

ば
事

業
コ

ン
セ

プ
ト

「
楽

（
遊

ぶ
）

・
住

（
暮

ら
す

）
・

職
（

働
く

）
」

に
基

づ
く

複
合

的
な

街
づ

く
り

は
実

現
し

な
い

。
「

必
置

機
能

・
事

業
」

で
あ

る
大

型
ア

リ
ー

ナ
は

建
設

さ
れ

る
も

の
の

、
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
居

住
者

と
大

型
ア

リ
ー

ナ
と

の
関

連
が

明
示

さ
れ

な
い

限
り

、
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
建

設
が

、
公

募
要

項
上

の
「

補
完

機
能

・
事

業
」

に
該

当
す

る
と

は
言

え
な

い
。

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
の

建
設

と
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

で
あ

る
大

型
ア

リ
ー

ナ
建

設
と

の
関

連
性

は
全

く
な

い
。

従
っ

て
、

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
が

「
補

完
機

能
・

事
業

」
に

該
当

す
る

と
す

る
事

業
者

の
主

張
は

成
立

し
な

い
。

13
事

業
計

画
②

 分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
が

必
要

な
理

由
に

つ
い

て

「
共

同
住

宅
の

住
民

が
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

に
協

力
・

参
加

し
な

が
ら

、
①

－
a

各
施

設
と

ゆ
る

や
か

に
つ

な
が

る
事

で
、

事
業

計
画

地
や

周
辺

エ
リ

ア
の

安
定

的
な

賑
わ

い
に

寄
与

す
る

事
か

ら
補

完
機

能
を

果
た

す
」

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
①

－
b地

区
の

レ
ジ

デ
ン

ス
計

画
が

白
紙

に
な

っ
た

今
、

か
な

り
無

理
が

あ
る

様
に

思
い

ま
す

。
具

体
的

に
住

民
が

何
を

す
る

の
か

、
教

え
て

下
さ

い
。

用
地

②
及

び
用

地
③

と
も

に
計

画
し

て
い

る
共

用
棟

に
つ

い
て

は
、

一
部

ス
ペ

ー
ス

を
共

同
住

宅
の

居
住

者
専

用
で

は
な

く
、

イ
ベ

ン
ト

等
を

通
じ

て
外

部
に

開
放

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

共
同

住
宅

の
居

住
者

に
て

組
成

す
る

管
理

組
合

と
連

携
し

た
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

（
立

場
を

超
え

て
人

や
ア

イ
デ

ア
を

集
め

、
新

し
い

活
動

を
生

み
出

す
賑

わ
い

創
出

活
動

）
の

展
開

に
よ

り
、

本
ス

ペ
ー

ス
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

本
事

業
全

体
の

コ
ン

セ
プ

ト
に

寄
与

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

2
4
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

14
事

業
計

画
1、

地
域

住
民

の
声

、
吹

田
市

の
条

例
に

反
す

る
提

案
を

し
て

お
き

な
が

ら
、

問
題

点
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

①
－

b敷
地

の
代

替
案

が
な

く
、

い
ま

だ
に

検
討

中
と

は
、

こ
の

事
業

者
に

信
用

・
信

頼
性

が
な

い
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

ま
す

。
こ

の
開

発
に

あ
た

っ
て

は
府

民
の

お
金

も
投

入
さ

れ
ま

す
。

「
万

博
記

念
公

園
駅

前
周

辺
地

区
活

性
化

事
業

」
内

容
の

見
直

し
検

討
を

行
う

べ
き

で
は

な
い

か
。

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

8年
2月

）
で

の
方

針
を

踏
ま

え
、

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
代

替
案

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

を
速

や
か

に
進

め
、

適
宜

、
大

阪
府

へ
報

告
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
計

画
が

確
定

し
ま

し
た

ら
、

環
境

影
響

評
価

の
変

更
や

再
実

施
な

ど
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

な
お

、
用

地
①

－
bを

外
し

た
変

更
計

画
（

本
事

業
計

画
）

は
、

公
募

要
項

に
あ

る
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

と
い

っ
た

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
等

か
ら

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

6年
11

月
）

で
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

決
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

15
事

業
計

画
・

オ
フ

ィ
ス

棟
、

ホ
テ

ル
棟

に
駐

車
す

る
車

は
ど

こ
を

通
行

す
る

の
か

？
ア

リ
ー

ナ
来

場
車

両
と

同
様

に
、

千
里

橋
ル

ー
ト

及
び

記
念

協
会

前
交

差
点

か
ら

の
入

庫
と

な
り

ま
す

。

16
事

業
計

画
質

問
①

　
20

19
年

（
R

1）
万

博
記

念
公

園
駅

前
周

辺
地

区
活

性
化

事
業

公
募

要
項

が
出

さ
れ

た
。

そ
の

中
で

土
地

の
売

払
い

に
関

し
て

は
「

土
地

の
売

払
い

も
含

め
再

契
約

に
つ

い
て

大
阪

府
と

協
議

」
と

な
っ

て
い

た
。

そ
し

て
、

各
応

募
企

業
か

ら
の

質
問

へ
の

回
答

（
11

月
8日

）
も

同
対

応
だ

っ
た

。
そ

れ
が

、
20

20
年

（
R

2）
1月

20
日

で
の

回
答

の
変

更
が

さ
れ

「
土

地
を

工
区

分
割

し
て

、
そ

の
い

ず
れ

か
一

部
に

つ
い

て
売

払
い

を
前

提
と

す
る

提
案

は
可

能
」

と
し

て
い

た
。

す
な

わ
ち

50
年

後
を

先
取

り
、

前
倒

し
し

て
の

大
変

更
を

行
っ

た
。

20
21

年
（

R
3）

公
募

に
つ

い
て

～
事

業
予

定
者

決
定

が
出

さ
れ

、
土

地
貸

付
方

法
に

関
し

て
、

「
一

部
売

払
い

も
可

」
と

記
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
「

一
部

」
で

は
な

く
①

－
b、

②
③

の
共

同
住

宅
の

面
積

は
、

計
画

地
全

体
の

28
％

を
占

め
る

。
過

少
表

現
！

こ
の

変
更

に
御

社
は

ど
の

よ
う

に
か

か
わ

っ
た

か
？

公
募

要
項

に
記

載
さ

れ
た

内
容

及
び

、
事

業
者

か
ら

の
「

土
地

の
売

り
払

い
を

受
け

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
提

案
を

す
る

こ
と

は
可

能
か

」
と

の
質

問
に

対
す

る
大

阪
府

の
20

20
年

（
令

和
2年

）
1月

20
日

付
の

変
更

回
答

に
お

い
て

「
事

業
用

地
全

て
の

売
り

払
い

を
前

提
と

す
る

提
案

は
で

き
ま

せ
ん

が
、

事
業

用
地

を
い

く
つ

か
の

工
区

に
分

割
し

、
そ

の
い

ず
れ

か
一

部
に

つ
い

て
、

売
り

払
わ

れ
る

こ
と

を
前

提
と

す
る

提
案

は
可

能
」

と
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
一

体
的

な
拠

点
形

成
に

必
要

な
共

同
住

宅
に

つ
い

て
、

土
地

の
売

り
払

い
を

受
け

る
こ

と
を

前
提

と
し

た
ま

ち
づ

く
り

計
画

を
事

業
者

よ
り

提
案

し
、

こ
の

提
案

が
事

業
者

選
定

委
員

会
に

よ
り

最
優

秀
提

案
と

し
て

選
定

さ
れ

て
い

ま
す

。

17
事

業
計

画
質

問
②

　
計

画
案

の
駅

前
の

ペ
デ

ス
ト

リ
ア

ン
デ

ッ
キ

と
駅

前
ロ

ー
タ

リ
ー

の
様

子
、

構
造

が
判

り
に

く
い

の
で

、
地

表
と

デ
ッ

キ
に

分
け

て
表

わ
し

て
ほ

し
い

。
評

価
書

案
22

ペ
ー

ジ
か

ら
37

ペ
ー

ジ
に

各
階

平
面

図
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

22
ペ

ー
ジ

が
駅

前
ロ

ー
タ

リ
ー

の
高

さ
で

の
平

面
図

、
24

ペ
ー

ジ
が

ペ
デ

ス
ト

リ
ア

ン
デ

ッ
キ

の
高

さ
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。
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表
5
.
1
-
2
（

2
5
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

18
事

業
計

画
質

問
③

　
用

地
①

－
aの

プ
レ

イ
ゾ

ー
ン

の
高

低
差

が
判

り
に

く
い

の
で

、
図

説
さ

れ
た

い
。

プ
レ

イ
ゾ

ー
ン

に
つ

い
て

は
、

既
存

の
斜

面
の

一
部

に
つ

い
て

は
造

成
工

事
を

行
い

ま
す

が
、

頂
上

の
平

面
部

分
に

つ
い

て
は

造
成

工
事

を
行

い
ま

せ
ん

。
高

低
差

に
つ

い
て

は
、

プ
レ

イ
ゾ

ー
ン

の
北

側
に

配
置

し
て

い
る

オ
フ

ィ
ス

・
ホ

テ
ル

棟
の

計
画

地
盤

高
か

ら
プ

レ
イ

ゾ
ー

ン
頂

上
の

平
面

部
分

の
地

盤
高

ま
で

で
約

14
.5

m
と

な
り

ま
す

。

な
お

、
評

価
書

案
38

ペ
ー

ジ
に

断
面

図
を

示
し

て
お

り
ま

す
。

19
動

植
物

、
生

態
系

「
千

里
橋

ル
ー

ト
」

の
環

境
調

査
に

お
け

る
恣

意
的

な
範

囲
設

定
と

非
科

学
的

予
測

に
つ

い
て

質
問

し
ま

す
。

事
業

者
は

、
交

通
対

策
に

つ
い

て
A
案

か
ら

D
-2
案

ま
で

示
し

て
い

ま
す

が
、

B
案

の
み

「
千

里
橋

ル
ー

ト
整

備
予

定
区

域
は

現
時

点
で

は
確

定
し

て
い

ま
せ

ん
」

と
し

て
、

車
線

拡
幅

等
の

対
策

詳
細

を
明

ら
か

に
し

て
い

る
他

案
と

比
べ

て
、

著
し

く
曖

昧
な

内
容

し
か

公
開

し
て

い
ま

せ
ん

。
一

方
で

こ
の

B
案

の
導

入
に

よ
っ

て
「

外
周

道
路

南
側

の
交

通
負

荷
を

1/
3に

軽
減

」
で

き
る

と
し

て
、

具
体

的
な

数
値

を
提

示
し

て
い

ま
す

。
「

千
里

橋
ル

ー
ト

」
は

、
万

博
公

園
西

口
付

近
の

外
周

道
路

か
ら

内
周

道
路

に
引

き
込

む
案

で
あ

り
、

万
博

公
園

を
開

発
す

る
と

い
う

前
代

未
聞

の
案

で
す

。
整

備
予

定
区

域
は

内
周

道
路

の
1/

4の
周

辺
が

含
ま

れ
て

お
り

、
こ

の
付

近
に

は
半

世
紀

に
わ

た
っ

て
大

阪
府

民
や

吹
田

市
民

に
親

し
ま

れ
て

い
る

桜
並

木
が

植
わ

っ
て

い
ま

す
。

6/
28

の
意

見
交

換
会

で
は

、
事

業
者

側
（

オ
オ

バ
）

の
担

当
者

か
ら

、
「

当
初

は
内

周
道

路
横

に
新

た
に

道
路

を
整

備
す

る
予

定
だ

っ
た

が
、

内
周

道
路

を
活

用
す

る
こ

と
に

な
っ

た
」

と
の

発
言

も
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
事

業
者

側
は

内
周

道
路

拡
幅

を
前

提
と

し
て

車
両

削
減

数
値

を
割

り
出

し
て

い
る

こ
と

が
想

起
さ

れ
ま

す
。

「
現

時
点

で
確

定
し

て
い

な
い

未
定

区
域

」
か

ら
交

通
量

を
推

定
す

る
こ

と
は

不
可

能
で

、
当

然
な

が
ら

、
整

備
に

伴
う

開
発

に
よ

る
環

境
調

査
も

伐
採

予
定

の
樹

々
の

本
数

等
を

確
定

し
て

か
ら

で
な

い
と

科
学

的
な

調
査

は
出

来
ず

、
「

環
境

へ
の

影
響

は
軽

微
」

と
の

調
査

結
果

に
は

大
き

な
矛

盾
が

生
じ

て
い

ま
す

。
事

業
者

側
は

ま
ず

、
「

千
里

橋
ル

ー
ト

」
に

伴
う

「
開

発
」

の
詳

細
を

明
ら

か
に

し
、

伐
採

予
定

の
樹

木
の

種
類

や
本

数
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

そ
の

上
で

そ
こ

に
生

息
す

る
生

き
物

等
生

態
系

へ
の

再
調

査
を

行
う

か
否

か
も

府
民

・
市

民
が

納
得

で
き

る
よ

う
に

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。

千
里

橋
ル

ー
ト

の
整

備
範

囲
（

改
変

範
囲

）
に

つ
い

て
は

、
ま

ず
外

周
道

路
と

の
出

入
口

部
と

な
る

部
分

と
し

て
、

交
通

管
理

者
等

と
協

議
中

の
た

め
最

終
確

定
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

概
ね

1,
00

0m
2 程

度
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

公
園

内
に

関
し

て
は

、
で

き
る

限
り

自
然

文
化

園
に

影
響

が
生

じ
な

い
よ

う
、

既
存

の
管

理
通

路
を

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
公

園
管

理
上

、
立

入
防

止
を

目
的

と
し

た
フ

ェ
ン

ス
設

置
が

必
要

な
た

め
、

管
理

用
通

路
沿

い
、

自
然

文
化

園
側

に
あ

る
ウ

バ
メ

ガ
シ

等
を

幅
約

1m
伐

採
予

定
で

あ
り

、
面

積
と

し
て

は
概

ね
1,

00
0m

2 程
度

の
改

変
を

想
定

し
て

お
り

、
全

体
で

概
ね

2,
00

0m
2 程

度
の

改
変

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
（

令
和

8年
7月

30
日

開
催

の
第

2回
吹

田
市

環
境

影
響

評
価

審
査

会
全

体
会

資
料

4別
紙

6参
照

）
伐

採
が

想
定

さ
れ

る
樹

木
は

、
ア

ラ
カ

シ
、

ク
ス

ノ
キ

、
ウ

バ
メ

ガ
シ

等
の

常
緑

広
葉

樹
で

す
。

当
該

箇
所

は
、

こ
れ

ら
の

照
葉

樹
林

（
常

緑
広

葉
樹

林
）

を
育

成
し

て
い

く
ゾ

ー
ン

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

お
り

、
伐

採
箇

所
は

外
部

の
騒

音
や

排
気

ガ
ス

か
ら

万
博

記
念

公
園

の
森

内
を

守
る

た
め

の
遮

蔽
機

能
を

有
し

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

ら
の

機
能

を
維

持
す

る
た

め
、

千
里

橋
ル

ー
ト

の
整

備
に

伴
う

一
部

の
樹

木
の

伐
採

に
つ

い
て

は
、

必
要

最
小

限
に

留
め

る
こ

と
と

し
、

公
園

全
体

と
し

て
の

森
づ

く
り

や
階

層
構

造
の

発
達

を
目

指
す

方
針

自
体

に
変

更
は

な
く

、
残

置
さ

れ
る

樹
林

に
お

い
て

引
き

続
き

必
要

な
管

理
・

育
成

を
行

っ
て

い
く

こ
と

を
府

に
は

確
認

し
て

お
り

ま
す

。
動

物
、

植
物

及
び

生
態

系
の

調
査

範
囲

は
、

こ
の

改
変

範
囲

を
包

含
し

て
お

り
、

予
測

及
び

評
価

も
適

切
に

実
施

で
き

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
現

地
調

査
に

お
い

て
確

認
さ

れ
た

植
物

重
要

種
の

ノ
シ

ラ
ン

は
、

改
変

区
域

外
に

位
置

し
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

交
通

混
雑

に
つ

い
て

は
、

千
里

橋
ル

ー
ト

の
整

備
予

定
区

域
に

関
わ

ら
ず

、
外

周
道

路
へ

の
影

響
を

最
小

限
に

す
る

来
退

場
経

路
を

設
定

し
て

お
り

、
交

通
量

の
推

定
に

影
響

を
与

え
る

も
の

で
は

な
い

こ
と

か
ら

、
整

備
予

定
区

域
が

未
定

で
あ

っ
て

も
動

的
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

検
証

、
予

測
及

び
評

価
は

可
能

で
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

2
6
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

20
動

植
物

、
生

態
系

4.
千

里
橋

ル
ー

ト
計

画
の

廃
止

に
つ

い
て

・
交

通
渋

滞
対

策
の

た
め

に
自

然
文

化
園

の
樹

木
を

伐
採

し
、

両
面

通
行

の
一

般
道

に
拡

幅
す

る
計

画
で

あ
る

。
・

万
博

自
然

文
化

園
内

を
通

る
千

里
橋

ル
ー

ト
は

自
然

文
化

園
の

樹
木

を
保

全
維

持
管

理
に

使
用

さ
れ

て
い

る
保

全
道

路
で

あ
る

。
・

自
然

文
化

園
の

万
博

の
森

に
排

気
ガ

ス
を

ま
き

散
ら

し
、

樹
木

を
枯

ら
す

。
・

交
通

渋
滞

の
前

に
自

然
文

化
園

の
保

全
を

第
一

に
し

て
も

ら
い

た
い

。
・

1本
の

伐
採

で
も

影
響

が
大

き
い

。
樹

木
の

成
長

に
は

50
年

以
上

か
か

る
。

・
万

博
公

園
10

0年
の

森
再

生
は

樹
木

の
育

成
中

で
50

年
し

か
経

っ
て

い
な

い
。

・
明

治
の

森
は

10
0年

経
っ

た
が

自
然

の
森

に
帰

っ
て

い
な

い
。

・
万

博
自

然
文

化
園

の
森

は
人

類
が

作
っ

た
本

当
の

世
界

遺
産

に
な

る
。

・
今

回
の

事
業

で
は

絶
対

に
万

博
自

然
公

園
ま

で
立

ち
入

ら
な

い
。

・
こ

れ
が

本
当

の
環

境
に

配
慮

し
た

計
画

で
あ

る
。

千
里

橋
ル

ー
ト

の
整

備
範

囲
（

改
変

範
囲

）
に

つ
い

て
は

、
ま

ず
外

周
道

路
と

の
出

入
口

部
と

な
る

部
分

と
し

て
、

交
通

管
理

者
等

と
協

議
中

の
た

め
最

終
確

定
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

概
ね

1,
00

0m
2 程

度
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

公
園

内
に

関
し

て
は

、
で

き
る

限
り

自
然

文
化

園
に

影
響

が
生

じ
な

い
よ

う
、

既
存

の
管

理
通

路
を

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
公

園
管

理
上

、
立

入
防

止
を

目
的

と
し

た
フ

ェ
ン

ス
設

置
が

必
要

な
た

め
、

管
理

用
通

路
沿

い
、

自
然

文
化

園
側

に
あ

る
ウ

バ
メ

ガ
シ

等
を

幅
約

1m
伐

採
予

定
で

あ
り

、
面

積
と

し
て

は
概

ね
1,

00
0m

2 程
度

の
改

変
を

想
定

し
て

お
り

、
全

体
で

概
ね

2,
00

0m
2 程

度
の

改
変

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
（

令
和

8年
7月

30
日

開
催

の
第

2回
吹

田
市

環
境

影
響

評
価

審
査

会
全

体
会

資
料

4別
紙

6参
照

）
伐

採
が

想
定

さ
れ

る
樹

木
は

、
ア

ラ
カ

シ
、

ク
ス

ノ
キ

、
ウ

バ
メ

ガ
シ

等
の

常
緑

広
葉

樹
で

す
。

当
該

箇
所

は
、

こ
れ

ら
の

照
葉

樹
林

（
常

緑
広

葉
樹

林
）

を
育

成
し

て
い

く
ゾ

ー
ン

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

お
り

、
伐

採
箇

所
は

外
部

の
騒

音
や

排
気

ガ
ス

か
ら

万
博

記
念

公
園

の
森

内
を

守
る

た
め

の
遮

蔽
機

能
を

有
し

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

ら
の

機
能

を
維

持
す

る
た

め
、

千
里

橋
ル

ー
ト

の
整

備
に

伴
う

一
部

の
樹

木
の

伐
採

に
つ

い
て

は
、

必
要

最
小

限
に

留
め

る
こ

と
と

し
、

公
園

全
体

と
し

て
の

森
づ

く
り

や
階

層
構

造
の

発
達

を
目

指
す

方
針

自
体

に
変

更
は

な
く

、
残

置
さ

れ
る

樹
林

に
お

い
て

引
き

続
き

必
要

な
管

理
・

育
成

を
行

っ
て

い
く

こ
と

を
府

に
は

確
認

し
て

お
り

ま
す

。
通

行
車

両
に

よ
る

排
気

ガ
ス

の
影

響
に

つ
き

ま
し

て
は

、
本

事
業

で
は

、
こ

の
千

里
橋

ル
ー

ト
整

備
を

含
む

様
々

な
交

通
対

策
を

講
じ

る
こ

と
で

、
特

に
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

（
ア

リ
ー

ナ
1.

8万
人

＋
ス

タ
ジ

ア
ム

2.
5万

人
）

に
お

け
る

著
し

い
交

通
混

雑
の

発
生

を
可

能
な

限
り

抑
え

る
よ

う
計

画
し

て
お

り
ま

す
。

そ
れ

に
よ

り
、

過
度

な
排

気
ガ

ス
の

抑
制

に
も

寄
与

す
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

2
7
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

21
景

観
公

園
の

風
格

と
景

観
に

配
慮

し
つ

つ
・

・
・

と
あ

り
ま

す
が

、
圧

迫
感

の
低

減
、

壁
面

を
分

割
と

か
、

横
・

縦
の

柱
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

配
置

と
か

、
分

節
効

果
を

一
層

明
確

化
と

あ
り

ま
す

が
、

よ
り

具
体

的
に

、
一

般
人

が
よ

～
く

わ
か

る
よ

う
に

説
明

願
い

ま
す

。
こ

れ
で

景
観

に
配

慮
と

い
え

る
で

し
ょ

う
か

。
イ

ト
ー

ピ
ア

の
住

民
で

す
。

ぬ
り

か
べ

の
よ

う
に

立
つ

マ
ン

シ
ョ

ン
、

根
本

的
に

見
直

し
を

、
変

更
ま

た
は

中
止

を
強

く
強

く
要

望
し

ま
す

。

共
同

住
宅

の
存

在
に

よ
り

、
一

部
、

現
状

の
景

観
が

遮
ら

れ
ま

す
が

、
敷

地
南

側
の

現
況

法
面

形
状

を
維

持
し

て
緑

地
帯

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
離

隔
を

確
保

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
建

築
物

の
外

観
等

に
つ

い
て

は
、

下
記

の
配

慮
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

（
令

和
8年

10
月

9日
開

催
の

第
3回

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

全
体

会
資

料
2別

紙

10
参

照
）

＜
用

地
②

③
の

共
通

事
項

＞
・

視
覚

的
な

圧
迫

感
を

低
減

す
る

た
め

、
建

物
の

横
方

向
の

ラ
イ

ン
（

床
の

位
置

）
と

縦
方

向
の

飾
り

柱
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

配
置

し
て

分
節

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
囲

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
大

き
さ

に
見

え
る

よ
う

デ
ザ

イ
ン

を
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

・
外

観
に

つ
い

て
、

外
壁

面
の

色
調

を
抑

え
、

縦
横

の
ラ

イ
ン

を
強

調
す

る
こ

と
で

、
分

節
効

果
を

一
層

明
確

化
し

、
圧

迫
感

の
軽

減
に

努
め

て
お

り
ま

す
。

・
色

彩
に

つ
い

て
、

周
辺

環
境

や
街

並
み

と
の

調
和

を
重

視
し

、
落

ち
着

き
の

あ
る

景
観

形
成

に
配

慮
し

た
構

成
と

し
て

お
り

ま
す

。
・

敷
地

周
囲

に
お

い
て

は
、

歩
行

者
の

視
点

と
な

る
ア

イ
レ

ベ
ル

の
景

観
に

十
分

配
慮

し
、

植
栽

を
積

極
的

に
密

植
す

る
こ

と
で

、
緑

に
よ

る
修

景
及

び
環

境
的

な
潤

い
の

創
出

を
図

っ
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

②
＞

・
（

提
案

書
時

点
か

ら
）

西
側

の
2ス

パ
ン

を
削

減
す

る
こ

と
で

長
辺

方
向

の
プ

ロ
ポ

ー
シ

ョ
ン

を
抑

制
し

、
建

築
ボ

リ
ュ

ー
ム

の
低

減
を

図
っ

て
お

り
ま

す
。

・
奇

数
階

の
軒

裏
部

分
に

は
、

木
目

を
想

起
さ

せ
る

暖
色

系
の

色
調

を
採

用
し

、
建

築
物

全
体

の
量

塊
に

対
す

る
圧

迫
感

を
和

ら
げ

る
と

と
も

に
、

温
も

り
と

親
し

み
の

あ
る

表
情

を
創

出
し

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
③

＞
・

建
物

を
上

に
行

く
ほ

ど
階

段
の

よ
う

に
段

差
を

つ
け

て
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

囲
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

大
き

さ
に

見
え

る
よ

う
デ

ザ
イ

ン
を

工
夫

し
て

お
り

ま
す

。
・

北
側

の
地

盤
レ

ベ
ル

か
ら

南
へ

と
緩

や
か

に
低

下
す

る
傾

斜
地

形
に

お
い

て
、

南
面

の
接

道
側

か
ら

見
上

げ
た

際
に

視
界

に
入

る
軒

裏
部

分
に

は
、

木
目

を
想

起
さ

せ
る

暖
色

系
の

色
調

を
採

用
し

、
建

築
物

全
体

の
量

塊
に

対
す

る
圧

迫
感

を
和

ら
げ

る
と

と
も

に
、

温
も

り
と

親
し

み
の

あ
る

表
情

を
創

出
し

て
お

り
ま

す
。

- 112 -



表
5
.
1
-
2
（

2
8
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

22
防

災
・

安
全

質
問

④
　

災
害

時
、

特
に

震
災

が
3.

11
東

日
本

大
震

災
同

様
に

断
層

が
連

動
し

、
ア

リ
ー

ナ
・

イ
ベ

ン
ト

・
ス

タ
ジ

ア
ム

・
近

隣
住

民
が

大
量

に
避

難
し

た
時

に
、

再
来

し
た

時
に

、
ペ

デ
ス

ト
リ

ア
ン

デ
ッ

キ
は

耐
え

ら
れ

る
の

か
？

ペ
デ

ス
ト

リ
ア

ン
デ

ッ
キ

に
つ

い
て

は
、

耐
震

設
計

を
行

い
、

所
定

の
耐

震
性

能
を

満
足

す
る

こ
と

で
構

造
安

全
性

を
確

保
し

て
お

り
、

イ
ベ

ン
ト

終
了

時
や

避
難

時
に

デ
ッ

キ
上

に
多

数
の

人
が

集
ま

っ
た

状
態

で
あ

っ
て

も
構

造
上

問
題

が
な

い
強

度
を

確
保

し
ま

す
。

ま
た

、
メ

デ
ィ

ア
タ

ワ
ー

を
活

用
し

、
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

等
に

よ
る

広
告

・
情

報
発

信
に

よ
る

人
流

誘
導

を
行

い
、

歩
行

者
の

興
味

を
引

く
こ

と
で

自
然

な
形

で
歩

行
速

度
の

抑
制

を
促

し
ま

す
。

ア
リ

ー
ナ

前
デ

ッ
キ

の
混

雑
時

に
は

、
駅

前
広

場
等

の
回

避
ル

ー
ト

へ
誘

導
し

、
混

雑
の

緩
和

と
安

全
確

保
を

図
り

ま
す

。
災

害
時

（
停

電
時

を
除

き
、

メ
デ

ィ
ア

タ
ワ

ー
が

正
常

に
稼

働
し

て
い

る
場

合
）

に
つ

い
て

も
、

施
設

案
内

情
報

だ
け

で
な

く
、

避
難

誘
導

情
報

等
の

表
示

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
さ

ら
に

、
適

切
な

避
難

誘
導

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
大

阪
府

日
本

万
国

博
覧

会
記

念
公

園
事

務
所

、
市

立
吹

田
サ

ッ
カ

ー
ス

タ
ジ

ア
ム

、
エ

キ
ス

ポ
シ

テ
ィ

な
ど

の
周

辺
施

設
と

の
防

災
連

携
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。

23
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

万
博

公
園

外
周

道
路

か
ら

車
両

の
出

入
口

に
つ

い
て

1.
D
案

が
確

定
し

な
い

と
、

万
博

公
園

外
周

道
路

か
ら

の
車

両
出

入
口

の
全

体
計

画
が

で
き

な
い

。
2.
こ

の
よ

う
な

状
況

に
お

い
て

評
価

書
を

出
す

こ
と

が
で

き
る

の
か

。

3.
D
案

が
確

定
し

て
か

ら
、

別
紙

を
検

討
し

た
上

で
評

価
書

を
出

す
べ

き
で

あ
る

。

4.
別

紙
の

項
目

に
つ

い
て

個
々

の
検

討
と

見
解

を
求

め
る

。
ま

た
、

総
合

的
な

見
解

を
求

め
る

。

別
紙

（
万

博
外

周
道

路
か

ら
車

両
の

出
入

口
の

方
策

に
つ

い
て

）
（

1）
万

博
公

園
外

周
道

路
と

山
田

摂
津

線
が

交
わ

る
T
字

交
差

点
に

つ
い

て

（
2）

万
博

記
念

協
会

前
交

差
点

の
中

央
道

路
の

出
入

口
に

つ
い

て

（
3）

万
博

公
園

外
周

道
路

と
万

博
公

園
駅

前
の

出
入

口
に

つ
い

て

（
4）

千
里

橋
ル

ー
ト

計
画

の
廃

止
に

つ
い

て

交
通

対
策

D
-1
、

D
-2
案

は
、

本
事

業
が

及
ぼ

す
交

通
負

荷
の

影
響

度
は

高
く

な
い

も
の

の
、

地
域

の
交

通
課

題
で

あ
る

現
況

の
樫

切
山

北
交

差
点

の
渋

滞
緩

和
や

無
信

号
部

の
安

全
性

向
上

等
を

解
決

す
る

「
更

な
る

交
通

対
策

案
」

と
し

て
い

ま
す

。
本

事
業

に
お

い
て

は
、

ア
リ

ー
ナ

の
自

動
車

利
用

割
合

（
分

担
率

）
を

5％
に

抑
制

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

い
、

交
通

対
策

A
～

C
-2
案

を
実

施
す

れ
ば

、
主

要
交

差
点

の
滞

留
長

・
渋

滞
長

は
現

状
と

同
等

も
し

く
は

現
状

よ
り

も
改

善
さ

れ
る

こ
と

が
検

証
で

き
、

そ
の

予
測

・
評

価
の

内
容

と
結

果
に

つ
い

て
、

提
案

書
交

通
部

会
で

の
専

門
的

な
審

査
を

受
け

て
お

り
ま

す
。

し
た

が
い

ま
し

て
、

D
-1
、

D
-2
案

が
確

定
せ

ず
と

も
、

予
測

・
評

価

と
し

て
は

十
分

有
効

な
も

の
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

な
お

、
D

-1
案

は
、

ス
タ

ジ
ア

ム
退

場
時

の
渋

滞
緩

和
や

安
全

性
向

上
の

効
果

は
あ

る
も

の
の

、
住

民
の

皆
様

に
と

っ
て

の
利

便
性

低
下

な
ど

の
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

り
ま

す
の

で
、

関
係

者
や

住
民

の
皆

様
の

ご
意

見
を

集
約

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
D

-2
案

は
、

樫
切

山
北

交
差

点
の

渋
滞

緩
和

に
つ

い
て

効
果

の
あ

る
対

策
案

で
あ

る
一

方
、

歩
道

幅
員

の
縮

減
も

伴
い

ま
す

の
で

、
今

後
、

そ
の

必
要

性
を

十
分

に
認

識
し

、
関

係
者

と
協

議
を

進
め

、
実

現
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

2
9
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

24
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

別
紙

万
博

公
園

外
周

道
路

か
ら

の
車

両
の

出
入

口
の

方
策

に
つ

い
て

1.
万

博
公

園
外

周
道

路
と

山
田

摂
津

線
が

交
わ

る
T
字

交
差

点
に

つ
い

て

・
交

差
点

が
1か

所
に

集
約

さ
れ

、
信

号
が

設
置

さ
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
歩

行
者

、
自

転
車

等
が

安
全

に
横

断
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

吹
田

方
面

と
外

周
道

路
へ

の
ス

ム
ー

ズ
な

出
入

口
と

な
っ

た
。

・
吹

田
方

面
と

万
博

公
園

駅
前

を
結

ぶ
十

字
交

差
点

に
し

て
も

ら
い

た
い

。
・

評
価

書
案

で
は

ま
だ

決
ま

っ
て

い
な

い
。

住
民

は
絶

対
譲

れ
な

い
問

題
で

す
。

・
大

阪
府

と
事

業
者

が
協

力
し

て
確

定
し

て
も

ら
い

た
い

。
・

さ
ら

に
、

吹
田

方
面

と
万

博
公

園
駅

前
を

結
ぶ

十
字

交
差

点
に

す
る

。
・

ま
た

、
外

周
道

路
に

横
断

歩
道

を
新

設
し

て
万

博
駅

前
ま

で
歩

道
を

つ
な

ぐ
。

同
上

25
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

2.
万

博
記

念
協

会
前

交
差

点
の

中
央

道
路

の
出

入
口

に
つ

い
て

・
評

価
書

（
誘

導
看

板
に

よ
り

進
入

を
抑

止
す

る
）

の
対

策
で

は
効

果
が

出
な

い
。

・
中

央
道

路
は

車
両

の
出

入
口

と
し

な
い

。
歩

行
者

専
用

の
出

入
口

と
す

る
。

・
万

博
公

園
駅

前
及

び
事

業
地

か
ら

狭
隘

な
生

活
道

路
へ

の
侵

入
を

阻
止

で
き

る
。

外
周

道
路

か
ら

の
直

接
入

出
庫

を
さ

せ
ず

、
ま

た
外

周
道

路
南

側
の

交
通

負
荷

を
最

小
限

と
す

る
た

め
に

も
、

B
案

千
里

橋
ル

ー
ト

に
よ

る
中

央
通

路
か

ら
の

入
出

庫
は

有
効

な
対

策
案

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
中

央
通

路
は

千
里

橋
ル

ー
ト

に
よ

る
主

要
な

入
出

庫
動

線
に

な
り

ま
す

の
で

、
中

央
通

路
を

な
く

す
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

狭
隘

な
生

活
道

路
へ

の
進

入
を

防
止

す
る

た
め

に
も

、
公

式
ル

ー
ト

の
告

知
徹

底
、

誘
導

看
板

等
に

よ
る

誘
導

の
徹

底
を

実
施

し
ま

す
。

万
が

一
開

業
後

に
、

生
活

道
路

へ
の

進
入

に
つ

い
て

深
刻

な
問

題
が

生
じ

た
場

合
は

、
地

元
の

皆
様

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

て
、

交
通

管
理

者
等

関
係

者
と

協
議

を
行

い
、

交
通

規
制

な
ど

の
更

な
る

対
策

案
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

26
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

3.
万

博
公

園
外

周
道

路
と

万
博

公
園

駅
前

の
出

入
口

に
つ

い
て

・
吹

田
方

面
か

ら
の

十
字

交
差

点
と

西
北

道
路

の
2か

所
と

す
る

。
・

中
央

道
路

は
歩

道
専

用
に

す
る

。
千

里
橋

ル
ー

ト
の

計
画

は
廃

止
す

る
。

・
万

博
公

園
駅

前
及

び
事

業
地

か
ら

狭
隘

な
生

活
道

路
へ

の
侵

入
を

阻
止

で
き

る
。

同
上
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表
5
.
1
-
2
（

3
0
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

27
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

①
 交

通
対

策
の

予
測

・
評

価
の

地
区

の
現

況
交

通
分

析
に

つ
い

て

調
査

日
4日

間
の

中
に

、
万

博
公

園
イ

ベ
ン

ト
と

ス
タ

ジ
ア

ム
試

合
日

が
重

な
る

日
が

含
ま

れ
て

い
ま

せ
ん

。
何

故
で

す
か

（
住

民
が

一
番

移
動

で
き

な
い

日
で

す
）

。
又

、
万

博
公

園
で

の
1日

又
は

2日
限

り
の

音
楽

イ
ベ

ン
ト

な
ど

が
あ

る
日

は
大

変
な

混
雑

に
な

り
ま

す
。

そ
う

言
う

日
も

調
査

し
て

ほ
し

い
で

す
。

万
博

公
園

イ
ベ

ン
ト

・
サ

ッ
カ

ー
の

試
合

・
ア

リ
ー

ナ
の

イ
ベ

ン
ト

が
重

な
る

事
が

な
い

様
、

調
整

さ
れ

る
の

で
す

か
。

そ
の

よ
う

な
事

が
可

能
な

の
で

す
か

。

調
査

日
の

妥
当

性
に

つ
い

て
は

、
提

案
書

交
通

部
会

に
て

審
査

済
み

で
あ

り
、

追
加

調
査

を
実

施
す

る
予

定
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
万

博
公

園
イ

ベ
ン

ト
・

サ
ッ

カ
ー

試
合

・
ア

リ
ー

ナ
な

ど
の

イ
ベ

ン
ト

が
重

な
ら

な
い

よ
う

に
日

時
調

整
す

る
こ

と
は

現
実

的
に

は
難

し
い

の
が

実
情

で
す

。

28
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

2、
交

通
対

策
に

納
得

い
く

べ
き

見
解

が
な

い
の

は
問

題
で

す
。

モ
ノ

レ
ー

ル
交

通
の

み
で

対
処

は
無

理
が

あ
る

の
は

分
か

っ
て

い
ま

す
。

事
業

建
物

の
進

入
口

周
囲

の
道

路
交

差
点

の
み

ば
か

り
で

は
な

く
、

周
辺

の
道

路
の

調
査

を
行

う
べ

き
で

す
。

樫
切

山
北

交
差

点
か

ら
の

「
あ

お
ば

通
り

」
の

交
通

実
態

調
査

を
行

っ
て

い
ま

せ
ん

。
こ

の
道

路
は

緊
急

車
両

が
日

常
に

出
入

り
し

ま
す

。
ま

た
、

こ
の

道
路

は
ス

ー
パ

ー
の

お
店

は
あ

り
、

日
頃

も
混

雑
し

て
い

ま
す

。
サ

ッ
カ

ー
開

催
日

は
人

の
出

入
り

が
JR

千
里

丘
駅

ま
で

数
珠

つ
な

ぎ
で

す
。

全
く

影
響

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

調
査

を
お

願
い

し
ま

す
。

調
査

地
点

や
調

査
方

法
に

つ
い

て
は

、
提

案
書

交
通

部
会

に
お

い
て

専
門

的
な

審
査

に
よ

り
確

認
を

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

あ
お

ば
通

り
は

、
近

隣
と

そ
の

周
辺

に
お

住
ま

い
の

方
々

の
車

移
動

に
よ

り
、

渋
滞

し
て

い
る

状
況

は
確

認
し

て
お

り
、

高
速

道
路

や
大

阪
中

央
環

状
線

に
よ

る
広

域
集

客
と

な
る

本
事

業
と

し
て

は
、

あ
お

ば
通

り
は

主
要

な
来

退
場

経
路

で
は

な
く

、
現

況
交

通
量

に
対

す
る

影
響

度
は

3％
未

満
と

低
い

こ
と

を
確

認
し

て
お

り
ま

す
。

あ
お

ば
通

り
の

渋
滞

原
因

箇
所

と
な

っ
て

い
る

樫
切

山
北

交
差

点
は

、
外

周
道

路
へ

と
至

る
南

北
の

道
路

が
1車

線
に

絞
ら

れ
た

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

構
造

が
渋

滞
発

生
の

原
因

で
あ

り
、

本
事

業
が

及
ぼ

す
交

通
影

響
に

対
す

る
対

策
で

は
な

く
、

現
状

の
交

通
渋

滞
を

解
消

す
る

「
更

な
る

交
通

対
策

案
」

と
し

て
、

D
-2
案

を
検

討
し

て
お

り
、

そ
の

必
要

性
を

十
分

に
認

識
し

、
関

係
者

と
協

議
を

進
め

、
実

現
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
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表
5
.
1
-
2
（

3
1
）

　
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
に

対
す

る
事

業
者

の
回

答

N
o.

項
目

質
問

書
の

概
要

事
業

者
の

回
答

29
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

＊
更

な
る

交
通

対
策

案
の

3）
D

-1
案

に
つ

い
て

こ
の

交
通

対
策

案
は

毎
回

説
明

会
で

示
さ

れ
て

い
ま

す
（

こ
こ

ま
で

考
え

て
い

ま
す

よ
と

言
う

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
に

し
か

見
え

ま
せ

ん
が

）
。

し
か

し
、

地
域

住
民

に
と

っ
て

は
重

大
な

事
で

す
。

現
状

の
交

通
対

策
案

で
は

不
安

が
あ

る
た

め
、

D
-1
案

を
示

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

す
か

ら
、

結
果

は
ど

う
あ

れ
も

っ
と

積
極

的
に

（
警

察
や

府
道

路
課

な
ど

に
）

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
こ

の
D

-1
案

（
合

流
分

岐
部

の
信

号
交

差
点

化
）

に
つ

い
て

は
、

ヘ
ア

ピ
ン

カ
ー

ブ
の

北
側

に
信

号
機

を
設

け
た

場
合

、
信

号
待

ち
の

車
の

列
に

、
ら

ら
ぽ

ー
と

駐
車

場
な

ど
の

出
口

（
商

品
搬

入
業

者
出

入
り

口
を

含
む

3カ
所

？
）

か
ら

出
て

く
る

車
が

割
り

込
む

形
と

な
り

混
乱

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

解
決

策
と

し
て

4叉
交

差
点

手
前

に
信

号
機

を
設

け
れ

ば
、

信
号

待
ち

の
車

の
列

に
余

裕
が

で
き

て
緩

和
さ

れ
ま

す
。

ま
た

、
樫

切
山

方
面

か
ら

来
る

車
を

外
周

道
路

に
合

流
さ

せ
る

た
め

、
新

し
く

付
け

替
え

道
路

を
新

設
す

る
計

画
で

す
が

、
工

事
費

が
無

駄
で

す
。

従
来

の
道

路
を

残
し

、
4叉

道
路

手
前

に
新

た
な

信
号

機
（

外
周

道
路

の
信

号
機

と
リ

ン
ク

し
た

）
を

設
置

す
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
是

非
設

置
の

方
向

で
ご

検
討

お
願

い
し

ま
す

。

つ
き

ま
し

て
は

、
上

記
の

交
通

対
策

（
4叉

交
差

点
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

検
討

結
果

を
（

大
阪

府
の

）
ご

回
答

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
締

結
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

D
-1
案

に
つ

い
て

は
、

本
事

業
が

及
ぼ

す
交

通
負

荷
の

影
響

度
は

高
く

な
い

も
の

の
、

元
々

公
園

周
辺

エ
リ

ア
で

存
在

し
て

い
る

交
通

渋
滞

状
況

を
改

善
す

る
た

め
の

更
な

る
対

策
案

と
し

て
い

ま
す

。
D

-1
案

の
信

号
設

置
に

つ
い

て
は

、
現

状
と

比
べ

て
、

歩
行

者
・

自
動

車
共

に
赤

信
号

で
待

た
な

い
と

い
け

な
く

な
る

な
ど

の
デ

メ
リ

ッ
ト

や
地

元
の

皆
様

の
ご

意
向

を
踏

ま
え

、
交

通
管

理
者

・
道

路
管

理
者

な
ど

の
関

係
機

関
と

引
き

続
き

、
協

議
し

て
ま

い
り

ま
す

。
な

お
、

4叉
交

差
点

手
前

の
信

号
設

置
に

つ
い

て
は

、
こ

の
場

所
に

信
号

を
設

置
し

て
も

、
外

周
道

路
か

ら
樫

切
山

方
面

に
無

信
号

で
左

折
南

下
す

る
状

況
が

変
わ

ら
ず

、
横

断
歩

行
者

と
の

交
錯

に
起

因
す

る
交

通
渋

滞
は

改
善

さ
れ

な
い

の
で

、
D

-1
案

で
お

示
し

し
て

い
る

箇
所

に
信

号
を

設
置

す
る

こ
と

が
最

も
効

果
的

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。

30
そ

の
他

質
問

⑤
　

50
年

後
の

万
博

公
園

を
、

御
社

は
ど

の
よ

う
に

イ
メ

ー
ジ

、
想

像
さ

れ
て

い
る

の
か

？
具

体
的

姿
と

し
て

示
せ

る
か

？
本

事
業

（
ア

リ
ー

ナ
）

は
、

「
大

阪
都

市
魅

力
創

造
戦

略
20

30
」

に
お

け
る

「
文

化
力

を
活

用
し

た
世

界
に

誇
れ

る
魅

力
あ

ふ
れ

る
都

市
」

及
び

「
ス

ポ
ー

ツ
に

よ
る

活
力

あ
ふ

れ
る

都
市

」
の

主
な

施
策

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

本
事

業
が

位
置

す
る

万
博

記
念

公
園

で
は

、
「

日
本

万
国

博
覧

会
記

念
公

園
の

活
性

化
に

向
け

た
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
」

の
も

と
、

豊
か

な
自

然
環

境
の

保
全

と
賑

わ
い

の
創

出
を

図
る

魅
力

向
上

に
取

り
組

ま
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
事

業
者

の
立

場
か

ら
万

博
記

念
公

園
全

体
の

50
年

後
の

具
体

的
な

姿
を

一
方

的
に

示
す

こ

と
は

叶
い

ま
せ

ん
が

、
事

業
者

と
し

て
は

、
こ

の
「

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

」
の

目
指

す
姿

が
さ

ら
に

大
き

く
発

展
・

定
着

し
、

「
緑

豊
か

な
自

然
環

境
と

、
最

先
端

の
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

・
エ

ン
タ

ー
テ

イ
ン

メ
ン

ト
、

そ
し

て
人

々
の

豊
か

な
暮

ら
し

（
楽

・
住

・
職

）
が

高
度

に
調

和
し

、
世

界
中

か
ら

目
的

地
と

し
て

選
ば

れ
続

け
る

未
来

型
エ

リ
ア

」
を

想
像

し
て

い
ま

す
。

公
募

要
項

に
あ

る
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

を
起

点
と

し
、

ア
リ

ー
ナ

の
感

動
や

賑
わ

い
が

公
園

全
体

の
豊

か
な

緑
や

周
辺

の
ま

ち
づ

く
り

と
緩

や
か

に
つ

な
が

る
世

界
観

を
、

具
体

化
・

実
現

し
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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第 6 章 評価書案意見交換会における 

住民からの意見の概要及び 

これに対する事業者の見解 

 
 

 
 

 



 

第６章 評価書案意見交換会における住民からの意見の概要及びこれに対する

事業者の見解 

 
「（仮称）万博記念公園駅前周辺地区活性化事業に係る環境影響評価書案」について、

吹田市環境まちづくり影響評価条例第 13 条第 1 項の規定に基づき、令和 8 年 6 月 28 日

及び 6 月 29 日に「評価書案意見交換会」を開催した。 

評価書案意見交換会における意見の概要及びこれに対する事業者の見解は、次頁に示

すとおりである。なお、事業者の見解については、意見交換会では述べることができな

かった内容についても整理して記載している。 
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表
6
.
1
-
1
（

1
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

1
事

業
計

画
対

策
案

が
具

体
的

に
か

な
り

出
て

き
ま

し
た

の
で

、
結

構
イ

メ
ー

ジ
は

湧
い

て
き

て
い

ま
す

。
そ

も
そ

も
ア

リ
ー

ナ
が

、
万

博
に

で
き

る
と

い
う

と
き

に
、

「
へ

え
、

で
き

る
ん

か
。

面
白

い
な

」
と

い
う

感
じ

は
あ

っ
た

の
で

す
け

ど
、

数
年

、
ず

っ
と

こ
う

い
う

話
が

あ
り

ま
し

て
、

私
も

途
中

か
ら

参
加

さ
せ

て
も

ら
っ

て
、

い
ろ

い
ろ

提
案

な
り

意
見

な
り

話
を

さ
せ

て
も

ら
い

ま
し

た
。

そ
の

中
で

、
今

回
も

「
意

見
書

を
吹

田
市

に
出

し
て

く
だ

さ
い

。
」

と
あ

り
ま

す
よ

う
に

、
今

ま
で

吹
田

市
に

出
し

た
こ

と
も

あ
り

ま
す

し
、

大
阪

府
に

出
し

た
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
そ

う
い

う
意

見
書

を
出

し
て

も
、

な
か

な
か

満
足

の
あ

る
回

答
が

返
っ

て
こ

な
く

て
、

そ
の

辺
、

ど
う

し
て

も
住

民
側

と
、

大
阪

府
さ

ん
、

吹
田

市
さ

ん
、

事
業

者
さ

ん
、

全
く

反
対

の
立

場
で

す
。

住
民

か
ら

し
た

ら
、

こ
れ

か
ら

ず
っ

と
住

ん
で

い
く

わ
け

で
す

。
子

供
時

代
、

孫
の

時
代

ま
で

住
ん

で
い

き
ま

す
の

で
、

一
生

ず
っ

と
つ

い
て

回
る

話
で

す
。

な
の

で
、

意
見

書
を

出
し

た
ら

、
極

端
な

意
見

書
も

あ
る

か
も

わ
か

ら
な

い
で

す
け

ど
、

ほ
ぼ

10
0％

理
解

を
示

し
て

も
ら

っ
て

、
そ

れ
を

実
行

で
き

る
よ

う
に

と
い

う
感

じ
の

回
答

を
い

た
だ

き
た

い
。

そ
れ

は
理

想
的

で
す

が
、

住
民

側
か

ら
し

た
ら

、
一

生
住

ん
で

い
く

中
で

、
い

ろ
ん

な
問

題
を

言
っ

て
い

る
の

に
対

応
し

て
お

ら
ず

、
こ

う
な

っ
た

で
し

ょ
う

と
い

う
の

が
、

将
来

的
な

こ
と

な
の

で
分

か
ら

な
い

の
で

す
け

ど
、

今
回

の
環

境
ア

セ
ス

の
意

見
書

を
、

連
合

も
提

出
す

る
と

思
い

ま
す

。
皆

さ
ん

も
い

ろ
い

ろ
出

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

れ
を

、
先

ほ
ど

言
い

ま
し

た
よ

う
に

10
0％

回
答

と
い

う
か

、
満

足
で

き
る

よ
う

に
い

た
だ

き
た

い
。

ど
ち

ら
に

し
て

も
も

う
で

き
る

の
は

間
違

い
な

い
の

で
、

や
っ

ぱ
り

住
民

側
と

そ
ち

ら
と

協
力

し
な

が
ら

い
い

も
の

を
つ

く
っ

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

と
思

い
ま

す
。

そ
し

て
、

皆
さ

ん
も

喜
ん

で
も

ら
え

る
、

ほ
か

の
地

域
か

ら
も

羨
ま

し
が

ら
れ

る
、

吹
田

市
に

「
え

え
も

ん
で

き
た

な
」

と
い

う
よ

う
な

感
じ

の
こ

と
に

な
る

よ
う

に
、

全
力

で
お

願
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。

今
日

の
意

見
交

換
会

で
の

御
発

言
も

当
然

そ
う

で
す

し
、

後
か

ら
出

て
く

る
質

問
書

、
意

見
書

の
内

容
を

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

し
っ

か
り

と
正

確
に

理
解

し
た

上
で

、
対

応
に

つ
い

て
真

摯
に

努
め

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
い

ろ
い

ろ
と

御
意

見
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

2
事

業
計

画
そ

も
そ

も
の

こ
の

計
画

は
、

住
宅

を
建

て
る

と
い

う
こ

と
は

、
万

博
公

園
の

中
に

住
宅

を
建

て
る

と
い

う
の

は
大

き
な

問
題

で
す

。
そ

れ
も

土
地

を
売

っ
て

し
ま

う
わ

け
で

、
土

地
を

売
っ

た
ら

公
園

じ
ゃ

な
い

で
す

。
そ

れ
な

ら
、

公
園

の
区

画
を

変
更

す
べ

き
で

は
な

い
で

す
か

。
そ

れ
を

や
っ

て
い

な
い

。
区

画
変

更
せ

ず
に

公
園

の
中

に
住

宅
が

建
っ

て
い

る
物

件
な

ん
て

、
全

国
探

し
て

も
あ

り
ま

せ
ん

。

（
大

阪
府

）
平

成
26

年
に

国
か

ら
万

博
記

念
公

園
を

引
き

継
い

だ
際

、
す

で
に

A
B

C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

、
エ

キ
ス

ポ
シ

テ
ィ

、
ガ

ン
バ

ス
タ

ジ
ア

ム
等

に
貸

し
付

け
て

い
た

土
地

に
つ

い
て

は
、

い
わ

ゆ
る

公
園

と
し

て
の

利
用

実
態

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
府

と
し

て
は

、
公

園
の

管
理

で
は

な
く

、
活

用
資

産
と

し
て

、
普

通
財

産
と

位
置

づ
け

て
管

理
し

て
き

た
た

め
、

用
地

②
と

用
地

③
の

う
ち

、
駐

車
場

部
分

は
普

通
財

産
な

の
で

、
大

阪
府

の
公

園
区

域
と

し
て

は
管

理
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
用

地
②

と
用

地
③

の
う

ち
、

駐
車

場
部

分
以

外
の

緑
地

は
、

一
般

の
方

の
利

用
を

認
め

て
い

ま
せ

ん
が

、
大

阪
府

の
公

園
区

域
と

し
て

日
常

管
理

し
て

い
る

た
め

、
売

却
時

に
は

区
域

を
外

す
必

要
が

あ
り

、
変

更
す

る
際

に
は

区
域

の
変

更
の

庁
内

手
続

き
を

行
っ

た
後

、
大

阪
府

の
公

報
に

区
域

を
公

示
し

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

2
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

3
事

業
計

画
も

う
1つ

、
稼

働
が

16
5日

で
す

か
。

1年
間

16
5日

も
、

こ
ん

な
大

き
な

ア
リ

ー
ナ

で
ど

う
い

う
イ

ベ
ン

ト
を

す
る

の
か

。
ガ

ン
バ

も
今

で
も

や
っ

て
い

ま
す

。
ガ

ン
バ

と
ぶ

つ
か

る
特

異
日

、
特

別
特

異
日

に
も

の
す

ご
い

人
数

が
入

っ
て

く
る

、
そ

し
て

出
て

い
く

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

の
で

、
16

5日
の

稼
働

、
何

を
考

え
て

い
る

の
か

と
い

う
こ

と
を

、
も

し
こ

う
い

う
予

定
が

あ
る

と
い

う
の

で
あ

れ
ば

出
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

イ
ベ

ン
ト

の
構

成
に

つ
い

て
御

説
明

い
た

し
ま

す
。

こ
ち

ら
の

ア
リ

ー
ナ

は
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

が
ホ

ー
ム

ア
リ

ー
ナ

と
す

る
よ

う
な

ア
リ

ー
ナ

で
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

の
で

、
必

ず
年

間
何

試
合

や
る

と
い

う
形

に
は

な
ら

な
い

の
で

す
が

、
今

、
想

定
と

し
て

約
16

5イ
ベ

ン
ト

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

年
に

よ
っ

て
若

干
数

や
構

成
が

変
わ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

ま
す

。
16

5イ
ベ

ン
ト

の
う

ち
、

約
11

0イ
ベ

ン
ト

が
音

楽
イ

ベ
ン

ト
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
全

て
が

18
,0

00
人

入
る

わ
け

で
は

な
く

、
中

に
は

10
,0

00
人

と
か

14
,0

00
人

と
か

、
そ

う
い

っ
た

規
模

の
イ

ベ
ン

ト
も

含
め

て
、

想
定

し
て

い
ま

す
。

そ
の

ほ
か

フ
ァ

ミ
リ

ー
イ

ベ
ン

ト
、

例
え

ば
フ

ィ
ギ

ュ
ア

ス
ケ

ー
ト

と
か

そ
う

い
っ

た
イ

ベ
ン

ト
で

す
と

か
、

そ
れ

か
ら

ス
ポ

ー
ツ

の
イ

ベ
ン

ト
も

年
に

よ
っ

て
想

定
し

て
い

ま
す

。
例

え
ば

国
際

的
な

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

、
海

外
の

音
楽

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

が
来

日
す

る
よ

う
な

イ
ベ

ン
ト

に
関

し
ま

し
て

は
、

か
な

り
早

い
段

階
で

イ
ベ

ン
ト

が
決

ま
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
の

で
、

場
合

に
よ

っ
て

は
サ

ッ
カ

ー
の

試
合

が
決

ま
る

前
に

そ
ち

ら
が

先
に

決
ま

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

か
と

思
い

ま
す

。
な

の
で

、
こ

う
い

っ
た

イ
ベ

ン
ト

の
重

な
り

方
を

ど
う

や
っ

て
調

整
し

て
い

く
か

と
い

う
の

は
、

こ
れ

か
ら

ガ
ン

バ
さ

ん
等

も
含

め
て

、
ま

た
公

園
の

運
営

と
か

、
そ

れ
か

ら
ら

ら
ぽ

ー
と

の
運

営
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

も
エ

リ
ア

で
皆

さ
ん

と
協

議
を

し
な

が
ら

、
ま

さ
に

今
取

り
組

み
始

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

な
の

で
、

全
て

回
避

で
き

る
と

は
限

ら
な

い
の

で
、

最
悪

の
シ

ナ
リ

オ
と

し
て

、
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

中
で

は
、

一
番

人
が

多
く

集
ま

る
状

況
を

踏
ま

え
て

検
討

い
た

し
ま

し
た

が
、

で
き

る
だ

け
そ

う
い

っ
た

状
況

が
起

こ
る

頻
度

を
抑

え
、

ま
た

、
そ

う
い

っ
た

場
合

に
ど

う
や

っ
て

人
を

誘
導

し
て

い
く

か
と

い
う

と
こ

ろ
に

関
し

て
は

、
運

営
者

と
し

て
、

我
々

も
ず

っ
と

継
続

し
て

運
営

し
て

い
く

立
場

で
お

り
ま

す
の

で
、

そ
こ

は
皆

さ
ん

の
御

意
見

を
お

聞
き

し
な

が
ら

調
整

し
て

い
き

た
い

と
存

じ
ま

す
。
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表
6
.
1
-
1
（

3
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

4
事

業
計

画
こ

の
ア

リ
ー

ナ
の

建
設

が
発

表
さ

れ
て

以
来

、
も

う
5年

ぐ
ら

い
に

な
る

の
か

、
山

一
連

合
の

前
会

長
、

今
の

会
長

と
連

携
し

な
が

ら
、

事
業

者
の

皆
さ

ん
と

検
討

を
重

ね
て

ま
い

り
ま

し
た

。
そ

れ
で

、
こ

れ
か

ら
も

、
も

う
少

し
で

す
け

れ
ど

、
地

域
あ

る
い

は
こ

の
ア

リ
ー

ナ
建

設
に

関
し

て
、

共
有

、
連

携
し

な
が

ら
務

め
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

の
で

、
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
早

速
で

す
け

ど
、

一
番

初
め

に
、

意
見

を
述

べ
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
の

で
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
ま

ず
１

つ
目

、
山

一
・

北
山

田
両

連
合

会
の

思
い

と
し

て
の

意
見

を
申

し
上

げ
た

い
と

思
い

ま
す

。
こ

の
ア

リ
ー

ナ
建

設
が

発
表

さ
れ

て
以

来
、

両
連

合
会

と
事

業
予

定
者

さ
ん

側
と

の
か

な
り

の
回

数
の

、
数

度
の

会
合

を
持

た
せ

て
も

ら
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

と
き

に
最

初
か

ら
聞

い
て

お
り

ま
し

た
の

は
、

常
に

「
遊

ぶ
・

働
く

・
暮

ら
す

」
機

能
を

複
合

的
に

導
入

し
て

い
き

ま
す

と
い

う
こ

と
を

何
回

も
聞

い
て

お
り

ま
し

た
。

こ
の

事
業

自
体

は
全

て
一

体
的

な
事

業
で

あ
っ

て
、

ど
れ

一
つ

欠
け

て
も

計
画

と
し

て
は

成
り

立
た

な
い

と
い

う
こ

と
を

耳
に

し
て

お
り

ま
す

。
た

だ
、

公
園

内
へ

の
住

宅
建

設
が

な
く

な
っ

た
今

、
こ

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
崩

壊
し

て
い

て
、

い
わ

ゆ
る

①
－

bで
す

け
ど

、
今

、
空

白
地

が
あ

り
ま

す
が

、
空

白
地

に
対

す
る

代

替
案

が
ま

だ
出

て
お

り
ま

せ
ん

。
も

う
1年

以
上

に
な

り
ま

す
。

そ
の

代
替

案
が

な
い

中
で

こ
の

ア
セ

ス
を

や
る

と
い

う
の

は
、

大
体

事
情

は
分

か
っ

て
い

る
の

で
す

け
ど

、
い

か
が

な
も

の
か

と
い

う
考

え
も

も
ち

ろ
ん

あ
り

ま
す

。
代

替
案

が
出

た
場

合
、

ま
た

ど
う

い
う

ふ
う

に
さ

れ
る

の
か

と
い

う
の

も
再

度
し

た
い

と
思

い
ま

す
し

、
事

業
者

の
皆

さ
ん

、
皆

さ
ん

と
は

言
い

ま
せ

ん
け

ど
、

事
業

者
の

方
に

お
聞

き
し

た
い

の
で

す
が

、
今

、
代

替
案

が
出

て
い

な
い

中
で

こ
の

質
問

は
お

か
し

い
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
将

来
的

に
は

ど
う

い
う

ふ
う

に
さ

れ
る

の
か

、
も

し
少

し
で

も
お

聞
か

せ
い

た
だ

け
る

な
ら

、
今

お
聞

か
せ

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

ま
ず

1つ
目

の
用

地
①

－
b関

連
で

す
が

、
コ

ン
セ

プ
ト

か
ら

お
答

え
し

て
ま

い
り

ま
す

。

ま
ず

、
用

地
①

－
bの

計
画

が
決

ま
っ

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
で

、
こ

の
ま

ま
何

も
実

施
さ

れ
な

い
の

で
は

な
い

か
と

い
っ

た
御

懸
念

が
あ

る
と

い
う

こ
と

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

用
地

①
－

bに
つ

い
て

は
、

当
初

、
共

同
住

宅
を

計
画

し
て

い
た

と
こ

ろ
で

ご
ざ

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

地
元

の
皆

様
か

ら
の

御
意

見
で

す
と

か
吹

田
市

か
ら

出
ま

し
た

見
解

等
も

踏
ま

え
ま

し
て

、
今

回
、

ア
セ

ス
の

対
象

敷
地

か
ら

除
外

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

と
い

う
こ

と
で

ご
ざ

い
ま

す
。

も
と

も
と

、
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
だ

い
た

「
遊

ぶ
・

暮
ら

す
・

働
く

」
、

こ
の

3つ
の

コ
ン

セ
プ

ト
、

も
ち

ろ
ん

遊
ぶ

と
い

う
と

こ
ろ

は
ア

リ
ー

ナ
が

中
心

に
な

り
ま

す
が

、
暮

ら
す

と
い

っ
た

と
こ

ろ
は

こ
の

用
地

①
－

b、
住

宅
展

示
場

跡
と

、
当

初
か

ら
外

周
道

路
外

側
の

用
地

②
、

③
も

合
わ

せ
て

、
こ

の
3つ

の
敷

地
で

暮
ら

す
と

い
う

機
能

を
導

入
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

し
た

。
用

地
①

－
bは

な
く

な
る

の
で

す
が

、
こ

の
用

地
②

、
③

で
暮

ら
す

と
い

う
と

こ
ろ

は
機

能
を

維
持

し
て

い
く

と
い

う
考

え
で

ご
ざ

い
ま

す
し

、
こ

の
計

画
の

変
更

に
当

た
っ

て
も

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
で

す
と

か
、

こ
の

案
件

の
審

査
の

先
生

方
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

で
も

御
承

認
い

た
だ

い
た

上
で

、
ア

セ
ス

の
手

続
に

つ
い

て
も

必
要

な
要

件
を

吹
田

市
と

も
協

議
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

手
続

を
進

め
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
き

た
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
用

地
①

－
bの

検
討

状
況

で
ご

ざ
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
こ

ち
ら

は
26

年
2月

、
今

年
の

大
阪

府
戦

略
本

部
会

議
で

の
方

針
を

踏
ま

え
ま

し
て

、
約

1年
後

、
27

年
の

初
め

に
は

、
ま

ず
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

の
ほ

う
に

報
告

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

後
、

代
替

案
の

具
体

的
な

検
討

を
進

め
て

い
く

と
い

う
と

こ
ろ

で
、

当
然

に
吹

田
市

さ
ん

の
条

例
で

す
と

か
、

こ
の

地
域

に
求

め
ら

れ
る

公
共

性
、

ま
た

、
ア

リ
ー

ナ
を

核
と

す
る

ま
ち

づ
く

り
の

コ
ン

セ
プ

ト
、

こ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

に
ち

ゃ
ん

と
合

致
す

る
よ

う
に

、
大

阪
府

、
そ

し
て

吹
田

市
と

も
協

議
を

進
め

て
い

き
な

が
ら

、
具

体
的

な
も

の
は

実
際

の
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

の
状

況
を

見
て

約
1年

後
に

確
定

さ
せ

る
と

い
う

こ
と

で
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

等
で

御
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。

1点
、

ま
だ

具
体

的
な

中
身

が
決

ま
っ

て
い

な
い

と
こ

ろ
は

あ
る

の
で

す
け

れ
ど

も
、

改
め

て
補

足
を

さ
せ

て
い

た
だ

く
と

、
当

然
、

将
来

の
環

境
や

周
辺

地
域

へ
の

影
響

と
い

っ
た

も
の

を
考

慮
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

し
、

具
体

的
な

計
画

が
固

ま
っ

た
際

に
は

、
そ

の
内

容
に

応
じ

て
こ

の
よ

う
な

環
境

ア
セ

ス
の

変
更

手
続

が
必

要
と

な
れ

ば
、

そ
の

行
政

手
続

で
あ

っ
た

り
法

令
・

条
例

上
の

手
続

を
改

め
て

行
っ

て
い

く
こ

と
に

な
り

ま
す

の
で

、
①

－
bが

現
状

白
紙

だ
か

ら
と

い
っ

て
、

い
き

な
り

突
然

何
か

変
な

も
の

が
で

き
る

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
、

必
要

な
手

続
を

取
り

な
が

ら
進

め
さ

せ
て

い
た

だ
く

こ
と

に
な

ろ
う

か
と

思
い

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

4
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

そ
れ

と
、

代
替

案
は

大
阪

府
が

、
事

業
者

か
ら

5年
先

に
代

替
案

を
出

す
と

。
5年

先
と

い

う
の

は
、

20
30

年
に

ア
リ

ー
ナ

が
完

成
の

予
定

で
す

。
先

ほ
ど

一
番

初
め

に
出

ま
し

た
け

れ
ど

、
そ

の
1年

後
に

状
況

あ
る

い
は

情
勢

を
見

な
が

ら
代

替
案

を
提

案
し

た
い

と
聞

い

て
お

り
ま

す
が

、
大

阪
府

が
こ

の
5年

先
の

提
案

を
理

解
さ

れ
た

根
底

に
は

何
が

あ
っ

た
の

か
と

い
う

こ
と

も
お

聞
き

し
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
大

阪
府

、
今

日
は

お
見

え
に

な
っ

て
い

る
の

で
す

ね
。

で
き

た
ら

お
聞

か
せ

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

個
人

的
な

話
に

な
り

ま
す

け
ど

、
今

の
状

況
か

ら
見

た
ら

、
少

し
言

い
過

ぎ
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
ア

リ
ー

ナ
を

か
さ

に
着

た
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

は
受

け
て

い
ま

す
。

こ
れ

が
1つ

で
す

。

（
大

阪
府

）
先

ほ
ど

事
業

予
定

者
の

ほ
う

か
ら

お
話

の
あ

り
ま

し
た

、
お

お
む

ね
1年

後

に
代

替
え

案
の

方
向

を
示

し
た

上
で

、
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

、
20

30
年

の
約

1年
後

に
、

市
場

環
境

及
び

地
域

の
環

境
の

影
響

を
見

極
め

た
上

で
代

替
え

案
を

提
案

し
た

い
と

い
う

申
出

が
あ

り
ま

し
た

。
府

と
し

て
は

、
こ

れ
か

ら
お

お
む

ね
1年

後
に

、
ま

ず
は

代
替

え
案

の
方

向
性

の
報

告
を

求
め

る
と

と
も

に
、

先
ほ

ど
事

業
予

定
者

か
ら

は
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

と
い

う
話

が
あ

っ
た

の
で

す
け

れ
ど

も
、

引
き

続
き

代
替

案
の

具
体

化
に

向
け

た
検

討
を

速
や

か
に

進
め

て
、

適
宜

、
府

に
報

告
す

る
よ

う
に

求
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
と

い
う

こ
と

な
の

で
、

代
替

計
画

が
立

て
ば

、
早

め
に

着
手

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

5
事

業
計

画
共

同
住

宅
の

建
築

計
画

の
概

要
と

い
う

と
こ

ろ
で

、
先

ほ
ど

景
観

を
よ

く
す

る
た

め
に

角
を

階
段

状
に

切
っ

た
と

い
う

御
説

明
を

い
た

だ
き

ま
し

た
け

れ
ど

、
容

積
率

20
0％

で
、

こ
れ

以
上

大
き

く
は

で
き

な
い

ま
で

積
み

重
ね

て
い

る
と

い
う

数
値

だ
と

思
い

ま
す

。
建

蔽
率

は
33

％
と

い
う

こ
と

は
、

建
蔽

率
に

ま
だ

余
裕

が
あ

り
ま

す
。

す
る

と
、

階
数

を
下

げ
る

こ
と

は
で

き
る

と
い

う
わ

け
で

し
ょ

う
か

。
私

も
素

人
な

の
で

分
か

ら
な

い
の

で
す

が
、

景
観

上
で

カ
ッ

ト
し

て
い

る
と

い
う

ふ
う

に
は

思
え

な
い

の
で

す
。

こ
れ

は
、

完
全

に
20

0％
で

す
。

そ
れ

に
対

し
て

お
答

え
願

い
た

い
で

す
。

都
市

計
画

上
の

概
要

に
つ

い
て

御
説

明
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
都

市
計

画
上

に
つ

き
ま

し
て

、
御

意
見

が
あ

っ
た

よ
う

に
、

容
積

率
は

20
0％

が
上

限
の

容
積

率
の

地
域

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

れ
を

踏
ま

え
ま

し
て

、
そ

の
ほ

か
に

も
建

築
基

準
法

、
そ

の
他

の
条

例
も

踏
ま

え
て

、
高

度
地

区
等

の
条

件
も

踏
ま

え
て

、
今

回
計

画
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
そ

の
上

で
、

先
ほ

ど
、

建
蔽

率
に

余
裕

が
あ

る
の

で
、

そ
の

分
で

高
さ

を
踏

ま
え

て
計

画
の

変
更

が
で

き
な

い
の

か
と

い
う

御
質

問
か

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
が

、
建

物
以

外
も

駐
車

場
、

駐
車

場
に

至
る

車
路

、
ま

た
そ

の
ほ

か
の

緑
地

面
積

等
を

踏
ま

え
ま

す
と

、
ど

う
し

て
も

こ
の

建
物

の
建

築
面

積
で

上
に

積
み

上
げ

る
必

要
が

ご
ざ

い
ま

し
て

、
今

回
の

建
物

計
画

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
階

段
状

に
な

っ
て

い
る

部
分

に
つ

き
ま

し
て

は
、

日
影

等
の

関
係

も
ご

ざ
い

ま
し

て
形

状
の

ほ
う

を
決

定
し

て
お

り
ま

す
。

た
だ

一
方

で
、

階
段

状
に

す
る

部
分

で
あ

る
と

か
範

囲
等

に
つ

き
ま

し
て

は
景

観
の

部
分

も
踏

ま
え

ま
し

て
検

討
さ

せ
て

い
た

だ
き

、
今

回
の

形
状

と
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

6
事

業
計

画
①

－
bの

用
地

は
、

ま
だ

S
P

C
の

ほ
う

で
ず

っ
と

所
有

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

を
前

提
で

協
議

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

す
か

。
大

阪
府

に
返

す
と

か
、

そ
う

い
う

協
議

と
か

意
見

は
な

い
の

で
す

か
。

用
地

①
－

bの
保

有
形

態
に

つ
い

て
、

今
年

の
4月

末
に

大
阪

府
さ

ん
と

の
実

施
協

定
を

変

更
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

し
て

、
こ

の
用

地
①

－
bに

つ
い

て
も

、
お

っ
し

ゃ
っ

て

い
た

だ
い

た
S

P
C
で

あ
る

O
S

A
K

A
 L

IV
E
合

同
会

社
で

借
地

の
契

約
を

す
る

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
し

た
。

今
日

時
点

で
大

阪
府

の
持

ち
物

で
あ

り
、

も
と

も
と

事
業

者
取

得
と

し
て

い
ま

し
た

が
、

大
阪

府
が

持
た

れ
た

ま
ま

借
り

ま
す

。
で

す
の

で
、

ア
リ

ー
ナ

が
あ

る
用

地
①

－
aと

同
じ

状
態

に
な

り
、

同
じ

形
で

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

に
な

り
ま

す
。
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表
6
.
1
-
1
（

5
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

7
動

植
物

、
生

態
系

万
博

公
園

の
開

発
を

伴
う

交
通

対
策

B
案

、
千

里
橋

ル
ー

ト
の

整
備

に
関

し
て

の
質

問
で

ご
ざ

い
ま

す
。

評
価

書
案

の
第

6章
に

、
「

生
態

系
、

動
植

物
の

調
査

は
、

事
業

計
画

地
及

び
千

里
橋

ル
ー

ト
整

備
予

定
区

域
周

辺
で

実
施

し
ま

し
た

。
調

査
結

果
を

踏
ま

え
予

測
を

行
っ

た
結

果
、

生
態

系
、

動
植

物
へ

の
影

響
は

軽
微

で
あ

る
と

予
測

し
ま

し
た

」
と

の
見

解
が

示
さ

れ
て

お
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
具

体
的

に
ど

の
範

囲
で

調
査

を
行

わ
れ

た
の

か
、

地
図

上
に

示
さ

れ
た

資
料

は
全

く
見

当
た

り
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
、

具
体

的
に

詳
細

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
B
案

に
使

用
す

る
万

博
外

周
道

路
に

関
し

ま
し

て
は

、
説

明
が

あ
っ

た
と

お
り

管
理

道
路

で
ご

ざ
い

ま
す

。
非

常
に

狭
い

、
片

側
1車

線
の

道
路

で
ご

ざ
い

ま
す

。
仮

に
管

理
道

路
の

拡
幅

工
事

を
行

っ
た

場
合

、
府

民
に

愛
さ

れ
て

い
る

桜
並

木
を

伴
う

多
く

の
木

々
を

伐
採

す
る

危
険

性
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ぜ

ひ
具

体
的

な
範

囲
を

確
認

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
そ

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
調

査
を

行
っ

た
結

果
、

生
態

系
、

動
植

物
へ

の
影

響
は

軽
微

と
判

断
さ

れ
た

の
か

根
拠

を
示

し
て

く
だ

さ
い

。

事
業

計
画

地
と

千
里

橋
ル

ー
ト

の
エ

リ
ア

で
動

物
、

植
物

の
調

査
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

こ
こ

に
今

の
自

然
文

化
園

の
管

理
通

路
が

あ
り

ま
し

て
、

そ
れ

に
並

行
す

る
よ

う
な

形
で

道
路

を
整

備
す

る
想

定
で

し
た

の
で

、
少

し
多

め
に

調
査

範
囲

を
取

っ
て

お
り

ま
す

。
実

際
は

、
ま

だ
協

議
中

で
は

ご
ざ

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

管
理

通
路

を
活

用
し

て
整

備
を

行
う

よ
う

に
協

議
・

検
討

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
の

で
、

実
際

の
改

変
範

囲
は

も
っ

と
狭

く
な

り
、

今
お

示
し

し
て

お
り

ま
す

赤
の

範
囲

内
で

十
分

に
そ

の
改

変
区

域
は

網
羅

し
て

調
査

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
調

査
は

、
動

物
、

植
物

に
つ

き
ま

し
て

1年
間

、
4季

の
調

査
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

幾
つ

か
重

要
種

を
確

認
は

し
て

い
ま

す
が

、
自

然
文

化
園

の
中

で
も

確
認

さ
れ

て
い

る
種

で
ご

ざ
い

ま
す

。
例

え
ば

、
動

物
で

い
い

ま
す

と
、

そ
れ

が
た

ま
た

ま
こ

の
上

空
を

飛
ん

で
い

た
と

か
、

そ
う

い
っ

た
ふ

う
に

確
認

を
し

た
も

の
で

、
特

段
、

管
理

通
路

（
改

変
区

域
）

に
依

存
し

て
生

息
し

て
い

る
生

物
は

な
い

と
判

断
し

て
お

り
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
観

点
か

ら
、

影
響

は
軽

微
で

あ
る

と
い

う
予

測
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。

8
動

植
物

、
生

態
系

評
価

書
案

で
は

、
第

5章
か

ら
第

7章
に

わ
た

っ
て

9か
所

で
、

B
案

に
関

し
て

同
じ

よ
う

な
事

業
者

見
解

が
述

べ
ら

れ
て

い
ま

す
。

見
解

に
は

、
整

備
予

定
区

域
が

未
定

で
あ

る
た

め
、

予
定

区
域

及
び

そ
の

周
辺

を
含

め
て

環
境

調
査

を
実

施
し

、
影

響
は

ほ
と

ん
ど

な
い

と
予

測
し

た
と

あ
り

ま
す

。
未

定
の

整
備

予
定

区
域

の
環

境
調

査
を

ど
の

よ
う

に
実

施
さ

れ
る

の
で

す
か

。
こ

れ
ま

で
B
案

以
外

の
案

に
関

し
て

は
、

交
通

対
策

、
か

な
り

車
線

を
増

や
す

で
あ

る
と

か
、

具
体

的
な

ル
ー

ト
を

設
定

さ
れ

る
と

か
、

詳
し

い
地

図
が

出
て

い
ま

し
た

が
、

B
案

だ
け

こ
れ

ぐ
ら

い
の

地
図

し
か

示
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
こ

の
あ

た
り

、
未

定
の

整
備

地
域

と
い

う
と

こ
ろ

の
影

響
を

ど
う

軽
微

と
判

断
さ

れ
た

の
か

、
前

提
に

矛
盾

が
あ

る
と

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
い

か
が

で
す

か
。

未
定

で
は

あ
り

ま
す

が
、

調
査

範
囲

は
か

な
り

大
き

め
に

取
っ

て
お

り
、

そ
の

調
査

結
果

を
踏

ま
え

て
予

測
を

行
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、

こ
れ

か
ら

そ
の

線
形

が
決

ま
っ

て
、

改
変

区
域

も
決

ま
っ

て
い

き
ま

す
が

、
全

て
そ

れ
ら

を
網

羅
し

た
上

で
軽

微
で

あ
る

と
い

う
判

断
を

し
て

お
り

ま
す

。
今

の
管

理
通

路
を

活
用

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

基
本

的
に

は
樹

木
の

伐
採

は
最

小
限

に
抑

え
る

よ
う

検
討

し
て

い
る

と
い

う
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。

9
動

植
物

、
生

態
系

（
住

民
C
）

何
本

が
伐

採
さ

れ
る

か
と

い
う

の
を

最
初

に
示

し
て

か
ら

調
査

を
す

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。

同
上
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表
6
.
1
-
1
（

6
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

10
動

植
物

、
生

態
系

（
住

民
C
）

未
定

と
い

う
の

が
や

は
り

納
得

い
か

な
く

て
、

本
来

確
定

し
て

か
ら

調
査

を
行

う
も

の
で

は
な

い
で

す
か

。
吹

田
市

の
環

境
影

響
評

価
制

度
に

も
そ

の
よ

う
に

書
い

て
い

ま
す

よ
ね

、
現

地
の

環
境

を
よ

く
調

査
し

て
。

吹
田

市
さ

ん
、

ど
う

お
考

え
に

な
ら

れ
ま

す
か

。
未

定
の

も
の

に
対

す
る

調
査

結
果

で
す

。

（
吹

田
市

）
未

定
で

す
け

れ
ど

も
、

事
業

者
さ

ん
の

説
明

は
広

め
に

、
仮

に
伐

採
な

り
改

変
を

行
っ

た
場

合
に

お
い

て
を

想
定

し
た

中
で

の
調

査
結

果
と

い
う

こ
と

で
ま

と
め

て
い

ま
す

と
い

う
、

そ
う

い
う

御
回

答
だ

っ
た

か
と

認
識

を
し

て
お

り
ま

す
。

そ
の

調
査

結
果

自
体

が
、

そ
の

評
価

自
体

は
審

査
会

に
お

い
て

今
後

、
妥

当
で

あ
る

か
と

い
う

の
は

審
査

を
い

た
だ

く
と

思
っ

て
い

ま
す

。
既

に
事

業
者

に
も

お
伝

え
し

て
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
い

ず
れ

に
し

て
も

早
く

そ
の

範
囲

を
確

定
さ

せ
て

、
そ

れ
を

示
し

て
い

た
だ

く
よ

う
に

、
審

査
会

の
中

に
お

い
て

も
示

し
て

い
た

だ
く

よ
う

に
と

い
う

お
話

は
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

11
景

観
2つ

目
は

、
私

自
身

、
公

民
館

に
行

っ
て

一
応

全
部

ざ
っ

と
目

を
通

さ
せ

て
も

ら
い

ま
し

た
が

、
今

日
お

配
り

さ
れ

て
い

る
景

観
の

問
題

に
関

し
て

、
で

す
。

こ
の

要
約

書
に

は
書

か
れ

て
い

な
い

で
す

け
れ

ど
も

、
要

約
の

部
分

に
ち

ょ
っ

と
意

見
が

あ
り

ま
す

。
ず

っ
と

景
観

部
分

の
現

状
と

、
こ

う
変

わ
り

ま
す

と
い

う
部

分
の

表
現

、
書

か
れ

て
い

る
こ

と
が

す
ご

く
主

観
的

で
、

横
文

字
は

た
く

さ
ん

あ
る

け
ど

も
、

結
局

誰
が

そ
う

思
っ

て
い

る
の

か
。

車
で

通
っ

て
、

本
当

に
皆

が
そ

う
感

じ
る

の
か

。
マ

ン
シ

ョ
ン

が
こ

ん
な

に
い

っ
ぱ

い
で

き
て

、
ス

マ
ー

ト
で

段
階

的
に

ど
う

の
こ

う
の

と
、

誰
が

考
え

た
か

知
ら

な
い

け
ど

、
極

め
て

表
現

が
主

観
的

で
す

。
そ

れ
で

、
ア

リ
ー

ナ
に

来
れ

ば
、

ラ
ン

ド
マ

ー
ク

と
し

て
す

ご
く

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

景
観

で
す

と
先

ほ
ど

言
わ

れ
ま

し
た

。
も

う
一

方
の

下
の

3行
ぐ

ら
い

に
は

、
ま

た
別

の
表

現
が

し
て

あ
る

。
こ

れ
は

ど
ち

ら
な

の
か

。
こ

ん
な

主
観

的
な

環
境

評
価

を
す

る
な

と
い

う
の

が
我

々
の

意
見

で
す

。
そ

こ
で

、
こ

う
い

う
主

観
的

な
や

り
方

で
は

な
く

、
例

え
ば

イ
ト

ー
ピ

ア
、

隣
の

中
学

校
の

子
供

の
目

線
か

ら
見

て
、

マ
ン

シ
ョ

ン
が

で
き

て
ど

う
か

。
ま

た
、

山
田

高
校

の
生

徒
の

目
か

ら
見

て
ど

う
か

。
マ

ン
シ

ョ
ン

あ
り

き
で

、
色

が
ど

う
と

か
、

構
造

が
ど

う
と

か
、

そ
ん

な
視

点
は

大
人

の
視

点
で

あ
っ

て
、

実
際

子
供

た
ち

に
、

今
の

技
術

で
あ

れ
ば

ゴ
ー

グ
ル

を
つ

け
て

、
こ

う
見

え
る

っ
て

で
き

る
で

し
ょ

う
。

そ
れ

を
し

て
、

今
の

子
供

が
ど

う
思

っ
て

い
る

か
と

か
、

そ
う

い
う

の
が

本
来

の
調

査
じ

ゃ
な

い
か

。
大

人
が

考
え

て
、

都
合

の
い

い
こ

と
だ

け
書

い
て

、
こ

ん
な

に
変

わ
っ

て
い

て
も

、
緑

が
な

く
な

っ
て

も
全

然
大

丈
夫

だ
な

ん
て

、
こ

れ
は

ち
ょ

っ
と

お
か

し
い

と
思

う
。

だ
か

ら
、

環
境

評
価

さ
れ

る
と

き
に

、
吹

田
市

に
は

、
そ

ん
な

抽
象

的
な

主
観

的
な

言
葉

は
や

め
て

、
み

ん
な

が
こ

れ
を

ど
う

感
じ

て
い

る
の

か
、

そ
こ

を
ち

ゃ
ん

と
や

っ
て

ほ
し

い
と

い
う

よ
う

に
思

い
ま

す
が

、
ど

う
で

し
ょ

う
か

。

景
観

に
つ

い
て

は
、

評
価

書
案

内
で

フ
ォ

ト
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
に

て
お

示
し

し
て

お
り

ま
す

。
そ

の
他

の
目

線
か

ら
の

見
え

方
に

つ
い

て
も

で
き

る
限

り
、

検
討

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

外
観

に
つ

い
て

は
、

主
観

的
と

言
わ

れ
れ

ば
そ

う
な

っ
て

し
ま

う
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

縦
横

の
分

節
に

よ
る

視
覚

的
な

圧
迫

感
の

軽
減

に
努

め
て

お
り

ま
す

。
今

後
、

吹
田

市
の

審
査

会
が

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

そ
こ

で
審

査
が

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

と
、

あ
と

、
別

の
条

例
に

な
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
景

観
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
で

も
特

に
景

観
に

つ
い

て
市

の
ほ

う
か

ら
指

導
も

た
く

さ
ん

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
の

で
、

そ
れ

ら
を

踏
ま

え
た

上
で

最
終

的
な

計
画

に
し

て
い

こ
う

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

7
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

12
景

観
資

料
で

は
一

応
景

観
、

現
在

と
将

来
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、

大
体

こ
れ

は
ア

リ
ー

ナ
側

か
ら

の
見

た
景

観
で

す
。

山
田

村
か

ら
見

る
と

、
マ

ン
シ

ョ
ン

が
建

つ
こ

と
に

よ
っ

て
本

当
に

壁
に

な
っ

て
い

ま
す

。
だ

か
ら

、
全

然
、

景
観

と
し

た
ら

、
山

田
村

か
ら

し
た

ら
大

き
な

壁
が

で
き

て
い

る
よ

う
な

感
じ

で
す

。
そ

の
辺

が
、

当
初

は
低

層
階

だ
っ

た
は

ず
で

す
が

、
今

回
A

B
C
が

な
く

な
っ

た
こ

と
で

あ
る

程
度

高
層

に
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。

御
指

摘
い

た
だ

き
ま

し
た

マ
ン

シ
ョ

ン
の

計
画

に
つ

い
て

で
す

が
、

こ
ち

ら
は

、
①

－
b

案
が

な
く

な
る

前
か

ら
建

物
計

画
規

模
に

つ
き

ま
し

て
は

同
等

の
計

画
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
し

た
。

一
方

で
、

御
指

摘
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

景
観

等
に

つ
き

ま
し

て
は

、
こ

ち
ら

も
外

観
の

意
匠

上
の

話
に

な
り

ま
す

の
で

捉
え

方
等

あ
る

か
と

は
思

い
ま

す
が

、
本

日
御

説
明

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

と
お

り
、

縦
、

横
の

分
節

を
行

う
等

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ボ

リ
ュ

ー
ム

感
を

軽
減

す
る

よ
う

な
外

観
、

意
匠

に
す

る
べ

く
検

討
を

進
め

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

8
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

13
景

観
ほ

か
要

約
書

の
7ペ

ー
ジ

の
図

の
3の

と
こ

ろ
、

建
築

設
計

の
断

面
図

、
こ

こ
に

関
連

し
て

、
懸

念
点

と
い

う
か

、
ち

ょ
っ

と
申

し
述

べ
た

い
と

思
い

ま
す

。
イ

ト
ー

ピ
ア

の
標

高
が

36
.8

m
で

す
。

そ
れ

で
、

建
設

予
定

の
建

物
の

標
高

が
51

.8
m
。

で
す

か
ら

、
15

m
ほ

ど
の

地
面

と
い

う
か

、
そ

の
差

、
標

高
差

が
あ

っ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
建

物
が

14
階

建
て

と
10

階
建

て
。

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
こ

と
に

関
し

ま
し

て
は

、
別

冊
の

意
見

書
、

第
7章

の
意

見
書

の
と

こ

ろ
で

N
o.

19
0に

相
当

し
ま

す
が

、
参

考
文

献
と

い
う

か
、

資
料

と
し

て
、

京
都

美
術

工
芸

大
学

の
紀

要
第

5号
と

い
う

の
を

添
付

し
て

出
し

て
い

る
か

と
思

い
ま

す
。

こ
れ

は
大

規
模

開
発

構
想

の
関

係
の

と
き

の
資

料
で

す
。

そ
の

と
き

に
、

一
応

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
問

題
に

関
し

て
、

こ
れ

と
同

じ
よ

う
な

図
を

こ
ち

ら
で

作
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

見
た

と
き

に
ど

こ
ま

で
見

え
る

か
と

い
う

の
を

一
応

検
討

し
て

い
ま

す
。

イ
ト

ー
ピ

ア
の

ほ
う

か
ら

い
け

ば
、

例
え

ば
13

階
の

人
で

す
と

、
相

手
の

と
こ

ろ
が

全
部

見
え

ま
す

。
そ

れ
か

ら
8階

で
す

と
、

大
体

同
じ

階
に

相
当

す
る

部
分

の
上

の
部

分
は

全

部
見

え
ま

す
。

そ
れ

か
ら

、
共

同
住

宅
の

ほ
う

か
ら

見
る

と
、

例
え

ば
1階

で
す

と
、

そ

れ
に

相
当

す
る

平
面

の
と

こ
ろ

と
い

う
か

、
付

近
の

階
を

含
め

て
3階

程
度

ま
で

は
見

え
ま

す
と

、
こ

う
い

う
状

況
に

な
っ

て
い

ま
す

。
で

す
か

ら
、

お
互

い
に

お
見

合
い

と
い

う
か

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

つ
い

て
は

。
45

m
と

い
う

の
は

十
分

な
距

離
か

ど
う

か
は

分
か

り

ま
せ

ん
。

そ
れ

が
第

1点
。

そ
れ

か
ら

、
も

う
1つ

。
イ

ト
ー

ピ
ア

側
か

ら
す

る
と

、
今

ま
で

例
え

ば
13

階
で

す
と

太
陽

の
塔

、
そ

れ
か

ら
北

摂
が

見
え

て
い

ま
し

た
が

、
共

同
住

宅
が

建
つ

と
こ

れ
が

完
全

に
見

え
な

く
な

り
ま

す
。

で
す

か
ら

、
こ

の
辺

、
既

に
一

応
文

献
と

い
う

か
、

文
書

と
し

て
お

示
し

し
て

い
ま

す
の

で
、

で
き

た
ら

回
答

の
と

こ
ろ

に
そ

れ
も

入
れ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
著

作
権

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

は
多

分
問

題
な

い
と

思
い

ま
す

の
で

。
オ

ー
プ

ン
ア

ク
セ

ス
の

文
献

で
す

の
で

。
そ

れ
か

ら
、

も
う

1点
で

す
。

こ
れ

は
要

求
か

要
望

で
す

け
ど

、
今

ま
で

意
見

書
と

か
質

問
書

と
か

出
し

て
い

ま
す

け
ど

も
、

こ
ち

ら
の

質
問

に
対

し
て

要
は

完
全

に
答

え
ら

れ
て

い
ま

せ
ん

。
そ

れ
が

、
幾

つ
か

あ
り

ま
す

。
こ

れ
に

つ
き

ま
し

て
は

今
後

、
も

う
1回

し
つ

こ
い

よ
う

で
す

け
ど

も
出

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
の

で
、

完
全

に
答

え
て

い
た

だ
く

よ
う

に
お

願
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

用
地

②
の

共
同

住
宅

と
イ

ト
ー

ピ
ア

千
里

万
博

公
園

様
と

は
約

45
m
の

離
隔

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

一
般

に
家

の
中

の
細

か
な

様
子

ま
で

は
見

え
に

く
い

状
況

で
あ

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
必

要
な

対
策

に
つ

い
て

、
引

続
き

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
様

と
協

議
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
共

同
住

宅
の

存
在

に
よ

り
、

一
部

、
現

状
の

景
観

が
遮

ら
れ

ま
す

が
、

敷
地

南
側

の
現

況
法

面
形

状
を

維
持

し
て

緑
地

帯
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

離
隔

を
確

保
す

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

建
築

物
の

外
観

等
に

つ
い

て
は

、
下

記
の

配
慮

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

②
③

の
共

通
事

項
＞

・
視

覚
的

な
圧

迫
感

を
低

減
す

る
た

め
、

建
物

の
横

方
向

の
ラ

イ
ン

（
床

の
位

置
）

と
縦

方
向

の
飾

り
柱

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
配

置
し

て
分

節
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

囲
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

大
き

さ
に

見
え

る
よ

う
デ

ザ
イ

ン
を

工
夫

し
て

お
り

ま
す

。
・

外
観

に
つ

い
て

、
外

壁
面

の
色

調
を

抑
え

、
縦

横
の

ラ
イ

ン
を

強
調

す
る

こ
と

で
、

分
節

効
果

を
一

層
明

確
化

し
、

圧
迫

感
の

軽
減

に
努

め
て

お
り

ま
す

。
・

色
彩

に
つ

い
て

、
周

辺
環

境
や

街
並

み
と

の
調

和
を

重
視

し
、

落
ち

着
き

の
あ

る
景

観
形

成
に

配
慮

し
た

構
成

と
し

て
お

り
ま

す
。

・
敷

地
周

囲
に

お
い

て
は

、
歩

行
者

の
視

点
と

な
る

ア
イ

レ
ベ

ル
の

景
観

に
十

分
配

慮
し

、
植

栽
を

積
極

的
に

密
植

す
る

こ
と

で
、

緑
に

よ
る

修
景

及
び

環
境

的
な

潤
い

の
創

出
を

図
っ

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
②

＞
・

（
提

案
書

時
点

か
ら

）
西

側
の

2ス
パ

ン
を

削
減

す
る

こ
と

で
長

辺
方

向
の

プ
ロ

ポ
ー

シ
ョ

ン
を

抑
制

し
、

建
築

ボ
リ

ュ
ー

ム
の

低
減

を
図

っ
て

お
り

ま
す

。
・

奇
数

階
の

軒
裏

部
分

に
は

、
木

目
を

想
起

さ
せ

る
暖

色
系

の
色

調
を

採
用

し
、

建
築

物
全

体
の

量
塊

に
対

す
る

圧
迫

感
を

和
ら

げ
る

と
と

も
に

、
温

も
り

と
親

し
み

の
あ

る
表

情
を

創
出

し
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

③
＞

・
建

物
を

上
に

行
く

ほ
ど

階
段

の
よ

う
に

段
差

を
つ

け
て

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
囲

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
大

き
さ

に
見

え
る

よ
う

デ
ザ

イ
ン

を
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

・
北

側
の

地
盤

レ
ベ

ル
か

ら
南

へ
と

緩
や

か
に

低
下

す
る

傾
斜

地
形

に
お

い
て

、
南

面
の

接
道

側
か

ら
見

上
げ

た
際

に
視

界
に

入
る

軒
裏

部
分

に
は

、
木

目
を

想
起

さ
せ

る
暖

色
系

の
色

調
を

採
用

し
、

建
築

物
全

体
の

量
塊

に
対

す
る

圧
迫

感
を

和
ら

げ
る

と
と

も
に

、
温

も
り

と
親

し
み

の
あ

る
表

情
を

創
出

し
て

お
り

ま
す

。

ま
た

、
意

見
書

、
質

問
書

へ
の

回
答

に
つ

い
て

は
、

事
業

者
と

し
て

、
可

能
な

範
囲

で
誠

心
誠

意
努

め
て

お
り

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

9
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

14
防

災
・

安
全

⑳
番

の
防

災
の

と
こ

ろ
で

、
こ

の
要

約
書

で
い

え
ば

88
ペ

ー
ジ

、
89

ペ
ー

ジ
の

と
こ

ろ
で

、
こ

こ
に

は
「

広
域

避
難

地
（

万
博

公
園

周
辺

）
」

と
書

か
れ

て
い

ま
す

が
、

は
っ

き
り

し
た

御
発

言
で

「
広

域
避

難
地

（
自

然
文

化
園

）
」

と
い

う
御

発
言

が
今

日
あ

っ
た

の
で

す
け

ど
、

そ
う

い
う

ふ
う

に
資

料
を

訂
正

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

と
、

そ
う

い
う

意
味

で
、

吹
田

市
が

万
博

記
念

公
園

と
、

そ
れ

か
ら

運
動

広
場

、
ガ

ン
バ

ス
タ

ジ
ア

ム
の

辺
り

と
か

含
め

て
広

域
避

難
地

に
今

認
定

し
て

い
る

広
が

り
、

面
積

と
い

う
か

、
そ

の
境

界
線

と
、

こ
の

新
事

業
が

完
成

し
た

と
き

の
広

域
避

難
地

の
境

界
線

を
御

説
明

で
き

る
事

業
者

の
方

が
お

ら
れ

た
ら

、
画

面
に

万
博

記
念

公
園

の
地

図
を

示
し

て
、

今
日

、
御

説
明

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

も
し

、
事

業
者

の
今

日
の

方
の

中
に

お
ら

れ
な

か
っ

た
ら

、
環

境
政

策
室

さ
ん

な
り

が
助

け
舟

を
出

さ
れ

て
も

オ
ー

ケ
ー

で
す

。
お

願
い

し
ま

す
。

広
域

避
難

地
は

我
々

も
認

識
し

て
お

り
ま

し
て

、
今

回
の

エ
リ

ア
で

い
き

ま
す

と
、

用
地

①
－

ａ
と

い
う

ア
リ

ー
ナ

と
か

が
で

き
る

部
分

と
、

外
周

道
路

を
挟

ん
で

用
地

③
と

い
う

メ
ロ

デ
ィ

ー
ハ

イ
ム

側
に

近
い

こ
の

三
角

の
土

地
だ

と
い

う
こ

と
を

認
識

し
て

お
り

ま
す

。
そ

れ
ら

を
踏

ま
え

て
、

先
ほ

ど
御

説
明

し
ま

し
た

が
、

資
料

中
に

あ
り

ま
す

、
要

約
書

89
ペ

ー
ジ

の
防

災
・

安
全

と
い

っ
た

と
こ

ろ
の

資
料

を
取

り
ま

と
め

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

、
面

積
の

観
点

と
か

、
避

難
の

経
路

の
観

点
と

か
、

あ
と

幅
員

の
観

点
と

か
を

我
々

の
ほ

う
で

評
価

・
検

証
し

た
内

容
を

御
説

明
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
次

第
で

ご
ざ

い
ま

す
。

15
防

災
・

安
全

質
問

に
ち

ゃ
ん

と
答

え
て

く
だ

さ
っ

て
い

な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

私
、

吹
田

市
の

審
査

会
も

傍
聴

し
て

い
ま

し
て

、
今

年
の

1月
15

日
の

全
体

会
で

こ
の

件
に

つ
い

て
、

審
査

会
の

先
生

か
ら

も
、

「
広

域
避

難
地

が
、

そ
こ

そ
こ

減
る

。
住

宅
も

建
つ

。
ア

リ
ー

ナ
の

中
が

避
難

地
に

な
る

か
ど

う
か

、
ま

ず
な

ら
な

い
だ

ろ
う

。
商

業
ス

ペ
ー

ス
に

も
な

ら
な

い
だ

ろ
う

。
本

当
に

大
災

害
が

あ
っ

た
と

き
の

広
域

避
難

地
が

減
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ガ

ン
バ

ス
タ

ジ
ア

ム
を

建
て

る
と

き
に

は
、

ガ
ン

バ
ス

タ
ジ

ア
ム

に
避

難
の

機
能

を
し

っ
か

り
充

実
さ

せ
る

と
い

う
こ

と
を

し
た

の
だ

か
ら

、
今

度
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

も
そ

こ
の

と
こ

ろ
を

し
っ

か
り

や
ら

な
き

ゃ
な

ら
な

い
。

」
と

い
う

御
発

言
が

あ
っ

た
の

も
覚

え
て

い
ま

す
。

だ
か

ら
、

広
域

避
難

地
が

ど
れ

だ
け

減
っ

て
、

そ
れ

に
対

し
て

ど
ん

な
代

償
を

つ
く

っ
て

く
だ

さ
る

の
か

。
こ

の
地

震
が

多
く

な
っ

て
き

た
日

本
列

島
、

関
西

だ
け

が
例

外
じ

ゃ
な

い
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
を

ち
ゃ

ん
と

出
し

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

ま
ず

、
広

域
避

難
地

に
あ

る
自

然
文

化
園

と
申

し
上

げ
ま

し
た

の
は

、
今

回
、

こ
の

防
災

・
安

全
で

検
証

し
た

の
が

、
画

面
で

示
し

て
お

り
ま

す
用

地
①

－
aの

部
分

と
用

地
③

の
部

分
が

広
域

避
難

地
に

設
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

そ
こ

が
開

発
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

ど
れ

だ
け

滞
留

面
積

が
減

る
の

か
と

い
う

検
証

を
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

広
域

避
難

地
で

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

周
辺

か
ら

避
難

さ
れ

て
く

る
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
。

基
本

的
に

は
、

用
地

①
－

aで
避

難
と

い
う

よ
り

は
、

自
然

文
化

園
の

ほ
う

に
抜

け
て

い
か

れ
る

場
合

に
、

こ
の

事
業

計
画

地
の

中
の

避
難

経
路

の
幅

員
が

ち
ゃ

ん
と

取
れ

て
い

る
の

か
検

証
し

た
と

い
う

説
明

を
申

し
上

げ
ま

し
た

。
面

積
が

ど
れ

だ
け

減
る

の
か

と
い

う
と

こ
ろ

で
い

き
ま

す
と

、
事

業
計

画
地

内
、

用
地

①

－
aと

用
地

③
に

つ
い

て
、

現
況

は
滞

留
す

る
こ

と
が

可
能

な
面

積
と

し
て

65
,5

00
m

2 あ

り
、

そ
れ

が
供

用
後

は
54

,0
00

m
2 に

な
り

、
お

っ
し

ゃ
る

と
お

り
減

る
と

い
う

予
測

を
し

て
お

り
ま

す
。

た
だ

、
こ

の
計

画
地

の
中

で
の

滞
留

は
、

モ
ノ

レ
ー

ル
の

利
用

者
が

帰
宅

困
難

が
生

じ
た

場
合

に
必

要
な

滞
留

面
積

と
し

て
考

え
て

お
り

、
そ

の
必

要
な

面
積

と

し
て

は
約

36
,2

00
m

2 と
予

測
し

て
お

り
、

そ
れ

に
対

し
て

は
こ

の
54

,0
00

m
2 と

い
う

の
は

十
分

に
足

り
て

い
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

16
防

災
・

安
全

こ
の

意
見

交
換

会
か

ら
い

ろ
い

ろ
見

さ
せ

て
も

ら
っ

て
い

ま
す

が
、

2つ
あ

り
ま

す
。

環
境

に
関

し
て

、
で

す
。

1つ
目

は
、

先
ほ

ど
言

わ
れ

て
い

る
広

域
避

難
の

問
題

で
、

こ
ち

ら
側

の
別

冊
の

ほ
う

に

あ
る

21
ペ

ー
ジ

の
「

仮
設

住
宅

を
、

南
海

ト
ラ

フ
が

絶
対

来
る

の
で

、
そ

の
と

き
に

設
け

て
く

だ
さ

い
」

と
い

う
意

見
に

対
し

て
「

で
き

な
い

」
と

い
う

回
答

で
す

が
、

そ
れ

は
な

ぜ
で

す
か

。

ま
ず

1番
目

の
仮

設
住

宅
の

件
に

つ
い

て
、

事
業

者
の

回
答

に
は

、
今

お
話

が
あ

っ
た

よ
う

に
困

難
で

す
と

書
い

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

つ
い

て
は

、
な

か
な

か
我

々
も

事
業

と
し

て
取

り
組

ん
で

い
ま

す
の

で
、

一
概

に
仮

設
住

宅
を

建
て

ら
れ

る
余

地
と

す
る

と
い

う
こ

と
は

困
難

で
す

と
い

う
お

答
え

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
当

然
な

が
ら

、
こ

の
仮

設
住

宅
と

い
う

の
は

我
々

事
業

者
だ

け
で

は
な

く
て

、
吹

田
市

さ
ん

と
か

、
広

域
で

い
く

と
大

阪
府

さ
ん

、
そ

う
い

っ
た

行
政

さ
ん

が
や

ら
れ

る
こ

と
の

一
環

だ
と

思
っ

て
い

ま
す

の
で

、
実

際
そ

れ
ら

が
起

こ
っ

た
と

き
は

、
行

政
さ

ん
か

ら
の

要
請

が
あ

っ
た

と
き

に
具

体
的

に
検

討
す

る
こ

と
か

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

1
0
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

（
吹

田
市

）
事

業
者

さ
ん

も
知

っ
て

い
る

話
だ

と
思

い
ま

す
が

、
広

域
避

難
地

の
そ

も
そ

も
の

定
義

は
、

大
規

模
延

焼
、

非
常

に
大

き
な

火
災

な
ど

が
起

き
た

と
き

に
逃

げ
込

む
場

所
と

い
う

定
義

に
な

っ
て

お
り

、
地

震
の

と
き

に
と

い
う

こ
と

で
は

実
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

と
い

う
の

が
1つ

あ
り

ま
す

。
そ

の
前

提
は

共
有

を
さ

せ
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

そ
の

中
で

避
難

所
を

つ
く

る
と

い
う

こ
と

に
な

れ
ば

、
こ

れ
は

（
吹

田
市

の
）

地
域

防
災

計
画

、
危

機
管

理
室

が
定

め
ら

れ
て

お
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
市

の
敷

地
で

、
所

有
地

で
ま

ず
は

つ
く

っ
て

い
く

と
い

う
こ

と
が

大
前

提
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
万

博
記

念
公

園
自

体
は

、
御

承
知

の
と

お
り

大
阪

府
の

土
地

で
す

の
で

、
そ

こ
に

ま
ず

建
て

に
行

く
と

い
う

よ
う

な
計

画
に

そ
も

そ
も

な
っ

て
い

ま
せ

ん
。

事
業

者
さ

ん
の

お
答

え
は

、
今

も
あ

り
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
事

業
者

が
仮

設
住

宅
を

建
て

る
と

か
、

そ
う

い
う

と
こ

ろ
の

判
断

を
し

て
い

く
も

の
で

は
な

い
、

災
害

が
起

こ
っ

た
際

に
行

政
の

ほ
う

で
し

っ
か

り
仮

設
住

宅
を

ど
こ

に
建

て
て

い
く

か
と

い
う

こ
と

を
検

討
し

て
対

応
し

て
い

く
と

い
う

形
に

な
る

と
思

っ
て

お
り

ま
す

の
で

、
少

し
補

足
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

17
防

災
・

安
全

地
元

の
人

間
は

皆
、

完
全

に
怒

っ
て

い
る

。
今

ま
で

55
年

も
60

年
も

、
そ

ん
な

こ
と

で
全

然
も

め
て

い
な

い
。

こ
ん

な
で

た
ら

め
な

計
画

は
な

い
。

今
も

地
震

が
起

こ
っ

て
い

る
。

防
災

地
区

を
削

っ
て

、
建

て
て

も
ほ

し
く

な
い

ア
リ

ー
ナ

を
造

っ
て

。
ガ

ン
バ

が
あ

あ
や

っ
て

防
災

拠
点

と
し

て
や

っ
て

い
る

金
は

、
吹

田
市

も
大

阪
府

も
一

円
も

出
し

て
お

ら
ず

、
浄

財
を

集
め

て
い

る
の

で
す

。

事
業

計
画

地
周

辺
の

広
域

避
難

地
と

し
て

は
、

万
博

公
園

周
辺

約
25

0h
aが

指
定

さ
れ

て
お

り
、

広
域

避
難

地
と

し
て

十
分

な
面

積
が

確
保

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
防

災
取

組
に

つ
い

て
は

、
吹

田
市

危
機

管
理

室
と

協
議

・
調

整
し

て
お

り
、

高
水

準
項

目
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
「

か
ま

ど
ベ

ン
チ

」
及

び
「

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

」
の

導
入

に
つ

い
て

、
現

在
検

討
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

地
域

と
の

防
災

訓
練

に
つ

い
て

も
、

地
域

連
携

及
び

防
災

機
能

強
化

の
観

点
か

ら
、

今
後

の
検

討
テ

ー
マ

と
し

て
同

室
と

の
協

議
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

ら
の

取
組

に
つ

い
て

は
、

防
災

協
定

の
要

素
と

し
て

協
議

・
調

整
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

1
1
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

18
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

で
き

た
後

の
こ

と
で

気
に

な
っ

た
こ

と
が

何
点

か
あ

り
ま

す
。

ま
ず

、
モ

ノ
レ

ー
ル

。
今

回
は

ア
リ

ー
ナ

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

ガ
ン

バ
さ

ん
も

エ
キ

ス
ポ

シ
テ

ィ
と

か
、

あ
と

自
然

公
園

も
全

部
関

係
あ

る
話

で
す

が
、

こ
れ

が
開

業
し

た
と

き
に

、
休

日
デ

イ
と

い
う

形
で

完
全

輸
送

能
力

5,
00

0人
を

ピ
ー

ク
時

に
し

て
い

ま
す

け
ど

、
こ

れ
は

ち
ょ

っ
と

無
理

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
こ

れ
を

見
た

ら
、

評
価

書
、

分
厚

い
ほ

う
の

83
3ペ

ー
ジ

に
、

ガ
ン

バ
の

試
合

が
終

わ
っ

て
16

時
か

ら
、

こ
れ

は
要

約
に

は
写

っ
て

い
な

い
で

す
け

ど
、

通
過

人
員

が
3,

38
4名

で
、

乗
車

率
67

.7
と

な
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

が
、

実
際

は
か

な
り

限
界

ま
で

来
て

い
て

滞
留

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

で
、

ス
タ

ジ
ア

ム
で

試
合

が
終

わ
っ

て
か

ら
人

一
人

が
モ

ノ
レ

ー
ル

に
乗

る
ま

で
、

ち
ゃ

ん
と

計
算

し
て

い
る

の
か

、
実

際
に

実
験

し
て

い
る

の
か

と
い

う
の

が
1つ

。
そ

れ
と

、
試

合
が

終
わ

っ
た

と
き

、
ア

リ
ー

ナ
で

コ
ン

サ
ー

ト
が

終
わ

っ
た

と
き

に
、

山
田

駅
ま

で
の

コ
ー

ス
を

評
価

書
91

4ペ
ー

ジ
で

、
こ

う
い

う
ル

ー
ト

で
行

き
ま

す
と

あ
り

ま
す

。
こ

れ
は

府
に

も
関

係
あ

る
、

府
の

ほ
う

が
メ

イ
ン

に
な

る
と

思
い

ま
す

が
、

モ
ノ

レ
ー

ル
の

支
柱

と
か

で
絶

対
滞

留
す

る
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

協
会

交
差

点
も

信
号

交
差

の
ま

ま
で

、
そ

れ
を

山
田

駅
ま

で
と

い
う

の
は

交
通

的
に

、
交

通
事

故
と

か
の

観
点

で
非

常
に

理
想

が
低

い
と

思
い

ま
す

。
極

端
な

話
、

協
会

前
交

差
点

を
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
に

す
る

と
か

、
そ

し
て

、
協

会
前

交
差

点
を

右
側

流
入

で
は

な
く

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

で
、

外
周

道
路

の
下

か
ら

左
側

流
入

さ
せ

る
と

か
、

そ
う

い
う

考
え

と
か

は
な

い
の

か
と

い
う

の
が

1
つ

。

ま
ず

、
モ

ノ
レ

ー
ル

に
関

し
て

、
今

日
は

時
間

の
関

係
で

詳
し

い
御

説
明

が
で

き
な

か
っ

た
の

で
す

が
、

モ
ノ

レ
ー

ル
会

社
様

の
ほ

う
か

ら
、

我
々

が
調

査
を

行
っ

た
日

と
、

あ
と

、
そ

れ
以

外
の

1年
間

の
乗

車
の

デ
ー

タ
を

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

な
の

で
、

年
間

の
動

態
は

分
か

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

れ
で

、
千

里
中

央
方

面
か

ら
と

門
真

市
方

面
か

ら
、

こ
の

万
博

記
念

公
園

で
降

り
る

人
と

通
過

す
る

人
員

と
い

う
の

を
全

て
把

握
し

て
、

そ
の

中
で

、
御

存
じ

の
と

お
り

1両
当

た
り

40
0人

と
い

う
定

員
で

す
け

ど
も

、
実

際
12

5％
の

乗
車

率
ま

で
は

通
常

、
鉄

道
の

事
業

者
は

十
分

見
込

め
る

と
。

た
だ

、
そ

う
い

う
大

き
な

イ
ベ

ン
ト

が
あ

っ
た

と
き

は
ど

う
し

て
も

少
し

混
ん

で
し

ま
い

ま
し

て
、

実
態

と
し

て
も

15
0％

弱
ぐ

ら
い

の
乗

車
率

で
輸

送
は

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

そ
う

い
っ

た
全

て
モ

ノ
レ

ー
ル

会
社

さ
ん

と
も

数
字

の
調

整
を

し
た

上
で

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
し

て
い

ま
す

。
た

だ
、

25
,0

00
人

超
の

場
合

は
少

し
足

り
な

い
と

い
う

話
は

し
ま

し
た

け
れ

ど
も

、
通

常
、

ア
リ

ー
ナ

か
ら

の
退

場
と

い
う

の
は

、
最

初
の

30
分

と
か

40
分

ぐ
ら

い
に

一
気

に
は

け
る

と
い

う
の

は
あ

る
の

で
す

が
、

い
ろ

い
ろ

ア
リ

ー
ナ

の
退

場
の

動
態

を
調

べ
て

み
ま

す
と

、
結

構
場

内
に

残
ら

れ
て

、
ア

フ
タ

ー
イ

ベ
ン

ト
を

や
っ

た
り

と
か

、
グ

ッ
ズ

を
買

っ
た

り
と

か
い

う
方

が
い

て
、

大
阪

城
ホ

ー
ル

な
ど

を
見

て
も

最
初

の
1時

間
で

60
％

ぐ
ら

い
、

次
の

40
分

ぐ
ら

い
で

残
り

が
さ

ば
け

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
、

一
気

に
は

け
る

と
い

う
わ

け
で

は
な

い
の

で
、

そ
の

あ
た

り
も

考
慮

し
な

が
ら

、
ま

た
今

回
も

商
業

施
設

と
か

エ
キ

ス
ポ

シ
テ

ィ
さ

ん
が

組
ん

で
、

極
力

、
イ

ベ
ン

ト
が

終
わ

っ
た

後
に

飲
食

店
舗

と
か

に
寄

っ
て

い
た

だ
く

よ
う

な
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
と

か
、

そ
う

い
っ

た
こ

と
も

や
っ

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。
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表
6
.
1
-
1
（

1
2
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

あ
と

、
こ

の
山

田
駅

、
本

当
は

モ
ノ

レ
ー

ル
が

御
堂

筋
線

み
た

い
に

乗
車

人
員

の
輸

送
能

力
が

あ
る

な
ら

、
そ

れ
は

来
ら

れ
る

お
客

さ
ん

も
気

持
ち

よ
く

帰
っ

て
こ

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

が
、

モ
ノ

レ
ー

ル
頼

み
と

い
う

の
は

非
常

に
危

険
と

思
い

ま
す

。
か

つ
、

茨
木

駅
と

か
千

里
丘

駅
と

か
、

一
応

コ
ー

ス
で

評
価

書
案

に
は

書
い

て
い

ま
し

た
が

、
大

体
30

分
40

分
を

超
え

る
と

、
こ

れ
は

本
当

に
空

想
、

何
か

理
由

づ
け

の
デ

ー
タ

に
し

か
感

じ
ら

れ
ま

せ
ん

。
た

だ
、

山
田

駅
に

関
し

て
は

、
ア

リ
ー

ナ
さ

ん
か

ら
す

る
と

20
分

ぐ
ら

い
で

ち
ょ

う
ど

い
い

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

に
関

し
て

は
、

府
も

ぜ
ひ

と
も

協
会

前
か

ら
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
な

ど
を

造
っ

て
、

交
差

点
へ

流
入

し
な

い
道

路
状

態
を

つ
く

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

実
際

、
3年

前
ぐ

ら
い

に
千

里
丘

の
外

周
道

路
、

野
球

場
の

と
こ

ろ
で

、
ジ

ョ
ギ

ン
グ

中
の

方
と

車
の

死
亡

事
故

が
発

生
し

て
い

ま
す

。
一

番
の

対
策

は
、

や
は

り
人

と
車

が
接

し
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

あ
と

も
う

1点
。

マ
ン

シ
ョ

ン
の

住
民

に
外

周
道

路
を

通
ら

せ
な

い
よ

う
な

工
夫

を
考

え
る

気
は

あ
り

ま
せ

ん
か

。
例

え
ば

、
樫

切
山

北
交

差
点

か
ら

も
オ

ー
バ

ー
パ

ス
を

造
っ

て
、

マ
ン

シ
ョ

ン
の

ほ
う

に
行

か
せ

る
な

ど
。

は
っ

き
り

言
っ

て
今

の
ま

ま
で

は
、

こ
れ

だ
け

輸
送

能
力

が
な

い
の

に
ア

ジ
ア

に
誇

れ
る

と
い

う
の

は
、

府
と

か
も

ち
ょ

っ
と

甘
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

長
居

公
園

を
見

た
ら

、
御

堂
筋

線
は

10
両

編
成

で
1,

40
0人

ぐ
ら

い
入

る
と

。
モ

ノ
レ

ー
ル

は
定

員
が

40
0人

で
す

。
だ

か
ら

、
事

業
者

さ
ん

は
つ

く
る

の
は

当
然

と
思

い
ま

す
。

た
だ

、
後

の
こ

と
を

考
え

る
と

客
も

し
ん

ど
い

し
、

そ
こ

ら
辺

は
も

っ
と

府
も

市
も

志
を

持
っ

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

に
つ

い
て

お
願

い
し

ま
す

。

あ
と

、
阪

急
山

田
駅

へ
の

退
場

に
関

し
て

は
、

ま
ず

、
千

里
丘

と
か

茨
木

駅
に

つ
い

て
は

お
っ

し
ゃ

る
と

お
り

で
ご

ざ
い

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
3k

m
以

上
、

3k
m
か

ら
4k

m
離

れ
た

と

こ
ろ

で
40

、
50

分
の

時
間

が
か

か
り

ま
す

。
ス

タ
ジ

ア
ム

か
ら

茨
木

駅
へ

徒
歩

で
駅

ま
で

行
く

と
い

う
の

は
か

な
り

の
割

合
で

あ
る

と
い

う
ふ

う
に

聞
い

て
い

ま
す

が
、

お
っ

し
ゃ

る
と

お
り

、
阪

急
山

田
駅

が
ア

リ
ー

ナ
に

と
っ

て
は

モ
ノ

レ
ー

ル
を

補
完

す
る

交
通

機
関

と
い

う
こ

と
で

、
モ

ノ
レ

ー
ル

に
極

力
集

中
し

な
い

よ
う

に
考

え
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

1k
m
強

で
約

16
分

の
徒

歩
に

な
り

ま
す

。
で

す
か

ら
、

こ
れ

は
十

分
代

替
の

輸
送

と
し

て
は

可
能

性
が

あ
る

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
こ

へ
の

動
線

に
関

し
て

は
、

今
、

信
号

を
渡

ら
な

い
と

い
け

な
い

と
か

そ
う

い
っ

た
課

題
が

あ
る

と
こ

ろ
に

対
し

て
は

、
極

力
信

号
の

な
い

と
こ

ろ
で

、
敷

地
側

の
ほ

う
で

、
ま

ず
外

周
道

路
の

内
側

の
歩

道
で

行
け

る
と

こ
ろ

ま
で

行
っ

て
、

あ
る

程
度

距
離

が
離

れ
て

く
る

と
、

歩
行

者
の

群
集

と
い

う
の

が
、

ば
ら

つ
き

が
だ

ん
だ

ん
出

て
き

ま
す

。
そ

し
て

、
中

央
駐

車
場

に
入

っ
て

い
く

交
差

点
の

辺
り

と
か

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
で

信
号

を
渡

ら
せ

て
い

く
。

本
当

に
混

ん
で

い
る

と
き

は
、

人
的

な
誘

導
も

ポ
イ

ン
ト

で
や

っ
て

い
く

こ
と

に
な

ろ
う

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

で
す

の
で

、
そ

の
あ

た
り

も
含

め
て

、
幅

員
で

ち
ゃ

ん
と

歩
行

者
流

動
が

さ
ば

け
る

か
と

い
う

こ
と

に
つ

い
て

も
、

今
日

、
御

説
明

は
で

き
な

か
っ

た
の

で
す

が
、

サ
ー

ビ
ス

水
準

で
A
ラ

ン
ク

、
B
ラ

ン
ク

ぐ
ら

い
で

大
丈

夫
だ

と
い

う
こ

と
は

確
認

し
て

お
り

ま
す

。
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

の
駐

車
場

へ
の

ル
ー

ト
に

つ
き

ま
し

て
は

、
現

在
、

外
周

道
路

に
接

道
し

て
い

る
と

い
う

と
こ

ろ
で

、
外

周
側

か
ら

の
入

庫
が

前
提

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
も

と
も

と
展

示
場

の
駐

車
場

の
、

既
存

の
切

下
げ

を
利

用
す

る
形

で
の

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

安
全

対
策

と
し

て
は

、
今

後
、

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

等
を

含
め

て
、

出
入

口
の

視
野

を
し

っ
か

り
と

検
討

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

1
3
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

19
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

交
通

量
調

査
、

今
日

も
樫

切
山

北
は

あ
る

程
度

の
対

策
も

さ
れ

て
、

そ
れ

ほ
ど

混
雑

は
な

い
と

い
う

ふ
う

な
こ

と
を

言
わ

れ
て

い
ま

し
た

け
ど

、
私

が
住

ん
で

い
る

前
、

ガ
ン

バ
の

試
合

が
あ

っ
た

と
き

は
歩

行
者

も
千

里
丘

の
ほ

う
へ

、
駅

の
ほ

う
へ

行
く

の
に

大
混

雑
で

す
。

ふ
だ

ん
の

土
曜

日
、

日
曜

日
も

夕
方

な
ん

か
は

、
あ

お
ば

通
り

は
め

ち
ゃ

く
ち

ゃ
混

ん
で

い
ま

す
。

土
曜

日
、

日
曜

日
が

今
で

も
そ

う
い

う
状

態
な

の
に

、
樫

切
山

北
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

け
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
そ

こ
へ

流
れ

て
く

る
量

も
す

ご
く

増
え

て
く

る
と

思
い

ま
す

。
前

に
お

願
い

し
た

の
は

、
50

ペ
ー

ジ
、

交
通

量
調

査
が

万
博

外
周

道
路

だ
け

し
か

な
い

の
で

、
そ

れ
以

外
の

樫
切

山
か

ら
マ

ッ
ク

ス
バ

リ
ュ

に
行

く
と

こ
ろ

の
道

、
こ

こ
の

調
査

は
し

な
い

の
で

す
か

と
、

し
て

く
だ

さ
い

と
い

う
お

願
い

を
し

ま
し

た
け

ど
も

、
全

く
さ

れ
て

い
な

い
の

で
、

我
々

が
こ

こ
で

意
見

を
言

っ
て

も
全

く
反

映
が

さ
れ

な
い

と
い

う
よ

う
な

感
じ

が
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
は

ど
う

な
っ

た
の

か
。

樫
切

山
北

交
差

点
が

混
ん

で
い

な
い

と
い

う
ふ

う
に

は
我

々
も

全
く

思
っ

て
い

ま
せ

ん
。

現
状

で
も

か
な

り
渋

滞
が

発
生

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
は

、
理

解
し

て
い

ま
す

。
少

し
説

明
不

足
で

し
た

が
、

今
回

の
開

発
に

よ
る

増
加

率
が

少
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
い

う
こ

と
が

1点
と

、
D
－

2案
と

い
う

対
策

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

樫
切

山
北

交
差

点
の

渋
滞

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
し

て
、

北
側

の
車

線
の

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

が
一

番
大

き
い

と
分

析
で

き
ま

し
た

の
で

、
そ

れ
を

追
加

提
案

と
い

う
こ

と
で

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
調

査
地

点
に

関
し

て
は

、
例

え
ば

千
里

丘
の

あ
お

ば
通

り
と

か
、

そ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

を
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

が
、

こ
ち

ら
は

、
今

回
の

施
設

と
い

う
の

が
関

西
圏

か
ら

の
広

域
の

集
客

施
設

と
い

う
こ

と
で

、
主

要
な

入
退

場
の

経
路

と
し

て
は

ほ
と

ん
ど

考
え

て
い

ま
せ

ん
。

そ
の

中
で

直
接

的
な

影
響

は
少

な
い

と
い

う
こ

と
で

、
交

通
部

会
の

一
番

初
め

の
調

査
計

画
、

調
査

地
点

や
、

調
査

の
方

法
に

つ
い

て
専

門
的

な
御

審
議

を
専

門
の

先
生

に
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

が
、

調
査

の
内

容
に

つ
い

て
は

妥
当

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で
御

了
解

い
た

だ
い

た
の

で
、

そ
の

ま
ま

進
め

て
い

る
と

い
う

状
況

で
ご

ざ
い

ま
す

。
た

だ
、

そ
こ

の
主

要
な

経
路

に
対

し
て

影
響

が
少

な
い

か
ら

責
任

が
な

い
と

い
う

ふ
う

に
申

し
上

げ
て

い
る

わ
け

で
は

な
く

、
地

域
に

と
っ

て
一

番
交

通
渋

滞
が

激
し

い
と

こ
ろ

で
あ

る
か

と
思

い
ま

す
の

で
、

今
回

の
開

発
と

は
少

し
関

連
性

は
低

い
の

で
す

が
、

D
－

2
案

と
い

う
、

そ
こ

の
渋

滞
を

大
幅

に
解

消
で

き
る

案
が

あ
る

と
い

う
と

こ
ろ

で
御

提
案

は
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
次

第
で

ご
ざ

い
ま

す
。

20
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

確
認

で
す

が
、

交
通

対
策

の
A
案

、
B
案

、
C
案

は
そ

れ
ぞ

れ
独

立
、

ど
れ

か
を

取
る

と
い

う
わ

け
で

は
な

く
、

こ
れ

は
複

合
さ

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

認
識

し
て

い
い

の
で

し
ょ

う
か

。

お
っ

し
ゃ

っ
た

と
お

り
、

ま
ず

A
案

の
対

策
を

し
た

結
果

を
見

て
、

B
案

を
加

え
て

、
C
案

を
し

て
、

と
い

う
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
追

加
し

て
、

A
、

B
、

C
全

て
対

策
し

た
場

合
が

さ
っ

き
御

覧
い

た
だ

い
た

グ
ラ

フ
に

な
っ

て
い

ま
す

。

21
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

そ
れ

は
時

間
差

で
対

策
を

立
て

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
す

か
。

そ
れ

と
も

、
同

時
に

こ
の

3策
を

や
っ

て
い

く
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

か
。

こ
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
対

策
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

し
た

。
そ

の
中

で
、

例
え

ば
入

場
時

に
つ

い
て

は
B
案

ま
で

、
A
案

、
B
案

を
す

れ
ば

大
き

く
改

善
す

る
と

い
う

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

退
場

時
に

関
し

て
は

、
A
案

、
B
案

と
C
－

2案
と

い
う

と
こ

ろ
ま

で
や

れ
ば

、
効

果
が

出
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
こ

れ
ら

の
対

策
に

つ
い

て
は

全
て

ハ
ー

ド
の

対
策

に
な

り
ま

す
の

で
、

開
業

ま
で

に
実

現
を

す
る

と
い

う
こ

と
で

目
指

し
て

ま
い

り
ま

す
。
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表
6
.
1
-
1
（

1
4
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

22
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

別
で

D
－

2案
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

よ
ね

。
樫

切
山

北
か

ら
万

博
の

外
周

道
路

に
入

る

と
こ

ろ
を

、
い

わ
ゆ

る
2車

線
に

拡
幅

す
る

と
い

う
。

こ
れ

は
、

考
え

て
い

る
と

思
い

ま
す

が
、

要
は

2車
線

に
し

て
今

度
、

万
博

の
外

周
道

路
に

合
流

す
る

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
そ

の
合

流
の

と
こ

ろ
で

滞
留

す
る

と
い

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
の

で
、

そ
こ

だ
け

渋
滞

の
緩

和
策

を
取

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

D
-2
案

は
、

本
事

業
が

及
ぼ

す
交

通
影

響
に

対
す

る
対

策
で

は
な

く
、

現
状

の
樫

切
山

北

交
差

点
の

渋
滞

発
生

の
原

因
が

、
外

周
道

路
へ

と
至

る
南

北
の

道
路

が
1車

線
に

絞
ら

れ
た

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

構
造

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
交

通
渋

滞
を

解
消

す
る

「
更

な
る

交
通

対
策

案
」

と
し

て
検

討
し

て
お

り
ま

す
。

今
後

、
関

係
者

と
の

協
議

を
踏

ま
え

、
そ

の
実

現
の

可
否

等
を

検
討

し
て

い
く

予
定

で
す

。
な

お
、

D
-1
案

（
信

号
交

差
点

の
新

設
）

と
D

-2
案

を
組

み
合

わ
せ

た
交

通
流

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
円

滑
に

交
通

が
流

れ
る

と
い

う
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

。

23
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

2番
目

で
す

が
、

こ
れ

は
一

応
、

北
山

田
の

連
合

会
と

し
て

お
尋

ね
し

た
い

の
で

す
け

れ

ど
、

主
要

鉄
道

駅
で

す
。

阪
急

山
田

駅
あ

る
い

は
JR

の
茨

木
、

千
里

丘
駅

へ
の

積
極

的
な

誘
導

を
図

る
計

画
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

阪
急

山
田

駅
へ

の
経

路
に

つ
い

て
は

、
サ

ー
ビ

ス
水

準
を

ク
リ

ア
す

る
必

要
が

あ
り

、
幅

員
の

確
保

、
分

か
り

や
す

い
サ

イ
ン

誘
導

等
の

検
討

を
道

路
管

理
者

と
協

議
を

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
と

あ
り

ま
す

。
こ

の
協

議
の

進
捗

状
況

と
い

う
の

は
今

ど
の

辺
ま

で
い

っ
て

い
る

の
か

、
も

し
お

答
え

い
た

だ
け

れ
ば

あ
り

が
た

い
と

い
う

こ
と

で
す

。

阪
急

山
田

駅
へ

の
ル

ー
ト

に
関

し
ま

し
て

は
、

こ
ち

ら
は

モ
ノ

レ
ー

ル
の

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

ー
を

補
完

す
る

と
い

う
意

味
で

も
非

常
に

重
要

だ
と

思
っ

て
い

ま
し

て
、

大
体

1.
1k

m
で

16
分

ぐ
ら

い
の

歩
行

距
離

に
な

り
ま

す
が

、
ス

タ
ジ

ア
ム

か
ら

JR
茨

木
駅

に
歩

い
て

い
る

人
が

多
い

と
い

う
実

績
か

ら
見

て
も

、
阪

急
山

田
と

い
う

の
は

や
は

り
積

極
的

に
誘

導
で

き
る

交
通

手
段

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
現

在
、

茨
木

土
木

さ
ん

と
協

議
は

重
ね

て
お

り
ま

し
て

、
歩

行
者

を
阪

急
山

田
駅

へ
誘

導
す

る
た

め
の

、
歩

行
者

が
歩

き
や

す
い

よ
う

に
、

照
明

で
あ

っ
た

り
サ

イ
ン

で
あ

っ
た

り
、

歩
き

や
す

い
環

境
を

つ
く

っ
て

い
く

と
い

う
と

こ
ろ

と
、

一
方

で
住

宅
地

に
は

入
ら

な
い

よ
う

に
サ

イ
ン

等
で

し
っ

か
り

制
御

を
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

し
て

、
現

在
協

議
中

で
ご

ざ
い

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

1
5
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

24
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

交
通

調
査

で
す

が
、

24
ペ

ー
ジ

に
あ

り
ま

す
交

通
調

査
で

、
平

日
に

24
時

間
、

通
常

休
日

で
24

時
間

、
桜

ま
つ

り
が

8時
か

ら
22

時
の

14
時

間
、

そ
れ

か
ら

ガ
ン

バ
の

試
合

が
あ

る

日
が

12
時

か
ら

21
時

で
9時

間
、

こ
の

数
字

で
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
っ

て
で

き
る

の
で

す

か
と

い
う

の
が

1つ
で

す
。

交
通

混
雑

・
安

全
に

つ
い

て
は

、
外

周
道

路
、

ま
た

そ
の

周
辺

地
区

、
周

辺
道

路
が

主
で

は
あ

り
ま

す
け

れ
ど

、
1つ

、
や

は
り

私
ど

も
の

住
ん

で
い

る
と

こ
ろ

、
5月

と
6月

に
複

数
回

、
今

、
皆

様
、

北
山

田
の

人
は

分
か

る
か

と
思

い
ま

す
け

れ
ど

、
ロ

ー
レ

ル
ハ

イ
ツ

と
い

う
マ

ン
シ

ョ
ン

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

こ
か

ら
一

本
道

、
山

田
高

校
の

ほ
う

へ
抜

け
る

道
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
か

ら
、

そ
の

上
で

協
会

前
の

信
号

ま
で

、
長

時
間

、
渋

滞
が

発
生

し
て

い
ま

す
。

そ
の

中
で

私
が

耳
に

し
て

い
る

の
は

、
歩

行
者

と
の

接
触

も
あ

っ
た

と
い

う
こ

と
で

す
。

当
然

な
が

ら
万

博
外

周
が

メ
イ

ン
に

な
る

の
は

分
か

り
ま

す
け

れ
ど

、
事

業
者

の
方

に
対

し
て

は
、

地
域

の
中

へ
入

っ
て

く
る

車
に

対
し

て
も

十
二

分
な

考
え

を
持

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
メ

ー
ル

が
入

っ
て

き
て

、
何

と
か

し
て

く
れ

と
、

子
供

も
遊

べ
な

い
、

通
れ

な
い

と
い

う
状

況
で

入
っ

て
き

て
い

ま
す

。
だ

か
ら

、
一

度
、

な
か

な
か

見
て

く
れ

と
言

わ
れ

て
も

、
そ

の
辺

に
当

た
る

か
ど

う
か

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

も
し

歩
い

た
こ

と
が

な
い

の
で

し
た

ら
、

一
度

歩
い

て
み

て
い

た
だ

く
だ

け
で

も
結

構
か

と
思

い
ま

す
。

本
当

に
地

域
内

に
車

が
入

る
と

、
地

域
の

住
民

は
歩

け
な

い
で

す
。

1日
歩

け
な

い
、

半
日

は
確

実
に

歩
け

な
い

で
す

。
家

に
帰

れ
な

い
で

す
。

今
、

数
字

で
外

周
が

ど
う

の
こ

う
の

と
言

わ
れ

ま
し

た
け

れ
ど

、
地

域
内

も
十

二
分

に
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。

数
字

で
見

る
の

と
、

数
字

で
こ

れ
だ

け
減

り
ま

し
た

と
い

う
の

と
体

感
で

感
じ

る
の

は
全

く
違

い
ま

す
か

ら
。

数
字

し
か

表
す

こ
と

は
で

き
な

い
と

思
い

ま
す

け
れ

ど
、

そ
の

辺
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

交
通

量
調

査
に

つ
い

て
、

御
指

摘
い

た
だ

き
ま

し
た

と
お

り
、

イ
ベ

ン
ト

が
あ

る
日

に
つ

い
て

は
24

時
間

調
査

を
や

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

今
回

、
交

通
混

雑
と

か
交

通
の

騒
音

と
い

う
と

こ
ろ

で
、

交
通

量
が

一
番

大
き

い
時

間
帯

を
ピ

ー
ク

と
見

て
い

ま
し

て
、

現
況

交
通

量
の

ピ
ー

ク
に

開
発

交
通

量
の

ピ
ー

ク
を

足
し

て
、

ピ
ー

ク
・

オ
ン

・
ピ

ー
ク

と
い

い
ま

す
が

、
一

番
厳

し
い

時
間

帯
で

の
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

チ
ェ

ッ
ク

を
や

っ
て

お
り

ま
す

。
そ

れ
が

結
果

と
し

て
、

交
通

に
関

し
て

は
、

ア
リ

ー
ナ

の
入

場
時

間
が

14
時

台
に

入
っ

た
場

合
、

退
場

時
間

が
18

時
台

に
入

っ
た

場
合

で
、

そ
の

時
間

帯
を

中
心

に
2時

間
程

度
の

細
か

い
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

、
御

覧
い

た
だ

い
た

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
や

り
ま

し
て

進
め

て
お

り
ま

す
。

で
す

の
で

、
桜

ま
つ

り
や

試
合

日
に

つ
い

て
は

、
深

夜
・

早
朝

に
つ

い
て

は
特

に
ア

リ
ー

ナ
の

イ
ベ

ン
ト

の
集

客
は

な
い

と
い

う
こ

と
で

、
今

回
除

外
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

車
に

関
し

て
、

特
に

御
指

摘
い

た
だ

い
て

い
ま

し
た

南
側

の
生

活
道

路
に

入
ら

な
い

よ
う

に
と

い
う

と
こ

ろ
で

、
先

ほ
ど

御
説

明
し

ま
し

た
と

お
り

、
今

警
察

と
協

議
を

し
て

い
ま

す
。

多
分

南
か

ら
入

っ
て

く
る

と
い

う
の

は
非

常
に

分
か

り
に

く
く

、
そ

う
い

う
車

は
な

か
な

か
数

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
。

一
方

で
、

今
回

、
協

会
前

交
差

点
か

ら
出

て
い

く
車

が
た

く
さ

ん
出

て
く

る
と

い
う

と
き

に
、

直
進

で
、

入
り

口
が

少
し

広
い

も
の

で
す

か
ら

、
入

っ
て

い
っ

て
、

中
で

何
か

詰
ま

っ
て

し
ま

っ
た

り
、

生
活

道
路

の
中

に
入

っ
て

し
ま

っ
た

り
と

い
う

こ
と

は
十

分
考

え
ら

れ
ま

す
の

で
、

特
に

退
場

時
が

問
題

で
は

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
警

察
と

も
協

議
を

し
て

お
り

ま
し

て
、

一
方

通
行

に
す

る
案

と
か

、
方

向
も

指
定

す
る

よ
う

な
交

通
規

制
を

す
る

案
と

か
、

い
ろ

い
ろ

案
を

考
え

て
検

討
し

て
き

ま
し

た
。

そ
う

す
る

と
そ

の
中

に
お

住
ま

い
の

方
々

も
不

便
に

な
る

と
い

う
こ

と
で

、
ま

ず
は

そ
の

出
入

口
の

と
こ

ろ
で

人
と

看
板

に
よ

っ
て

真
っ

す
ぐ

行
か

な
い

よ
う

に
誘

導
を

図
っ

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

で
さ

ら
に

問
題

が
出

る
場

合
は

、
警

察
さ

ん
と

も
お

話
は

し
て

お
り

ま
す

が
、

交
通

規
制

を
か

け
る

こ
と

も
含

め
て

善
後

策
を

協
議

し
て

い
き

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

1
6
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

25
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

何
点

か
、

一
住

民
と

し
て

聞
い

て
い

た
だ

き
た

い
こ

と
と

質
問

が
あ

り
ま

す
。

先
ほ

ど
連

合
会

長
さ

ん
の

ほ
う

か
ら

言
わ

れ
ま

し
た

が
、

私
た

ち
の

マ
ン

シ
ョ

ン
は

外
周

か
ら

少
し

、
樫

切
山

北
の

交
差

点
か

ら
真

っ
す

ぐ
北

に
上

が
っ

て
外

周
に

合
流

す
る

、
そ

の
途

中
に

あ
る

マ
ン

シ
ョ

ン
な

の
で

す
。

確
か

に
事

業
者

の
方

が
言

わ
れ

た
よ

う
に

、
あ

の
道

路
は

混
み

ま
す

。
た

だ
、

そ
こ

の
外

周
だ

け
じ

ゃ
な

く
て

、
本

当
に

私
た

ち
の

生
活

道
路

が
す

ご
く

渋
滞

す
る

の
で

す
。

そ
れ

が
特

異
日

だ
け

で
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
既

に
ガ

ン
バ

の
と

き
、

そ
れ

か
ら

も
う

1つ
大

き
い

の
が

万
博

公
園

の
イ

ベ
ン

ト
、

そ
の

と
き

が
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
重

な
り

ま
す

。
ガ

ン
バ

は
し

ょ
っ

ち
ゅ

う
ゲ

ー
ム

が
あ

り
ま

す
の

で
。

そ
の

と
き

の
混

み
方

が
、

連
合

会
長

さ
ん

の
お

宅
が

ち
ょ

う
ど

そ
の

山
田

駅
の

ほ
う

に
抜

け
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
あ

の
道

が
今

度
ず

っ
と

北
千

里
の

ほ
う

ま
で

混
み

ま
す

。
南

は
産

業
道

路
ま

で
混

み
ま

す
。

摂
津

の
ほ

う
で

す
。

ぜ
ひ

、
私

も
お

願
い

し
た

い
の

は
、

そ
の

辺
り

の
混

雑
を

ぜ
ひ

重
視

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
と

い
い

ま
す

の
は

、
そ

こ
は

生
活

道
路

、
並

び
に

救
急

車
、

緊
急

車
両

が
通

り
ま

す
。

そ
し

て
、

外
周

の
周

り
に

は
介

護
施

設
が

結
構

あ
り

ま
す

。
介

護
施

設
の

方
か

ら
聞

い
た

の
で

す
が

、
混

む
の

が
予

想
さ

れ
る

日
は

、
介

護
施

設
の

ほ
う

で
予

定
さ

れ
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

を
停

止
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

が
あ

る
と

い
う

こ
と

を
聞

い
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
は

介
護

し
て

も
ら

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
人

か
ら

し
て

み
る

と
、

1日
の

介
護

ぐ
ら

い
い

い
で

は
な

い
の

で
す

。
だ

か
ら

、
そ

う
い

う
本

当
に

生
活

に
密

着
し

て
い

る
と

こ
ろ

を
、

今
言

わ
れ

ま
し

た
よ

う
に

地
域

の
方

と
連

携
と

い
う

か
ら

に
は

、
ぜ

ひ
こ

の
地

域
の

特
性

を
理

解
し

て
い

た
だ

い
て

、
そ

の
あ

た
り

の
調

査
を

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

ま
ず

、
今

回
の

調
査

を
し

た
地

点
以

外
の

生
活

道
路

と
か

、
例

え
ば

千
里

丘
あ

お
ば

通
り

と
か

、
旧

中
央

環
状

の
と

こ
ろ

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
で

渋
滞

が
起

こ
っ

て
い

る
と

い
う

状
況

は
私

ど
も

も
認

識
は

し
て

お
り

ま
す

。
今

回
、

施
設

の
特

性
か

ら
、

広
域

か
ら

の
集

客
に

つ
い

て
は

、
基

本
的

に
こ

う
い

っ
た

道
路

は
主

た
る

入
退

場
の

経
路

と
し

て
は

設
定

し
な

い
と

い
う

こ
と

で
、

そ
の

誘
導

案
内

も
徹

底
し

て
ま

い
り

た
い

と
思

い
ま

す
。

こ
れ

は
ス

タ
ン

ス
の

話
で

、
実

際
に

そ
の

と
お

り
に

な
ら

な
い

車
も

出
る

と
い

う
こ

と
は

理
解

し
て

お
り

ま
す

。
今

あ
る

渋
滞

と
い

う
の

が
、

や
は

り
今

回
の

事
業

単
体

で
解

決
で

き
る

よ
う

な
話

で
は

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
し

て
、

か
と

い
っ

て
責

任
が

な
い

と
い

う
わ

け
で

は
な

く
て

、
今

回
の

事
業

を
き

っ
か

け
に

公
園

全
体

で
車

を
減

ら
す

と
い

う
よ

う
な

、
そ

う
い

っ
た

取
組

が
大

事
で

は
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

、
今

回
の

会
議

体
の

運
営

を
御

提
案

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
で

す
。

私
が

知
る

限
り

、
今

現
状

、
そ

う
い

っ
た

公
園

の
中

で
交

通
に

関
し

て
連

携
す

る
会

議
体

と
い

う
の

は
な

い
か

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
で

す
の

で
、

こ
の

会
議

体
を

つ
く

っ
て

、
ど

こ
ま

で
周

辺
の

連
携

が
で

き
る

か
、

大
規

模
の

事
業

者
様

に
は

既
に

御
相

談
し

て
お

り
ま

す
の

で
御

参
加

い
た

だ
け

る
の

で
す

が
、

例
え

ば
生

活
道

路
の

中
の

10
台

ぐ
ら

い
の

駐
車

場
ま

で
は

な
か

な
か

実
際

は
難

し
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
の

で
、

で
き

る
話

と
で

き
な

い
話

と
い

う
の

は
、

正
直

ご
ざ

い
ま

す
。

で
す

の
で

、
そ

の
あ

た
り

は
御

理
解

い
た

だ
い

て
、

で
き

る
こ

と
は

こ
の

協
議

体
を

通
じ

て
、

ま
た

、
本

事
業

者
単

体
と

し
て

も
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
い

う
ふ

う
に

考
え

て
ご

ざ
い

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

1
7
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

26
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

も
う

一
度

交
通

調
査

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

の
は

、
こ

の
交

通
対

策
の

予
測

と
評

価
の

と
こ

ろ
の

1ペ
ー

ジ
、

2ペ
ー

ジ
。

一
番

初
め

に
、

地
区

の
現

況
交

通
分

析
の

と
こ

ろ
で

、
桜

ま
つ

り
、

吹
田

ス
タ

ジ
ア

ム
、

こ
う

書
い

て
あ

り
ま

す
。

こ
の

日
付

を
見

ま
し

た
ら

、
20

23
年

の
3月

、
4月

、
9月

で
す

。
20

23
年

と
い

い
ま

す
と

、
事

業
者

の
方

が
御

存
じ

か
ど

う
か

分
か

ら
な

い
で

す
が

、
そ

の
後

、
樫

切
山

北
交

差
点

の
東

側
に

大
き

な
ス

ー
パ

ー
が

で
き

て
お

り
ま

す
。

そ
れ

の
た

め
に

、
外

周
に

行
く

道
路

だ
け

で
は

な
く

て
、

東
西

、
伊

射
奈

岐
神

社
か

ら
東

の
ほ

う
に

行
く

前
の

道
路

も
す

ご
く

混
ん

で
お

り
ま

す
。

バ
ス

が
動

き
ま

せ
ん

。
だ

か
ら

、
も

う
一

度
。

こ
れ

は
昔

に
な

る
の

で
す

、
私

た
ち

に
し

て
み

た
ら

。
昔

で
は

な
く

、
今

の
状

況
を

知
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

こ
と

と
、

そ
れ

か
ら

、
先

ほ
ど

最
後

の
ほ

う
で

言
わ

れ
ま

し
た

の
が

、
退

場
時

に
協

会
前

か
ら

外
周

に
抜

け
な

い
で

真
っ

す
ぐ

、
要

す
る

に
山

田
高

校
の

ほ
う

に
抜

け
る

、
旧

村
の

ほ
う

に
入

る
道

路
は

警
察

等
で

止
め

る
と

い
う

ふ
う

に
言

わ
れ

ま
し

た
。

そ
れ

も
も

ち
ろ

ん
大

事
だ

と
思

い
ま

す
が

、
あ

の
村

の
中

の
駐

車
場

が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

小
さ

な
駐

車
場

が
た

く
さ

ん
あ

っ
て

、
既

に
朝

6時
、

7時
か

ら
そ

こ
に

車
が

入
っ

て
い

ま
す

。
他

府
県

の
車

も
。

そ
の

車
が

、
入

る
と

き
は

自
分

た
ち

の
ペ

ー
ス

で
入

る
の

で
す

が
、

出
て

い
く

と
き

に
、

一
斉

に
あ

そ
こ

か
ら

出
よ

う
と

し
た

ら
中

で
困

っ
て

い
る

の
で

す
、

道
路

が
細

過
ぎ

て
。

何
回

か
、

「
こ

れ
、

真
っ

す
ぐ

行
っ

て
出

ら
れ

ま
す

か
」

と
聞

か
れ

ま
し

た
。

「
対

向
車

が
来

な
か

っ
た

ら
出

ら
れ

ま
す

よ
」

と
言

う
の

で
す

。
「

来
た

ら
ど

う
す

る
の

で
す

か
」

「
さ

あ
、

そ
れ

は
あ

な
た

の
技

術
で

す
」

と
私

は
言

う
の

で
す

が
、

本
当

に
こ

れ
は

笑
い

話
じ

ゃ
な

く
て

、
あ

る
の

で
す

。
そ

こ
の

と
こ

ろ
、

運
転

手
も

困
り

ま
す

の
で

、
退

場
時

に
警

察
官

が
止

め
る

だ
け

じ
ゃ

な
く

て
、

そ
の

中
の

そ
れ

を
止

め
る

、
パ

ー
キ

ン
グ

を
止

め
る

と
い

う
こ

と
も

考
え

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

調
査

の
時

点
が

古
い

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
も

、
お

っ
し

ゃ
る

と
こ

ろ
は

確
か

に
そ

の
と

お
り

だ
と

思
い

ま
す

が
、

一
般

的
に

予
測

評
価

と
い

う
の

は
、

2年
、

3年
ぐ

ら
い

前
の

デ
ー

タ
で

あ
れ

ば
十

分
そ

れ
は

評
価

の
デ

ー
タ

と
し

て
、

現
況

調
査

の
デ

ー
タ

と
し

て
は

使
え

る
と

い
う

と
こ

ろ
が

あ
っ

て
、

調
査

し
た

後
に

で
き

て
く

る
施

設
と

い
う

分
に

つ
い

て
は

、
な

か
な

か
フ

ォ
ロ

ー
し

づ
ら

い
。

こ
れ

か
ら

例
え

ば
コ

ス
ト

コ
が

箕
面

に
で

き
る

と
か

、
そ

う
い

っ
た

世
の

中
の

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

交
通

の
変

化
と

い
う

の
は

常
に

起
こ

っ
て

ま
い

り
ま

す
の

で
、

そ
れ

を
全

て
机

上
の

計
算

で
予

測
評

価
す

る
と

い
う

よ
り

は
、

開
業

時
に

そ
う

い
っ

た
渋

滞
の

問
題

、
対

策
を

打
っ

て
も

出
る

問
題

と
い

う
の

は
ず

っ
と

つ
い

て
回

る
と

思
い

ま
す

の
で

、
そ

う
い

っ
た

と
き

に
、

今
回

立
ち

上
げ

る
会

議
体

の
中

で
柔

軟
に

解
決

を
図

っ
て

い
く

と
い

う
と

こ
ろ

が
重

要
で

は
な

い
か

と
い

う
と

こ
ろ

で
、

今
回

御
提

案
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
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表
6
.
1
-
1
（

1
8
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

27
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

こ
れ

は
嫌

味
な

質
問

に
な

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

こ
の

環
境

審
査

会
、

今
ま

で
8回

ぐ
ら

い
あ

り
ま

し
た

が
、

そ
れ

を
全

部
傍

聴
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

意
見

を
言

え
な

い
で

聞
い

て
い

ま
し

た
け

れ
ど

、
そ

の
中

で
最

後
の

ほ
う

に
、

あ
の

村
の

中
に

車
を

入
れ

な
い

よ
う

に
と

い
う

意
見

が
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

先
生

か
ら

出
た

と
き

に
、

グ
ー

グ
ル

に
問

い
合

わ
せ

て
み

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

し
た

。
私

は
そ

れ
を

聞
い

た
と

き
に

絶
対

無
理

と
思

っ
た

の
で

す
が

、
問

い
合

わ
さ

れ
た

か
ど

う
か

、
そ

し
て

、
そ

の
返

事
が

ど
う

な
っ

た
か

、
事

業
者

の
方

に
聞

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
最

後
に

、
ぜ

ひ
村

の
中

、
村

の
中

と
言

っ
た

ら
失

礼
で

す
け

ど
、

私
た

ち
の

生
活

道
路

も
よ

く
見

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

グ
ー

グ
ル

は
ま

だ
問

合
せ

は
で

き
て

お
り

ま
せ

ん
。

こ
れ

は
駐

車
場

の
案

内
と

い
う

よ
り

は
、

誘
導

経
路

と
か

い
ろ

ん
な

面
で

グ
ー

グ
ル

に
で

き
る

か
ど

う
か

と
い

う
の

は
確

認
を

こ
れ

か
ら

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
け

れ
ど

も
、

ど
こ

か
の

場
で

御
報

告
を

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
確

か
に

審
査

会
の

中
で

、
誤

進
入

と
い

い
ま

す
か

、
進

入
防

止
対

策
と

し
て

、
そ

う
い

っ
た

対
策

と
い

う
の

は
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
、

お
話

し
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

実
際

、
グ

ー
グ

ル
に

は
直

接
ア

プ
ロ

ー
チ

は
ま

だ
で

き
て

い
ま

せ
ん

が
、

グ
ー

グ
ル

と
申

し
ま

し
た

の
は

、
い

わ
ゆ

る
ナ

ビ
を

周
辺

の
エ

リ
ア

に
入

れ
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
が

ア
プ

ロ
ー

チ
で

き
る

か
と

い
う

こ
と

で
お

話
し

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
こ

れ
は

警
察

さ
ん

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

で
そ

う
発

言
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
の

で
す

が
、

警
察

さ
ん

と
し

て
も

実
績

と
い

い
ま

す
か

、
1つ

の
案

と
し

て
ア

ド
バ

イ
ス

い
た

だ
き

ま
し

て
、

幾
つ

か
調

べ
ま

し
た

ら
、

な
か

な
か

ナ
ビ

を
経

路
と

し
て

取
り

消
す

と
い

う
の

は
難

し
い

と
い

う
こ

と
で

聞
い

て
い

ま
す

。
方

法
論

と
し

て
何

が
あ

る
か

と
い

う
と

こ
ろ

を
並

行
し

て
調

査
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
し

て
、

そ
れ

が
で

き
る

・
で

き
な

い
と

い
う

と
こ

ろ
は

、
我

々
だ

け
で

は
か

な
う

・
か

な
わ

な
い

と
い

う
と

こ
ろ

が
あ

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
先

ほ
ど

申
し

ま
し

た
よ

う
に

継
続

し
て

ア
プ

ロ
ー

チ
方

策
の

と
こ

ろ
は

探
っ

て
い

き
た

い
と

い
う

ふ
う

に
思

っ
て

い
ま

す
。
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表
6
.
1
-
1
（

1
9
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

28
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

山
田

東
に

暮
ら

す
者

と
し

て
、

ず
っ

と
お

話
を

聞
か

せ
て

い
た

だ
い

て
い

て
、

さ
っ

き
の

方
が

言
わ

れ
て

い
ま

し
た

が
、

や
は

り
数

字
数

字
で

言
わ

れ
る

と
、

私
た

ち
住

ん
で

い
る

者
か

ら
す

る
と

何
か

腑
に

落
ち

な
い

と
こ

ろ
が

多
々

あ
り

ま
す

。
ア

リ
ー

ナ
の

駐
車

場
で

お
聞

き
し

た
い

の
で

す
が

、
ア

リ
ー

ナ
の

駐
車

場
で

予
約

制
に

し
て

い
た

だ
け

る
と

言
っ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

し
た

が
、

で
も

、
ほ

か
に

も
駐

車
場

が
で

き
る

じ
ゃ

な
い

で
す

か
、

き
っ

と
。

そ
こ

も
多

分
利

用
さ

れ
る

と
思

う
の

で
す

、
ア

リ
ー

ナ
に

来
る

方
は

。
そ

れ
を

全
部

、
多

分
埋

ま
っ

た
よ

う
な

状
態

に
し

た
状

態
で

、
そ

の
交

通
渋

滞
、

外
周

と
か

入
ら

れ
て

、
本

当
の

こ
と

を
言

え
ば

そ
れ

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
今

使
っ

て
い

て
も

、
外

周
、

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

で
試

合
が

あ
っ

た
と

き
も

、
す

ご
く

渋
滞

し
て

い
ま

す
。

だ
か

ら
、

私
た

ち
は

正
直

言
っ

て
、

ど
こ

か
行

き
た

い
な

、
遠

出
し

た
い

な
と

思
っ

て
も

、
あ

そ
こ

の
高

速
道

路
の

吹
田

の
入

り
口

は
使

っ
て

い
な

い
で

す
。

茨
木

か
ら

入
っ

た
り

、
隣

の
池

田
ま

で
走

ら
せ

た
り

、
地

道
、

そ
う

い
う

使
い

方
を

し
て

い
ま

す
。

そ
れ

は
、

事
業

者
さ

ん
か

ら
し

た
ら

、
現

状
の

話
だ

か
ら

関
係

な
い

と
言

わ
れ

る
か

も
し

れ
な

い
で

す
が

、
だ

か
ら

、
本

当
の

こ
と

言
っ

た
ら

吹
田

市
さ

ん
、

環
境

政
策

室
の

方
に

、
何

回
も

連
絡

し
よ

う
か

と
思

っ
た

り
し

て
い

ま
し

た
。

で
も

、
こ

れ
か

ら
そ

う
や

っ
て

ア
リ

ー
ナ

を
造

る
と

い
う

の
な

ら
、

吹
田

市
の

方
も

一
緒

に
な

っ
て

事
業

者
さ

ん
と

お
話

し
し

て
い

た
だ

い
て

協
力

し
合

っ
て

、
私

た
ち

の
意

見
を

、
ど

こ
ま

で
届

い
て

い
た

の
か

は
知

ら
な

い
で

す
が

、
そ

う
い

う
話

を
吹

田
市

さ
ん

も
間

に
入

っ
て

一
緒

に
な

っ
て

、
事

業
者

さ
ん

と
入

っ
て

、
い

い
ま

ち
を

つ
く

る
の

な
ら

、
し

て
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。

今
回

の
施

設
の

中
で

変
動

性
の

駐
車

料
金

シ
ス

テ
ム

と
か

、
事

前
予

約
と

か
、

そ
れ

で
台

数
を

抑
制

し
て

い
く

と
い

う
こ

と
で

、
ま

ず
単

独
で

の
取

組
と

い
う

こ
と

で
御

説
明

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

、
お

っ
し

ゃ
る

と
お

り
、

そ
こ

の
横

に
駐

車
場

が
あ

っ
た

場
合

に
、

そ
こ

に
車

が
流

れ
て

い
く

と
い

う
よ

う
な

こ
と

は
、

十
分

あ
り

得
る

話
か

と
思

っ
て

い
ま

す
。

エ
キ

ス
ポ

シ
テ

ィ
と

ガ
ン

バ
ス

タ
ジ

ア
ム

さ
ん

も
当

時
、

同
じ

よ
う

な
関

係
で

ゼ
ロ

シ
ス

テ
ム

と
い

う
シ

ス
テ

ム
を

や
っ

て
、

試
合

が
あ

る
と

き
は

6,
00

0円
の

駐
車

場
と

い
う

こ
と

で
、

今
日

御
説

明
し

た
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
に

近
い

も
の

を
や

っ
て

い
た

の
で

す
が

、
い

ろ
い

ろ
来

場
者

の
方

か
ら

の
ト

ラ
ブ

ル
と

い
う

か
、

ク
レ

ー
ム

な
ど

も
あ

っ
て

、
現

状
は

中
止

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

た
だ

、
一

応
ガ

ン
バ

さ
ん

と
三

井
さ

ん
に

伺
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
い

う
と

、
こ

の
場

所
は

サ
ッ

カ
ー

へ
車

で
行

き
に

く
い

場
所

だ
と

い
う

と
こ

ろ
は

一
定

認
知

さ
れ

て
い

て
、

あ
る

程
度

は
抑

え
ら

れ
て

い
る

と
。

た
だ

、
今

現
に

そ
う

い
う

問
題

が
起

こ
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

が
ご

ざ
い

ま
す

の
で

、
そ

の
あ

た
り

も
含

め
て

、
今

日
御

提
案

し
ま

し
た

協
議

体
の

中
で

、
ど

こ
ま

で
施

設
間

の
連

携
で

き
る

か
と

い
う

と
こ

ろ
に

尽
き

る
か

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
他

の
事

業
者

さ
ん

と
の

御
調

整
に

は
な

り
ま

す
の

で
、

今
日

こ
の

場
で

絶
対

で
き

る
と

い
う

ふ
う

に
は

な
か

な
か

言
え

ま
せ

ん
が

、
そ

こ
は

大
き

な
課

題
だ

と
い

う
こ

と
は

我
々

も
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

協
議

体
の

中
の

一
番

重
要

な
課

題
で

は
な

い
か

と
考

え
て

ご
ざ

い
ま

す
。

（
吹

田
市

）
吹

田
市

も
一

緒
に

と
い

う
の

が
、

詳
細

な
趣

旨
が

ち
ょ

っ
と

理
解

で
き

て
い

な
い

と
こ

ろ
で

は
あ

り
ま

す
が

、
環

境
の

立
場

か
ら

申
し

上
げ

ま
す

と
、

今
、

改
め

て
こ

う
い

う
事

業
の

開
発

が
あ

る
中

で
は

、
こ

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

制
度

を
通

し
て

一
旦

い
ろ

い
ろ

な
審

査
を

さ
せ

て
い

た
だ

く
こ

と
と

、
そ

れ
が

先
ほ

ど
も

申
し

上
げ

ま
し

た
が

事
後

調
査

が
あ

り
ま

す
の

で
、

そ
の

中
で

し
っ

か
り

と
状

況
を

確
認

さ
せ

て
い

た
だ

く
と

い
う

の
が

、
ま

ず
も

っ
て

の
と

こ
ろ

か
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

　
そ

れ
以

外
に

ど
う

い
う

形
で

関
わ

れ
る

か
と

い
う

の
は

、
我

々
、

環
境

に
な

る
の

か
、

ほ
か

の
部

署
に

な
る

の
か

、
そ

れ
が

可
能

な
の

か
ど

う
か

と
い

う
の

は
、

今
後

の
検

討
の

中
で

の
課

題
か

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
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表
6
.
1
-
1
（

2
0
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

29
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

進
歩

橋
の

南
、

そ
れ

と
樫

切
山

北
か

ら
外

周
に

至
る

道
路

が
特

に
混

雑
予

想
さ

れ
て

い
て

、
今

、
1車

線
で

例
え

ば
中

央
環

状
へ

万
博

公
園

南
、

進
歩

橋
南

だ
っ

た
ら

1車
線

で
左

折
し

て
下

り
て

い
く

の
を

2車
線

化
す

る
、

あ
る

い
は

樫
切

山
北

か
ら

外
周

に
至

る
道

路

も
2車

線
化

す
る

の
は

い
い

の
で

す
が

、
2車

線
化

す
る

と
い

う
こ

と
は

滞
留

す
る

ス
ペ

ー

ス
が

増
え

る
だ

け
の

2車
線

化
を

お
っ

し
ゃ

っ
て

い
る

の
か

。

そ
の

先
の

合
流

地
点

も
、

今
、

万
博

外
周

は
4車

線
で

す
。

そ
れ

で
、

4車
線

目
が

樫
切

山

北
へ

下
り

る
ほ

う
で

、
3車

線
に

減
っ

て
、

今
度

、
樫

切
山

北
か

ら
合

流
す

る
側

で
ま

た
1

車
線

増
え

て
4車

線
に

戻
っ

て
。

専
用

と
い

う
の

は
、

そ
れ

が
も

う
1車

線
増

え
る

と
い

う
理

解
で

い
い

の
で

し
ょ

う
か

。
進

歩
橋

南
も

同
様

で
、

2車
線

で
そ

の
ま

ま
、

中
央

環
状

線
の

西
向

き
に

2車
線

で
そ

の
ま

ま
入

っ
て

い
け

れ
ば

今
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

る
説

明
は

理
解

で
き

ま
す

が
、

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

が
先

に
延

び
る

だ
け

と
か

、
あ

る
い

は
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
に

対
す

る
滞

留
面

積
を

増
や

し
ま

し
た

と
い

う
だ

け
で

は
、

時
間

軸
で

は
何

の
解

決
に

も
な

ら
な

い
の

で
、

下
手

し
た

ら
ま

す
ま

す
住

民
と

し
て

は
混

乱
す

る
の

で
、

そ
の

辺
の

と
こ

ろ
を

、
簡

単
に

説
明

し
て

く
だ

さ
い

。
単

に
滞

留
面

積
を

広
げ

ま
し

た
と

い
う

だ
け

な
ら

、
住

民
に

と
っ

て
は

話
に

な
ら

な
い

の
で

。

樫
切

山
か

ら
北

の
信

号
交

差
点

化
、

D
－

1案
で

今
日

御
説

明
し

た
案

に
つ

い
て

は
、

御
説

明
の

中
で

も
ち

ょ
っ

と
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

と
い

う
と

こ
ろ

で
、

必
ず

で
き

る
案

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
南

か
ら

外
周

に
入

る
の

は
2車

線
で

、
左

折
で

入
る

よ
う

な
形

で
極

力
処

理
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

信
号

を
つ

く
る

か
ら

に
は

左
折

車
線

を
2車

線
に

し

て
、

南
側

に
行

く
の

は
1車

線
と

い
う

こ
と

で
、

道
路

の
構

造
は

検
討

し
て

お
り

ま
す

。

用
地

①
－

aが
、

今
、

A
案

で
1車

線
増

や
し

て
お

り
、

そ
こ

の
車

線
は

実
質

1車
線

増
え

ま
す

。
で

す
の

で
、

そ
の

分
は

吸
収

で
き

る
か

と
い

う
と

こ
ろ

と
、

そ
の

案
の

い
い

と
こ

ろ
は

、
南

か
ら

、
山

田
方

面
か

ら
来

た
車

の
方

々
が

、
今

の
無

信
号

の
と

こ
ろ

だ
と

ど
う

し
て

も
3車

線
ま

た
ぎ

で
敷

地
の

中
に

入
っ

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

の
で

す
が

、
交

通

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

上
は

、
警

察
か

ら
反

対
さ

れ
ま

す
か

ら
3車

線
ま

た
ぎ

さ
せ

ず
に

、
一

旦
進

歩
橋

ま
で

回
っ

て
千

里
橋

ル
ー

ト
か

ら
入

る
と

い
う

こ
と

を
し

て
い

ま
す

。
と

い
う

こ
と

は
、

全
体

で
い

う
と

9％
ぐ

ら
い

の
割

合
で

す
が

、
進

歩
橋

に
負

荷
が

か
か

り
ま

す
。

で
す

の
で

、
信

号
に

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
一

旦
そ

こ
で

止
ま

っ
て

、
外

周
の

本
線

も
止

ま
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

、
曲

が
っ

た
車

と
い

う
の

は
協

会
前

か
ら

入
れ

る
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
の

で
、

進
歩

橋
の

負
荷

軽
減

に
も

つ
な

が
る

か
と

考
え

て
ご

ざ
い

ま
す

。
進

歩
橋

南
の

左
折

レ
ー

ン
を

2車
線

化
す

る
と

き
に

、
そ

の
ま

ま
2車

線
で

行
っ

た
先

も
で

き
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

検
討

し
ま

し
た

が
、

中
環

に
下

り
て

い
く

ラ
ン

プ
が

ち
ょ

う
ど

モ
ノ

レ
ー

ル
を

支
え

る
柱

脚
が

あ
っ

て
、

そ
の

間
を

く
ぐ

る
の

が
道

路
構

造
上

、
ど

う
し

て
も

2車
線

に
す

る
こ

と
が

無
理

な
の

で
す

。
そ

の
後

、
い

ろ
い

ろ
と

道
路

管
理

者
も

含
め

て
検

討
し

ま
し

た
が

、
実

は
山

田
方

向
に

行
く

車
と

中
環

に
下

り
る

車
と

い
う

の
が

、
結

構
、

山
田

方
向

の
車

も
多

く
、

交
通

量
調

査
で

い
う

と
2対

1に
な

り
ま

す
。

2車
線

に

し
て

さ
ば

き
を

よ
く

す
る

と
い

う
こ

と
を

や
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
の

2車
線

の
と

こ
ろ

で
、

で
き

れ
ば

手
前

の
と

こ
ろ

で
、

こ
ち

ら
は

山
田

方
向

、
こ

ち
ら

中
環

に
下

り
る

と
き

は
第

2車
線

と
い

う
こ

と
で

、
事

前
に

案
内

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
さ

ば
き

が
よ

く
な

る
と

い
う

こ
と

で
、

今
回

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
見

て
い

た
だ

い
た

形
に

な
っ

て
お

り
ま

す
。
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表
6
.
1
-
1
（

2
1
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

30
そ

の
他

こ
の

別
冊

で
見

ま
す

と
、

事
業

者
の

回
答

は
あ

る
の

で
す

け
ど

、
大

阪
府

の
回

答
は

な
い

。
例

え
ば

11
ペ

ー
ジ

で
す

か
、

27
番

を
見

て
も

ら
い

ま
す

と
、

大
阪

府
の

判
断

に
つ

き
ま

し
て

は
事

業
者

か
ら

お
答

え
で

き
ま

せ
ん

と
。

こ
れ

は
ど

う
で

す
か

。
こ

れ
、

大
阪

府
さ

ん
の

仕
事

じ
ゃ

な
い

の
で

す
か

。
大

阪
府

さ
ん

が
発

注
し

て
、

事
業

者
が

決
め

て
、

大
阪

府
さ

ん
の

公
募

要
項

に
よ

っ
て

計
画

が
成

り
立

っ
て

い
る

わ
け

な
の

で
、

や
っ

ぱ
り

こ
こ

は
大

阪
府

と
し

て
回

答
を

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
こ

の
別

冊
全

部
、

大
阪

府
さ

ん
の

回
答

は
何

も
な

い
の

で
す

。
大

阪
府

さ
ん

が
こ

の
計

画
を

決
め

た
と

き
に

、
何

も
住

宅
な

ん
て

建
て

る
よ

う
な

計
画

に
な

っ
て

い
な

い
は

ず
で

す
。

大
阪

府
の

公
園

条
例

を
見

て
く

だ
さ

い
。

公
園

条
例

の
区

域
は

、
あ

そ
こ

は
公

園
に

な
っ

て
い

ま
す

。
公

園
に

マ
ン

シ
ョ

ン
を

建
て

ま
す

か
。

そ
の

辺
を

も
う

一
度

、
最

初
に

立
ち

返
っ

て
考

え
て

い
た

だ
け

ま
せ

ん
か

。
こ

れ
、

回
答

が
全

然
な

い
わ

け
で

す
。

全
部

事
業

者
は

、
大

阪
府

さ
ん

の
は

答
え

ら
れ

ま
せ

ん
と

書
い

て
い

る
わ

け
で

す
。

そ
の

見
解

を
。

そ
れ

と
、

席
も

、
ち

ゃ
ん

と
大

阪
府

さ
ん

と
い

う
看

板
を

上
げ

て
、

前
に

出
て

く
だ

さ
い

。
大

阪
府

さ
ん

が
主

体
じ

ゃ
な

い
の

で
す

か
。

大
阪

府
さ

ん
が

発
注

し
た

物
件

じ
ゃ

な
い

で
す

か
。

そ
の

回
答

を
、

は
っ

き
り

さ
せ

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い
し

ま
す

。

（
大

阪
府

）
先

ほ
ど

お
話

の
あ

っ
た

、
評

価
書

案
に

関
す

る
大

阪
府

の
回

答
が

な
い

と
い

う
こ

と
で

す
け

れ
ど

も
、

評
価

書
案

に
つ

き
ま

し
て

は
事

業
者

の
見

解
と

い
う

こ
と

で
回

答
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

の
で

、
大

阪
府

の
回

答
は

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
せ

ん
。

共
同

住
宅

の
必

要
性

に
つ

き
ま

し
て

は
、

次
の

と
お

り
の

見
解

で
す

。
本

事
業

は
、

世
界

最
先

端
の

機
能

を
有

す
る

ア
リ

ー
ナ

と
、

当
該

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

ま
ち

づ
く

り
に

ふ
さ

わ
し

い
周

辺
施

設
等

に
つ

い
て

、
民

間
活

力
を

導
入

し
た

提
案

を
、

広
く

募
集

し
て

い
た

も
の

で
す

。
本

事
業

が
め

ざ
す

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
づ

く
り

」
の

実
現

に
向

け
、

ア
リ

ー
ナ

や
ホ

テ
ル

、
共

同
住

宅
な

ど
、

一
体

的
な

拠
点

形
成

に
必

要
な

も
の

と
し

て
、

貸
付

土
地

の
部

分
と

売
り

払
い

部
分

の
提

案
が

あ
っ

た
も

の
で

す
。

そ
の

提
案

の
あ

っ
た

事
業

計
画

書
な

ど
に

基
づ

き
、

学
識

経
験

者
な

ど
、

第
三

者
か

ら
な

る
事

業
者

選
定

委
員

会
に

お
い

て
、

審
査

が
行

わ
れ

、
最

優
秀

提
案

者
が

決
定

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

を
踏

ま
え

、
最

優
秀

提
案

者
を

事
業

予
定

者
と

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

大
阪

府
と

し
て

も
、

事
業

者
選

定
委

員
会

の
選

定
結

果
を

踏
ま

え
、

事
業

実
現

に
向

け
て

取
組

ん
で

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

31
そ

の
他

そ
の

意
見

交
換

会
は

、
確

約
し

て
く

れ
ま

す
か

。
本

来
、

業
者

が
決

ま
る

前
に

や
ら

な
い

と
い

け
な

い
話

じ
ゃ

な
い

の
で

す
か

。
大

阪
府

さ
ん

と
最

初
に

、
こ

う
い

う
計

画
で

、
こ

う
い

う
形

で
募

集
要

項
を

出
し

ま
し

た
と

。
そ

れ
で

こ
ん

な
こ

と
を

や
り

ま
し

た
と

。
そ

れ
を

最
初

に
、

住
民

説
明

会
を

や
ら

な
い

と
い

け
な

い
の

で
は

な
い

か
。

（
大

阪
府

）
令

和
6年

の
4月

と
7月

の
2回

に
地

元
の

方
々

の
意

見
交

換
会

と
い

う
こ

と
で

開
催

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

令
和

8年
6月

に
開

催
し

た
環

境
影

響
評

価

書
案

意
見

交
換

会
後

の
令

和
8年

8月
に

任
意

の
意

見
交

換
会

を
2回

開
催

し
ま

し
た

。

32
そ

の
他

開
く

な
ら

、
日

付
を

決
め

て
く

だ
さ

い
。

（
進

行
管

理
責

任
者

）
今

後
、

大
阪

府
さ

ん
が

（
任

意
の

意
見

交
換

会
を

）
必

ず
開

く
と

い
う

こ
と

な
の

で
、

今
日

こ
の

場
に

関
し

て
は

環
境

の
問

題
を

皆
さ

ん
か

ら
議

論
い

た
だ

く
と

い
う

こ
と

で
お

願
い

し
ま

す
。

33
そ

の
他

事
業

者
か

ら
の

回
答

は
あ

る
一

定
程

度
あ

る
け

ど
、

こ
れ

は
大

阪
府

さ
ん

は
全

然
答

え
な

い
の

で
す

か
。

（
吹

田
市

）
事

業
者

が
今

後
、

環
境

影
響

評
価

手
続

を
や

り
ま

す
の

で
、

そ
の

回
答

に
つ

い
て

は
今

、
大

阪
府

さ
ん

か
ら

説
明

が
あ

っ
た

と
こ

ろ
で

す
の

で
、

こ
の

場
で

は
ほ

か
の

方
に

も
お

願
い

で
き

た
ら

と
思

い
ま

す
。

- 138 -



表
6
.
1
-
1
（

2
2
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

34
そ

の
他

大
阪

千
里

万
博

の
と

き
、

私
の

父
親

が
組

長
を

や
っ

て
い

て
、

そ
の

と
き

に
万

博
が

あ
る

と
い

う
こ

と
で

組
長

会
に

行
っ

て
帰

っ
て

き
た

ら
、

父
親

か
ら

「
山

田
に

阪
大

病
院

が
来

る
」

と
聞

い
た

。
万

博
の

跡
地

利
用

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
話

に
な

っ
て

、
そ

の
当

時
の

知
事

が
、

買
収

に
応

じ
て

く
れ

る
な

ら
阪

大
病

院
を

誘
致

し
ま

す
と

。
幸

い
計

画
が

変
更

に
な

っ
た

の
で

、
立

ち
退

く
こ

と
は

な
か

っ
た

で
す

け
ど

。
地

元
の

人
は

、
阪

大
病

院
が

来
て

く
れ

る
と

い
う

期
待

を
持

っ
て

、
土

地
の

買
収

に
応

じ
て

い
る

の
で

す
。

そ
れ

を
大

事
に

し
な

い
で

、
こ

ん
な

で
た

ら
め

な
計

画
を

つ
く

っ
て

、
も

う
ち

ょ
っ

と
考

え
て

ほ
し

い
。

父
親

が
言

っ
て

い
た

の
は

、
道

路
、

橋
、

港
湾

と
違

っ
て

、
強

制
執

行
は

か
け

ら
れ

な
い

と
。

万
博

を
す

る
か

ら
と

い
う

こ
と

で
用

地
買

収
と

い
う

の
は

。
阪

大
病

院
が

来
て

く
れ

る
と

い
う

こ
と

で
、

み
ん

な
団

結
し

て
買

収
に

応
じ

た
。

で
も

、
阪

大
病

院
が

来
る

の
に

20
年

や
30

年
が

か
か

っ
て

い
る

。
そ

の
あ

た
り

を
、

考
え

な
い

と
い

け
な

い
。

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

か
ら

様
々

な
ご

意
見

が
あ

る
の

は
承

知
し

て
お

り
ま

す
が

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

も
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

し
て

い
く

中
で

、
周

辺
住

民
の

皆
さ

ま
に

と
っ

て
、

よ
り

良
い

計
画

と
な

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

35
そ

の
他

評
価

書
案

は
、

環
境

政
策

室
に

伺
え

ば
見

ら
れ

ま
す

か
。

（
吹

田
市

）
来

て
い

た
だ

け
れ

ば
冊

子
の

ほ
う

も
御

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

36
そ

の
他

意
見

書
は

、
い

つ
事

業
者

に
届

き
ま

す
か

。
例

え
ば

あ
し

た
出

し
た

と
し

て
、

事
業

者
側

へ
は

い
つ

届
く

の
で

す
か

。
（

吹
田

市
）

締
め

切
り

が
7月

20
日

で
す

の
で

、
そ

の
後

、
こ

ち
ら

の
ほ

う
で

取
り

ま
と

め
を

し
ま

し
て

事
業

者
の

ほ
う

へ
お

送
り

を
し

ま
す

の
で

、
恐

ら
く

7月
の

末
ぐ

ら
い

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
段

階
的

に
で

も
、

一
定

ま
と

ま
れ

ば
届

い
た

も
の

は
順

次
お

送
り

す
る

つ
も

り
で

す
。

最
終

的
に

は
ま

と
め

て
20

日
以

降
に

送
る

と
い

う
こ

と
で

御
理

解
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

- 139 -



表
6
.
1
-
1
（

2
3
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

37
そ

の
他

今
回

、
い

ろ
ん

な
検

討
、

検
証

さ
れ

た
上

で
、

各
方

面
を

検
討

さ
れ

た
上

で
、

交
通

で
あ

っ
た

り
対

策
は

さ
れ

て
い

る
と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う

か
と

思
い

ま
す

が
、

事
業

開
始

前
と

い
う

こ
と

で
、

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
検

討
中

で
あ

っ
た

り
と

か
協

議
中

と
い

う
こ

と
で

、
決

定
事

項
と

い
う

の
は

ほ
と

ん
ど

ま
だ

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
と

い
う

こ
と

は
、

事
業

が
進

ん
で

い
く

中
で

、
当

初
想

定
し

て
い

た
形

に
な

ら
な

い
可

能
性

と
い

う
の

は
ま

だ
十

分
あ

ろ
う

か
と

思
い

ま
す

。
た

だ
し

、
環

境
ア

セ
ス

の
関

係
で

い
き

ま
す

と
、

基
本

的
に

こ
こ

が
ク

リ
ア

さ
れ

れ
ば

事
業

が
開

始
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
に

な
る

か
と

思
い

ま
す

の
で

、
我

々
周

辺
住

民
と

し
ま

し
て

は
、

事
業

が
開

始
さ

れ
、

開
業

に
至

る
ま

で
、

ま
た

開
業

さ
れ

た
後

、
そ

の
前

提
条

件
が

崩
れ

た
場

合
、

こ
れ

を
非

常
に

危
惧

し
て

い
る

と
い

う
と

こ
ろ

が
あ

り
ま

す
。

前
提

条
件

の
上

で
も

か
な

り
交

通
量

で
あ

っ
た

り
と

か
と

い
う

の
は

危
惧

し
て

い
る

の
で

す
が

、
さ

ら
に

そ
の

前
提

条
件

が
崩

れ
る

可
能

性
も

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
と

こ
ろ

で
す

。
そ

こ
で

、
私

の
意

見
と

し
ま

し
て

は
、

事
業

開
始

後
、

ま
た

開
業

後
を

踏
ま

え
て

、
地

元
住

民
と

事
業

者
が

定
期

的
に

、
年

に
1度

、
2度

と
い

う
形

で
、

そ
う

い
っ

た
諸

問
題

に
関

し
て

の
協

議
を

行
う

場
と

い
う

も
の

を
設

け
て

い
た

だ
き

た
い

と
い

う
意

見
で

ご
ざ

い
ま

す
。

一
応

、
今

日
、

書
面

の
ほ

う
で

は
、

交
通

に
関

し
て

は
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
と

い
う

こ
と

で
調

整
組

織
と

い
う

も
の

を
構

築
さ

れ
る

と
い

う
こ

と
で

し
た

け
れ

ど
も

、
こ

ち
ら

は
構

成
員

の
ほ

う
が

事
業

者
の

み
と

い
う

こ
と

で
、

地
元

自
治

会
に

対
し

て
は

窓
口

告
知

と
い

う
形

だ
け

に
な

っ
て

い
た

か
と

思
い

ま
す

。
ま

た
、

環
境

問
題

と
い

う
の

は
交

通
に

関
わ

る
と

こ
ろ

以
外

も
ご

ざ
い

ま
す

の
で

、
事

業
開

始
後

の
そ

う
い

っ
た

協
議

体
、

こ
れ

を
ぜ

ひ
開

催
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
こ

の
協

議
体

の
協

議
の

要
は

定
期

的
な

実
施

、
ま

た
苦

情
窓

口
等

を
記

し
た

地
元

協
定

書
と

い
う

も
の

を
、

地
元

自
治

会
と

事
業

者
様

と
の

間
で

協
定

を
結

ん
で

い
た

だ
く

と
い

う
こ

と
を

強
く

要
望

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
逆

に
言

え
ば

、
そ

れ
が

な
け

れ
ば

、
事

業
開

始
後

の
想

定
外

の
事

態
と

い
う

と
こ

ろ
が

、
ど

う
し

て
も

事
業

者
主

体
で

対
策

を
講

じ
る

、
そ

の
対

策
が

ど
う

い
っ

た
内

容
か

と
い

う
も

の
も

事
業

者
側

の
み

で
の

対
策

と
な

っ
て

し
ま

う
か

と
思

い
ま

す
の

で
、

こ
の

協
議

体
の

組
織

開
催

、
ま

た
、

そ
れ

を
記

し
た

協
定

書
の

締
結

、
こ

れ
を

強
く

要
望

し
ま

す
。

最
後

に
こ

れ
に

関
す

る
質

問
と

し
て

、
そ

う
い

っ
た

考
え

、
ま

た
動

き
、

そ
う

い
っ

た
御

準
備

、
こ

う
い

っ
た

も
の

が
今

の
事

業
者

様
の

ほ
う

で
あ

ら
れ

る
か

ど
う

か
、

こ
れ

を
お

伺
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
だ

今
確

定
し

て
い

な
い

部
分

と
い

う
と

こ
ろ

、
そ

こ
は

御
指

摘
、

御
理

解
の

と
お

り
と

思
い

ま
す

。
当

然
、

こ
れ

か
ら

ま
だ

、
例

え
ば

警
察

と
の

協
議

で
あ

っ
た

り
必

要
な

も
の

が
残

っ
て

お
り

ま
す

の
で

、
こ

れ
か

ら
確

定
し

て
い

く
の

に
少

し
時

間
が

か
か

る
と

い
う

と
こ

ろ
は

御
理

解
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
い

ろ
い

ろ
と

状
況

が
変

わ
っ

た
り

、
実

際
開

業
し

て
み

た
ら

予
定

ど
お

り
だ

っ
た

こ
と

、
そ

う
で

は
な

か
っ

た
こ

と
と

か
起

こ
っ

て
く

る
中

で
、

制
度

の
中

で
い

い
ま

す
と

、
環

境
ア

セ
ス

の
事

後
評

価
と

い
う

も
の

も
ご

ざ
い

ま
す

の
で

、
そ

う
い

っ
た

と
こ

ろ
で

も
実

際
ど

う
な

っ
て

い
る

か
、

対
策

が
十

分
か

と
い

っ
た

と
こ

ろ
を

お
示

し
す

る
場

は
あ

る
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

あ
わ

せ
て

、
協

議
会

み
た

い
な

と
こ

ろ
で

、
今

日
、

交
通

で
こ

う
い

っ
た

組
織

を
考

え
て

い
る

と
い

う
と

こ
ろ

は
お

示
し

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

が
、

ほ
か

に
も

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

の
方

と
の

連
携

と
い

っ
た

と
こ

ろ
で

エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
も

取
り

組
ん

で
い

こ
う

と
検

討
し

て
お

り
ま

し
て

、
先

ほ
ど

用
地

①
－

bの
話

で
も

申
し

上
げ

た
大

阪
府

と
の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

で
も

こ
う

い
っ

た
と

こ
ろ

を
議

論
し

て
お

り
ま

す
。

こ
ち

ら
も

ま
だ

体
制

等
を

含
め

て
検

討
中

で
は

あ
り

ま
す

が
、

ど
う

い
っ

た
体

制
が

よ
り

ふ
さ

わ
し

い
の

か
、

地
域

の
方

に
も

入
っ

て
い

た
だ

く
の

も
と

て
も

大
切

な
こ

と
と

思
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、

御
要

望
い

た
だ

い
た

協
定

書
、

何
か

し
ら

書
面

に
も

交
わ

す
と

い
う

と
こ

ろ
も

含
め

て
、

最
適

な
方

法
を

こ
れ

か
ら

し
っ

か
り

と
検

討
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

は
基

本
的

な
考

え
方

と
し

て
、

弊
社

が
ど

う
い

う
こ

と
を

考
え

て
い

る
か

と
い

う
こ

と
を

少
し

申
し

上
げ

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
と

、
ア

リ
ー

ナ
、

そ
れ

か
ら

そ
の

ア
リ

ー
ナ

を
核

と
す

る
ま

ち
づ

く
り

、
こ

れ
は

地
域

の
方

々
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
と

の
連

携
な

し
に

は
成

功
は

し
な

い
と

い
う

ふ
う

に
我

々
は

考
え

て
お

り
ま

す
。

世
界

で
、

例
え

ば
ロ

サ
ン

ゼ
ル

ス
、

ロ
ン

ド
ン

、
そ

れ
か

ら
ベ

ル
リ

ン
、

い
ろ

ん
な

と
こ

ろ
で

ア
リ

ー
ナ

を
経

営
し

て
い

ま
す

が
、

全
て

の
場

所
に

お
い

て
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

と
の

関
わ

り
方

と
い

う
の

に
対

し
て

非
常

に
常

日
頃

、
力

を
注

い
で

ご
ざ

い
ま

す
。

こ
れ

が
基

本
姿

勢
で

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

完
成

後
は

、
地

域
の

社
会

、
そ

れ
か

ら
学

校
、

警
察

、
全

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

方
々

と
、

基
本

的
に

そ
う

い
う

場
を

持
ち

続
け

て
い

く
と

い
う

の
が

我
々

の
考

え
方

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
ど

こ
か

に
お

心
留

め
く

だ
さ

い
。

そ
の

上
で

、
こ

こ
に

い
ま

す
事

業
者

、
そ

れ
か

ら
大

阪
府

、
吹

田
市

と
共

に
、

そ
う

い
っ

た
体

制
づ

く
り

、
仕

組
み

を
つ

く
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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表
6
.
1
-
1
（

2
4
）

　
評

価
書

案
意

見
交

換
会

に
お

け
る

住
民

か
ら

の
意

見
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

の
概

要
事

業
者

の
見

解

（
吹

田
市

）
お

手
元

の
青

い
紙

の
、

先
ほ

ど
も

説
明

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
の

さ
ら

に
下

側
、

3つ
の

手
続

の
中

の
一

番
下

に
あ

り
ま

す
が

、
事

業
実

施
後

の
手

続
と

い
う

も

の
が

ご
ざ

い
ま

す
。

こ
の

14
番

の
下

に
事

後
調

査
と

い
う

の
が

あ
り

ま
す

が
、

継
続

的
に

、
こ

れ
は

非
常

に
長

い
事

業
で

す
の

で
、

定
期

的
に

報
告

を
求

め
て

ま
い

り
ま

す
の

で
、

こ
の

中
で

御
報

告
を

い
た

だ
い

て
、

審
査

会
の

ほ
う

で
も

そ
れ

を
確

認
い

た
だ

く
と

い
う

制
度

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
ま

で
想

定
し

て
い

た
取

組
が

で
き

な
か

っ
た

と
い

う
事

例
は

あ
ま

り
な

い
の

で
、

で
き

な
か

っ
た

場
合

に
ど

う
対

応
し

て
い

く
か

と
い

う
と

こ
ろ

は
、

そ
れ

こ
そ

そ
れ

が
起

こ
っ

た
と

き
に

審
査

会
の

中
で

検
討

い
た

だ
く

と
い

う
こ

と
に

な
る

と
思

い
ま

す
が

、
極

力
、

今
、

提
案

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

実
現

し
て

い
た

だ
い

て
、

そ
れ

が
で

き
な

け
れ

ば
、

そ
れ

に
対

応
し

た
も

の
で

何
が

必
要

か
と

い
う

の
を

審
査

会
の

中
で

議
論

さ
せ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

38
そ

の
他

21
ペ

ー
ジ

の
文

化
財

に
関

し
て

、
ア

ズ
キ

火
山

灰
層

が
多

分
マ

ン
シ

ョ
ン

計
画

の
敷

地
内

に
あ

る
と

思
う

の
で

す
が

、
こ

れ
を

ど
う

い
う

ふ
う

な
形

に
す

る
か

と
い

う
の

が
は

っ
き

り
分

か
ら

な
い

の
で

、
こ

れ
か

ら
検

討
と

は
な

っ
て

い
ま

す
け

ど
、

そ
の

点
を

お
願

い
し

ま
す

。

ア
ズ

キ
火

山
灰

層
に

つ
き

ま
し

て
は

、
用

地
③

の
と

こ
ろ

で
見

ら
れ

て
お

り
ま

す
。

こ
ち

ら
に

つ
い

て
は

、
マ

ン
シ

ョ
ン

の
中

で
計

画
す

る
提

供
公

園
の

中
で

保
存

し
て

見
ら

れ
る

よ
う

に
計

画
を

し
よ

う
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

た
だ

、
提

供
公

園
と

い
う

形
に

な
り

ま
す

の
で

、
ど

う
い

っ
た

形
で

残
せ

る
か

ど
う

か
と

い
う

と
こ

ろ
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

、
吹

田
市

の
公

園
管

理
課

さ
ん

も
含

め
て

協
議

中
で

ご
ざ

い
ま

す
。
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第 7 章 評価書案についての意見書の概要及び 

これに対する事業者の見解 

 
 

 
 

 



 

第７章 評価書案についての意見書の概要及びこれに対する事業者の見解 

 
「（仮称）万博記念公園駅前周辺地区活性化事業に係る環境影響評価書案」について、

吹田市環境まちづくり影響評価条例第 14 条第 1 項の規定に基づき、環境の保全及び良

好な環境の創造の見地からの「評価書案意見書」が 41 通提出されている。 

これらの 41 通の意見書の概要及びこれに対する事業者の見解は、次頁に示すとおり

である。 
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表
7
.
1
-
1
（

1
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

1
事

業
計

画
本

事
業

に
よ

る
環

境
影

響
に

つ
い

て
は

、
交

通
、

騒
音

、
安

全
対

策
等

を
中

心
と

し
て

様
々

な
予

測
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
そ

の
多

く
は

開
業

後
の

運
営

状
況

に
よ

っ
て

結
果

が
左

右
さ

れ
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

評
価

書
に

記
載

さ
れ

た
環

境
保

全
措

置
の

履
行

状
況

を
継

続
的

に
確

認
し

、
必

要
な

改
善

措
置

を
講

じ
る

た
め

の
仕

組
み

が
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
そ

の
た

め
、

事
業

者
、

吹
田

市
及

び
地

域
自

治
組

織
と

の
間

で
生

活
環

境
保

全
に

関
す

る
協

定
を

締
結

し
、

そ
の

中
に

以
下

の
事

項
を

明
記

し
て

い
た

だ
く

こ
と

を
強

く
要

望
い

た
し

ま
す

。
本

事
業

が
地

域
と

長
期

的
に

共
存

す
る

た
め

に
は

、
開

業
後

の
検

証
及

び
改

善
を

継
続

的
に

行
う

枠
組

み
を

事
前

に
構

築
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
（

協
定

に
盛

り
込

む
べ

き
事

項
案

を
別

添
資

料
シ

ー
ト

に
記

載
し

ま
し

た
。

本
意

見
書

と
合

わ
せ

て
提

出
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
）

※
6/

29
地

元
説

明
会

に
て

発
言

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

内
容

を
補

足
す

る
も

の
で

す
。

ご
指

摘
の

と
お

り
、

評
価

書
に

記
載

し
た

環
境

保
全

措
置

の
実

施
状

況
や

そ
の

効
果

を
継

続
的

に
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
改

善
を

図
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

事
業

者
と

し
て

は
、

そ
れ

ら
の

環
境

保
全

措
置

を
適

切
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
開

業
後

の
交

通
、

騒
音

、
安

全
対

策
等

の
状

況
把

握
に

努
め

、
関

係
法

令
を

遵
守

し
な

が
ら

適
切

な
施

設
運

営
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
な

お
、

開
業

後
の

事
後

調
査

に
つ

い
て

は
、

騒
音

・
振

動
、

温
室

効
果

ガ
ス

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
緑

化
、

景
観

、
防

災
・

安
全

、
交

通
混

雑
及

び
交

通
対

策
を

対
象

と
し

て
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

て
ま

い
り

ま
す

。
交

通
問

題
に

対
す

る
検

証
及

び
改

善
に

つ
い

て
は

、
環

境
影

響
評

価
制

度
の

事
後

調
査

の
他

に
、

継
続

的
に

行
う

仕
組

み
と

し
て

、
大

阪
府

を
は

じ
め

公
園

内
施

設
の

事
業

者
な

ど
の

関
係

者
と

の
調

整
を

本
事

業
者

が
主

体
的

に
進

め
、

（
仮

称
）

交
通

対
策

調
整

組
織

の
立

上
げ

及
び

円
滑

な
運

営
を

可
能

と
す

る
仕

組
の

構
築

に
責

任
を

持
っ

て
取

組
み

、
施

設
間

で
連

携
し

て
集

客
予

測
、

対
策

の
実

施
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
地

域
住

民
の

皆
様

や
吹

田
市

を
は

じ
め

と
す

る
関

係
機

関
と

の
対

話
を

継
続

し
、

必
要

な
情

報
共

有
を

図
り

な
が

ら
、

地
域

と
の

共
存

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

生
活

環
境

保
全

に
関

す
る

協
定

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ご
要

望
の

趣
旨

は
十

分
に

理
解

し
て

お
り

ま
す

。
一

方
で

、
協

定
締

結
の

必
要

性
や

具
体

的
な

内
容

、
運

用
方

法
等

に
つ

い
て

は
、

事
業

内
容

や
関

係
法

令
と

の
整

合
性

、
関

係
者

の
ご

意
見

等
も

踏
ま

え
な

が
ら

今
後

適
切

に
検

討
し

、
意

見
交

換
会

等
の

対
話

の
場

で
ご

報
告

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

2
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

別
添

資
料

「
地

域
共

生
協

定
に

盛
り

込
む

べ
き

事
項

（
提

案
）

」
1.

 目
的

　
地

域
住

民
の

生
活

環
境

保
全

と
事

業
の

円
滑

な
運

営
の

両
立

2.
 協

定
当

事
者

　
事

業
者

　
吹

田
市

　
地

域
自

治
組

織
3.

 地
域

協
議

会

　
年

2回
以

上
開

催

4.
 事

後
調

査
　

交
通

　
騒

音
　

歩
行

者
流

動
5.

 情
報

公
開

　
調

査
結

果
公

表
6.

 苦
情

対
応

　
専

用
窓

口
設

置
7.

 改
善

措
置

　
基

準
超

過
時

の
追

加
対

策
8.

 費
用

負
担

　
事

業
者

負
担
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表
7
.
1
-
1
（

3
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

2
事

業
計

画
【

意
見

の
総

旨
】

本
環

境
影

響
評

価
書

案
は

、
前

提
と

な
る

事
業

計
画

が
「

万
博

記
念

公
園

の
保

全
」

と
い

う
歴

史
的

・
法

的
な

理
念

か
ら

逸
脱

し
て

い
る

だ
け

で
な

く
、

新
た

に
浮

上
し

た
競

合
ア

リ
ー

ナ
計

画
に

よ
リ

動
員

・
交

通
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

根
拠

が
崩

壊
し

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
万

博
公

園
の

入
園

料
値

上
げ

に
よ

る
莫

大
な

増
収

と
い

う
代

替
財

源
が

存
在

す
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

そ
れ

ら
を

無
視

し
て

マ
ン

シ
ョ

ン
売

却
益

に
固

執
し

て
い

ま
す

。
極

め
つ

け
は

、
「

千
里

橋
ル

ー
ト

」
の

環
境

評
価

に
お

い
て

「
開

発
区

域
が

未
定

の
ま

ま
恣

意
的

な
調

査
範

囲
を

設
定

し
、

影
響

は
軽

微
と

断
言

す
る

」
と

い
う

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

科
学

的
根

拠
を

自
ら

否
定

す
る

致
命

的
な

矛
盾

を
抱

え
て

い
ま

す
。

 こ
れ

ら
重

大
な

瑕
疵

を
含

む
本

評
価

書
案

は
到

底
承

認
で

き
る

も
の

で
は

な
く

、
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

を
前

提
と

し
た

現
行

計
画

の
白

紙
撤

回
と

、
環

境
評

価
の

や
り

直
し

を
強

く
求

め
ま

す
。

【
意

見
の

詳
細

】
1.
公

共
資

産
の

私
物

化
と

、
歴

史
的

理
念

の
意

図
的

な
軽

視
に

つ
い

て
　

事
業

者
は

、
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

予
定

の
用

地
②

お
よ

び
③

に
つ

い
て

「
用

途
地

域
が

第
一

種
中

高
層

住
居

専
用

地
域

で
あ

り
、

吹
田

市
の

建
築

制
限

条
例

の
適

用
範

囲
外

で
あ

る
た

め
建

設
可

能
で

あ
る

」
と

形
式

的
な

合
法

性
の

み
を

主
張

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

同
用

地
は

「
万

博
記

念
公

園
の

活
性

化
に

向
け

た
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
」

に
お

い
て

「
公

園
の

風
格

と
景

観
等

に
配

慮
し

つ
つ

、
ロ

ー
ド

サ
イ

ド
に

適
し

た
飲

食
・

商
業

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
等

の
誘

致
に

取
り

組
む

」
と

定
め

ら
れ

た
対

象
地

区
に

含
ま

れ
て

い
ま

す
。

国
費

で
造

成
さ

れ
た

公
共

資
産

に
対

し
、

地
方

の
私

有
地

再
開

発
と

同
等

の
「

保
有

床
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
売

却
益

を
ア

リ
ー

ナ
建

設
の

事
業

資
金

に
充

て
る

手
法

」
を

用
い

る
こ

と
は

、
公

益
性

の
観

点
か

ら
道

義
的

に
許

容
さ

れ
ま

せ
ん

。
条

例
の

条
文

の
隙

間
を

突
い

て
マ

ン
シ

ョ
ン

を
建

設
し

、
分

譲
後

に
管

理
組

合
へ

丸
投

げ
す

る
手

法
は

、
「

緑
に

包
ま

れ
た

文
化

公
園

」
と

し
て

一
体

的
に

管
理

・
運

営
す

る
と

い
う

法
の

精
神

に
対

す
る

重
大

な
挑

戦
で

あ
り

、
即

時
撤

回
を

求
め

ま
す

。

本
環

境
影

響
評

価
に

お
け

る
交

通
流

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

は
、

安
全

側
の

予
測

及
び

評
価

と
し

て
「

施
設

が
満

席
（

収
容

上
限

）
と

な
っ

た
最

大
稼

働
時

」
を

前
提

と
し

て
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

仮
に

、
他

の
ア

リ
ー

ナ
計

画
に

よ
っ

て
動

員
数

や
イ

ベ
ン

ト
開

催
頻

度
が

減
少

し
た

と
し

て
も

、
環

境
へ

の
影

響
が

予
測

値
を

上
回

る
可

能
性

は
極

め
て

低
い

と
考

え
る

こ
と

か
ら

、
予

測
条

件
・

前
提

等
の

根
拠

が
崩

壊
し

て
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

な
お

、
関

西
圏

に
お

い
て

は
ア

リ
ー

ナ
等

の
イ

ベ
ン

ト
会

場
の

供
給

が
現

状
不

十
分

な
状

況
に

あ
り

、
規

模
や

仕
様

が
異

な
る

多
様

な
会

場
が

建
設

さ
れ

る
こ

と
は

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
誘

致
力

の
安

定
的

な
底

上
げ

に
つ

な
が

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

4
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

当
該

箇
所

は
、

照
葉

樹
林

（
常

緑
広

葉
樹

林
）

を
育

成
し

て
い

く
ゾ

ー
ン

の
外

周
部

に
位

置
し

、
ウ

バ
メ

ガ
シ

を
列

植
す

る
こ

と
で

大
阪

中
央

環
状

線
及

び
外

周
道

路
か

ら
の

騒
音

や
排

気
ガ

ス
か

ら
守

る
目

的
（

緩
衝

帯
）

で
整

備
さ

れ
た

も
の

で
、

極
め

て
重

要
な

遮
蔽

機
能

を
担

っ
て

い
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
事

業
者

と
し

て
は

、
千

里
橋

ル
ー

ト
整

備
に

伴
う

一
部

の
樹

木
の

伐
採

は
、

万
博

の
森

育
成

等
計

画
と

整
合

性
を

検
討

し
、

伐
採

範
囲

（
遮

蔽
機

能
へ

の
影

響
）

を
最

小
限

に
留

め
る

設
計

と
す

る
と

と
も

に
、

確
認

し
た

希
少

種
の

生
育

地
を

回
避

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

本
事

業
が

こ
れ

ま
で

の
府

の
森

づ
く

り
の

取
り

組
み

の
整

合
性

と
齟

齬
が

生
じ

な
い

よ
う

、
引

き
続

き
影

響
の

程
度

を
さ

ら
に

小
さ

く
す

る
方

策
に

つ
い

て
、

府
と

密
に

連
携

・
協

議
を

行
い

、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
低

減
に

配
慮

し
て

事
業

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

動
物

、
植

物
及

び
生

態
系

の
調

査
範

囲
は

、
こ

の
改

変
範

囲
を

包
含

し
て

お
り

、
予

測
及

び
評

価
も

適
切

に
実

施
で

き
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

現
地

調
査

に
お

い
て

確
認

さ
れ

た
植

物
重

要
種

の
ノ

シ
ラ

ン
は

、
改

変
区

域
外

に
位

置
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
万

博
記

念
公

園
の

歴
史

を
無

視
、

あ
る

い
は

軽
視

す
る

意
図

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

本
事

業
は

、
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

」
を

推
進

す
る

事
業

で
あ

り
、

世
界

基
準

の
ア

リ
ー

ナ
と

、
そ

れ
を

補
完

す
る

ホ
テ

ル
、

商
業

施
設

、
オ

フ
ィ

ス
、

レ
ジ

デ
ン

ス
（

住
宅

）
を

段
階

的
に

整
備

す
る

大
規

模
複

合
開

発
事

業
で

す
。

「
こ

れ
ま

で
に

な
い

新
し

い
交

流
交

歓
の

あ
り

方
を

探
る

先
進

的
エ

リ
ア

と
し

て
、

新
し

い
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
体

験
で

き
る

拠
点

づ
く

り
に

取
り

組
む

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
「

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

」
、

ま
た

「
公

園
の

魅
力

向

上
や

利
便

性
を

高
め

る
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

「
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

15
」

と
も

合
致

し
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

な
お

、
共

同
住

宅
の

計
画

は
共

同
住

宅
の

み
で

事
業

採
算

性
を

考
慮

し
た

上
、

決
定

し
て

お
り

ま
す

。

3
事

業
計

画
3.
【

代
替

財
源

の
存

在
］

入
園

料
値

上
げ

に
よ

る
増

収
分

の
充

当
見

送
り

に
関

す
る

不
作

為
　

令
和

8年
4月

よ
り

、
万

博
記

念
公

園
の

入
園

料
（

大
人

）
が

26
0円

か
ら

45
0円

へ

と
19

0円
も

大
幅

に
値

上
げ

さ
れ

ま
す

。
（

※
仮

に
大

人
の

有
料

入
場

者
数

を
年

間
15

0
万

人
と

保
守

的
に

見
積

も
っ

て
も

、
年

間
約

2億
8,

50
0万

円
も

の
安

定
し

た
増

収
が

見
込

ま
れ

ま
す

。
）

事
業

者
は

「
事

業
性

を
担

保
す

る
た

め
」

と
し

て
公

共
の

土
地

に
マ

ン
シ

ョ
ン

を
建

設
・

売
却

し
よ

う
と

し
て

い
ま

す
が

、
こ

の
入

園
料

の
莫

大
な

増
収

分
を

本
事

業
の

整
備

・
維

持
等

の
財

源
に

充
当

・
活

用
す

れ
ば

、
景

観
や

環
境

を
破

壊
す

る
「

マ
ン

シ
ョ

ン
の

分
譲

益
」

に
頼

る
必

要
性

は
著

し
く

低
下

し
ま

す
。

事
業

者
は

、
こ

の
府

民
か

ら
の

徴
収

増
額

分
を

本
事

業
の

代
替

財
源

と
し

て
活

用
す

る
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
の

で
し

ょ
う

か
。

行
っ

て
い

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

代
替

案
の

検
討

を
怠

っ
た

明
白

な
不

作
為

で
あ

り
、

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
の

正
当

性
は

完
全

に
失

わ
れ

ま
す

。

入
園

料
値

上
げ

増
収

分
に

つ
き

ま
し

て
は

、
本

事
業

と
は

関
係

が
あ

り
ま

せ
ん

。
本

事
業

に
お

け
る

事
業

性
の

確
保

及
び

施
設

整
備

に
つ

き
ま

し
て

は
、

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
や

資
金

を
活

用
し

て
公

園
全

体
の

魅
力

向
上

や
賑

わ
い

創
出

、
持

続
可

能
な

維
持

管
理

体
制

の
構

築
を

目
指

す
も

の
で

す
。

事
業

者
に

よ
る

事
業

計
画

の
策

定
に

あ
た

っ
て

は
、

公
募

条
件

に
基

づ
き

、
事

業
全

体
を

通
じ

た
収

支
バ

ラ
ン

ス
、

長
期

的
な

維
持

管
理

・
運

営
の

実
現

性
な

ど
を

総
合

的
に

検
証

し
た

う
え

で
計

画
し

て
い

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

5
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

4
事

業
計

画
こ

の
土

地
は

単
な

る
不

動
産

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
れ

は
、

万
博

と
い

う
時

代
の

象
徴

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

協
力

と
信

頼
の

上
に

成
り

立
っ

た
公

共
的

資
産

で
す

。
も

し
公

共
の

理
念

の
も

と
に

取
得

さ
れ

た
土

地
が

、
十

分
な

説
明

も
な

い
ま

ま
民

間
開

発
へ

と
転

用
さ

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
行

政
と

吉
村

知
事

、
大

阪
維

新
の

会
へ

の
信

頼
そ

の
も

の
を

損
な

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
万

博
跡

地
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

そ
の

公
共

性
と

歴
史

的
意

味
を

十
分

に
踏

ま
え

た
慎

重
な

検
討

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

そ
こ

で
、

大
阪

府
お

よ
び

関
係

機
関

に
対

し
、

事
業

資
金

捻
出

の
た

め
に

公
園

地
の

一
部

を
切

り
売

リ
す

る
本

計
画

の
妥

当
性

に
つ

い
て

再
検

討
を

行
う

こ
と

強
く

求
め

ま
す

。
万

博
は

未
来

へ
の

希
望

を
象

徴
す

る
出

来
事

で
し

た
。

そ
の

理
念

を
尊

重
し

、
次

の
世

代
に

誇
れ

る
都

市
環

境
を

残
す

た
め

に
も

、
こ

の
土

地
の

あ
り

方
に

つ
い

て
は

、
近

隣
住

民
の

み
な

ら
ず

広
く

国
民

的
な

議
論

が
行

わ
れ

る
こ

と
を

求
め

ま
す

。
仮

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
成

立
さ

せ
る

た
め

に
ど

う
し

て
も

住
居

棟
や

エ
リ

ア
が

必
要

と
い

う
の

で
あ

れ
ば

、
京

都
市

に
お

け
る

下
賀

茂
神

社
敷

地
内

に
お

け
る

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
事

業
に

倣
っ

て
、

土
地

に
つ

い
て

は
、

長
期

の
定

期
賃

貸
借

契
約

と
し

た
上

で
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

と
販

売
を

行
う

方
式

と
す

る
こ

と
を

求
め

ま
す

。
そ

の
場

合
は

、
数

十
年

先
の

ア
リ

ー
ナ

事
業

が
終

了
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

で
改

め
て

公
園

敷
地

全
体

と
し

て
の

再
開

発
が

可
能

と
な

る
こ

と
か

ら
、

将
来

に
禍

根
を

残
す

こ
と

を
回

避
で

き
る

こ
と

、
ま

た
現

在
高

騰
す

る
一

方
の

マ
ン

シ
ョ

ン
価

格
自

体
も

安
価

に
抑

え
ら

れ
る

こ
と

の
二

点
か

ら
有

益
な

手
法

と
考

え
ま

す
。

以
上

、
意

見
を

申
し

述
べ

ま
す

。

用
地

②
及

び
用

地
③

に
つ

い
て

は
、

持
続

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
の

た
め

に
も

、
長

期
的

に
居

住
す

る
方

々
の

存
在

が
必

要
で

す
。

こ
う

し
た

観
点

か
ら

、
期

限
に

限
り

が
あ

る
定

期
借

地
で

は
な

く
、

大
阪

府
か

ら
土

地
を

取
得

し
、

分
譲

に
よ

る
共

同
住

宅
を

計
画

し
て

お
り

ま
す

。

な
お

、
大

阪
府

と
の

実
施

協
定

書
（

令
和

6年
7月

31
日

）
に

基
づ

き
、

本
環

境
影

響
評

価
手

続
き

を
含

む
許

認
可

の
取

得
等

は
事

業
者

が
行

う
こ

と
に

な
っ

て
お

り
ま

す
が

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

本
事

業
は

、
世

界
最

先
端

の
機

能
を

有
す

る
ア

リ
ー

ナ
と

、
当

該
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
ま

ち
づ

く
り

に
ふ

さ
わ

し
い

周
辺

施
設

等
に

つ
い

て
、

民
間

活
力

を
導

入
し

た
提

案
を

、
広

く
募

集
し

て
い

た
も

の
で

す
。

本
事

業
が

め
ざ

す
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

の
実

現
に

向
け

、
ア

リ
ー

ナ
や

ホ
テ

ル
、

共
同

住
宅

な
ど

、
一

体
的

な
拠

点
形

成
に

必
要

な
も

の
と

し
て

、
貸

付
土

地
の

部
分

と
売

り
払

い
部

分
の

提
案

が
あ

っ
た

も
の

で
す

。
そ

の
提

案
の

あ
っ

た
事

業
計

画
書

な
ど

に
基

づ
き

、
学

識
経

験
者

な
ど

、
第

三
者

か
ら

な
る

事
業

者
選

定
委

員
会

に
お

い
て

、
審

査
が

行
わ

れ
、

最
優

秀
提

案
者

が
決

定
さ

れ
、

事
業

予
定

者
と

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

大
阪

府
と

し
て

も
、

事
業

者
選

定
委

員
会

の
選

定
結

果
を

踏
ま

え
、

事
業

実
現

に
向

け
て

取
組

ん
で

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

5
事

業
計

画
1）

②
、

③
の

共
同

住
宅

の
駐

車
場

台
数

が
、

7年
提

出
に

比
べ

る
と

減
っ

た
の

は
な

ぜ
か

。
市

指
導

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

。
1）

駐
車

場
台

数
は

、
駐

車
場

供
給

量
が

駐
車

需
要

を
上

回
ら

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
更

な
る

需
要

喚
起

に
繋

が
る

こ
と

の
な

い
よ

う
計

画
し

て
お

り
ま

す
。

共
同

住
宅

の
駐

車
場

台
数

に
つ

い
て

は
、

「
吹

田
市

開
発

事
業

の
手

続
等

に
関

す
る

条
例

」
に

基
づ

く
必

要
台

数
（

戸
数

の
10

0%
以

上
（

緩
和

基
準

は
戸

数
の

75
%
以

上
）

）
を

下
回

る
、

「
戸

数
の

65
%
」

と
し

て
い

ま
す

。
「

戸
数

の
65

%
」

は
、

事
業

者
で

あ
る

関
電

不
動

産

開
発

株
式

会
社

の
他

の
大

規
模

物
件

2件
（

A
：

46
2戸

・
駅

ま
で

7分
、

B
：

81
0戸

・
駅

ま
で

5分
）

に
お

け
る

駐
車

場
希

望
率

（
設

置
割

合
×稼

働
率

）
が

65
%
～

71
%
で

あ
る

こ
と

に
基

づ
い

て
い

ま
す

。
同

条
例

に
基

づ
く

必
要

台
数

を
下

回
っ

て
お

り
ま

す
が

、
本

環
境

影
響

評
価

の
結

果
、

同
条

例
施

行
規

則
第

34
条

第
3項

に
基

づ
き

、
吹

田
市

の
了

解
を

得
て

い
ま

す
。

6
事

業
計

画
②

以
前

公
園

内
の

マ
ン

シ
ョ

ン
地

に
つ

い
て

は
吹

田
市

条
例

違
反

と
言

う
こ

と
で

白
紙

に
な

っ
た

。
そ

の
計

画
が

明
ら

か
に

な
っ

て
な

い
の

に
空

白
地

の
ま

ま
環

境
影

響
評

価
が

実
施

さ
れ

て
い

る
の

は
何

故
か

。
空

白
地

を
ど

う
す

る
の

か
明

ら
か

に
な

っ
て

か
ら

環
境

ア
セ

ス
を

や
り

直
す

の
で

し
ょ

う
か

。
少

な
く

と
も

空
白

地
の

予
定

が
明

ら
か

に
な

る
ま

で
は

今
回

の
環

境
影

響
評

価
は

保
留

す
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

用
地

①
－

bに
つ

い
て

は
現

時
点

で
は

計
画

が
未

定
の

た
め

、
計

画
が

確
定

し
て

い
る

他
の

用
地

に
つ

い
て

事
業

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
計

画
が

確
定

し
ま

し
た

ら
、

環
境

影
響

評
価

の
変

更
や

再
実

施
な

ど
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

い
た

し
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

6
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

7
事

業
計

画
環

境
ア

セ
ス

提
案

書
に

対
す

る
意

見
と

大
阪

府
の

回
答

に
つ

い
て

〇
事

業
者

の
見

解
は

行
政

へ
の

ご
意

見
な

ど
に

つ
い

て
は

、
関

係
部

局
に

お
伝

え
ま

す
。

・
大

阪
府

か
ら

の
見

解
が

な
い

。
白

紙
の

ま
ま

、
こ

れ
が

現
状

で
す

。
・

大
阪

府
か

ら
の

見
解

を
得

る
こ

と
が

、
事

業
計

画
の

重
要

な
方

向
性

の
基

本
に

な
る

。
〇

万
博

公
園

駅
前

周
辺

活
性

化
事

業
は

、
大

阪
府

の
事

業
で

あ
る

こ
と

を
忘

れ
て

も
ら

っ
て

は
困

る
。

・
万

博
公

園
は

国
民

、
府

民
の

貴
重

な
公

共
の

財
産

で
あ

る
。

・
万

博
公

園
の

土
地

売
却

と
分

譲
共

同
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

は
お

か
し

い
。

〇
大

阪
府

は
公

募
に

沿
っ

た
業

者
選

定
せ

ず
、

後
の

基
本

協
定

書
で

繕
っ

て
い

る
。

・
選

定
委

員
会

に
お

い
て

は
、

万
博

公
困

内
に

共
同

住
宅

建
設

が
で

き
な

い
こ

と
を

分
か

り
な

が
ら

市
長

の
判

断
に

ゆ
だ

ね
た

が
、

拒
否

さ
れ

た
。

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
に

お
い

て
は

、
万

博
公

園
内

に
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

に
合

致
し

な
い

分
譲

共
同

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
と

土
地

の
売

却
を

承
認

し
た

。
・

大
阪

府
に

お
い

て
は

、
事

業
者

の
方

針
に

基
づ

き
、

公
募

要
項

を
改

変
し

た
基

本
協

定
書

、
実

施
協

定
書

を
締

結
し

て
い

る
。

〇
吹

田
市

環
境

ア
セ

ス
審

査
会

に
お

い
て

は
、

事
業

主
体

は
大

阪
府

で
あ

る
こ

と
を

十
分

認
識

し
て

も
ら

っ
て

、
大

阪
府

か
ら

の
回

答
を

求
め

る
よ

う
指

導
を

お
願

い
し

た
い

。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

に
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

大
阪

府
よ

り
次

の
と

お
り

の
見

解
で

あ
る

こ
と

を
聞

い
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

行
政

へ
の

ご
意

見
・

ご
要

望
に

つ
い

て
は

、
関

係
部

局
に

お
伝

え
し

ま
す

。
本

事
業

は
、

世
界

最
先

端
の

機
能

を
有

す
る

ア
リ

ー
ナ

と
、

当
該

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

ま
ち

づ
く

り
に

ふ
さ

わ
し

い
周

辺
施

設
等

に
つ

い
て

、
民

間
活

力
を

導
入

し
た

提
案

を
、

広
く

募
集

し
て

い
た

も
の

で
す

。
そ

の
後

、
問

い
合

わ
せ

を
踏

ま
え

、
広

く
提

案
を

募
る

観
点

か
ら

、
『

事
業

用
地

全
て

の
売

り
払

い
を

前
提

と
す

る
提

案
は

で
き

ま
せ

ん
が

、
事

業
用

地
を

い
く

つ
か

の
工

区
に

分
割

し
、

そ
の

い
ず

れ
か

一
部

に
つ

い
て

、
売

り
払

わ
れ

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
提

案
は

可
能

』
と

取
り

扱
い

を
変

更
し

公
表

し
て

い
ま

す
。

公
募

に
対

し
、

本
事

業
が

め
ざ

す
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

の
実

現
に

向
け

、
ア

リ
ー

ナ
や

ホ
テ

ル
、

共
同

住
宅

な
ど

、
一

体
的

な
拠

点
形

成
に

必
要

な
も

の
と

し
て

、
貸

付
土

地
の

部
分

と
売

り
払

い
部

分
の

提
案

が
あ

っ
た

も
の

で
す

。
そ

の
提

案
の

あ
っ

た
事

業
計

画
書

な
ど

に
基

づ
き

、
学

識
経

験
者

な
ど

、
第

三
者

か
ら

な
る

事
業

者
選

定
委

員
会

に
お

い
て

、
審

査
の

結
果

、
最

優
秀

提
案

者
が

決
定

さ
れ

、
大

阪
府

と
し

て
事

業
予

定
者

と
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
大

阪
府

と
し

て
も

、
事

業
者

選
定

委
員

会
の

選
定

結
果

を
踏

ま
え

、
ま

た
地

域
の

み
な

さ
ま

の
万

博
記

念
公

園
を

大
切

に
思

う
考

え
を

踏
ま

え
、

で
き

て
良

か
っ

た
と

感
じ

ら
れ

る
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
て

取
組

ん
で

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

7
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

8
事

業
計

画
環

境
影

響
評

価
案

「
別

冊
」

の
提

案
書

に
対

す
る

質
問

書
、

意
見

書
、

意
見

交
換

会
の

住
民

意
見

に
つ

い
て

○
31

6項
目

に
わ

た
っ

て
住

民
意

見
が

出
さ

れ
て

い
る

が
、

評
価

書
案

の
事

業
者

の
見

解
を

見
て

も
、

万
博

公
園

に
ふ

さ
わ

し
い

住
民

の
意

見
が

取
り

入
れ

た
も

の
は

な
い

。
〇

さ
す

が
「

三
菱

・
関

電
」

さ
ん

だ
、

と
思

う
よ

う
な

、
【

三
菱

・
関

電
の

万
博

公
園

へ
の

想
い

】
を

万
博

公
園

に
貢

献
で

き
る

空
間

を
提

供
し

て
も

ら
い

た
い

。
①

A
B

C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

跡
地

（
①

－
b敷

地
）

・
池

を
中

心
と

し
た

ジ
ョ

ギ
ン

グ
も

で
き

る
公

園
と

す
る

。
・

水
鳥

、
鯉

類
、

野
鳥

が
集

ま
る

。
・

木
々

の
木

陰
の

ベ
ン

チ
で

は
話

し
声

で
憩

え
る

。
②

万
博

公
園

外
周

沿
い

分
譲

共
同

マ
ン

シ
ョ

ン
（

②
敷

地
の

③
敷

地
側

）
・

分
譲

共
同

マ
ン

シ
ョ

ン
の

棟
数

を
減

ら
す

。

・
約

1,
00

0m
2 に

万
博

と
地

域
を

つ
な

ぐ
架

け
橋

を
つ

く
る

。
○

提
案

書
に

対
す

る
質

問
書

の
概

要
及

び
こ

れ
ら

に
対

す
る

事
業

者
の

回
答

・
44

項
目

に
わ

た
る

質
問

書
と

事
業

者
の

回
答

○
提

案
書

意
見

交
換

会
に

お
け

る
住

民
か

ら
の

意
見

の
概

要
及

び
こ

れ
ら

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

・
82

項
目

に
わ

た
る

質
問

書
と

事
業

者
の

見
解

○
提

案
書

に
つ

い
て

の
意

見
書

の
概

要
及

び
こ

れ
ら

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

・
19

0項
目

に
わ

た
る

意
見

書
と

事
業

者
の

見
解

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

か
ら

様
々

な
ご

意
見

が
あ

る
の

は
承

知
し

て
お

り
ま

す
が

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

も
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

し
て

い
く

中
で

、
事

業
コ

ン
セ

プ
ト

や
採

算
性

な
ど

も
踏

ま
え

つ
つ

検
討

を
行

い
、

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

に
と

っ
て

、
よ

り
良

い
計

画
と

な
る

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
な

お
、

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

8年
2月

）
で

の
方

針
を

踏
ま

え
、

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
代

替
案

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

を
速

や
か

に
進

め
、

適
宜

、
大

阪
府

へ
報

告
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

計
画

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
環

境
影

響
評

価
の

変
更

や
再

実
施

な
ど

含
め

、
必

要
な

手
続

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
用

地
②

及
び

用
地

③
の

共
同

住
宅

の
棟

数
（

戸
数

）
に

つ
い

て
は

、
建

築
基

準
法

及
び

吹
田

市
開

発
事

業
の

手
続

等
に

関
す

る
条

例
等

に
基

づ
き

、
当

地
の

有
効

活
用

、
事

業
性

等
を

鑑
み

て
、

棟
配

置
や

戸
数

を
決

め
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

本
事

業
に

お
い

て
、

橋
の

架
設

は
計

画
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
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表
7
.
1
-
1
（

8
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

9
事

業
計

画
A

B
C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

跡
地

①
－

b敷
地

の
保

留
地

に
つ

い
て

○
全

体
構

想
が

な
い

事
業

は
あ

る
の

か
。

○
コ

ン
セ

プ
ト

「
世

界
に

誇
る

文
化

ス
ポ

ー
ツ

の
拠

点
」

を
つ

ぶ
さ

れ
た

。
○

吹
田

市
長

か
ら

万
博

公
園

内
に

個
人

の
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

を
建

て
る

こ
と

は
、

条
例

に
抵

触
す

る
と

の
判

断
で

撤
回

を
求

め
ら

れ
て

た
。

○
事

業
者

は
保

留
地

と
し

て
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
提

案
書

を
提

出
さ

れ
た

。
・

全
体

構
想

が
な

い
事

業
計

画
が

本
当

に
許

さ
れ

て
良

い
の

か
。

・
大

阪
府

は
こ

の
よ

う
な

判
断

を
ど

こ
で

も
し

て
い

る
の

か
、

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

こ
と

だ
。

○
協

定
書

で
土

地
を

売
却

す
る

と
明

記
さ

れ
た

が
、

保
留

地
の

時
点

で
定

期
借

地
に

戻
し

て
い

な
い

。
・

提
案

書
に

つ
い

て
の

意
見

書
及

び
事

業
者

見
解

を
確

認
し

ま
す

と
、

大
阪

戦
略

本
部

会
議

で
売

却
で

は
な

く
、

定
期

借
地

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

・
定

期
借

地
に

戻
っ

た
と

理
解

し
て

よ
ろ

し
い

で
す

ね
。

再
度

確
認

し
ま

す
。

○
大

阪
府

は
未

来
永

劫
こ

の
土

地
を

売
却

し
な

い
こ

と
を

見
解

で
約

束
し

て
く

だ
さ

い
。

○
公

募
要

項
の

コ
ン

セ
プ

ト
は

、
・

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
関

西
を

代
表

と
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

の
拠

点
づ

く
り

で
す

。
○

万
博

公
園

の
基

本
理

念
は

、
・

緑
に

包
ま

れ
た

文
化

公
園

で
あ

り
、

全
て

が
公

共
の

土
地

で
す

。
○

大
阪

府
万

博
条

例
で

は
、

・
万

博
公

園
の

区
域

は
当

該
敷

地
も

含
ま

れ
て

い
る

。
○

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

は
、

事
業

者
が

決
ま

っ
た

令
和

4年
11

月
30

日
に

公
表

さ
れ

た
。

・
ス

ボ
ー

ツ
レ

ク
レ

ー
シ

ョ
ン

ゾ
ー

ン
で

あ
る

。
○

三
菱

さ
ん

の
力

で
万

博
公

園
駅

前
に

「
ス

ポ
ー

ツ
と

文
化

の
森

」
を

提
供

し
て

も
ら

い
た

い
。

・
温

暖
化

対
策

に
大

き
く

寄
与

で
き

る
。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
締

結
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

用
地

①
－

bを
外

し
た

変
更

計
画

（
本

事
業

計
画

）
は

、
公

募
要

項
に

あ
る

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
づ

く
り

」
と

い
っ

た
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
6年

11
月

）
で

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
決

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
用

地
①

－
bを

除
い

て
手

続
き

を
進

め
て

い
く

こ
と

は
条

例
等

の
違

反
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

8年
2月

）
で

の
方

針
を

踏
ま

え
、

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
代

替
案

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

を
速

や
か

に
進

め
、

適
宜

、
大

阪
府

へ
報

告
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

計
画

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
環

境
影

響
評

価
の

変
更

や
再

実
施

な
ど

含
め

、
必

要
な

手
続

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
な

お
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
8年

2月
）

で
は

用
地

①
－

bは
、

売
却

で
は

な
く

、
定

期
借

地
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
本

事
業

で
は

、
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
と

質
の

高
い

緑
に

よ
り

、
動

線
空

間
に

お
い

て
は

多
様

な
利

用
者

が
交

錯
す

る
通

路
の

周
辺

部
に

賑
わ

い
を

生
み

出
し

、
公

園
と

し
て

の
潤

い
を

提
供

す
る

よ
う

中
高

木
を

連
続

的
に

並
木

配
置

す
る

こ
と

、
滞

留
・

滞
在

空
間

に
お

い
て

は
効

果
的

に
緑

を
配

置
し

、
緑

陰
空

間
を

生
み

出
す

こ
と

に
よ

り
、

①
賑

わ
い

の
創

出
、

②
気

候
変

動
へ

の
対

応
、

③
緑

に
よ

る
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
の

向
上

に
よ

っ
て

地
域

の
価

値
を

向
上

さ
せ

、
ま

ち
の

持
続

可
能

性
の

確
保

を
目

指
す

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

本
事

業
は

、
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

」
を

推
進

す
る

事
業

で
あ

り
、

世
界

基
準

の
ア

リ
ー

ナ
と

、
そ

れ
を

補
完

す
る

ホ
テ

ル
、

商
業

施
設

、
オ

フ
ィ

ス
、

レ
ジ

デ
ン

ス
（

住
宅

）
を

段
階

的
に

整
備

す
る

大
規

模
複

合
開

発
事

業
で

す
。

「
こ

れ
ま

で
に

な
い

新
し

い
交

流
交

歓
の

あ
り

方
を

探
る

先
進

的
エ

リ
ア

と
し

て
、

新
し

い
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
体

験
で

き
る

拠
点

づ
く

り
に

取
り

組
む

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
「

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

」
と

も
合

致
し

て
い

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

9
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

10
事

業
計

画
万

博
外

周
道

路
沿

い
万

博
公

園
内

②
③

敷
地

の
分

譲
共

同
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

と
万

博
用

地
売

却
の

手
続

き
に

つ
い

て
○

万
博

公
園

敷
地

②
③

は
万

博
公

園
に

必
要

で
な

い
こ

と
を

実
証

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

。
○

万
国

博
覧

会
に

②
③

敷
地

を
な

ぜ
買

収
し

た
の

か
。

○
万

博
公

園
外

周
道

路
と

の
緩

衝
緑

地
帯

の
た

め
だ

。
○

万
博

公
園

は
貴

重
な

公
共

財
産

で
す

。

別
紙

1：
大

阪
府

に
対

す
る

意
見

（
大

阪
府

か
ら

見
解

を
求

め
る

）

別
紙

2：
事

業
者

に
対

す
る

意
見

（
事

業
者

か
ら

見
解

を
求

め
る

）

資
料

1 
：

事
業

者
の

公
募

か
ら

決
定

ま
で

の
経

緯

資
料

2 
：

大
阪

府
万

博
公

園
条

例
と

万
博

公
園

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40
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表
7
.
1
-
1
（

1
0
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

別
紙

1
万

博
公

園
外

周
道

路
沿

い
万

博
公

園
内

の
②

③
敷

地
の

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
と

万
博

用
地

売
却

の
手

続
き

に
つ

い
て

【
大

阪
府

に
対

す
る

意
見

】
（

大
阪

府
か

ら
の

見
解

を
求

め
る

）
1.
提

案
書

に
対

す
る

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

に
つ

い
て

（
1）

用
途

地
域

が
第

一
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
で

あ
る

。

（
2）

千
里

万
博

公
園

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
地

区
内

に
お

け
る

建
築

物
の

制
限

等
に

関
す

る
条

例
が

適
用

さ
れ

る
範

囲
外

で
あ

る
。

（
3）

こ
れ

ら
か

ら
共

同
住

宅
は

可
能

で
す

。

2.
万

博
公

園
内

は
用

途
地

域
に

関
わ

ら
ず

共
同

住
宅

は
建

設
で

き
な

い
。

（
1）

基
本

中
の

基
本

の
万

博
公

園
で

あ
る

こ
と

を
無

視
し

て
い

る
。

大
き

な
問

題
で

す
。

（
2）

万
博

公
園

条
例

を
無

視
し

て
い

る
。

（
3）

用
途

地
域

だ
け

で
も

っ
て

共
同

住
宅

の
建

設
を

主
張

し
て

い
る

。

（
4）

大
阪

府
は

基
本

協
定

書
で

土
地

売
却

を
決

め
て

い
る

。

（
5）

最
初

に
万

博
公

園
条

例
に

基
づ

き
万

博
公

園
不

用
地

と
し

て
万

博
公

園
区

域
を

外
す

。
（

6）
次

に
府

議
会

の
承

認
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

（
7）

一
般

公
募

で
売

却
す

る
。

（
8）

よ
ほ

ど
の

理
由

が
な

い
限

り
特

定
の

業
者

に
売

却
は

出
来

な
い

。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
締

結
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

1.
用

地
②

及
び

用
地

③
に

つ
い

て
は

、
用

途
地

域
が

第
一

種
中

高
層

住
居

専
用

地
域

で
あ

り
、

「
千

里
万

博
公

園
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

地
区

内
に

お
け

る
建

築
物

の
制

限
等

に
関

す
る

条
例

」
が

適
用

さ
れ

る
範

囲
外

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

共
同

住
宅

の
建

設
は

可
能

で
す

。
2.
本

事
業

は
、

世
界

最
先

端
の

機
能

を
有

す
る

ア
リ

ー
ナ

と
、

当
該

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

ま
ち

づ
く

り
に

ふ
さ

わ
し

い
周

辺
施

設
等

に
つ

い
て

、
民

間
活

力
を

導
入

し
た

提
案

を
、

広
く

募
集

し
て

い
た

も
の

で
す

。
本

事
業

が
め

ざ
す

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
づ

く
り

」
の

実
現

に
向

け
、

ア
リ

ー
ナ

や
ホ

テ
ル

、
共

同
住

宅
な

ど
、

一
体

的
な

拠
点

形
成

に
必

要
な

も
の

と
し

て
、

貸
付

土
地

の
部

分
と

売
り

払
い

部
分

の
提

案
が

あ
っ

た
も

の
で

す
。

そ
の

提
案

の
あ

っ
た

事
業

計
画

書
な

ど
に

基
づ

き
、

学
識

経
験

者
な

ど
、

第
三

者
か

ら
な

る
事

業
者

選
定

委
員

会
に

お
い

て
、

審
査

が
行

わ
れ

、
最

優
秀

提
案

者
が

決
定

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

を
踏

ま
え

、
最

優
秀

提
案

者
を

事
業

予
定

者
と

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

大
阪

府
と

し
て

も
、

事
業

者
選

定
委

員
会

の
選

定
結

果
を

踏
ま

え
、

事
業

実
現

に
向

け
て

取
組

ん
で

い
く

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
売

却
の

議
会

承
認

に
つ

い
て

は
、

事
業

予
定

者
が

用
地

②
及

び
用

地
③

を
同

時
期

に
購

入
す

る
計

画
と

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
大

阪
府

条
例

「
議

会
の

議
決

を
要

す
る

契
約

、
財

産
の

取
得

及
び

処
分

並
び

に
重

要
な

公
の

施
設

に
関

す
る

条
例

」
の

規
定

に
よ

り
、

議
会

の
議

決
を

要
す

る
面

積
要

件
を

満
た

し
て

お
り

ま
し

た
が

、
近

隣
の

小
中

学
校

に
お

け
る

児
童

・
生

徒
数

の
増

加
に

伴
う

受
入

態
勢

へ
の

影
響

を
平

準
化

す
る

と
と

も
に

、
工

事
が

集
中

す
る

こ
と

に
よ

る
周

辺
住

環
境

へ
の

負
荷

を
軽

減
・

分
散

さ
せ

る
た

め
、

用
地

②
の

共
同

住
宅

を
Ⅱ

期
事

業
に

変
更

し
た

こ
と

に
よ

り
、

購
入

時
期

が
約

2年
後

に
な

っ
た

の
で

、
府

議
会

の
議

決
が

必
要

と
な

る
面

積
要

件
を

満
た

さ
な

く
な

り
議

決
手

続
は

不
要

に
な

り
ま

し
た

。

3.
大

阪
府

万
博

公
園

条
例

に
合

致
し

な
い

。

（
1）

万
博

外
周

道
路

沿
い

②
③

敷
地

は
、

万
博

公
園

区
域

に
含

ま
れ

て
い

る
。

（
2）

万
博

公
園

の
土

地
を

売
却

す
る

た
め

に
は

万
博

公
園

区
域

を
変

更
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

3）
万

博
公

園
区

域
を

変
更

す
る

た
め

に
は

、
規

則
改

正
が

必
要

で
あ

る
。

（
4）

区
域

変
更

手
続

き
な

し
で

事
業

を
進

め
て

い
る

。

3.
平

成
26

年
に

国
か

ら
万

博
記

念
公

園
を

引
き

継
い

だ
際

、
す

で
に

A
B

C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

、
エ

キ
ス

ポ
シ

テ
ィ

、
ガ

ン
バ

ス
タ

ジ
ア

ム
等

に
貸

し
付

け
て

い
た

土
地

に
つ

い
て

は
、

い
わ

ゆ
る

公
園

と
し

て
の

利
用

実
態

が
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
府

と
し

て
は

、
公

園
の

管
理

で
は

な
く

、
活

用
資

産
と

し
て

、
普

通
財

産
と

位
置

づ
け

て
管

理
し

て
き

ま
し

た
。

そ
の

た
め

用
地

②
と

用
地

③
の

う
ち

、
A

B
C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

の
来

場
者

向
け

の
駐

車
場

で
あ

っ
た

部
分

は
、

普
通

財
産

で
あ

り
大

阪
府

の
公

園
区

域
と

し
て

は
管

理
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
用

地
②

と
用

地
③

の
う

ち
、

駐
車

場
部

分
以

外
の

緑
地

は
、

一
般

の
方

の
利

用
を

認
め

て
い

ま
せ

ん
が

、
大

阪
府

の
公

園
区

域
と

し
て

、
大

阪
府

日
本

万
国

博
覧

会
記

念
公

園
条

例
第

2条
第

2項
に

基
づ

き
公

示
し

て
日

常
管

理
し

て
い

る
た

め
、

売
却

時
ま

で
に

は
区

域
を

外
す

必
要

が
あ

り
、

変
更

す
る

際
に

は
区

域
の

変
更

の
庁

内
手

続
き

を
行

っ
た

後
、

大
阪

府
の

公
報

に
区

域
を

公
示

し
ま

す
。

な
お

、
区

域
変

更
に

あ
た

り
規

則
改

正
は

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。
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表
7
.
1
-
1
（

1
1
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

11
事

業
計

画
4.
万

博
公

園
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
に

合
致

し
な

い
。

（
1）

②
③

敷
地

は
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ゾ
ー

ン
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
。

（
2）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

建
設

で
き

な
い

。

5.
選

定
委

員
会

に
お

い
て

（
1）

万
博

公
園

条
例

、
公

募
要

項
を

無
視

し
て

選
定

し
て

い
る

。

（
2）

万
博

公
園

に
住

宅
建

設
を

容
認

し
た

。

（
3）

万
博

公
園

に
住

宅
建

設
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。

（
4）

議
事

録
は

公
表

さ
れ

て
い

な
い

。

（
5）

次
点

提
案

者
の

ア
リ

ー
ナ

タ
ウ

ン
共

同
企

業
体

の
提

案
概

要
は

公
表

さ
れ

て
い

な
い

。
6.
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
に

お
い

て

（
1）

大
阪

府
万

博
公

園
条

例
、

公
募

要
項

を
無

視
し

て
選

定
し

て
い

る
。

（
2）

用
途

地
域

を
理

由
に

住
宅

建
設

を
容

認
し

て
い

る
。

（
3）

万
博

公
園

に
お

い
て

住
宅

建
設

と
土

地
売

却
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。

（
4）

次
点

提
案

者
の

提
案

概
要

に
つ

い
て

議
論

さ
れ

て
い

な
い

。

（
5）

選
定

委
員

会
以

降
に

出
さ

れ
た

万
博

公
園

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

も
無

視
し

て
い

る
。

7.
戦

略
本

部
会

議
に

お
い

て

（
1）

大
阪

府
万

博
公

園
条

例
、

公
募

要
項

を
無

視
し

て
選

定
し

て
い

る
。

（
2）

用
途

地
域

を
理

由
に

住
宅

建
設

を
容

認
し

て
い

る
。

（
3）

万
博

公
園

に
お

い
て

住
宅

建
設

と
土

地
売

却
の

検
討

が
な

さ
れ

て
い

な
い

。

（
4）

次
点

提
案

者
の

提
案

概
要

に
つ

い
て

議
論

さ
れ

て
い

な
い

。

（
5）

選
定

委
員

会
以

降
に

出
さ

れ
た

万
博

公
園

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

も
無

視
し

て
い

る
。

4.
本

事
業

は
、

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
」

を
推

進
す

る
事

業
で

あ
り

、
世

界
基

準
の

ア
リ

ー
ナ

と
、

そ
れ

を
補

完
す

る
ホ

テ
ル

、
商

業
施

設
、

オ
フ

ィ
ス

、
レ

ジ
デ

ン
ス

（
住

宅
）

を
段

階
的

に
整

備
す

る
大

規
模

複
合

開
発

事
業

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
用

地
②

③
に

お
け

る
共

同
住

宅
開

発
は

、
ア

リ
ー

ナ
を

中
心

と
し

た
本

事
業

に
共

感
す

る
「

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

あ
る

暮
ら

し
を

楽
し

む
住

民
」

が
定

住
し

、
さ

ら
に

は
共

同
住

宅
の

住
民

な
ど

が
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

（
立

場
を

超
え

て
人

や
ア

イ
デ

ア
を

集
め

、
新

し
い

活
動

を
生

み
出

す
賑

わ
い

創
出

活
動

）
に

協
力

・
参

加
し

な
が

ら
用

地
①

－
aの

各
施

設
な

ど
と

緩
や

か
に

繋
が

る
こ

と
で

、
事

業
計

画
地

や
周

辺
エ

リ
ア

の
安

定
的

な
賑

わ
い

に
寄

与
す

る
こ

と
か

ら
、

公
募

要
項

の
補

完
機

能
を

果
た

し
て

い
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

し
た

が
い

ま
し

て
、

「
こ

れ
ま

で
に

な
い

新
し

い
交

流
交

歓
の

あ
り

方
を

探
る

先
進

的
エ

リ
ア

と
し

て
、

新
し

い
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
体

験
で

き
る

拠
点

づ
く

り
に

取
り

組
む

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
「

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

」
に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ゾ
ー

ン
の

取
組

の
方

向
性

と
も

合
致

し
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

5.
6.

7選
定

委
員

会
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

か
ら

は
、

公
募

要
項

に
記

載
さ

れ
た

内
容

に
基

づ
き

、
ご

意
見

を
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

戦
略

本
部

会
議

に
つ

い
て

は
、

公
募

要
項

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
会

議
等

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
事

業
実

施
に

向
け

た
意

思
決

定
が

行
わ

れ
て

い
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

1
2
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

12
事

業
計

画
別

紙
2

万
博

公
園

外
周

道
路

沿
い

万
博

公
園

内
の

②
③

敷
地

の
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

と
万

博
用

地
売

却
の

手
続

き
に

つ
い

て

事
業

者
に

対
す

る
意

見
（

事
業

者
か

ら
の

見
解

を
求

め
る

）

1.
提

案
書

に
対

す
る

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

に
つ

い
て

（
1）

用
途

地
域

が
第

一
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
で

あ
る

。

（
2）

千
里

万
博

公
園

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
地

区
内

に
お

け
る

建
築

物
の

制
限

等
に

関
す

る
条

例
が

適
用

さ
れ

る
範

囲
外

で
あ

る
。

（
3）

こ
れ

ら
か

ら
共

同
住

宅
は

可
能

で
す

。

2.
万

博
公

園
内

は
用

途
地

域
に

関
わ

ら
ず

共
同

住
宅

は
建

設
で

き
な

い
。

（
1）

基
本

中
の

基
本

の
万

博
公

園
で

あ
る

こ
と

を
無

視
し

て
い

る
。

大
き

な
問

題
で

す
。

（
2）

万
博

公
園

条
例

を
無

視
し

て
い

る
。

（
3）

用
途

地
域

だ
け

で
も

っ
て

共
同

住
宅

の
建

設
を

主
張

し
て

い
る

。

（
4）

大
阪

府
は

基
本

協
定

書
で

土
地

売
却

を
決

め
て

い
る

。

（
5）

最
初

に
万

博
公

園
条

例
に

基
づ

き
万

博
公

園
不

用
地

と
し

て
万

博
公

園
区

域
を

外
す

。
（

6）
次

に
府

議
会

の
承

認
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

（
7）

一
般

公
募

で
売

却
す

る
。

（
8）

よ
ほ

ど
の

理
由

が
な

い
限

り
特

定
の

業
者

に
売

却
は

出
来

な
い

。

3.
事

業
者

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
万

博
公

園
の

「
緑

に
包

ま
れ

た
文

化
公

園
」

に
合

致
し

て
い

な
い

。
（

1）
「

遊
ぶ

」
「

働
く

」
「

暮
ら

す
」

で
あ

る
。

（
2）

万
博

公
園

は
「

遊
ぶ

」
場

所
で

あ
り

、
運

営
の

た
め

「
働

く
」

場
所

で
も

あ
る

。

（
3）

万
博

公
園

で
「

暮
ら

す
」

場
所

で
は

な
い

。

2.
万

博
記

念
公

園
の

歴
史

を
無

視
、

あ
る

い
は

軽
視

す
る

意
図

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

本
事

業
は

、
公

募
要

領
上

、
原

則
と

し
て

土
地

貸
付

と
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
一

方
で

公
募

時
に

用
地

②
③

に
つ

い
て

、
一

体
的

な
拠

点
形

成
に

必
要

な
共

同
住

宅
の

た
め

、
購

入
の

計
画

と
す

る
ま

ち
づ

く
り

を
事

業
者

よ
り

提
案

し
、

こ
の

提
案

が
事

業
者

選
定

委
員

会
に

よ
り

最
優

秀
提

案
と

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
こ

の
ま

ち
づ

く
り

の
事

業
実

現
に

必
要

な
行

政
許

可
が

す
べ

て
得

ら
れ

、
さ

ま
ざ

ま
な

法
令

の
規

制
を

ク
リ

ア
し

て
い

る
こ

と
を

条
件

と
し

て
、

土
地

を
売

却
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
土

地
売

却
の

議
会

承
認

に
つ

い
て

は
、

近
隣

の
小

中
学

校
に

お
け

る
児

童
・

生
徒

数
の

増
加

に
伴

う
受

入
態

勢
へ

の
影

響
を

平
準

化
す

る
と

と
も

に
、

工
事

が
集

中
す

る
こ

と
に

よ
る

周
辺

住
環

境
へ

の
付

加
を

軽
減

・
分

散
さ

せ
る

た
め

、
用

地
②

の
共

同
住

宅
を

Ⅱ
期

事
業

に
変

更
し

た
た

め
、

大
阪

府
よ

り
、

府
議

会
の

議
決

が
必

要
と

な
る

要
件

を
満

た
さ

な
く

な
っ

た
た

め
議

決
手

続
が

不
要

に
な

っ
た

と
聞

い
て

お
り

ま
す

。
3.
本

事
業

で
は

、
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
と

質
の

高
い

緑
に

よ
り

、
動

線
空

間
に

お
い

て
は

多
様

な
利

用
者

が
交

錯
す

る
通

路
の

周
辺

部
に

賑
わ

い
を

生
み

出
し

、
公

園
と

し
て

の
潤

い
を

提
供

す
る

よ
う

中
高

木
を

連
続

的
に

並
木

配
置

す
る

こ
と

、
滞

留
・

滞
在

空
間

に
お

い
て

は
効

果
的

に
緑

を
配

置
し

、
緑

陰
空

間
を

生
み

出
す

こ
と

に
よ

り
、

①
賑

わ
い

の
創

出
、

②
気

候
変

動
へ

の
対

応
、

③
緑

に
よ

る
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
の

向
上

に
よ

っ
て

地
域

の
価

値
を

向
上

さ
せ

、
ま

ち
の

持
続

可
能

性
の

確
保

を
目

指
す

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

13
事

業
計

画
4.
事

業
者

は
大

阪
府

万
博

条
例

を
遵

守
し

て
い

な
い

。

（
1）

事
業

地
は

す
べ

て
万

博
公

園
で

あ
る

。

（
2）

万
博

公
園

の
区

域
は

決
ま

っ
て

い
る

。
大

阪
府

と
国

の
土

地
で

あ
る

。

（
3）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

建
て

ら
れ

な
い

4.
本

事
業

は
、

公
募

要
領

上
、

原
則

と
し

て
土

地
貸

付
と

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

一
方

で
公

募
時

に
用

地
②

③
に

つ
い

て
、

一
体

的
な

拠
点

形
成

に
必

要
な

共
同

住
宅

の
た

め
、

購
入

の
計

画
と

す
る

ま
ち

づ
く

り
を

提
案

し
、

こ
の

提
案

が
事

業
者

選
定

委
員

会
に

よ
り

最
優

秀
提

案
と

さ
れ

て
い

ま
す

の
で

、
こ

の
ま

ち
づ

く
り

の
事

業
実

現
に

必
要

な
行

政
許

可
が

す
べ

て
得

ら
れ

、
さ

ま
ざ

ま
な

法
令

の
規

制
を

ク
リ

ア
し

て
い

る
こ

と
を

条
件

と
し

て
、

土
地

を
売

却
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
共

同
住

宅
の

建
設

手
続

等
に

つ
い

て
は

、
吹

田
市

の
条

例
に

基
づ

き
、

必
要

な
手

続
を

適
切

に
進

め
て

お
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

1
3
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

5.
事

業
者

は
公

募
要

項
を

遵
守

し
て

い
な

い
。

（
1）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

事
業

効
果

を
高

め
る

事
業

で
は

な
い

。

（
2）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
に

合
わ

な
い

。
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

（
3）

土
地

の
貸

付
条

件
は

一
定

定
期

借
地

権
設

定
契

約
と

な
っ

て
い

る
。

（
4）

土
地

の
売

却
は

ど
こ

に
も

書
い

て
い

な
い

。

（
5）

そ
の

後
の

基
本

協
定

書
、

実
施

協
定

書
に

よ
っ

て
双

方
で

結
果

を
取

り
繕

っ
て

い
る 6.
事

業
者

は
大

阪
府

万
博

条
例

を
遵

守
し

て
い

な
い

。

（
1）

事
業

地
は

す
べ

て
万

博
公

園
で

あ
る

。

（
2）

万
博

公
園

の
区

域
は

決
ま

っ
て

い
る

。
大

阪
府

と
国

の
土

地
で

あ
る

。

（
3）

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
は

建
て

ら
れ

な
い

。

7.
事

業
者

は
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

を
取

り
止

め
る

べ
き

で
あ

る
。

（
1）

土
地

の
売

却
は

大
阪

府
が

条
例

を
改

正
し

な
い

と
出

来
な

い
。

（
2）

万
博

公
園

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

に
合

致
し

て
い

な
い

。

（
3）

万
博

外
周

道
路

沿
い

は
緑

の
回

廊
で

温
暖

化
対

策
に

寄
与

し
て

も
ら

い
た

い
。

5,
6.

7 本
事

業
は

、
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

」
を

推
進

す
る

事
業

で
あ

り
、

世
界

基
準

の
ア

リ
ー

ナ
と

、
そ

れ
を

補
完

す
る

ホ
テ

ル
、

商
業

施
設

、
オ

フ
ィ

ス
、

レ
ジ

デ
ン

ス
（

住
宅

）
を

段
階

的
に

整
備

す
る

大
規

模
複

合
開

発
事

業
で

す
。

用
地

②
及

び
用

地
③

に
お

け
る

共
同

住
宅

開
発

は
、

ア
リ

ー
ナ

を
中

心
と

し
た

本
事

業
に

共
感

す
る

「
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
あ

る
暮

ら
し

を
楽

し
む

住
民

」
が

定
住

し
、

さ
ら

に
は

共
同

住
宅

の
住

民
な

ど
が

エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
活

動
（

立
場

を
超

え
て

人
や

ア
イ

デ
ア

を
集

め
、

新
し

い
活

動
を

生
み

出
す

賑
わ

い
創

出
活

動
）

に
協

力
・

参
加

し
な

が
ら

用
地

①
－

aの
各

施
設

な
ど

と
緩

や
か

に
繋

が
る

こ
と

で
、

事
業

計
画

地
や

周
辺

エ
リ

ア
の

安
定

的
な

賑
わ

い
に

寄
与

す
る

こ
と

か
ら

、
補

完
機

能
を

果
た

し
て

い
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

し
た

が
い

ま
し

て
、

「
こ

れ
ま

で
に

な
い

新
し

い
交

流
交

歓
の

あ
り

方
を

探
る

先
進

的
エ

リ
ア

と
し

て
、

新
し

い
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
体

験
で

き
る

拠
点

づ
く

り
に

取
り

組
む

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
「

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

」
と

も
合

致
し

て
い

る
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
ま

た
、

共
同

住
宅

に
つ

い
て

は
、

持
続

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
の

た
め

に
も

、
長

期
的

に
居

住
す

る
方

々
の

存
在

が
必

要
で

す
。

こ
う

し
た

観
点

か
ら

、
期

限
に

限
り

が
あ

る
定

期
借

地
で

は
な

く
、

大
阪

府
か

ら
土

地
を

取
得

し
、

分
譲

に
よ

る
共

同
住

宅
を

計
画

し
て

お
り

ま
す

。
加

え
て

、
共

同
住

宅
は

、
公

募
要

項
上

「
補

完
機

能
・

事
業

」
に

該
当

し
、

「
必

置
機

能
・

事
業

」
が

欠
け

る
も

の
で

は
な

く
、

公
募

要
項

の
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

大
阪

府
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

6年
11

月
）

で
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

決
定

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
そ

の
他

、
本

事
業

で
は

、
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
と

質
の

高
い

緑
に

よ
り

、
動

線
空

間
に

お
い

て
は

多
様

な
利

用
者

が
交

錯
す

る
通

路
の

周
辺

部
に

賑
わ

い
を

生
み

出
し

、
公

園
と

し
て

の
潤

い
を

提
供

す
る

よ
う

中
高

木
を

連
続

的
に

並
木

配
置

す
る

こ
と

、
滞

留
・

滞
在

空
間

に
お

い
て

は
効

果
的

に
緑

を
配

置
し

、
緑

陰
空

間
を

生
み

出
す

こ
と

に
よ

り
、

①
賑

わ
い

の
創

出
、

②
気

候
変

動
へ

の
対

応
、

③
緑

に
よ

る
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
の

向
上

に
よ

っ
て

地
域

の
価

値
を

向
上

さ
せ

、
ま

ち
の

持
続

可
能

性
の

確
保

を
目

指
す

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

1
4
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

資
料

1
万

博
公

園
外

周
道

路
沿

い
万

博
公

園
内

の
②

③
敷

地
の

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
と

万
博

用
地

売
却

の
手

続
き

に
つ

い
て

【
事

業
者

の
公

募
か

ら
決

定
ま

で
の

経
緯

】
1.
事

業
者

の
公

募

（
1）

事
業

者
の

公
募

：
20

19
年

（
令

和
元

年
）

10
月

8日
公

表
①

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
関

西
を

代
表

と
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

で
あ

る
。

②
事

業
の

方
向

性
第

一
カ

テ
ゴ

リ
ー

（
①

－
a①

－
b）

は
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
す

る
ま

ち
づ

く
り

に
ふ

さ
わ

し
い

ホ
テ

ル
等

の
周

辺
施

設
を

整
備

す
る

。
第

ニ
カ

テ
ゴ

リ
ー

（
②

③
）

は
第

一
カ

テ
ゴ

リ
ー

を
補

完
す

る
し

、
事

業
効

果
を

高
め

る
事

業
③

土
地

の
貸

付
条

件
一

定
定

期
借

地
権

設
定

契
約

を
締

結
す

る
。

（
2）

基
本

協
定

書
：

20
24

年
（

令
和

6年
）

 8
月

9日
公

表

①
一

定
定

期
借

地
権

設
定

契
約

（
①

－
a）

と
売

買
契

約
（

①
－

b、
②

、
③

）
の

基
本

事
項

を
定

め
た

。
②

A
B

C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

跡
地

①
－

b敷
地

と
万

博
外

周
道

路
沿

い
②

③
敷

地
を

一
定

定
期

借
地

権
設

定
契

約
か

ら
売

買
契

約
に

変
更

し
た

。
③

①
－

b敷
地

と
②

③
敷

地
は

万
博

公
園

公
共

用
地

か
ら

個
人

所
有

地
と

な
っ

た
。

・
分

譲
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

を
容

認
し

た
。

（
3）

実
施

協
定

書
：

20
25

年
（

令
和

7年
）

 8
月

1日
公

表
・

基
本

協
定

書
の

一
定

定
期

借
地

権
設

定
契

約
と

売
買

契
約

の
主

要
条

件
を

詳
細

に
定

め
た

。

（
資

料
で

あ
る

た
め

見
解

は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん
）
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表
7
.
1
-
1
（

1
5
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

2.
事

業
者

の
決

定

（
1）

選
定

委
員

会
：

20
21

年
（

令
和

3年
）

 5
月

19
日

公
表

・
選

定
理

由
：

住
宅

や
オ

フ
ィ

ス
に

関
す

る
提

案
に

つ
い

て
は

、
具

体
化

で
き

る
よ

う
、

大
阪

府
や

吹
田

市
等

、
関

係
機

関
の

意
見

等
に

つ
い

て
十

分
配

慮
さ

れ
た

。
・

次
点

の
提

案
概

要
の

公
開

及
び

議
事

録
の

公
開

は
な

し
（

2）
吹

田
市

長
の

意
見

：
D

-1
10

月
28

日
発

出
・

当
該

事
業

の
大

規
模

開
発

事
業

構
想

届
出

書
等

は
吹

田
市

条
例

の
規

定
す

る
要

件
に

満
た

し
て

い
な

い
。

・
①

－
b敷

地
の

共
同

住
宅

建
設

は
条

例
の

要
件

を
満

た
し

て
い

な
い

。

（
3）

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

会
議

：
D

-1
11

月
15

日
開

催
開

催
理

由
：

・
①

－
bに

関
す

る
吹

田
市

長
意

見
に

よ
り

①
－

b敷
地

は
第

一
期

開
発

対
象

区
域

か
ら

一
旦

除
外

す
る

。
・

②
③

敷
地

の
共

同
住

宅
建

設
を

第
一

期
に

前
倒

し
す

る
。

会
議

意
見

：
・

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
は

維
持

さ
れ

て
い

る
。

・
共

同
住

宅
②

③
は

、
公

募
要

項
上

「
補

完
機

能
・

事
業

」
に

該
当

し
「

必
置

機
能

・
事

業
」

に
欠

け
る

も
の

で
は

な
い

。
・

公
募

要
項

に
示

さ
れ

て
い

る
事

業
予

定
者

の
取

消
要

件
に

該
当

し
な

い
。

・
共

同
住

宅
②

③
は

、
ま

ち
づ

く
り

に
か

か
わ

っ
て

お
り

住
機

構
が

必
要

で
あ

る
。

・
共

同
住

宅
①

－
bの

代
替

案
は

、
早

期
に

検
討

し
開

業
を

目
指

す
べ

き
で

あ
る

。

（
4）

戦
略

本
部

会
議

：
20

24
年

（
令

和
6年

）
11

月
20

日
開

催
開

催
理

由
：

・
①

－
bに

関
す

る
吹

田
市

長
意

見
に

よ
り

①
－

b敷
地

は
第

一
期

開
発

対
象

区
域

か
ら

一
旦

除
外

す
る

。
・

②
③

敷
地

の
共

同
住

宅
建

設
を

第
一

期
に

前
倒

し
す

る
。

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
意

見
を

参
考

に
す

る
。

対
応

方
針

：
・

事
業

予
定

者
の

再
公

募
は

行
わ

ず
、

提
案

事
業

変
更

計
画

は
認

め
る

。
・

共
同

住
宅

①
－

bの
代

替
案

は
早

期
に

検
討

し
開

業
を

目
指

す
。

（
資

料
で

あ
る

た
め

見
解

は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん
）
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表
7
.
1
-
1
（

1
6
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

資
料

2
万

博
公

園
外

周
道

路
沿

い
万

博
公

園
内

の
②

③
敷

地
の

分
譲

マ
ン

シ
ョ

ン
建

設
と

万
博

用
地

売
却

の
手

続
き

に
つ

い
て

【
大

阪
府

万
博

公
園

条
例

と
万

博
公

園
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
】

1.
大

阪
府

万
博

公
園

条
例

（
1）

大
阪

府
万

博
条

例
：

20
13

年
（

平
成

25
年

）
12

月
24

日
公

布

（
2）

第
1条

：
「

緑
に

包
ま

れ
た

文
化

公
園

」
と

し
て

運
営

す
る

と
と

も
に

都
市

の
魅

力
の

創
出

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
3）

第
2条

1：
府

民
に

緑
に

包
ま

れ
た

憩
い

の
場

及
び

活
動

の
場

を
提

供
し

、
も

っ
て

府
民

の
健

康
で

文
化

的
な

生
活

の
確

保
に

資
す

る
た

め
万

博
公

園
を

設
置

す
る

。
（

4）
第

2条
2：

知
事

は
、

規
則

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
万

博
公

園
の

区
域

を
公

示
し

、
か

つ
当

該
区

域
を

記
載

し
た

図
書

を
一

般
に

縦
覧

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

2.
万

博
公

園
の

活
性

化
に

向
け

た
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
（

1）
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
：

20
22

年
（

令
和

4年
）

11
月

30
日

公
表

（
2）

万
博

公
園

区
域

：
②

③
敷

地
は

万
博

公
園

内
と

な
っ

て
い

る
。

（
3）

ゾ
ー

ン
の

確
認

：
②

③
敷

地
は

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
ゾ

ー
ン

に
位

置
付

け
て

い
る

。

（
資

料
で

あ
る

た
め

見
解

は
記

載
し

て
い

ま
せ

ん
）
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表
7
.
1
-
1
（

1
7
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

14
事

業
計

画
1、

住
宅

建
設

の
反

対
毎

回
、

要
望

書
を

出
す

に
あ

た
っ

て
申

し
上

げ
て

い
ま

す
が

、
万

博
公

園
は

「
公

園
活

性
化

に
向

け
た

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

20
40

」
に

お
い

て
、

万
博

公
園

の
土

地
を

売
却

し
、

共
同

住

宅
の

建
設

な
ど

公
園

環
境

を
破

壊
す

る
審

議
は

一
切

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

こ
の

公
園

は
70

年
万

博
が

開
催

さ
れ

る
に

あ
た

り
、

地
域

の
土

地
所

有
者

が
国

家
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
だ

か
ら

と
い

っ
て

提
供

・
協

力
さ

れ
た

遺
産

的
貴

重
な

公
園

で
す

。
住

民
の

意
見

を
無

視
し

て
民

間
住

宅
を

建
て

営
利

を
目

的
と

す
る

行
為

は
、

府
民

の
信

頼
を

裏
切

る
背

信
行

為
で

す
。

 
行

政
マ

ン
と

し
て

恥
ず

か
し

い
と

思
い

ま
せ

ん
か

。
断

固
反

対
し

ま
す

。
ち

な
み

に
、

行
政

な
ら

び
に

公
的

機
関

の
施

設
、

教
育

関
係

の
施

設
な

ど
必

要
に

迫
ら

れ
た

誘
致

 な
ら

ま
だ

考
え

る
余

地
は

あ
り

ま
す

。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

に
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

大
阪

府
よ

り
次

の
と

お
り

の
見

解
で

あ
る

こ
と

を
聞

い
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

行
政

へ
の

ご
意

見
・

ご
要

望
に

つ
い

て
は

、
関

係
部

局
に

お
伝

え
し

ま
す

。
「

本
事

業
は

、
世

界
最

先
端

の
機

能
を

有
す

る
ア

リ
ー

ナ
と

、
当

該
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
ま

ち
づ

く
り

に
ふ

さ
わ

し
い

周
辺

施
設

等
に

つ
い

て
、

民
間

活
力

を
導

入
し

た
提

案
を

、
広

く
募

集
し

て
い

た
も

の
で

す
。

本
事

業
が

め
ざ

す
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

の
実

現
に

向
け

、
ア

リ
ー

ナ
や

ホ
テ

ル
、

共
同

住
宅

な
ど

、
一

体
的

な
拠

点
形

成
に

必
要

な
も

の
と

し
て

、
貸

付
土

地
の

部
分

と
売

り
払

い
部

分
の

提
案

が
あ

っ
た

も
の

で
す

。
そ

の
提

案
の

あ
っ

た
事

業
計

画
書

な
ど

に
基

づ
き

、
学

識
経

験
者

な
ど

、
第

三
者

か
ら

な
る

事
業

者
選

定
委

員
会

に
お

い
て

、
審

査
が

行
わ

れ
、

最
優

秀
提

案
者

が
決

定
さ

れ
、

事
業

予
定

者
と

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

大
阪

府
と

し
て

も
、

事
業

者
選

定
委

員
会

の
選

定
結

果
を

踏
ま

え
、

事
業

実
現

に
向

け
て

取
組

ん
で

い
く

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
」

ま
た

、
事

業
者

と
し

て
は

、
用

地
②

及
び

用
地

③
に

お
け

る
共

同
住

宅
開

発
は

、
ア

リ
ー

ナ
を

中
心

と
し

た
本

事
業

に
共

感
す

る
「

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

あ
る

暮
ら

し
を

楽
し

む
住

民
」

が
定

住
し

、
さ

ら
に

は
共

同
住

宅
の

住
民

な
ど

が
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

活
動

（
立

場
を

超
え

て
人

や
ア

イ
デ

ア
を

集
め

、
新

し
い

活
動

を
生

み
出

す
賑

わ
い

創
出

活
動

）
に

協
力

・
参

加
し

な
が

ら
用

地
①

－
aの

各
施

設
な

ど
と

緩
や

か
に

繋
が

る
こ

と
で

、
事

業
計

画
地

や
周

辺
エ

リ
ア

の
安

定
的

な
賑

わ
い

に
寄

与
す

る
こ

と
か

ら
、

補
完

機
能

を
果

た
し

て
い

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
し

た
が

い
ま

し
て

、
「

こ
れ

ま
で

に
な

い
新

し
い

交
流

交
歓

の
あ

り
方

を
探

る
先

進
的

エ
リ

ア
と

し
て

、
新

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

体
験

で
き

る
拠

点
づ

く
り

に
取

り
組

む
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

「
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
」

と
も

合
致

し
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

1
8
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

15
事

業
計

画
評

価
書

案
別

冊
、

表
6.

1-
1提

案
書

意
見

交
換

会
に

お
け

る
意

見
の

概
要

（
N

o.
4）

、
表

7.
1-

1 
意

見
書

の
概

要
（

N
o.

55
、

N
o.

16
0、

N
o.

16
6）

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

※
に

つ
い

て
の

意
見

書
※

「
事

業
計

画
地

内
に

あ
る

万
博

記
念

公
園

中
央

駐
車

場
は

、
本

事
業

の
実

施
に

伴
い

、
廃

止
さ

れ
ま

す
が

、
そ

の
代

替
駐

車
場

に
つ

い
て

は
、

現
在

、
大

阪
府

に
お

い
て

検
討

中
で

す
。

」
※

「
事

業
計

画
地

内
に

あ
る

万
博

記
念

公
園

中
央

駐
車

場
や

既
存

の
駐

輪
場

は
、

本
事

業
の

実
施

に
伴

い
、

廃
止

さ
れ

ま
す

。
そ

の
代

替
計

画
に

つ
い

て
は

、
現

在
、

大
阪

府
に

お
い

て
検

討
中

で
す

の
で

、
事

業
者

か
ら

は
お

答
え

で
き

ま
せ

ん
。

」
提

案
書

の
意

見
交

換
会

は
20

25
年

2月
15

日
と

2月
16

日
、

意
見

書
の

提
出

期
間

は
20

25
年

1月
22

日
～

3月
8日

、
吹

田
市

の
評

価
書

案
の

受
理

は
20

26
年

5月
21

日
。

意
見

が
表

明
さ

れ
て

か
ら

1年
余

り
を

経
過

し
て

評
価

書
案

が
提

出
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
間

、
大

阪
府

は
万

博
記

念
公

園
中

央
駐

車
場

（
既

存
の

駐
輪

場
）

の
代

替
案

を
提

示
で

き
て

い
な

い
。

大
阪

府
は

事
業

の
発

注
者

と
し

て
の

責
任

を
果

た
せ

て
い

な
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
用

地
①

－
bの

具
体

案
お

よ
び

万
博

記
念

公
園

中
央

駐
車

場
の

代
替

案
が

い
ま

だ
に

提
示

さ
れ

な
い

状
況

で
本

事
業

に
関

す
る

吹
田

市
の

審
査

（
環

境
影

響
評

価
・

大
規

模
開

発
構

想
）

を
継

続
す

る
こ

と
は

か
な

り
危

険
な

行
為

と
考

え
ま

す
。

具
体

案
お

よ
び

代
替

案
が

提
示

さ
れ

る
ま

で
は

吹
田

市
の

審
査

を
一

時
停

止
す

べ
き

と
考

え
ま

す
。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

に
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

大
阪

府
よ

り
次

の
と

お
り

の
見

解
で

あ
る

こ
と

を
聞

い
て

お
り

ま
す

。
「

用
地

①
－

aの
工

事
期

間
中

に
お

い
て

は
、

公
園

利
用

者
の

利
便

性
を

確
保

す
る

た
め

、
暫

定
駐

車
場

及
び

代
替

駐
輪

場
を

設
置

し
ま

す
。

暫
定

駐
車

場
は

、
用

地
①

－
b及

び
用

地
②

へ
の

設
置

を
予

定
し

て
お

り
ま

す
。

代
替

駐
輪

場
は

、
万

博
記

念
公

園
の

西
口

付
近

及
び

東
口

付
近

へ
の

設
置

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

万
博

記
念

公
園

駅
の

有
料

駐
輪

場
に

つ
い

て
は

、
工

事
期

間
中

も
引

き
続

き
利

用
可

能
で

す
。

（
令

和
8年

8月
31

日
開

催
の

第
1回

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

交
通

部

会
資

料
4別

紙
2参

照
）

ま
た

、
ア

リ
ー

ナ
開

業
後

に
お

け
る

万
博

記
念

公
園

の
駐

車
場

及
び

駐
輪

場
に

つ
い

て
、

駐
車

場
は

ア
リ

ー
ナ

開
業

後
の

交
通

環
境

や
駐

車
場

需
要

を
踏

ま
え

る
と

と
も

に
、

駐
輪

場
は

工
事

期
間

中
の

公
園

利
用

者
や

周
辺

の
既

存
駐

輪
場

の
利

用
状

況
を

踏
ま

え
て

、
整

備
位

置
や

台
数

等
を

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
」

な
お

、
事

業
者

と
し

て
は

、
用

地
①

－
bの

計
画

に
つ

い
て

は
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会

議
（

令
和

8年
2月

）
で

の
方

針
を

踏
ま

え
、

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
代

替
案

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

を
速

や
か

に
進

め
、

適
宜

、
大

阪
府

へ
報

告
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
計

画
が

確
定

し
ま

し
た

ら
、

環
境

影
響

評
価

の
変

更
や

再
実

施
な

ど
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

い
た

し
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

1
9
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

16
事

業
計

画
大

阪
府

府
民

文
化

部
に

よ
る

（
仮

称
）

万
博

記
念

公
園

駅
前

周
辺

地
区

活
性

化
事

業
と

東
京

都
都

市
整

備
局

に
よ

る
神

宮
外

苑
地

区
第

一
種

市
街

地
再

開
発

事
業

（
明

治
神

宮
外

苑
に

お
け

る
野

球
場

、
ラ

グ
ビ

ー
場

の
整

備
事

業
）

に
は

共
通

し
て

み
ら

れ
る

不
可

解
な

点
が

あ
る

。
神

宮
外

苑
は

、
国

民
の

寄
付

や
奉

仕
活

動
に

よ
っ

て
作

ら
れ

明
治

神
宮

に
奉

献
さ

れ
た

後
、

「
風

致
地

区
」

に
指

定
さ

れ
て

、
良

好
な

自
然

的
景

観
が

守
ら

れ
て

き
た

。
東

京
都

新
宿

区
に

よ
っ

て
「

風
致

地
区

」
の

規
制

が
緩

和
さ

れ
、

建
設

が
可

能
と

な
っ

た
高

層
ビ

ル
2棟

（
複

合
棟

：
約

18
5メ

ー
ト

ル
、

80
メ

ー
ト

ル
）

の
保

有
床

に
よ

っ
て

も
た

ら
さ

れ
る

利
益

が
事

業
資

金
に

充
当

さ
れ

る
。

万
博

記
念

公
園

跡
地

は
半

世
紀

以
上

に
わ

た
り

緑
に

包
ま

れ
た

「
文

化
公

園
」

と
し

て
維

持
管

理
さ

れ
て

き
た

。
（

仮
称

）
万

博
記

念
公

園
駅

前
周

辺
地

区
活

性
化

事
業

で
は

、
公

募
条

件
と

し
て

事
業

用
地

は
50

年
間

の
一

般
定

期
借

地
、

大
型

ア
リ

ー
ナ

の
建

設
を

必
須

と
し

ア
リ

ー
ナ

機
能

を
補

完
す

る
も

の
と

し
て

ホ
テ

ル
等

の
建

設
が

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が

、
事

業
計

画
に

よ
れ

ば
、

ア
リ

ー
ナ

の
補

完
機

能
が

説
明

で
き

な
い

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
の

建
設

が
あ

り
、

ま
た

、
共

同
住

宅
建

設
用

地
が

事
業

者
へ

売
却

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
こ

の
共

同
住

宅
の

売
却

に
よ

っ
て

得
ら

れ
る

利
益

が
事

業
の

資
金

と
な

る
。

明
治

神
宮

外
苑

、
万

博
記

念
公

園
は

い
ず

れ
も

純
粋

な
私

有
地

で
は

な
い

。
明

治
神

宮
外

苑
に

お
け

る
「

風
致

地
区

」
規

制
の

緩
和

、
万

博
記

念
公

園
に

お
け

る
跡

地
の

売
却

は
地

方
公

共
団

体
が

行
っ

た
決

定
で

あ
る

。
い

ず
れ

の
事

業
に

お
い

て
も

事
業

者
の

便
宜

が
図

ら
れ

そ
の

利
益

が
ま

ず
優

先
さ

れ
地

域
住

民
の

利
益

は
顧

慮
さ

れ
て

い
な

い
か

軽
視

さ
れ

て
い

る
。

本
事

業
は

、
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

」
を

推
進

す
る

事
業

で
あ

り
、

世
界

基
準

の
ア

リ
ー

ナ
と

、
そ

れ
を

補
完

す
る

ホ
テ

ル
、

商
業

施
設

、
オ

フ
ィ

ス
、

レ
ジ

デ
ン

ス
（

住
宅

）
を

段
階

的
に

整
備

す
る

大
規

模
複

合
開

発
事

業
で

す
。

用
地

②
③

に
お

け
る

共
同

住
宅

開
発

は
、

ア
リ

ー
ナ

を
中

心
と

し
た

本
事

業
に

共
感

す
る

「
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
あ

る
暮

ら
し

を
楽

し
む

住
民

」
が

定
住

し
、

さ
ら

に
は

共
同

住
宅

の
住

民
な

ど
が

エ
リ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
活

動
（

立
場

を
超

え
て

人
や

ア
イ

デ
ア

を
集

め
、

新
し

い
活

動
を

生
み

出
す

賑
わ

い
創

出
活

動
）

に
協

力
・

参
加

し
な

が
ら

用
地

①
－

aの
各

施
設

な
ど

と
緩

や
か

に
繋

が
る

こ
と

で
、

事
業

計
画

地
や

周
辺

エ
リ

ア
の

安
定

的
な

賑
わ

い
に

寄
与

す
る

こ
と

か
ら

、
補

完
機

能
を

果
た

し
て

い
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

本
事

業
計

画
は

、
公

募
要

項
に

あ
る

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
づ

く
り

」
と

い
っ

た
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
6年

11
月

）
で

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
決

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
共

同
住

宅
は

、
共

同
住

宅
の

み
で

事
業

採
算

性
を

考
慮

し
た

上
、

計
画

し
て

お
り

ま
す

。
本

事
業

は
、

「
楽

（
遊

ぶ
）

・
住

（
暮

ら
す

）
・

職
（

働
く

）
」

の
複

合
的

な
街

づ
く

り
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

計
画

し
て

お
り

、
用

地
②

③
で

計
画

す
る

共
同

住
宅

は
、

住
機

能
を

担
う

施
設

と
な

り
ま

す
。

住
宅

単
体

の
事

業
と

は
異

な
り

、
周

辺
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
る

複
合

的
な

ま
ち

づ
く

り
の

一
端

を
担

う
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
ア

リ
ー

ナ
・

ホ
テ

ル
・

商
業

と
一

体
で

開
発

さ
れ

る
共

同
住

宅
も

公
益

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

17
事

業
計

画
さ

い
た

ま
ス

ー
パ

ー
ア

リ
ー

ナ
・

横
浜

ア
リ

ー
ナ

は
ト

イ
レ

が
少

な
い

た
め

、
近

隣
の

病
院

等
に

多
大

な
迷

惑
を

か
け

て
い

る
と

聞
く

。
ア

リ
ー

ナ
に

は
、

十
分

な
数

の
ト

イ
レ

を
作

っ
て

ほ
し

い
。

大
規

模
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

時
に

お
い

て
、

来
場

者
の

皆
様

が
ス

ム
ー

ズ
に

施
設

を
ご

利
用

で
き

る
こ

と
、

ま
た

近
隣

の
皆

様
や

周
辺

施
設

に
ご

迷
惑

を
お

か
け

し
な

い
こ

と
は

、
施

設
運

営
・

整
備

に
お

け
る

重
要

課
題

の
一

つ
で

あ
る

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

本
施

設
に

お
き

ま
し

て
は

、
過

去
の

大
型

ア
リ

ー
ナ

等
の

運
用

事
例

や
最

新
の

集
客

施
設

基
準

を
踏

ま
え

、
と

り
わ

け
混

雑
が

予
想

さ
れ

る
女

性
用

ト
イ

レ
の

比
率

を
高

め
る

な
ど

、
ピ

ー
ク

時
の

需
要

に
耐

え
う

る
十

分
な

衛
生

設
備

（
ト

イ
レ

台
数

）
の

確
保

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

2
0
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

18
事

業
計

画
一

．
巨

大
な

ゾ
ウ

を
10

cm
物

差
し

で
計

っ
て

は
、

全
体

を
把

握
出

来
な

い
。

同
様

に
今

回
の

事
業

の
み

を
対

象
と

し
て

評
価

す
る

の
は

間
違

い
で

あ
る

。
既

に
万

博
記

念
公

園
の

施
設

・
事

業
で

す
ら

、
地

域
に

重
大

な
負

荷
を

か
け

て
、

市
民

生
活

に
苦

痛
を

与
え

周
辺

か
ら

は
迷

惑
の

声
が

上
が

っ
て

い
る

。
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
に

ま
で

届
く

一
日

中
の

イ
ベ

ン
ト

の
音

、
花

火
の

爆
発

音
や

大
量

の
車

の
流

入
で

あ
る

。
そ

こ
へ

の
今

回
の

事
業

は
、

周
辺

の
容

量
を

完
全

に
越

え
て

い
る

。
府

の
公

園
条

例
は

“に
ぎ

わ
い

の
創

出
”を

言
う

が
、

白

紙
の

保
留

地
に

も
い

ず
れ

は
商

業
地

が
計

画
さ

れ
る

。
“に

ぎ
わ

い
”も

度
を

越
す

と
公

害
に

な
っ

て
し

ま
う

。
こ

の
現

実
を

直
視

し
な

い
と

、
緑

に
包

ま
れ

た
現

代
芸

術
の

極
の

太
陽

の
塔

が
怒

る
の

で
す

。
環

境
評

価
の

尺
度

を
大

き
く

変
更

し
て

、
し

っ
か

り
と

全
体

を
つ

か
め

る
物

に
し

な
い

と
い

け
な

い
。

新
た

な
事

業
が

開
始

さ
れ

る
こ

と
に

伴
う

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

の
ご

不
安

な
気

持
ち

に
つ

い
て

は
こ

れ
ま

で
の

ご
意

見
等

か
ら

承
知

し
て

い
ま

す
の

で
、

本
事

業
で

は
、

交
通

対
策

な
ど

開
業

後
の

運
営

状
況

を
継

続
的

に
確

認
し

、
公

園
全

体
で

必
要

な
改

善
措

置
を

講
じ

る
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

が
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

今
後

、
大

阪
府

を
は

じ
め

公
園

内
施

設
の

事
業

者
な

ど
の

関
係

者
及

び
本

事
業

者
に

よ
る

、
（

仮
称

）
交

通
対

策
調

整
組

織
を

事
業

者
が

新
設

し
、

施
設

間
で

連
携

し
て

集
客

予
測

、
対

策
を

実
施

す
る

な
ど

の
運

用
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
地

元
の

皆
様

に
も

情
報

共
有

を
さ

せ
て

い
た

だ
く

予
定

で
す

。
同

組
織

が
、

開
業

後
に

発
生

す
る

交
通

課
題

に
つ

い
て

、
実

効
性

の
あ

る
対

策
連

携
を

検
討

・
実

施
し

て
、

継
続

的
な

交
通

課
題

の
解

決
、

地
域

交
通

へ
の

影
響

の
低

減
に

努
め

ま
す

。
（

令
和

8年
10

月
16

日
開

催
の

第
2回

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

交
通

部
会

資

料
2別

紙
1の

5ペ
ー

ジ
参

照
）

19
事

業
計

画
三

．
今

こ
の

地
に

必
要

な
も

の
は

、
文

化
と

体
育

の
創

造
を

緑
の

再
生

と
共

に
、

例
え

ば
、

図
書

館
や

文
化

創
造

（
芸

術
、

音
楽

）
活

動
の

拠
点

や
若

者
が

集
え

る
ス

ケ
ー

ト
ボ

ー
ド

施
設

で
静

と
動

が
交

差
す

る
ス

ペ
ー

ス
が

、
地

域
か

ら
も

喜
ば

れ
る

も
の

で
は

な
い

の
か

。
無

秩
序

な
ル

ー
ル

無
き

再
開

発
は

“変
化

”で
な

く
無

法
地

帯
し

か
生

み
出

さ
な

い
。

こ
の

ま
ま

で
は

、
都

市
公

園
面

積
は

さ
ら

に
不

足
す

る
し

、
長

期
に

特
定

民
間

企
業

の
収

益
に

奉
仕

す
る

公
園

に
な

っ
て

し
ま

う
。

公
園

は
誰

も
が

自
由

に
利

用
出

来
る

も
の

だ
。

吹
田

の
千

里
山

高
塚

の
ド

ン
グ

リ
林

や
田

ん
ぼ

は
市

道
建

設
に

よ
り

無
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

山
田

に
お

い
て

も
竹

林
や

田
ん

ぼ
が

な
く

な
り

つ
つ

あ
る

が
、

地
元

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
人

達
の

努
力

で
蛍

が
生

息
し

て
い

る
。

こ
の

努
力

を
行

政
も

企
業

も
学

ん
で

ほ
し

い
。

四
．

今
の

大
阪

は
「

金
メ

ッ
キ

の
タ

ン
ツ

ボ
」

化
し

て
い

る
。

橋
本

元
知

事
は

「
ワ

イ
ザ

ツ
」

な
も

の
は

大
阪

が
受

け
入

れ
る

と
し

て
来

た
が

、
こ

れ
で

は
大

阪
浪

速
の

人
情

は
無

く
な

り
、

単
な

る
大

都
会

が
出

来
る

だ
け

だ
。

そ
の

昔
、

東
京

で
は

毎
晩

幹
線

道
路

の
歩

道
と

建
物

の
ゴ

ミ
回

収
を

行
っ

て
い

た
。

千
里

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

も
生

ま
れ

て
50

年
以

上
だ

が
、

幹
線

道
路

に
は

タ
バ

コ
、

植
込

み
に

は
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

公
園

の
ゴ

ミ
箱

に
は

散
歩

イ
ヌ

の
フ

ン
で

悪
臭

が
こ

の
猛

暑
で

す
ご

い
。

回
収

の
人

も
大

変
だ

。
大

阪
市

内
の

幹
線

道
路

の
植

込
み

も
ゴ

ミ
が

散
乱

し
て

い
る

。
見

た
目

の
キ

ラ
キ

ラ
よ

り
も

、
土

と
緑

と
住

民
を

大
切

に
す

る
環

境
こ

そ
が

、
子

育
て

に
は

必
要

だ
と

思
う

。

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

か
ら

様
々

な
ご

意
見

が
あ

る
の

は
承

知
し

て
お

り
ま

す
が

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

も
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

し
て

い
く

中
で

、
周

辺
住

民
の

皆
さ

ま
に

と
っ

て
、

よ
り

良
い

計
画

と
な

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

2
1
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

20
事

業
計

画
現

状
の

ら
ら

ぽ
ー

と
、

ガ
ン

バ
ス

タ
ジ

ア
ム

設
立

後
の

交
通

渋
滞

は
地

域
住

民
の

安
心

安
全

な
日

常
生

活
に

多
大

な
負

担
に

な
っ

て
い

ま
す

。
加

え
て

、
緑

に
囲

ま
れ

た
閑

静
な

環
境

も
壊

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
間

の
交

通
部

会
公

聴
会

に
参

加
し

て
き

ま
し

た
が

周
辺

の
交

通
量

は
、

既
に

キ
ャ

パ
が

い
っ

ぱ
い

で
す

。
そ

の
上

で
の

今
回

の
交

通
対

策
の

予
測

・
評

価
の

実
現

性
は

疑
問

を
持

た
ざ

る
を

得
ま

せ
ん

。
そ

も
そ

も
市

議
会

で
全

会
一

致
で

可
決

さ
れ

て
い

る
保

留
地

を
含

め
た

一
体

計
画

の
提

示
に

対
し

て
は

無
視

を
し

て
事

業
が

進
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
が

問
題

で
す

。
6/

28
の

意
見

交
換

会
に

参
加

し
ま

し
た

が
、

開
発

事
業

者
の

一
方

的
な

説
明

に
終

始
さ

れ
、

住
民

無
視

の
感

は
免

れ
ま

せ
ん

。
加

え
て

、
今

も
っ

て
大

阪
府

が
住

民
と

の
対

話
を

欠
い

た
ま

ま
事

業
者

と
開

発
を

進
め

て
い

る
こ

と
は

不
誠

実
で

す
。

府
の

説
明

会
は

こ
れ

か
ら

と
の

こ
と

で
す

が
、

片
方

で
地

元
と

事
業

者
と

の
話

は
す

す
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
世

界
中

か
ら

人
々

を
集

め
る

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
で

新
し

い
都

市
魅

力
を

創
造

す
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
提

案
は

一
方

的
で

景
観

へ
の

配
慮

は
主

観
的

で
す

。
共

同
住

宅
用

地
は

地
元

住
民

・
自

治
会

の
反

対
に

も
関

わ
ら

ず
前

倒
し

で
建

設
計

画
、

学
校

へ
の

配
慮

も
な

い
事

業
者

の
提

案
で

す
。

防
災

・
安

全
に

つ
い

て
も

ア
リ

ー
ナ

建
設

に
防

災
拠

点
と

し
て

の
仮

設
住

宅
用

地
の

確
保

は
困

難
と

の
こ

と
で

す
が

、
南

海
ト

ラ
フ

、
火

災
な

ど
の

対
策

は
住

民
の

命
あ

っ
て

の
街

づ
く

り
で

す
。

吹
田

市
と

し
て

、
こ

の
ま

ま
事

業
を

追
認

し
て

い
く

の
か

一
旦

立
ち

止
ま

る
こ

と
を

求
め

ま
す

。

本
事

業
で

は
、

交
通

対
策

な
ど

開
業

後
の

運
営

状
況

を
継

続
的

に
確

認
し

、
公

園
全

体
で

必
要

な
改

善
措

置
を

講
じ

る
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

が
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
、

今
後

、
大

阪
府

を
は

じ
め

公
園

内
施

設
の

事
業

者
な

ど
の

関
係

者
と

の
調

整
を

本
事

業
者

が
主

体
的

に
進

め
、

（
仮

称
）

交
通

対
策

調
整

組
織

の
立

上
げ

及
び

円
滑

な
運

営
を

可
能

と
す

る
仕

組
の

構
築

に
責

任
を

持
っ

て
取

組
み

、
施

設
間

で
連

携
し

て
集

客
予

測
、

対
策

の
実

施
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
地

元
の

皆
様

に
も

情
報

共
有

を
さ

せ
て

い
た

だ
く

予
定

で
す

。
用

地
①

－
bを

外
し

た
変

更
計

画
（

本
事

業
計

画
）

は
、

公
募

要
項

に
あ

る
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

と
い

っ
た

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
等

か
ら

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

6年
11

月
）

で
事

業
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

決
定

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

に
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

大
阪

府
と

住
民

の
皆

様
と

の
対

話
の

機
会

に
つ

い
て

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

「
地

域
住

民
の

皆
様

と
の

意
見

交
換

に
つ

い
て

は
、

令
和

8年
8月

23
日

に
実

施
し

た
意

見
交

換
会

を
は

じ
め

と
し

て
、

吹
田

市
や

地
元

自
治

会
連

合
会

と
相

談
し

な
が

ら
実

施
し

て
ま

い
り

ま
し

た
。

今
後

も
、

事
業

者
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
事

業
の

進
捗

に
応

じ
て

、
地

域
住

民
の

ご
意

見
を

丁
寧

に
伺

う
機

会
の

確
保

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

」
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表
7
.
1
-
1
（

2
2
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

ご
懸

念
さ

れ
て

い
る

、
景

観
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

施
設

、
防

災
・

安
全

に
つ

い
て

は
、

本
環

境
影

響
評

価
に

お
い

て
予

測
・

評
価

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

そ
の

結
果

に
つ

い
て

、
吹

田
市

環
境

影
響

評
価

審
査

会
に

お
い

て
審

議
さ

れ
、

重
要

文
化

財
で

あ
る

太
陽

の
塔

を
含

め
た

（
自

然
文

化
園

内
か

ら
の

）
景

観
や

バ
リ

ア
フ

リ
ー

へ
の

配
慮

、
保

育
所

新
設

に
つ

い
て

の
継

続
協

議
な

ど
の

指
摘

を
受

け
て

お
り

、
事

業
者

と
し

て
最

大
限

の
環

境
配

慮
を

行
う

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

学
校

へ
の

配
慮

に
つ

い
て

は
、

学
校

側
と

協
議

を
し

て
お

り
、

騒
音

対
策

に
つ

い
て

ご
理

解
い

た
だ

い
た

と
と

も
に

、
施

工
業

者
決

定
後

に
学

校
行

事
や

試
験

日
程

等
の

情
報

共
有

を
行

い
、

学
校

側
の

要
望

に
応

じ
て

音
の

大
き

い
工

事
は

避
け

る
な

ど
の

対
応

を
行

う
事

に
つ

い
て

確
認

を
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
対

策
に

つ
い

て
も

、
吹

田
市

学
校

教
育

委
員

会
と

協
議

を
行

っ
て

お
り

、
事

業
者

側
に

て
学

校
側

対
策

設
備

を
設

置
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

旨
を

お
伝

え
し

て
お

り
ま

す
。

防
災

・
安

全
に

つ
い

て
は

、
事

業
計

画
地

及
び

そ
の

周
辺

の
広

域
避

難
地

と
し

て
、

万
博

公
園

周
辺

約
25

0h
aが

指
定

さ
れ

て
お

り
、

広
域

避
難

地
と

し
て

の
避

難
ス

ペ
ー

ス
は

、
評

価
書

案
78

8ペ
ー

ジ
に

記
載

さ
れ

た
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス

（
16

.0
h

a)
に

限
っ

た
も

の
で

は
な

い
た

め
、

広
域

避
難

地
は

、
評

価
書

案
80

5ペ
ー

ジ
に

記
載

さ
れ

た
必

要
な

面
積

（
広

域
避

難
地

か
ら

１
km

圏
内

の
居

住
者

数
及

び
万

博
公

園

記
念

公
園

内
の

滞
在

人
数

）
で

あ
る

15
.9

h
aを

十
分

に
満

足
し

て
い

ま
す

。
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

一
部

は
、

自
衛

隊
等

の
広

域
的

支
援

部
隊

の
活

動
エ

リ
ア

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

お
り

、
避

難
者

に
よ

る
利

用
と

支
援

部
隊

に
よ

る
利

用
が

重
複

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

場
合

は
、

園
内

の
他

の
広

場
等

を
避

難
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

活
用

す
る

想
定

で
あ

り
、

現
行

の
計

画
等

の
想

定
に

お
け

る
後

方
支

援
活

動
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

こ
と

を
、

大
阪

府
に

確
認

し
て

お
り

ま
す

。
周

辺
住

民
の

皆
さ

ま
か

ら
様

々
な

ご
意

見
が

あ
る

の
は

承
知

し
て

お
り

ま
す

が
、

本
環

境
影

響
評

価
手

続
も

含
め

、
必

要
な

手
続

を
実

施
し

て
い

く
中

で
、

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

に
と

っ
て

、
よ

り
良

い
計

画
と

な
る

よ
う

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

2
3
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

21
事

業
計

画
関

係
者

の
み

な
さ

ん
が

イ
ト

ー
ピ

ア
に

住
ん

で
い

た
ら

、
こ

ん
な

こ
と

を
す

る
の

で
し

ょ
う

か
。

心
の

底
か

ら
、

そ
う

思
い

ま
す

。
せ

め
て

、
百

歩
ゆ

ず
っ

て
言

い
ま

す
が

、
せ

め
て

用
地

②
の

住
宅

を
3～

5階
に

し
て

、
用

地
③

の
住

宅
を

そ
の

分
つ

み
あ

げ
る

と
か

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
か

？
又

、
数

年
後

に
空

地
（

借
地

）
へ

の
住

宅
を

考
え

て
い

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

こ
こ

に
貸

住
宅

を
た

て
る

前
提

で
用

地
②

を
低

く
で

き
な

い
か

。

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

8年
2月

）
で

の
方

針
を

踏
ま

え
、

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
代

替
案

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

を
速

や
か

に
進

め
、

適
宜

、
大

阪
府

へ
報

告
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

が
、

住
宅

建
設

を
し

な
い

こ
と

は
決

定
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
用

地
②

及
び

③
は

容
積

率
の

上
限

が
20

0％
と

定
め

ら
れ

た
地

域
で

あ
り

、
本

計
画

に
お

い
て

も
、

当
該

容
積

率
の

制
限

を
は

じ
め

、
建

築
基

準
法

、
関

連
条

例
、

並
び

に
高

度
地

区
等

の
各

種
地

域
地

区
の

条
件

を
厳

格
に

遵
守

し
て

計
画

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
事

業
計

画
地

内
に

お
け

る
駐

車
場

、
車

路
、

及
び

必
要

な
緑

地
面

積
等

の
確

保
を

総
合

的
に

考
慮

し
た

結
果

、
建

築
面

積
を

こ
れ

以
上

拡
大

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
り

、
必

要
な

延
床

面
積

を
確

保
す

る
た

め
に

は
現

状
の

建
築

面
積

で
上

方
に

積
み

上
げ

る
計

画
と

な
ら

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
す

。
用

地
③

に
つ

い
て

、
建

物
の

一
部

を
階

段
状

と
し

て
い

る
形

状
に

つ
い

て
は

、
近

隣
へ

の
日

影
影

響
を

抑
制

す
る

た
め

の
配

慮
に

加
え

、
周

辺
の

景
観

と
の

調
和

や
圧

迫
感

の
軽

減
を

図
る

観
点

か
ら

、
そ

の
範

囲
や

形
状

を
多

角
的

に
検

討
し

、
現

在
の

デ
ザ

イ
ン

に
決

定
し

た
も

の
で

す
。

事
業

者
と

し
て

は
、

引
き

続
き

法
規

制
を

遵
守

し
つ

つ
、

環
境

及
び

周
辺

景
観

と
の

調
和

に
配

慮
し

た
適

切
な

事
業

計
画

の
推

進
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

22
事

業
計

画
景

観
評

価
書

案
の

表
5.

1-
1提

案
書

に
対

す
る

質
問

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

回
答

N
o.

42
※

お
よ

び
表

7.
1-

1意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

19
0※

に
つ

い
て

の
意

見
書

（
様

式
第

5号
）

※
南

側
に

位
置

す
る

既
存

マ
ン

シ
ョ

ン
（

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
様

）
の

眺
望

に
つ

い
て

は
、

都
市

部
で

の
建

築
に

伴
い

一
定

程
度

の
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

ご
理

解
い

た
だ

く
必

要
が

あ
り

ま
す

が
、

日
照

や
通

風
な

ど
の

生
活

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
法

令
に

基
づ

き
配

慮
さ

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
で

き
る

限
り

周
辺

住
宅

へ
の

影
響

を
考

慮
し

検
討

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

詳
細

は
別

紙
に

記
載

本
事

業
は

、
公

募
要

項
の

基
本

コ
ン

セ
プ

ト
「

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
を

中
核

と
し

た
大

阪
・

関
西

を
代

表
す

る
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
の

拠
点

づ
く

り
」

を
実

現
す

る
た

め
、

都
市

計
画

法
や

吹
田

市
開

発
事

業
の

手
続

等
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

く
提

供
公

園
に

お
い

て
一

定
の

広
場

等
を

用
地

②
及

び
用

地
③

で
整

備
す

る
と

と
も

に
、

共
同

住
宅

外
構

に
お

い
て

も
適

切
に

植
樹

等
で

緑
を

設
け

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
」

を
推

進
す

る
事

業
で

あ
り

、
世

界
基

準
の

ア
リ

ー
ナ

と
、

そ
れ

を
補

完
す

る
ホ

テ
ル

、
商

業
施

設
、

オ
フ

ィ
ス

、
レ

ジ
デ

ン
ス

（
住

宅
）

を
段

階
的

に
整

備
す

る
大

規
模

複
合

開
発

事
業

で
す

。
「

こ
れ

ま
で

に
な

い
新

し
い

交
流

交
歓

の
あ

り
方

を
探

る
先

進
的

エ
リ

ア
と

し
て

、
新

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

体
験

で
き

る
拠

点
づ

く
り

に
取

り
組

む
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

「
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
20

40
」

と
も

合
致

し
て

い
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

か
ら

様
々

な
ご

意
見

が
あ

る
の

は
承

知
し

て
お

り
ま

す
が

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

も
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

し
て

い
く

中
で

、
周

辺
住

民
の

皆
さ

ま
に

と
っ

て
、

よ
り

良
い

計
画

と
な

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

2
4
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

な
お

、
用

地
②

③
の

建
築

物
の

外
観

等
に

つ
い

て
は

、
下

記
の

配
慮

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

②
③

の
共

通
事

項
＞

・
視

覚
的

な
圧

迫
感

を
低

減
す

る
た

め
、

建
物

の
横

方
向

の
ラ

イ
ン

（
床

の
位

置
）

と
縦

方
向

の
飾

り
柱

を
バ

ラ
ン

ス
よ

く
配

置
し

て
分

節
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

囲
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

大
き

さ
に

見
え

る
よ

う
デ

ザ
イ

ン
を

工
夫

し
て

お
り

ま
す

。
・

外
観

に
つ

い
て

、
外

壁
面

の
色

調
を

抑
え

、
縦

横
の

ラ
イ

ン
を

強
調

す
る

こ
と

で
、

分
節

効
果

を
一

層
明

確
化

し
、

圧
迫

感
の

軽
減

に
努

め
て

お
り

ま
す

。
・

色
彩

に
つ

い
て

、
周

辺
環

境
や

街
並

み
と

の
調

和
を

重
視

し
、

落
ち

着
き

の
あ

る
景

観
形

成
に

配
慮

し
た

構
成

と
し

て
お

り
ま

す
。

・
敷

地
周

囲
に

お
い

て
は

、
歩

行
者

の
視

点
と

な
る

ア
イ

レ
ベ

ル
の

景
観

に
十

分
配

慮
し

、
植

栽
を

積
極

的
に

密
植

す
る

こ
と

で
、

緑
に

よ
る

修
景

及
び

環
境

的
な

潤
い

の
創

出
を

図
っ

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
②

＞
・

（
提

案
書

時
点

か
ら

）
西

側
の

2ス
パ

ン
を

削
減

す
る

こ
と

で
長

辺
方

向
の

プ
ロ

ポ
ー

シ
ョ

ン
を

抑
制

し
、

建
築

ボ
リ

ュ
ー

ム
の

低
減

を
図

っ
て

お
り

ま
す

。
・

奇
数

階
の

軒
裏

部
分

に
は

、
木

目
を

想
起

さ
せ

る
暖

色
系

の
色

調
を

採
用

し
、

建
築

物
全

体
の

量
塊

に
対

す
る

圧
迫

感
を

和
ら

げ
る

と
と

も
に

、
温

も
り

と
親

し
み

の
あ

る
表

情
を

創
出

し
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

③
＞

・
建

物
を

上
に

行
く

ほ
ど

階
段

の
よ

う
に

段
差

を
つ

け
て

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
囲

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
大

き
さ

に
見

え
る

よ
う

デ
ザ

イ
ン

を
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

・
北

側
の

地
盤

レ
ベ

ル
か

ら
南

へ
と

緩
や

か
に

低
下

す
る

傾
斜

地
形

に
お

い
て

、
南

面
の

接
道

側
か

ら
見

上
げ

た
際

に
視

界
に

入
る

軒
裏

部
分

に
は

、
木

目
を

想
起

さ
せ

る
暖

色
系

の
色

調
を

採
用

し
、

建
築

物
全

体
の

量
塊

に
対

す
る

圧
迫

感
を

和
ら

げ
る

と
と

も
に

、
温

も
り

と
親

し
み

の
あ

る
表

情
を

創
出

し
て

お
り

ま
す

。

【
意

見
書

】
「

既
存

マ
ン

シ
ョ

ン
（

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
様

）
の

眺
望

に
つ

い
て

は
、

都
市

部
で

の
建

築
に

伴
い

一
定

程
度

の
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
」

と
す

る
事

業
者

の
見

解
・

回
答

に
つ

い
て

の
意

見
書

（
様

式
第

5号
）

※
南

側
に

位
置

す
る

既
存

マ
ン

シ
ョ

ン
（

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
様

）
の

眺
望

に
つ

い
て

は
、

都
市

部
で

の
建

築
に

伴
い

一
定

程
度

の
変

化
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

ご
理

解
い

た
だ

く
必

要
が

あ
り

ま
す

が
、

日
照

や
通

風
な

ど
の

生
活

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
法

令
に

基
づ

き
配

慮
さ

れ
て

い
ま

す
。

今
後

も
で

き
る

限
り

周
辺

住
宅

へ
の

影
響

を
考

慮
し

検
討

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

2
5
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

事
業

者
は

、
用

地
②

お
よ

び
③

の
用

途
地

域
が

第
一

種
中

高
層

住
居

専
用

地
域

で
あ

る
こ

と
か

ら
共

同
住

宅
の

建
設

は
許

容
さ

れ
る

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
用

地
②

③
に

建
設

す
る

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
を

都
市

部
で

の
建

築
と

み
な

し
、

既
存

マ
ン

シ
ョ

ン
（

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
様

）
の

眺
望

に
つ

い
て

は
一

定
程

度
の

変
化

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

と
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

こ
れ

ま
で

用
地

②
お

よ
び

③
に

住
宅

が
建

設
さ

れ
た

こ
と

は
な

い
。

用
地

②
お

よ
び

③
は

い
ず

れ
も

万
博

外
周

道
路

の
外

側
に

広
が

る
丘

陵
地

で
万

博
会

場
と

一
般

居
住

地
と

の
緩

衝
帯

の
役

割
を

果
た

し
て

き
た

。
万

博
記

念
協

会
の

頃
の

用
地

②
お

よ
び

③
の

範
囲

は
現

在
よ

り
も

広
く

、
そ

の
一

部
が

大
阪

府
立

山
田

高
等

学
校

お
よ

び
吹

田
市

立
山

田
東

中
学

校
が

建
設

さ
れ

る
と

き
に

提
供

さ
れ

た
。

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
は

緩
衝

帯
で

あ
る

用
地

②
と

境
界

を
接

す
る

形
で

建
設

さ
れ

た
。

20
25

年
（

令
和

7年
）

8月
29

日
に

行
わ

れ
た

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

全
体

会
の

会
議

録
に

よ
れ

ば
、

「
用

地
②

③
と

も
に

、
日

影
規

制
・

高
度

地
区

等
に

よ
る

法
規

制
、

敷
地

の
高

低
差

、
駐

車
場

附
置

率
、

提
供

公
園

、
住

宅
で

あ
る

こ
と

の
合

理
性

な
ど

を
考

慮
す

る
と

、
現

計
画

以
外

で
は

事
業

性
が

担
保

で
き

な
い

こ
と

か
ら

提
示

で
き

る
複

数
案

は
な

い
」

と
さ

れ
、

用
地

②
③

に
建

設
す

る
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
売

却
益

が
本

事
業

の
資

金
と

な
る

こ
と

を
事

業
者

は
明

ら
か

に
し

て
い

る
。

用
地

②
お

よ
び

③
へ

の
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

建
設

は
都

市
部

で
の

建
築

で
は

な
く

、
事

業
資

金
捻

出
の

た
め

だ
け

の
建

築
で

あ
り

、
半

世
紀

以
上

に
わ

た
っ

て
万

博
会

場
と

一
般

居
住

地
と

の
緩

衝
帯

と
し

て
維

持
さ

れ
て

き
た

既
存

の
環

境
の

破
壊

に
ほ

か
な

ら
な

い
。

＜
本

事
業

に
よ

っ
て

発
生

す
る

と
予

想
さ

れ
る

問
題

点
＞

大
規

模
ア

リ
ー

ナ
は

万
博

記
念

公
園

中
央

駐
車

場
に

建
設

さ
れ

る
。

用
地

②
お

よ
び

③
の

共
同

住
宅

は
外

周
道

路
の

外
側

に
外

周
道

路
を

取
り

囲
む

長
大

な
壁

の
よ

う
に

建
設

さ
れ

る
。

問
題

点
1）

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
に

伴
い

環
境

（
風

格
・

景
観

）
が

破
壊

さ
れ

る
。

10
階

お
よ

び
14

階
の

巨
大

な
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

は
ロ

ー
ド

サ
イ

ド
に

適
し

た
飲

食
・

商
業

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
等

で
は

な
く

大
阪

府
の

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
満

足
し

て
い

な
い

。
ま

た
、

巨
大

で
あ

る
こ

と
か

ら
環

境
（

風
格

・
景

観
）

を
破

壊
す

る
。
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表
7
.
1
-
1
（

2
6
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

23
事

業
計

画
景

観
問

題
点

2）
世

界
遺

産
登

録
申

請
へ

の
影

響

大
阪

府
は

20
20

年
に

国
の

登
録

有
形

文
化

財
に

選
定

さ
れ

た
太

陽
の

塔
を

世
界

遺
産

に
申

請
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

最
近

の
審

査
で

は
、

周
辺

景
観

も
重

要
な

審
査

基
準

と
さ

れ
て

い
る

。
用

地
②

と
用

地
③

へ
の

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
建

設
お

よ
び

中
央

駐
車

場
へ

の
大

型
ア

リ
ー

ナ
建

設
は

、
景

観
を

破
壊

す
る

も
の

で
あ

り
世

界
遺

産
登

録
の

さ
ま

た
げ

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
。

世
界

遺
産

登
録

に
つ

い
て

は
周

辺
エ

リ
ア

を
含

め
ユ

ネ
ス

コ
（

国
際

連
合

教
育

科
学

文
化

機
関

）
の

世
界

遺
産

委
員

会
に

て
審

査
が

な
さ

れ
、

「
世

界
遺

産
条

約
履

行
の

た
め

の
作

業
指

針
」

で
示

さ
れ

て
い

る
登

録
基

準
の

い
ず

れ
か

1つ
以

上
に

合
致

す
る

と
と

も
に

、
真

実
性

や
完

全
性

の
条

件
を

満
た

し
、

締
約

国
の

国
内

法
に

よ
っ

て
、

適
切

な
保

護
管

理
体

制
が

と
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

様
々

な
条

件
を

考
慮

し
決

定
さ

れ
る

た
め

、
本

計
画

を
含

め
、

本
地

区
の

開
発

に
よ

る
高

さ
規

制
や

景
観

に
与

え
る

影
響

が
世

界
遺

産
登

録
の

さ
ま

た
げ

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

事
業

者
が

把
握

す
る

こ
と

は
困

難
だ

と
考

え
ま

す
。

24
環

境
取

組
・

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
活

用
に

つ
い

て
計

画
に

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

ア
リ

ー
ナ

、
共

同
住

宅
、

ソ
ー

ラ
ー

カ
ー

ポ
ー

ト
な

ど
へ

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
積

極
的

な
導

入
姿

勢
は

高
く

評
価

で
き

ま
す

。
こ

の
先

進
的

な
取

り
組

み
を

単
な

る
ハ

ー
ド

の
整

備
に

留
め

ず
、

イ
ベ

ン
ト

企
画

事
業

者
や

参
加

者
（

来
場

者
）

を
巻

き
込

ん
だ

環
境

意
識

向
上

の
仕

掛
け

（
グ

リ
ー

ン
電

力
に

よ
る

イ
ベ

ン
ト

開
催

の
ア

ピ
ー

ル
な

ど
）

へ
と

発
展

さ
せ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

貴
重

な
ご

意
見

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
事

業
者

と
し

て
も

、
周

辺
住

民
の

皆
さ

ま
に

と
っ

て
、

よ
り

良
い

計
画

と
な

る
よ

う
努

力
す

る
と

と
も

に
、

皆
さ

ま
の

ご
期

待
に

お
応

え
で

き
る

よ
う

、
誠

心
誠

意
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

共
同

住
宅

に
つ

い
て

は
、

管
理

組
合

の
中

で
共

同
住

宅
の

居
住

者
に

て
組

成
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
を

運
営

す
る

予
定

と
し

て
い

ま
す

。
そ

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
に

お
い

て
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

へ
の

関
心

を
高

め
る

活
動

の
実

施
を

検
討

し
ま

す
。

具
体

的
な

仕
組

み
と

し
て

は
、

本
マ

ン
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
支

援
事

業
者

と
提

携
（

事
業

者
に

て
業

務
委

託
契

約
を

行
い

、
管

理
組

合
に

引
継

ぎ
予

定
）

を
行

い
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

事
業

者
の

企
画

の
も

と
、

定
期

的
な

イ
ベ

ン
ト

活
動

を
行

う
予

定
と

し
て

お
り

ま
す

。
（

関
電

不
動

産
開

発
株

式
会

社
の

他
物

件
に

お
い

て
多

数
実

績
有

）
イ

ベ
ン

ト
内

容
に

つ
い

て
は

、
事

前
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

支
援

事
業

者
と

協
議

の
上

で
、

本
マ

ン
シ

ョ
ン

に
お

け
る

省
エ

ネ
性

能
の

学
び

及
び

日
常

生
活

に
お

け
る

省
エ

ネ
に

繋
が

る
活

動
の

啓
蒙

等
を

行
う

予
定

で
す

。
ま

た
、

ア
リ

ー
ナ

に
つ

い
て

は
、

開
業

後
の

運
用

に
よ

る
環

境
負

荷
削

減
に

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

、
そ

の
評

価
に

つ
い

て
は

第
三

者
認

証
で

あ
る

「
A

 G
re

en
er

A
re

n
a」

の
認

証
取

得
を

目
指

し
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

2
7
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

25
環

境
影

響
評

価
評

価
書

案
で

は
、

用
地

①
－

bに
つ

い
て

将
来

計
画

が
未

定
あ

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
環

境
影

響
評

価
が

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

。
一

方
で

、
当

該
区

域
は

事
業

区
域

の
中

で
も

相
当

規
模

の
面

積
を

有
し

て
お

り
、

今
後

の
土

地
利

用
内

容
に

よ
っ

て
は

交
通

量
、

人
流

、
騒

音
、

景
観

そ
の

他
の

環
境

影
響

が
大

き
く

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、

現
時

点
で

は
将

来
計

画
の

内
容

及
び

再
評

価
の

判
断

基
準

が
十

分
に

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
よ

う
に

見
受

け
ら

れ
ま

す
。

そ
の

た
め

、
用

地
①

－
bに

お
い

て
新

た
な

建
築

物
の

整
備

、
来

訪
者

数
の

増
加

、
駐

車
場

台
数

の
増

加
又

は
交

通
発

生
量

の
増

加
が

生
じ

る
場

合
に

は
、

改
め

て
環

境
影

響
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

を
評

価
書

に
お

い
て

明
確

に
位

置
付

け
て

い
た

だ
く

こ
と

を
強

く
要

望
い

た
し

ま
す

。

用
地

①
－

bの
計

画
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

の
戦

略
本

部
会

議
（

令
和

8年
2月

）
で

の
方

針
を

踏
ま

え
、

概
ね

一
年

後
に

、
代

替
案

の
方

向
性

を
大

阪
府

に
報

告
す

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

、
代

替
案

の
具

体
化

に
向

け
た

検
討

を
速

や
か

に
進

め
、

適
宜

、
大

阪
府

へ
報

告
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

計
画

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
環

境
影

響
評

価
の

変
更

や
再

実
施

な
ど

含
め

、
必

要
な

手
続

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
な

お
、

評
価

書
案

86
ペ

ー
ジ

に
「

用
地

①
－

b 
の

活
用

方
法

が
確

定
し

た
際

に
は

、
発

生
交

通
量

の
多

寡
に

応
じ

た
交

通
に

係
る

評
価

を
は

じ
め

、
必

要
な

環
境

影
響

評
価

を
再

度
実

施
し

ま
す

。
」

と
記

載
し

て
お

り
ま

す
し

、
評

価
書

に
も

記
載

す
る

こ
と

と
な

り
ま

す
。

26
動

植
物

、
生

態
系

4.
「

千
里

橋
ル

ー
ト

」
の

環
境

調
査

に
お

け
る

恣
意

的
な

範
囲

設
定

と
非

科
学

的
予

測
事

業
者

は
、

千
里

橋
ル

ー
ト

整
備

に
伴

う
自

然
文

化
園

内
の

樹
木

伐
採

等
の

環
境

影
響

に
つ

い
て

、
「

千
里

橋
ル

ー
ト

整
備

予
定

区
域

は
現

時
点

で
は

確
定

し
て

い
ま

せ
ん

」
と

明
言

し
な

が
ら

、
同

時
に

「
千

里
橋

ル
ー

ト
整

備
予

定
区

域
及

び
そ

の
周

辺
を

含
め

て
環

境
（

生
物

）
調

査
を

実
施

し
た

結
果

、
影

響
は

ほ
と

ん
ど

な
い

も
の

と
予

測
し

た
」

と
回

答
し

て
い

ま
す

。
 こ

の
主

張
に

は
、

環
境

影
響

評
価

の
根

幹
を

崩
す

致
命

的
な

矛
盾

と
科

学
的

欠
陥

が
存

在
し

て
い

ま
す

。

千
里

橋
ル

ー
ト

の
整

備
範

囲
（

改
変

範
囲

）
に

つ
い

て
は

、
ま

ず
外

周
道

路
と

の
出

入
口

部
と

な
る

部
分

と
し

て
、

概
ね

1,
00

0m
2 程

度
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

公
園

内
に

関
し

て
は

、
で

き
る

限
り

自
然

文
化

園
に

影
響

が
生

じ
な

い
よ

う
、

既
存

の
管

理
通

路
を

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
公

園
管

理
上

、
立

入
防

止
を

目
的

と
し

た
フ

ェ
ン

ス
設

置
が

必
要

な
た

め
、

管
理

用
通

路
沿

い
、

自
然

文
化

園
側

に
あ

る
ウ

バ
メ

ガ
シ

等
を

幅
約

1m
伐

採
予

定
で

あ
り

、
面

積
と

し
て

は
概

ね
1,

00
0m

2 程
度

の
改

変
を

想
定

し
て

お
り

、
全

体

で
概

ね
2,

00
0m

2 程
度

の
改

変
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

（
令

和
8年

7月
30

日
開

催
の

第
2

回
吹

田
市

環
境

影
響

評
価

審
査

会
全

体
会

資
料

4別
紙

6参
照

）
当

該
箇

所
は

、
照

葉
樹

林
（

常
緑

広
葉

樹
林

）
を

育
成

し
て

い
く

ゾ
ー

ン
の

外
周

部
に

位
置

し
、

ウ
バ

メ
ガ

シ
を

列
植

す
る

こ
と

で
大

阪
中

央
環

状
線

及
び

外
周

道
路

か
ら

の
騒

音
や

排
気

ガ
ス

か
ら

守
る

目
的

（
緩

衝
帯

）
で

整
備

さ
れ

た
も

の
で

、
極

め
て

重
要

な
遮

蔽
機

能
を

担
っ

て
い

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

事
業

者
と

し
て

は
、

千
里

橋
ル

ー
ト

整
備

に
伴

う
一

部
の

樹
木

の
伐

採
は

、
万

博
の

森
育

成
等

計
画

と
整

合
性

を
検

討
し

、
伐

採
範

囲
（

遮
蔽

機
能

へ
の

影
響

）
を

最
小

限
に

留
め

る
設

計
と

す
る

と
と

も
に

、
確

認
し

た
希

少
種

の
生

育
地

を
回

避
す

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
本

事
業

が
こ

れ
ま

で
の

府
の

森
づ

く
り

の
取

り
組

み
の

整
合

性
と

齟
齬

が
生

じ
な

い
よ

う
、

引
き

続
き

影
響

の
程

度
を

さ
ら

に
小

さ
く

す
る

方
策

に
つ

い
て

、
府

と
密

に
連

携
・

協
議

を
行

い
、

周
辺

環
境

へ
の

影
響

低
減

に
配

慮
し

て
事

業
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。
動

物
、

植
物

及
び

生
態

系
の

調
査

範
囲

は
、

こ
の

改
変

範
囲

を
包

含
し

て
お

り
、

予
測

及
び

評
価

も
適

切
に

実
施

で
き

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
現

地
調

査
に

お
い

て
確

認
さ

れ
た

植
物

重
要

種
の

ノ
シ

ラ
ン

は
、

改
変

区
域

外
に

位
置

し
て

お
り

ま
す

。

- 170 -



表
7
.
1
-
1
（

2
8
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

27
動

植
物

、
生

態
系

4.
千

里
橋

ル
ー

ト
計

画
の

廃
止

に
つ

い
て

・
交

通
渋

滞
対

策
の

た
め

に
自

然
文

化
園

の
樹

木
を

伐
採

し
、

両
面

通
行

の
一

般
道

に
拡

幅
す

る
計

画
で

あ
る

。
・

万
博

自
然

文
化

園
内

を
通

る
千

里
橋

ル
ー

ト
は

自
然

文
化

園
の

樹
木

を
保

全
維

持
管

理
に

使
用

さ
れ

て
い

る
保

全
道

路
で

あ
る

。
・

千
里

橋
ル

ー
ト

の
入

場
負

担
率

は
80

％
と

非
常

に
交

通
量

が
大

き
い

。
・

自
然

文
化

園
の

万
博

の
森

に
排

気
ガ

ス
を

ま
き

散
ら

し
、

樹
木

を
枯

ら
す

。
・

交
通

渋
滞

対
策

の
前

に
自

然
文

化
園

の
保

全
を

第
一

に
し

て
も

ら
い

た
い

。
・

1本
の

伐
採

で
も

影
響

が
大

き
い

。
樹

木
の

成
長

に
は

50
年

以
上

か
か

る
。

・
万

博
公

園
10

0年
の

森
再

生
は

樹
木

の
育

成
中

で
50

年
し

か
経

っ
て

い
な

い
。

・
明

治
の

森
は

10
0年

経
っ

た
が

自
然

の
森

に
帰

っ
て

い
な

い
。

・
万

博
自

然
文

化
園

の
森

は
人

類
が

作
っ

た
本

当
の

自
然

遺
産

に
な

る
。

・
今

回
の

事
業

で
は

絶
対

に
万

博
自

然
公

園
ま

で
立

ち
入

ら
な

い
。

・
こ

れ
が

本
当

の
環

境
に

配
慮

し
た

計
画

で
あ

る
。

・
万

博
公

園
運

営
審

議
会

緑
部

会
の

委
員

の
皆

さ
ん

の
見

解
を

頂
き

た
い

。

千
里

橋
ル

ー
ト

の
整

備
範

囲
（

改
変

範
囲

）
に

つ
い

て
は

、
ま

ず
外

周
道

路
と

の
出

入
口

部
と

な
る

部
分

と
し

て
、

概
ね

1,
00

0m
2 程

度
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

公
園

内
に

関
し

て
は

、
で

き
る

限
り

自
然

文
化

園
に

影
響

が
生

じ
な

い
よ

う
、

既
存

の
管

理
通

路
を

活
用

す
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
公

園
管

理
上

、
立

入
防

止
を

目
的

と
し

た
フ

ェ
ン

ス
設

置
が

必
要

な
た

め
、

管
理

用
通

路
沿

い
、

自
然

文
化

園
側

に
あ

る
ウ

バ
メ

ガ
シ

等
を

幅
約

1m
伐

採
予

定
で

あ
り

、
面

積
と

し
て

は
概

ね
1,

00
0m

2 程
度

の
改

変
を

想
定

し
て

お
り

、
全

体

で
概

ね
2,

00
0m

2 程
度

の
改

変
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

（
令

和
8年

7月
30

日
開

催
の

第
2

回
吹

田
市

環
境

影
響

評
価

審
査

会
全

体
会

資
料

4別
紙

6参
照

）
当

該
箇

所
は

、
照

葉
樹

林
（

常
緑

広
葉

樹
林

）
を

育
成

し
て

い
く

ゾ
ー

ン
の

外
周

部
に

位
置

し
、

ウ
バ

メ
ガ

シ
を

列
植

す
る

こ
と

で
大

阪
中

央
環

状
線

及
び

外
周

道
路

か
ら

の
騒

音
や

排
気

ガ
ス

か
ら

守
る

目
的

（
緩

衝
帯

）
で

整
備

さ
れ

た
も

の
で

、
極

め
て

重
要

な
遮

蔽
機

能
を

担
っ

て
い

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

事
業

者
と

し
て

は
、

千
里

橋
ル

ー
ト

整
備

に
伴

う
一

部
の

樹
木

の
伐

採
は

、
万

博
の

森
育

成
等

計
画

と
整

合
性

を
検

討
し

、
伐

採
範

囲
（

遮
蔽

機
能

へ
の

影
響

）
を

最
小

限
に

留
め

る
設

計
と

す
る

と
と

も
に

、
確

認
し

た
希

少
種

の
生

育
地

を
回

避
す

る
計

画
と

し
て

お
り

ま
す

。
本

事
業

が
こ

れ
ま

で
の

府
の

森
づ

く
り

の
取

り
組

み
の

整
合

性
と

齟
齬

が
生

じ
な

い
よ

う
、

引
き

続
き

影
響

の
程

度
を

さ
ら

に
小

さ
く

す
る

方
策

に
つ

い
て

、
府

と
密

に
連

携
・

協
議

を
行

い
、

周
辺

環
境

へ
の

影
響

低
減

に
配

慮
し

て
事

業
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。
通

行
車

両
に

よ
る

排
気

ガ
ス

の
影

響
に

つ
き

ま
し

て
は

、
本

事
業

で
は

、
こ

の
千

里
橋

ル
ー

ト
整

備
を

含
む

様
々

な
交

通
対

策
を

講
じ

る
こ

と
で

、
特

に
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

（
ア

リ
ー

ナ
1.

8万
人

＋
ス

タ
ジ

ア
ム

2.
5万

人
）

に
お

け
る

著
し

い
交

通
混

雑
の

発
生

を
可

能
な

限
り

抑
え

る
よ

う
計

画
し

て
お

り
ま

す
。

そ
れ

に
よ

り
、

過
度

な
排

気
ガ

ス
の

抑
制

に
も

寄
与

す
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

万
博

公
園

運
営

審
査

会
緑

整
備

部
会

の
委

員
に

大
阪

府
か

ら
任

意
で

意
見

を
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
、

緩
衝

樹
木

は
確

保
し

て
ほ

し
い

等
の

意
見

が
あ

り
ま

し
た

。
こ

れ
を

踏
ま

え
当

初
計

画
で

は
現

管
理

通
路

と
別

に
新

た
に

2車
線

整
備

し
、

計
4車

線
に

す
る

計
画

で
し

た
が

、
伐

採
面

積
の

縮
減

を
図

る
た

め
現

管
理

通
路

を
活

用
し

て
千

里
橋

ル
ー

ト
を

整
備

す
る

方
針

に
見

直
し

ま
し

た
。

な
お

、
今

年
度

の
緑

整
備

地
部

会
（

書
面

開
催

）
で

、
千

里
橋

ル
ー

ト
を

4車
線

か
ら

2車
線

へ
見

直
し

た
状

況
を

大
阪

府
か

ら
報

告
し

、
伐

採
量

が
当

初
よ

り
減

少
す

る
こ

と
は

良
い

と
の

意
見

を
頂

戴
し

て
い

る
。

と
伺

っ
て

い
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

2
9
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

28
景

観
当

箇
所

は
万

博
会

場
周

辺
の

緩
衝

緑
地

帯
。

樹
木

が
剥

ぎ
取

ら
れ

駐
車

場
と

化
し

、
そ

し
て

、
高

層
マ

ン
シ

ョ
ン

を
建

て
る

。
こ

の
地

は
吹

田
市

防
災

マ
ッ

プ
に

も
広

域
避

難
所

と
し

て
指

定
さ

れ
て

い
る

。
吹

田
市

立
山

田
東

中
学

校
生

徒
の

窓
越

し
に

見
え

る
景

色
は

心
理

的
な

影
響

は
無

い
の

か
。

山
田

東
中

学
校

か
ら

の
共

同
住

宅
の

見
え

方
の

イ
メ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、

評
価

書
案

70
8

ペ
ー

ジ
に

フ
ォ

ト
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
を

示
し

て
お

り
ま

す
。

共
同

住
宅

の
存

在
に

よ
り

、
一

部
、

現
状

の
景

観
が

遮
ら

れ
ま

す
が

、
敷

地
南

側
の

現
況

法
面

形
状

を
維

持
し

て
緑

地
帯

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
離

隔
を

確
保

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
建

築
物

の
外

観
等

に
つ

い
て

は
、

下
記

の
配

慮
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
②

③
の

共
通

事
項

＞
・

視
覚

的
な

圧
迫

感
を

低
減

す
る

た
め

、
建

物
の

横
方

向
の

ラ
イ

ン
（

床
の

位
置

）
と

縦
方

向
の

飾
り

柱
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

配
置

し
て

分
節

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
囲

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
大

き
さ

に
見

え
る

よ
う

デ
ザ

イ
ン

を
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

・
外

観
に

つ
い

て
、

外
壁

面
の

色
調

を
抑

え
、

縦
横

の
ラ

イ
ン

を
強

調
す

る
こ

と
で

、
分

節
効

果
を

一
層

明
確

化
し

、
圧

迫
感

の
軽

減
に

努
め

て
お

り
ま

す
。

・
色

彩
に

つ
い

て
、

周
辺

環
境

や
街

並
み

と
の

調
和

を
重

視
し

、
落

ち
着

き
の

あ
る

景
観

形
成

に
配

慮
し

た
構

成
と

し
て

お
り

ま
す

。
・

敷
地

周
囲

に
お

い
て

は
、

歩
行

者
の

視
点

と
な

る
ア

イ
レ

ベ
ル

の
景

観
に

十
分

配
慮

し
、

植
栽

を
積

極
的

に
密

植
す

る
こ

と
で

、
緑

に
よ

る
修

景
及

び
環

境
的

な
潤

い
の

創
出

を
図

っ
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

②
＞

・
（

提
案

書
時

点
か

ら
）

西
側

の
2ス

パ
ン

を
削

減
す

る
こ

と
で

長
辺

方
向

の
プ

ロ
ポ

ー
シ

ョ
ン

を
抑

制
し

、
建

築
ボ

リ
ュ

ー
ム

の
低

減
を

図
っ

て
お

り
ま

す
。

・
奇

数
階

の
軒

裏
部

分
に

は
、

木
目

を
想

起
さ

せ
る

暖
色

系
の

色
調

を
採

用
し

、
建

築
物

全
体

の
量

塊
に

対
す

る
圧

迫
感

を
和

ら
げ

る
と

と
も

に
、

温
も

り
と

親
し

み
の

あ
る

表
情

を
創

出
し

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
③

＞
・

建
物

を
上

に
行

く
ほ

ど
階

段
の

よ
う

に
段

差
を

つ
け

て
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

囲
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

大
き

さ
に

見
え

る
よ

う
デ

ザ
イ

ン
を

工
夫

し
て

お
り

ま
す

。
・

北
側

の
地

盤
レ

ベ
ル

か
ら

南
へ

と
緩

や
か

に
低

下
す

る
傾

斜
地

形
に

お
い

て
、

南
面

の
接

道
側

か
ら

見
上

げ
た

際
に

視
界

に
入

る
軒

裏
部

分
に

は
、

木
目

を
想

起
さ

せ
る

暖
色

系
の

色
調

を
採

用
し

、
建

築
物

全
体

の
量

塊
に

対
す

る
圧

迫
感

を
和

ら
げ

る
と

と
も

に
、

温
も

り
と

親
し

み
の

あ
る

表
情

を
創

出
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
事

業
計

画
地

及
び

そ
の

周
辺

の
広

域
避

難
地

と
し

て
、

万
博

公
園

周
辺

約
25

0h
a

が
指

定
さ

れ
て

お
り

、
広

域
避

難
地

と
し

て
の

避
難

ス
ペ

ー
ス

は
、

評
価

書
案

78
8ペ

ー

ジ
に

記
載

さ
れ

た
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
（

16
.0

h
a)
に

限
っ

た
も

の
で

は
な

い
た

め
、

広

域
避

難
地

は
、

評
価

書
案

80
5ペ

ー
ジ

に
記

載
さ

れ
た

必
要

な
面

積
（

広
域

避
難

地
か

ら

１
km

圏
内

の
居

住
者

数
及

び
万

博
公

園
記

念
公

園
内

の
滞

在
人

数
）

で
あ

る
15

.9
h

aを
十

分
に

満
足

し
て

い
ま

す
。

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

の
一

部
は

、
自

衛
隊

等
の

広
域

的
支

援
部

隊
の

活
動

エ
リ

ア
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
お

り
、

避
難

者
に

よ
る

利
用

と
支

援
部

隊
に

よ
る

利
用

が
重

複
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
場

合
は

、
園

内
の

他
の

広
場

等
を

避
難

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
活

用
す

る
想

定
で

あ
り

、
現

行
の

計
画

等
の

想
定

に
お

け
る

後
方

支
援

活
動

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
を

、
大

阪
府

に
確

認
し

て
お

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

3
0
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

29
景

観
問

題
点

4）
外

周
道

路
の

南
側

の
低

地
に

あ
る

建
築

物
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

侵
害

外
周

道
路

外
側

の
用

地
②

お
よ

び
③

に
建

設
さ

れ
る

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
の

容
積

率
は

い
ず

れ
も

約
20

0％
で

、
用

地
②

の
共

同
住

宅
は

地
上

10
階

で
32

7戸
（

2ス
パ

ン

減
）

、
用

地
③

の
共

同
住

宅
は

地
上

14
階

で
23

6戸
で

あ
り

、
長

大
な

壁
と

な
る

。
ま

た
、

用
地

②
お

よ
び

③
の

標
高

は
用

地
の

南
側

よ
り

も
約

15
m
程

度
高

い
。

用
地

②
の

南
側

に
は

山
田

東
中

学
校

の
プ

ー
ル

が
あ

り
、

中
学

校
は

見
下

ろ
さ

れ
る

位
置

関
係

と
成

る
。

遮
蔽

板
な

ど
何

ら
か

の
対

策
が

必
須

と
考

え
る

。
同

じ
く

用
地

②
の

南
側

に
位

置
す

る
マ

ン
シ

ョ
ン

（
イ

ト
ー

ピ
ア

千
里

万
博

公
園

：
14

階
建

て
）

は
、

共
通

廊
下

が
無

く
北

側
の

部
屋

を
寝

室
等

に
利

用
し

て
い

る
住

居
が

多
い

。
用

地
②

の
西

側
に

建
設

予
定

の
マ

ン
シ

ョ
ン

と
イ

ト
ー

ピ
ア

千
里

万
博

公
園

と
は

相
互

に
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
を

侵
害

す
る

関
係

と
な

る
。

用
地

②
の

共
同

住
宅

と
イ

ト
ー

ピ
ア

千
里

万
博

公
園

様
と

は
約

45
m
の

離
隔

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

一
般

に
家

の
中

の
細

か
な

様
子

ま
で

は
見

え
に

く
い

状
況

で
あ

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
必

要
な

対
策

に
つ

い
て

、
引

続
き

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
様

と
協

議
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
山

田
東

中
学

校
に

つ
い

て
は

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
懸

念
（

バ
ル

コ
ニ

ー
側

か
ら

プ
ー

ル
全

体
や

教
室

内
ま

で
見

え
る

可
能

性
が

あ
る

。
）

に
つ

い
て

の
要

望
を

受
け

て
お

り
ま

す
。

9/
18

に
吹

田
市

学
校

教
育

委
員

会
担

当
者

と
協

議
を

行
っ

て
お

り
、

事
業

者
側

に
て

学
校

側
に

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

対
策

の
設

備
を

設
置

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
旨

を
お

伝
え

し
て

お
り

ま
す

。
現

在
教

育
委

員
会

の
中

で
、

事
業

者
で

の
設

備
設

置
の

可
否

及
び

可
能

な
場

合
の

具
体

的
な

進
め

方
に

つ
い

て
検

討
い

た
だ

い
て

い
る

状
況

で
す

。
学

校
へ

の
設

備
設

置
と

な
る

た
め

、
維

持
管

理
面

や
安

全
面

等
の

調
整

が
必

要
で

あ
る

た
め

、
一

定
の

期
間

を
要

す
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

が
、

事
業

者
と

し
て

具
体

的
な

対
策

を
実

施
す

べ
く

、
協

議
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

3
1
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

30
景

観
問

題
点

5）
外

周
道

路
の

南
側

の
低

地
か

ら
の

眺
望

の
遮

断
外

周
道

路
の

南
側

の
低

地
に

位
置

す
る

山
田

高
校

、
山

田
東

中
学

校
、

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
な

ど
か

ら
の

北
側

の
眺

望
が

ほ
ぼ

完
全

に
遮

断
さ

れ
る

。

共
同

住
宅

の
存

在
に

よ
り

、
一

部
、

現
状

の
景

観
が

遮
ら

れ
ま

す
が

、
敷

地
南

側
の

現
況

法
面

形
状

を
維

持
し

て
緑

地
帯

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
離

隔
を

確
保

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
建

築
物

の
外

観
等

に
つ

い
て

は
、

下
記

の
配

慮
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

（
令

和
8年

10
月

9日
開

催
の

第
3回

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

全
体

会
資

料
2別

紙

10
参

照
）

＜
用

地
②

③
の

共
通

事
項

＞
・

視
覚

的
な

圧
迫

感
を

低
減

す
る

た
め

、
建

物
の

横
方

向
の

ラ
イ

ン
（

床
の

位
置

）
と

縦
方

向
の

飾
り

柱
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

配
置

し
て

分
節

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
囲

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
大

き
さ

に
見

え
る

よ
う

デ
ザ

イ
ン

を
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

・
外

観
に

つ
い

て
、

外
壁

面
の

色
調

を
抑

え
、

縦
横

の
ラ

イ
ン

を
強

調
す

る
こ

と
で

、
分

節
効

果
を

一
層

明
確

化
し

、
圧

迫
感

の
軽

減
に

努
め

て
お

り
ま

す
。

・
色

彩
に

つ
い

て
、

周
辺

環
境

や
街

並
み

と
の

調
和

を
重

視
し

、
落

ち
着

き
の

あ
る

景
観

形
成

に
配

慮
し

た
構

成
と

し
て

お
り

ま
す

。
・

敷
地

周
囲

に
お

い
て

は
、

歩
行

者
の

視
点

と
な

る
ア

イ
レ

ベ
ル

の
景

観
に

十
分

配
慮

し
、

植
栽

を
積

極
的

に
密

植
す

る
こ

と
で

、
緑

に
よ

る
修

景
及

び
環

境
的

な
潤

い
の

創
出

を
図

っ
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

②
＞

・
（

提
案

書
時

点
か

ら
）

西
側

の
2ス

パ
ン

を
削

減
す

る
こ

と
で

長
辺

方
向

の
プ

ロ
ポ

ー
シ

ョ
ン

を
抑

制
し

、
建

築
ボ

リ
ュ

ー
ム

の
低

減
を

図
っ

て
お

り
ま

す
。

・
奇

数
階

の
軒

裏
部

分
に

は
、

木
目

を
想

起
さ

せ
る

暖
色

系
の

色
調

を
採

用
し

、
建

築
物

全
体

の
量

塊
に

対
す

る
圧

迫
感

を
和

ら
げ

る
と

と
も

に
、

温
も

り
と

親
し

み
の

あ
る

表
情

を
創

出
し

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
③

＞
・

建
物

を
上

に
行

く
ほ

ど
階

段
の

よ
う

に
段

差
を

つ
け

て
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

囲
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

大
き

さ
に

見
え

る
よ

う
デ

ザ
イ

ン
を

工
夫

し
て

お
り

ま
す

。
・

北
側

の
地

盤
レ

ベ
ル

か
ら

南
へ

と
緩

や
か

に
低

下
す

る
傾

斜
地

形
に

お
い

て
、

南
面

の
接

道
側

か
ら

見
上

げ
た

際
に

視
界

に
入

る
軒

裏
部

分
に

は
、

木
目

を
想

起
さ

せ
る

暖
色

系
の

色
調

を
採

用
し

、
建

築
物

全
体

の
量

塊
に

対
す

る
圧

迫
感

を
和

ら
げ

る
と

と
も

に
、

温
も

り
と

親
し

み
の

あ
る

表
情

を
創

出
し

て
お

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

3
2
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

31
景

観
ほ

か
二

．
景

観
に

関
し

て
、

評
価

の
表

現
が

主
観

的
（

例
　

フ
ィ

ッ
ト

・
洗

練
・

落
ち

着
い

た
et

c.
）

他
者

に
説

得
力

は
無

い
。

客
観

性
を

持
つ

努
力

と
工

夫
が

必
要

だ
。

例
え

ば
、

①
仮

想
構

造
物

を
現

地
で

ゴ
ー

グ
ル

を
着

用
し

て
み

て
も

ら
う

（
希

望
者

）
。

生
徒

・
高

校
・

中
学

校
・

イ
ト

ー
ピ

ア
住

民
に

感
想

を
ア

ン
ケ

ー
ト

で
取

る
な

ど
、

本
当

に
圧

迫
感

が
無

い
の

か
？

ホ
テ

ル
跡

も
三

角
形

な
の

は
、

カ
ベ

に
し

な
い

で
公

園
が

見
ら

れ
る

様
に

す
る

た
め

だ
。

ア
リ

ー
ナ

も
地

下
化

し
て

、
木

の
丘

に
す

る
な

ど
、

現
行

案
で

は
ゴ

チ
ゴ

チ
と

建
物

が
有

り
過

ぎ
て

、
開

放
感

も
無

い
し

、
50

年
以

上
も

人
が

住
め

る
環

境
に

は
な

ら
な

い
。

②
③

の
住

宅
も

子
供

が
安

心
し

て
遊

ぶ
場

所
も

少
な

い
し

、
日

常
的

に
他

者
の

流
入

や
排

ガ
ス

、
騒

音
な

ど
、

安
心

し
て

子
育

て
す

る
に

は
危

険
な

地
点

だ
。

評
価

の
表

現
に

つ
い

て
は

、
審

査
会

で
の

意
見

等
も

踏
ま

え
、

見
直

し
を

行
い

ま
し

た
（

令
和

8年
10

月
9日

開
催

の
第

3回
吹

田
市

環
境

影
響

評
価

審
査

会
全

体
会

資
料

2別
紙

10
参

照
）

。
評

価
書

の
評

価
に

も
反

映
し

ま
す

。
共

同
住

宅
の

視
覚

的
な

圧
迫

感
に

つ
い

て
は

、
長

大
な

ボ
リ

ュ
ー

ム
を

分
節

す
る

こ
と

で
建

物
の

圧
迫

感
を

軽
減

す
る

と
と

も
に

、
高

さ
方

向
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

強
調

さ
れ

な
い

よ
う

外
観

構
成

に
も

配
慮

い
た

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

、
南

側
の

住
宅

地
か

ら
見

上
げ

た
際

に
建

物
が

視
認

さ
れ

や
す

い
丘

陵
地

の
形

状
を

踏
ま

え
、

軒
裏

に
は

木
調

の
色

彩
を

施
す

こ
と

で
、

圧
迫

感
を

和
ら

げ
温

か
み

の
感

じ
ら

れ
る

景
観

を
形

成
す

る
よ

う
配

慮
し

ま
し

た
。

ま
た

、
ア

リ
ー

ナ
に

つ
い

て
は

、
建

物
の

外
観

を
周

囲
の

自
然

環
境

に
馴

染
む

色
彩

と
す

る
こ

と
で

圧
迫

感
を

抑
え

る
と

と
も

に
、

ス
カ

イ
ラ

イ
ン

の
高

さ
に

配
慮

し
、

既
存

の
緑

地
景

観
と

の
調

和
を

図
る

よ
う

努
め

て
い

ま
す

。
用

地
②

、
③

の
交

通
安

全
対

策
に

つ
い

て
は

、
外

周
道

路
側

に
そ

れ
ぞ

れ
1箇

所
の

入
出

庫
口

を
設

け
て

お
り

ま
す

が
、

入
出

庫
口

に
お

い
て

は
必

要
な

視
距

を
確

保
し

、
一

旦
停

止
線

、
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
及

び
出

庫
灯

を
設

置
し

、
安

全
性

を
確

保
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
安

全
に

も
配

慮
し

た
提

供
公

園
の

整
備

に
よ

る
子

供
の

遊
び

場
の

設
置

も
行

い
ま

す
。

32
風

害
問

題
点

6）
風

害
（

ビ
ル

風
）

現
在

で
も

、
風

が
強

い
日

に
は

地
形

の
影

響
も

有
る

と
思

わ
れ

る
が

イ
ト

ー
ピ

ア
千

里
万

博
公

園
で

は
強

い
ビ

ル
風

が
吹

く
。

10
階

建
て

の
マ

ン
シ

ョ
ン

が
イ

ト
ー

ピ
ア

の
北

側
（

用
地

②
）

へ
建

設
さ

れ
る

な
ら

、
今

よ
り

も
更

に
強

い
ビ

ル
風

が
予

想
さ

れ
る

。

風
害

に
つ

い
て

、
評

価
書

案
74

8～
77

5ペ
ー

ジ
に

記
載

の
と

お
り

予
測

評
価

を
行

い
ま

し
た

。
ご

指
摘

の
イ

ト
ー

ピ
ア

千
里

万
博

公
園

様
周

辺
に

お
い

て
は

、
評

価
書

案
76

5、
76

6、
77

0、
77

1ペ
ー

ジ
の

図
に

示
す

よ
う

に
建

設
前

後
で

風
向

・
風

速
が

変
化

し
ま

す

が
、

評
価

書
案

76
0、

76
1ペ

ー
ジ

の
図

に
示

す
よ

う
に

建
設

前
後

で
風

環
境

の
評

価
尺

度
は

変
化

せ
ず

（
領

域
A
）

、
風

環
境

が
著

し
く

悪
化

す
る

お
そ

れ
は

な
い

も
の

と
予

測
し

て
お

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

3
3
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

33
防

災
・

安
全

3）
広

域
避

難
地

の
必

要
面

積
（

15
.9

h
a）

と
予

測
面

積
（

16
.0

h
a）

は
イ

コ
ー

ル
に

等
し

い
の

で
、

計
算

根
拠

を
見

せ
て

く
だ

さ
い

。
3）

広
域

避
難

地
の

必
要

面
積

（
15

.9
h

a）
と

予
測

面
積

（
16

.0
h

a）
の

計
算

根
拠

は
、

評
価

書
案

78
8ペ

ー
ジ

及
び

80
5ペ

ー
ジ

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

た
だ

し
、

事
業

計
画

地
及

び
そ

の
周

辺
の

広
域

避
難

地
と

し
て

、
万

博
公

園
周

辺
約

25
0h

aが
指

定
さ

れ
て

お
り

、
広

域
避

難
地

と
し

て
の

避
難

ス
ペ

ー
ス

は
、

評
価

書
案

78
8ペ

ー
ジ

に
記

載
さ

れ
た

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

（
16

.0
h

a)
に

限
っ

た
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
広

域
避

難
地

は
、

評
価

書
案

80
5ペ

ー
ジ

に
記

載
さ

れ
た

必
要

な
面

積
（

広
域

避

難
地

か
ら

1k
m
圏

内
の

居
住

者
数

及
び

万
博

記
念

公
園

内
の

滞
在

人
数

）
で

あ
る

15
.9

h
a

を
十

分
に

満
足

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

一
部

は
、

自
衛

隊
等

の
広

域
的

支
援

部
隊

の
活

動
エ

リ
ア

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

お
り

、
避

難
者

に
よ

る
利

用
と

支
援

部
隊

に
よ

る
利

用
が

重
複

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

場
合

は
、

園
内

の
他

の
広

場
等

を
避

難
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

活
用

す
る

想
定

で
あ

り
、

現
行

の
計

画
等

の
想

定
に

お
け

る
後

方
支

援
活

動
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

こ
と

を
、

大
阪

府
に

確
認

し
て

お
り

ま
す

。

34
防

災
・

安
全

③
ガ

ン
バ

球
場

は
、

災
害

発
生

時
に

備
蓄

や
避

難
所

設
直

な
ど

を
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
と

間
い

て
い

る
。

ア
リ

ー
ナ

も
同

等
の

設
備

を
備

え
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

要
約

書
に

防
災

の
項

は
あ

る
が

何
を

設
置

す
る

と
か

が
具

体
的

に
は

記
述

さ
れ

て
な

い
。

ど
ん

な
も

の
を

設
置

し
て

防
災

に
備

え
る

の
か

記
述

す
る

べ
き

で
す

。

本
事

業
で

は
、

評
価

書
案

80
8ペ

ー
ジ

に
記

載
の

と
お

り
、

災
害

時
の

本
事

業
施

設
利

用
者

へ
の

対
応

と
し

て
、

災
害

時
の

停
電

に
対

応
す

る
た

め
ア

リ
ー

ナ
・

商
業

・
ホ

テ
ル

の
各

施
設

に
災

害
発

生
後

最
大

24
時

間
ま

で
対

応
可

能
な

非
常

用
発

電
設

備
を

備
え

る
こ

と
を

計
画

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
防

災
取

組
に

つ
い

て
吹

田
市

危
機

管
理

室
と

協
議

・
調

整
を

し
て

お
り

、
高

水
準

項
目

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

「
か

ま
ど

ベ
ン

チ
」

及
び

「
マ

ン
ホ

ー
ル

ト
イ

レ
」

の
導

入
に

つ
い

て
、

現
在

検
討

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
屋

外
に

設
置

さ
れ

る
誘

導
用

サ
イ

ネ
ー

ジ
に

は
、

吹
田

市
や

大
阪

府
か

ら
提

供
さ

れ
る

避
難

関
連

情
報

や
災

害
支

援
情

報
を

表
示

し
、

安
全

で
円

滑
な

避
難

誘
導

や
一

時
滞

在
を

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
地

域
と

の
防

災
訓

練
に

つ
い

て
も

、
地

域
連

携
及

び
防

災
機

能
強

化
の

観
点

か
ら

、
今

後
の

検
討

テ
ー

マ
と

し
て

同
室

と
の

協
議

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
取

組
に

つ
い

て
は

、
吹

田
市

と
の

防
災

協
定

の
要

素
と

し
て

協
議

・
調

整
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

3
4
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

35
防

災
・

安
全

評
価

書
案

80
6ペ

ー
ジ

の
図

12
.2

0-
8バ

リ
ア

フ
リ

ー
経

路
に

つ
い

て

①
「

バ
リ

ア
フ

リ
ー

E
V
（

新
設

）
」

の
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
サ

イ
ズ

（
扉

幅
や

内
部

幅
、

奥
行

）
を

書
い

て
く

だ
さ

い
。

人
工

呼
吸

器
等

を
装

備
し

た
大

型
車

椅
子

（
寝

か
せ

る
と

ベ
ッ

ド
）

で
は

し
っ

か
り

し
た

サ
イ

ズ
が

要
り

ま
す

。
②

な
お

、
既

存
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

（
モ

ノ
レ

ー
ル

駅
の

設
備

）
は

ざ
っ

と
測

っ
て

扉
幅

85
cm

、
奥

行
14

0c
m
で

し
た

。

③
表

12
.2

0-
19

他
へ

の
前

述
意

見
に

関
連

し
ま

す
が

、
広

域
避

難
地

と
い

う
行

き
先

が
自

然
文

化
園

に
こ

の
「

評
価

」
で

固
定

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
事

業
地

を
通

過
し

て
中

央
橋

南
詰

よ
り

北
進

す
る

ル
ー

ト
は

1つ
に

『
決

め
つ

け
』

で
、

審
査

書
に

有
っ

た
「

様
々

な
ル

ー
ト

の
設

定
を

検
討

」
に

な
っ

て
い

ま
せ

ん
。

①
②

「
バ

リ
ア

フ
リ

ー
E

V
（

新
設

）
」

は
一

般
的

な
車

椅
子

対
応

の
機

種
を

選
定

し
て

お
り

、
か

ご
室

サ
イ

ズ
は

間
口

1,
60

0m
m

×
奥

行
1,

35
0m

m
×高

さ
2,

30
0m

m
、

E
V
扉

は
、

間
口

90
0m

m
×高

さ
2,

10
0m

m
で

の
設

置
を

計
画

し
て

い
ま

す
。

既
存

の
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
（

モ
ノ

レ
ー

ル
駅

の
設

備
）

と
同

等
の

サ
イ

ズ
で

す
。

一
般

的
な

標
準

型
車

椅
子

や
角

度
を

小
さ

く
し

た
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

車
椅

子
の

利
用

に
は

十
分

対
応

し
て

お
り

ま
す

が
、

大
型

車
椅

子
を

完
全

に
倒

し
た

フ
ラ

ッ
ト

（
ベ

ッ
ド

状
）

の
状

態
で

の
乗

入
は

構
造

上
不

可
能

と
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
ご

利
用

に
際

し
て

は
移

動
時

の
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

角
度

の
調

整
や

介
助

者
の

同
乗

な
ど

、
安

全
な

乗
車

に
向

け
た

運
用

上
の

配
慮

が
必

要
で

す
の

で
周

知
の

方
法

な
ど

の
検

討
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。
③

審
査

書
の

「
様

々
な

ル
ー

ト
の

設
定

を
検

討
」

は
、

災
害

時
の

車
い

す
利

用
者

な
ど

の
避

難
経

路
（

バ
リ

ア
フ

リ
ー

経
路

）
に

関
す

る
指

摘
に

な
り

ま
す

。
評

価
書

案
で

は
、

事
業

計
画

地
内

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

取
組

と
し

て
、

現
状

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
上

の
課

題
を

整
理

し
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

避
難

経
路

を
示

し
て

お
り

ま
す

。
（

評
価

書
案

79
0、

79
1、

79
8

ペ
ー

ジ
）
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表
7
.
1
-
1
（

3
5
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

36
防

災
・

安
全

評
価

書
案

79
7ペ

ー
ジ

の
表

12
.2

0-
19

に
は

、
広

域
避

難
地

と
し

て
、

「
万

博
記

念
公

園
（

自
然

文
化

園
）

」
と

書
い

て
あ

り
ま

す
。

な
ぜ

か
、

評
価

書
案

の
他

の
箇

所
で

は
「

広
域

避
難

地
（

万
博

公
園

周
辺

）
」

と
、

い
わ

ば
「

本
音

」
を

隠
し

た
表

現
で

す
。

こ
の

事
業

が
動

き
出

す
前

は
、

A
B

C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

跡
地

と
モ

ノ
レ

ー
ル

車
両

基
地

・
本

社

ビ
ル

を
除

い
て

も
、

中
国

道
と

中
央

環
状

線
の

大
き

な
「

谷
」

の
南

側
で

約
15

h
aの

広
域

避
難

地
が

あ
り

ま
し

た
。

中
央

橋
と

い
う

最
小

幅
員

7.
6m

、
モ

ノ
レ

ー
ル

軌
道

桁
の

震
災

後
点

検
中

は
通

れ
な

く

な
り

そ
う

な
1本

だ
け

の
橋

を
避

難
者

は
渡

る
こ

と
に

な
る

の
で

す
。

広
域

避
難

地
ま

で

の
徒

歩
距

離
が

約
1 

km
伸

び
ま

す
。

中
央

橋
南

詰
に

は
「

ペ
ッ

ト
同

伴
不

可
」

と
書

い
て

あ
り

ま
す

。
広

域
避

難
地

の
と

て
も

大
き

な
変

更
が

吹
田

市
山

田
地

区
、

千
里

丘
地

区
住

民
に

ど
う

影
響

す
る

の
か

、
し

っ
か

り
評

価
し

直
し

て
く

だ
さ

い
。

自
然

文
化

園
を

含
む

広
域

避
難

地
の

名
称

は
、

「
万

博
公

園
周

辺
」

に
な

り
ま

す
。

評
価

書
案

79
7ペ

ー
ジ

の
表

12
.2

0-
19

は
、

予
測

条
件

と
し

て
周

辺
地

域
か

ら
「

万
博

記
念

公
園

（
自

然
文

化
園

）
」

へ
の

避
難

経
路

を
設

定
し

て
い

ま
す

。
こ

こ
で

「
万

博
公

園
周

辺
」

と
す

る
と

、
事

業
計

画
地

南
側

の
南

口
ち

び
っ

こ
広

場
な

ど
も

含
ま

れ
る

た
め

、
正

確
な

表
現

と
し

て
「

万
博

記
念

公
園

（
自

然
文

化
園

）
」

と
し

て
お

り
ま

す
。

本
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

事
業

計
画

地
内

の
滞

留
可

能
空

間
の

面
積

は
約

59
,0

00
m

2 と

な
り

、
現

況
（

約
65

,5
00

m
2 ）

と
比

較
す

る
と

約
6,

50
0m

2 減
少

す
る

と
予

測
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

事
業

計
画

地
及

び
そ

の
周

辺
の

広
域

避
難

地
と

し
て

は
、

万
博

公
園

周
辺

約
25

0h
aが

指
定

さ
れ

て
お

り
、

広
域

避
難

地
と

し
て

の
避

難
ス

ペ
ー

ス
は

、
評

価
書

案

78
8ペ

ー
ジ

に
記

載
さ

れ
た

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

（
16

.0
h

a)
に

限
っ

た
も

の
で

は
な

い
た

め
、

広
域

避
難

地
は

、
評

価
書

案
80

5ペ
ー

ジ
に

記
載

さ
れ

た
必

要
な

面
積

（
広

域
避

難

地
か

ら
１

km
圏

内
の

居
住

者
数

及
び

万
博

公
園

記
念

公
園

内
の

滞
在

人
数

）
で

あ
る

15
.9

h
aを

十
分

に
満

足
し

て
い

ま
す

。
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

一
部

は
、

自
衛

隊
等

の
広

域
的

支
援

部
隊

の
活

動
エ

リ
ア

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

お
り

、
避

難
者

に
よ

る
利

用
と

支
援

部
隊

に
よ

る
利

用
が

重
複

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

場
合

は
、

園
内

の
他

の
広

場
等

を
避

難
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

活
用

す
る

想
定

で
あ

り
、

現
行

の
計

画
等

の
想

定
に

お
け

る
後

方
支

援
活

動
に

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

こ
と

を
、

大
阪

府
に

確
認

し
て

お
り

ま
す

。
本

事
業

で
は

、
評

価
書

案
80

8ペ
ー

ジ
に

記
載

の
と

お
り

、
災

害
時

の
本

事
業

施
設

利
用

者
へ

の
対

応
と

し
て

、
災

害
時

の
停

電
に

対
応

す
る

た
め

ア
リ

ー
ナ

・
商

業
・

ホ
テ

ル
の

各
施

設
に

災
害

発
生

後
最

大
24

時
間

ま
で

対
応

可
能

な
非

常
用

発
電

設
備

を
備

え
る

こ
と

を
計

画
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

防
災

取
組

に
つ

い
て

吹
田

市
危

機
管

理
室

と
協

議
・

調
整

を
し

て
お

り
、

高
水

準
項

目
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
「

か
ま

ど
ベ

ン
チ

」
及

び
「

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

」
の

導
入

に
つ

い
て

、
現

在
検

討
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

屋
外

に
設

置
さ

れ
る

誘
導

用
サ

イ
ネ

ー
ジ

に
は

、
吹

田
市

や
大

阪
府

か
ら

提
供

さ
れ

る
避

難
関

連
情

報
や

災
害

支
援

情
報

を
表

示
し

、
安

全
で

円
滑

な
避

難
誘

導
や

一
時

滞
在

を
支

援
す

る
シ

ス
テ

ム
を

検
討

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

地
域

と
の

防
災

訓
練

に
つ

い
て

も
、

地
域

連
携

及
び

防
災

機
能

強
化

の
観

点
か

ら
、

今
後

の
検

討
テ

ー
マ

と
し

て
同

室
と

の
協

議
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

こ
れ

ら
の

取
組

に
つ

い
て

は
、

吹
田

市
と

の
防

災
協

定
の

要
素

と
し

て
協

議
・

調
整

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

3
6
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

37
防

災
・

安
全

評
価

書
案

の
79

1ペ
ー

ジ
に

2箇
所

「
自

主
防

衛
組

織
」

と
い

う
言

葉
が

あ
り

ま
す

が
、

「
自

主
防

災
組

織
」

と
書

く
べ

き
だ

っ
た

誤
記

だ
と

思
い

ま
す

。
「

防
災

」
と

「
防

衛
」

・
・

・
新

聞
や

テ
レ

ビ
に

も
同

頻
度

ぐ
ら

い
に

よ
く

出
る

言
葉

で
す

が
、

現
代

の
日

本
語

の
中

で
意

味
は

全
く

違
い

ま
す

。
万

が
一

に
も

、
こ

の
評

価
書

案
の

執
筆

陣
や

校
正

者
の

中
に

「
ほ

と
ん

ど
同

じ
じ

ゃ
な

い
か

」
意

識
が

あ
る

の
で

し
た

ら
、

恐
ろ

し
い

こ
と

で
す

。
立

ち
向

か
う

べ
き

も
の

を
間

違
え

た
事

例
は

歴
史

の
中

に
あ

り
ま

す
。

19
23

年
9月

の
関

東
大

震
災

の
歴

史
（

1例
で

は
、

山
川

出
版

社
「

詳
説

日
本

史
」

日
探

70
5「

社
会

不
安

が
高

ま
る

中
で

（
略

）
流

言
を

信
じ

た
人

々
が

自
警

団
を

つ
く

り
、

彼
ら

や
警

察
・

軍
隊

の
手

で
（

略
）

」
と

の
記

述
な

ど
）

を
、

私
た

ち
は

忘
れ

ま
せ

ん
。

事
故

や
失

敗
や

負
の

歴
史

か
ら

学
ん

で
こ

そ
、

現
在

と
未

来
の

安
心

・
安

全
を

増
や

せ
る

も
の

だ
と

信
じ

ま
す

。

ご
指

摘
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

「
自

主
防

衛
組

織
」

→
「

自
主

防
災

組
織

」
の

誤
記

で
す

。
評

価
書

に
て

修
正

い
た

し
ま

す
。

38
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
問

題
点

7）
小

学
校

お
よ

び
中

学
校

の
児

童
・

生
徒

数
の

増
加

に
伴

う
学

校
増

設

用
地

②
お

よ
び

③
に

建
設

さ
れ

る
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
総

戸
数

が
56

3
（

54
0）

で
あ

る
。

そ
も

そ
も

用
地

②
お

よ
び

③
の

学
校

区
が

決
め

ら
れ

て
い

る
の

か
不

明
で

あ
る

が
、

共
同

住
宅

（
マ

ン
シ

ョ
ン

）
の

建
設

に
よ

る
近

隣
の

山
田

第
一

小
学

校
、

北
山

田
小

学
校

、
山

田
東

中
学

校
に

お
け

る
児

童
・

生
徒

数
の

増
加

が
予

想
さ

れ
学

校
の

増
設

が
必

要
に

な
る

。

用
地

②
及

び
用

地
③

の
学

校
区

は
、

北
山

田
小

学
校

区
及

び
山

田
東

中
学

校
区

に
属

し
て

い
ま

す
。

本
事

業
に

よ
り

増
加

す
る

児
童

数
、

生
徒

数
は

、
児

童
数

が
10

8人
、

生
徒

数

が
54

人
、

1学
年

あ
た

り
の

増
加

数
と

し
て

は
そ

れ
ぞ

れ
18

人
と

予
測

し
て

い
ま

す
。

本
事

業
で

は
、

用
地

②
及

び
用

地
③

の
共

同
住

宅
の

建
設

時
期

を
別

期
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

段
階

的
な

住
戸

供
給

を
図

る
計

画
と

し
て

い
ま

す
。

用
地

③
の

共
同

住
宅

（
23

6
戸

）
の

入
居

開
始

時
期

は
令

和
13

年
度

を
想

定
し

て
お

り
、

用
地

②
の

共
同

住
宅

（
30

4
戸

）
に

つ
い

て
は

さ
ら

に
後

に
な

る
予

定
で

す
が

、
仮

に
、

令
和

13
年

度
に

両
用

地
の

合

計
54

0戸
が

入
居

す
る

と
し

て
、

令
和

13
年

5月
1日

の
児

童
数

・
生

徒
数

の
推

計
値

に
本

事
業

に
よ

り
増

加
す

る
児

童
数

（
10

8人
）

・
生

徒
数

（
54

人
）

を
足

し
合

わ
せ

た
推

計

値
は

、
北

山
田

小
学

校
で

14
～

17
学

級
、

山
田

東
中

学
校

で
12

～
14

学
級

と
な

り
、

「
公

立
小

学
校

・
中

学
校

の
適

正
規

模
・

適
正

配
置

等
に

関
す

る
手

引
」

（
平

成
27

年
1

月
27

日
、

文
部

科
学

省
）

に
示

さ
れ

る
学

校
規

模
の

標
準

（
小

・
中

学
校

と
も

に
2学

級

以
上

18
学

級
以

下
）

内
と

な
る

見
込

み
で

す
。

今
後

、
本

事
業

の
実

施
に

よ
り

生
じ

る
児

童
・

生
徒

数
増

加
の

影
響

が
可

能
な

限
り

小
さ

く
な

る
よ

う
、

事
業

の
進

捗
を

踏
ま

え
、

更
新

さ
れ

る
推

計
も

注
視

し
な

が
ら

教
育

委
員

会
と

の
継

続
協

議
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

（
令

和
8年

10
月

9日
開

催
の

第
3回

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

全
体

会
資

料
2別

紙

17
参

照
）
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表
7
.
1
-
1
（

3
7
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

39
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
評

価
書

案
の

別
冊

表
7.

1-
1　

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

85
～

N
o.

89
※

に
つ

い
て

の
意

見
書

※
本

事
業

に
よ

り
増

加
す

る
児

童
数

、
生

徒
数

は
、

児
童

数
が

10
8人

、
生

徒
数

が
54

人
、

1学
年

あ
た

り
の

増
加

数
と

し
て

は
そ

れ
ぞ

れ
18

人
と

予
測

し
て

い
ま

す
。

今
後

、
本

事
業

の
実

施
に

よ
り

生
じ

る
学

級
へ

の
影

響
が

小
さ

く
な

る
よ

う
、

事
業

の
進

捗
を

踏
ま

え
、

更
新

さ
れ

る
推

計
も

注
視

し
な

が
ら

教
育

委
員

会
と

の
継

続
協

議
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

外
周

道
路

外
側

の
用

地
②

お
よ

び
③

（
敷

地
面

積
②

と
③

を
合

わ
せ

て
23

,3
00

m
2 ）

に

56
3戸

（
54

0戸
に

減
）

の
マ

ン
シ

ョ
ン

が
計

画
さ

れ
て

い
ま

す
。

外
周

道
路

の
外

側
は

緑
地

帯
・

緩
衝

帯
と

し
て

維
持

さ
れ

て
い

ま
す

。
吹

田
市

で
は

万
博

跡
地

で
居

住
す

る
こ

と
は

想
定

し
て

い
ま

せ
ん

。
用

地
②

お
よ

び
③

の
共

同
住

宅
（

マ
ン

シ
ョ

ン
）

の
居

住
者

は
吹

田
市

の
住

民
登

録
が

で
き

る
の

で
し

ょ
う

か
。

市
民

課
で

の
確

認
が

必
要

と
思

わ
れ

ま
す

。
住

民
登

録
が

で
き

、
居

住
者

に
小

学
校

あ
る

い
は

中
学

校
の

児
童

・
生

徒
が

い
た

場
合

、
学

区
は

ど
こ

に
な

る
の

で
し

ょ
う

か
。

住
民

登
録

に
つ

き
ま

し
て

は
、

住
民

基
本

台
帳

法
に

基
づ

き
、

実
際

に
生

活
の

拠
点

と
し

て
ご

入
居

さ
れ

た
場

合
に

は
、

吹
田

市
市

民
課

に
て

問
題

な
く

住
民

登
録

を
行

っ
て

い
た

だ
け

る
こ

と
と

な
り

ま
す

。
ま

た
、

用
地

②
及

び
用

地
③

の
学

校
区

は
、

北
山

田
小

学
校

区
及

び
山

田
東

中
学

校
区

に
属

し
て

い
ま

す
。

40
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

評
価

書
案

で
は

、
ア

リ
ー

ナ
来

場
者

の
自

動
車

分
担

率
を

5％
と

す
る

前
提

で
交

通
影

響
評

価
が

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

そ
の

実
現

方
策

と
し

て
、

駐
車

場
完

全
予

約
制

、
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
、

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
と

の
増

便
協

議
等

の
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
施

策
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

 し
か

し
な

が
ら

、
こ

れ
ら

の
施

策
に

つ
い

て
は

「
検

討
す

る
」

「
協

議
す

る
」

と
の

記
載

に
留

ま
っ

て
お

り
、

事
業

開
始

時
点

で
確

実
に

実
施

さ
れ

る
こ

と
が

担
保

さ
れ

て
い

る
と

は
読

み
取

れ
ま

せ
ん

。
本

事
業

の
交

通
影

響
評

価
は

、
自

動
車

分
担

率
5％

と
い

う
前

提
条

件
が

成
立

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

初
め

て
成

り
立

つ
も

の
と

考
え

ま
す

。
そ

の
た

め
、

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

施
策

に
つ

い
て

は
、

事
業

開
始

ま
で

に
実

施
す

る
こ

と
を

環
境

保
全

措
置

と
し

て
明

確
に

位
置

付
け

て
い

た
だ

く
こ

と
を

強
く

要
望

い
た

し
ま

す
。

 併
せ

て
、

開
業

後
に

自
動

車
分

担
率

が
5％

を
超

過
し

た
場

合
の

判
断

基
準

、
評

価
方

法
及

び
追

加
対

策
の

内
容

に
つ

い
て

も
評

価
書

に
明

記
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

強
く

要
望

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
自

動
車

分
担

率
の

実
績

に
つ

い
て

は
イ

ベ
ン

ト
ご

と
に

把
握

し
、

定
期

的
に

公
表

し
て

い
た

だ
く

こ
と

を
強

く
要

望
い

た
し

ま
す

。

ア
リ

ー
ナ

来
場

者
の

自
動

車
分

担
率

5％
は

、
本

事
業

の
交

通
に

関
す

る
影

響
評

価
の

根
底

と
な

る
前

提
条

件
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

。
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
施

策
に

つ
き

ま
し

て
は

、
駐

車
場

完
全

予
約

制
、

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

、
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

の
増

便
等

に
よ

り
、

施
策

を
確

実
に

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
今

後
、

公
園

内
施

設
の

各
事

業
者

（
公

園
指

定
管

理
者

含
む

）
と

行
政

機
関

(大
阪

府
等

）
で

構
成

す
る

（
仮

称
）

交
通

対
策

調
整

組
織

を
本

事
業

者
が

主
導

し
て

立
ち

上
げ

、
各

事
業

者
や

行
政

機
関

と
と

も
に

運
用

し
て

ま
い

り
ま

す
。

同
組

織
に

は
、

大
阪

府
か

ら
も

参
画

の
了

承
を

得
て

お
り

、
吹

田
市

を
含

む
関

係
機

関
と

も
引

き
続

き
調

整
を

進
め

て
ま

い
り

ま
す

。
開

業
後

の
イ

ベ
ン

ト
毎

の
自

動
車

分
担

率
の

実
績

に
つ

い
て

も
継

続
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

取
得

し
た

デ
ー

タ
は

、
交

通
対

策
P

D
C

A
に

活
用

す
る

と
と

も
に

、
今

後
の

事
後

調
査

報
告

等
に

お
い

て
報

告
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
ま

た
、

地
元

の
皆

様
に

も
情

報
共

有
を

さ
せ

て
い

た
だ

く
予

定
で

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

3
8
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

41
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

別
冊

に
お

い
て

、
山

田
東

3号
線

か
ら

山
田

東
9号

線
周

辺
の

生
活

道
路

に
対

す
る

影
響

に
つ

い
て

住
民

意
見

が
提

出
さ

れ
て

お
り

、
事

業
者

か
ら

は
誘

導
看

板
の

設
置

や
交

通
規

制
の

可
能

性
に

つ
い

て
回

答
さ

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
開

業
後

に
実

際
に

交
通

量
が

増
加

し
た

場
合

の
検

証
方

法
や

追
加

対
策

に
つ

い
て

は
具

体
的

に
示

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

当
該

道
路

は
地

域
住

民
の

日
常

生
活

道
路

で
あ

る
と

と
も

に
、

児
童

・
生

徒
の

通
学

路
と

し
て

も
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

本
事

業
に

起
因

す
る

交
通

量
増

加
や

送
迎

車
両

の
流

入
が

発
生

し
た

場
合

、
そ

の
影

響
は

地
域

住
民

が
長

期
間

に
わ

た
り

負
担

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
山

田
東

3号
線

か
ら

山
田

東
9号

線
周

辺
の

生
活

道
路

に
つ

い
て

は
、

開
業

後

少
な

く
と

も
5年

間
、

事
業

者
負

担
に

よ
る

交
通

量
調

査
及

び
駐

停
車

実
態

調
査

を
継

続
的

に
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

公
表

し
て

い
た

だ
く

こ
と

を
強

く
要

望
い

た
し

ま
す

。
ま

た
、

交
通

量
増

加
、

安
全

性
低

下
又

は
送

迎
車

両
の

流
入

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
は

、
事

業
者

負
担

に
よ

り
、

警
察

等
関

係
機

関
と

協
議

の
上

、
進

入
抑

制
対

策
、

交
通

規
制

、
一

方
通

行
化

そ
の

他
必

要
な

対
策

を
講

じ
る

こ
と

を
環

境
保

全
措

置
と

し
て

位
置

付
け

て
い

た
だ

く
こ

と
を

強
く

要
望

い
た

し
ま

す
。

生
活

道
路

へ
の

進
入

を
排

除
す

る
た

め
に

、
公

式
ル

ー
ト

の
告

知
徹

底
、

誘
導

看
板

等
に

よ
る

誘
導

の
徹

底
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

送
迎

車
両

の
流

入
抑

制
に

つ
い

て
も

、
公

園
全

体
で

現
状

発
生

し
て

い
る

課
題

を
解

決
で

き
る

よ
う

、
今

後
、

大
阪

府
を

は
じ

め
公

園
内

施
設

の
事

業
者

な
ど

の
関

係
者

と
の

調
整

を
本

事
業

者
が

主
体

的
に

進
め

、
（

仮
称

）
交

通
対

策
調

整
組

織
の

立
上

げ
及

び
円

滑
な

運
営

を
可

能
と

す
る

仕
組

の
構

築
に

責
任

を
持

っ
て

取
組

み
、

施
設

間
で

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
同

組
織

の
活

動
状

況
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

事
後

調
査

報
告

等
に

お
い

て
報

告
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
ま

た
、

開
業

後
に

お
い

て
も

、
地

元
の

皆
様

に
対

し
て

、
同

組
織

の
運

用
状

況
や

交
通

対
策

状
況

に
つ

い
て

情
報

共
有

を
さ

せ
て

い
た

だ
く

予
定

で
す

。
万

が
一

開
業

後
に

、
生

活
道

路
へ

の
進

入
や

送
迎

車
両

に
よ

る
渋

滞
な

ど
深

刻
な

問
題

が
生

じ
た

場
合

は
、

そ
の

原
因

を
調

査
す

る
と

と
も

に
、

地
元

の
皆

様
の

ご
意

見
を

踏
ま

え
て

、
交

通
管

理
者

等
関

係
機

関
と

協
議

を
行

い
、

交
通

規
制

な
ど

の
更

な
る

対
策

案
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

な
お

、
生

活
道

路
へ

の
進

入
状

況
に

つ
き

ま
し

て
は

、
本

環
境

影
響

評
価

の
事

後
調

査
に

お
い

て
も

調
査

を
実

施
す

る
予

定
で

す
。

42
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

資
料

で
は

、
タ

ク
シ

ー
利

用
及

び
ラ

イ
ド

シ
ェ

ア
を

含
む

送
迎

需
要

が
想

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

一
方

で
、

送
迎

車
両

、
タ

ク
シ

ー
及

び
ラ

イ
ド

シ
ェ

ア
車

両
の

乗
降

場
所

や
待

機
場

所
に

つ
い

て
は

、
具

体
的

な
運

用
方

法
が

十
分

に
示

さ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
終

了
時

に
は

短
時

間
に

多
数

の
利

用
者

が
集

中
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
た

め
、

適
切

な
対

策
が

講
じ

ら
れ

な
い

場
合

に
は

、
周

辺
道

路
や

住
宅

地
内

道
路

に
お

い
て

停
車

・
待

機
車

両
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

ア
リ

ー
ナ

敷
地

内
に

十
分

な
容

量
を

有
す

る
専

用
乗

降
場

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

送
迎

車
両

、
タ

ク
シ

ー
及

び
ラ

イ
ド

シ
ェ

ア
車

両
に

つ
い

て
は

、
当

該
施

設
以

外
で

の
乗

降
を

抑
制

す
る

運
営

体
制

を
構

築
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

強
く

要
望

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

に
は

必
要

な
警

備
員

及
び

誘
導

員
を

配
置

し
、

住
宅

地
内

道
路

へ
の

流
入

及
び

路
上

待
機

の
防

止
を

図
る

こ
と

を
環

境
保

全
措

置
と

し
て

位
置

付
け

て
い

た
だ

く
こ

と
を

強
く

要
望

い
た

し
ま

す
。

さ
ら

に
、

開
業

後
に

は
送

迎
車

両
等

の
実

態
調

査
を

実
施

し
、

問
題

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
は

事
業

者
負

担
に

よ
る

改
善

措
置

を
講

じ
る

こ
と

を
強

く
要

望
い

た
し

ま
す

。

タ
ク

シ
ー

利
用

及
び

ラ
イ

ド
シ

ェ
ア

に
つ

い
て

は
、

ア
リ

ー
ナ

入
場

時
3％

・
退

場
時

5％
の

分
担

率
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

駅
前

ロ
ー

タ
リ

ー
で

の
乗

降
を

想
定

し
て

お
り

、
ロ

ー
タ

リ
ー

内
に

必
要

な
専

用
乗

降
場

と
待

機
場

所
を

確
保

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
自

家
用

車
、

タ
ク

シ
ー

及
び

ラ
イ

ド
シ

ェ
ア

以
外

の
送

迎
車

両
の

流
入

抑
制

に
つ

い
て

は
、

公
園

全
体

で
現

状
発

生
し

て
い

る
課

題
を

解
決

で
き

る
よ

う
、

今
後

、
大

阪
府

を
は

じ
め

公
園

内
施

設
の

事
業

者
な

ど
の

関
係

者
と

の
調

整
を

本
事

業
者

が
主

体
的

に
進

め
、

（
仮

称
）

交
通

対
策

調
整

組
織

の
立

上
げ

及
び

円
滑

な
運

営
を

可
能

と
す

る
仕

組
の

構
築

に
責

任
を

持
っ

て
取

組
み

、
同

組
織

の
課

題
の

一
つ

と
し

て
、

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
ご

要
望

の
通

り
、

イ
ベ

ン
ト

開
催

時
に

は
適

切
な

警
備

員
及

び
誘

導
員

を
配

置
し

、
住

宅
地

内
道

路
へ

の
流

入
及

び
路

上
待

機
の

防
止

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

万
が

一
開

業
後

に
、

生
活

道
路

へ
の

進
入

や
送

迎
車

両
に

よ
る

渋
滞

な
ど

深
刻

な
問

題
が

生
じ

た
場

合
は

、
そ

の
原

因
を

調
査

す
る

と
と

も
に

、
地

元
の

皆
様

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

て
、

交
通

管
理

者
等

関
係

機
関

と
協

議
を

行
い

、
交

通
規

制
な

ど
の

更
な

る
対

策
案

を
検

討
し

て
ま

い
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

3
9
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

43
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

評
価

書
案

で
は

、
ア

リ
ー

ナ
来

場
者

の
大

部
分

が
公

共
交

通
機

関
を

利
用

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

交
通

影
響

評
価

が
実

施
さ

れ
て

お
リ

、
そ

の
実

現
方

策
と

し
て

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
利

用
促

進
及

び
増

便
協

議
が

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
の

増
便

に
つ

い
て

は
事

業
者

が
実

施
主

体
で

は
な

く
、

現
時

点
に

お
い

て
確

実
な

実
施

が
担

保
さ

れ
て

い
る

も
の

で
は

な
い

と
理

解
し

て
お

り
ま

す
。

本
事

業
の

交
通

影
響

評
価

は
、

公
共

交
通

機
関

に
よ

る
十

分
な

輸
送

力
確

保
を

前
提

と
し

て
成

立
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

輸
送

力
確

保
の

状
況

に
つ

い
て

継
続

的
に

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
そ

の
た

め
、

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
と

の
協

議
状

況
、

輸
送

力
確

保
状

況
及

び
イ

ベ
ン

ト
開

催
時

の
利

用
実

績
に

つ
い

て
定

期
的

に
公

表
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

強
く

要
望

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
輸

送
力

不
足

又
は

駅
構

内
・

駅
前

広
場

に
お

け
る

滞
留

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
は

、
事

業
者

負
担

に
よ

り
警

備
員

配
置

、
誘

導
柵

設
置

、
臨

時
輸

送
手

段
の

確
保

そ
の

他
必

要
な

対
策

を
講

じ
る

こ
と

を
環

境
保

全
措

置
と

し
て

位
置

付
け

て
い

た
だ

く
こ

と
を

強
く

要
望

い
た

し
ま

す
。

本
事

業
の

道
路

交
通

へ
の

影
響

を
可

能
な

限
り

低
減

す
る

た
め

、
公

共
交

通
機

関
の

利
用

促
進

を
前

提
と

し
て

予
測

・
評

価
を

実
施

し
、

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
と

協
議

を
重

ね
て

お
り

、
増

便
の

必
要

性
に

つ
い

て
ご

理
解

を
得

て
お

り
ま

す
。

今
後

、
事

業
者

及
び

事
業

者
を

含
む

（
仮

称
）

交
通

対
策

調
整

組
織

が
開

業
後

の
モ

ノ
レ

ー
ル

運
行

ダ
イ

ヤ
を

元
に

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
の

前
後

時
間

に
お

い
て

、
増

便
を

要
請

し
て

ま
い

り
ま

す
。

輸
送

力
が

不
足

す
る

事
態

に
お

い
て

は
、

敷
地

内
に

十
分

に
滞

留
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

て
お

り
、

警
備

員
や

誘
導

柵
に

よ
っ

て
、

安
全

に
誘

導
で

き
る

よ
う

運
営

し
て

ま
い

り
ま

す
。

同
組

織
の

活
動

状
況

や
交

通
対

策
状

況
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

事
後

調
査

報
告

等
に

お
い

て
報

告
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
ま

た
開

業
後

の
イ

ベ
ン

ト
毎

の
モ

ノ
レ

ー
ル

乗
客

数
や

増
便

の
実

績
等

に
つ

い
て

は
、

継
続

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

同
組

織
に

お
け

る
交

通
対

策
P

D
C

A
に

活
用

し
て

ま
い

り
ま

す
。

44
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

2.
競

合
ア

リ
ー

ナ
出

現
に

よ
る

需
要

見
込

み
と

交
通

計
画

の
破

綻
に

つ
い

て
　

計
画

当
初

に
は

存
在

し
な

か
っ

た
、

大
阪

ミ
ナ

ミ
の

中
心

部
（

ク
ボ

タ
本

社
跡

地
）

に
お

け
る

同
規

模
（

約
1万

20
00

人
収

容
）

の
ア

リ
ー

ナ
建

設
計

画
が

発
表

さ
れ

て
い

ま
す

。
交

通
至

便
な

ミ
ナ

ミ
の

施
設

に
対

し
、

モ
ノ

レ
ー

ル
等

の
輸

送
能

力
に

限
界

が
あ

る
本

計
画

が
圧

倒
的

に
不

利
に

な
る

こ
と

は
自

明
で

す
。

 事
業

者
は

「
社

会
情

勢
や

前
提

条
件

が
大

き
く

変
化

し
て

い
る

」
と

認
め

な
が

ら
も

、
従

前
の

強
気

な
動

員
見

込
み

を
維

持
し

た
ま

ま
交

通
流

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
環

境
影

響
評

価
）

を
行

っ
て

い
ま

す
。

前
提

と
な

る
需

要
見

込
み

が
競

合
施

設
の

出
現

に
よ

り
実

態
と

乖
離

し
て

い
る

以
上

、
現

在
提

出
さ

れ
て

い
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
交

通
予

測
は

砂
上

の
楼

閣
で

あ
り

、
そ

の
評

価
結

果
は

無
効

で
す

。
最

新
の

競
合

状
況

を
反

映
し

た
動

員
予

測
と

交
通

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
再

提
出

を
要

求
し

ま
す

。

本
計

画
（

約
18

,0
00

人
規

模
）

と
難

波
エ

リ
ア

に
お

け
る

計
画

（
約

12
,0

00
人

規
模

）
は

施
設

規
模

や
対

象
と

な
る

イ
ベ

ン
ト

等
の

性
格

が
異

な
る

も
の

で
あ

り
、

直
ち

に
相

互
の

需
要

に
重

大
な

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

で
は

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

関
西

圏
に

お
い

て
は

ア
リ

ー
ナ

等
の

イ
ベ

ン
ト

会
場

の
供

給
が

現
状

不
十

分
な

状
況

に
あ

り
、

規
模

や
仕

様
が

異
な

る
多

様
な

会
場

が
建

設
さ

れ
る

こ
と

は
地

域
の

イ
ベ

ン
ト

誘
致

力
の

安
定

的
な

底
上

げ
に

つ
な

が
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

な
お

、
本

環
境

影
響

評
価

に
お

け
る

影
響

予
測

（
交

通
混

雑
や

騒
音

等
）

に
つ

き
ま

し
て

は
、

安
全

側
の

予
測

及
び

評
価

と
し

て
「

施
設

が
満

席
（

収
容

上
限

）
と

な
っ

た
最

大
稼

働
時

」
を

前
提

と
し

て
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

仮
に

動
員

数
や

イ
ベ

ン
ト

開
催

頻
度

が
減

少
し

た
と

し
て

も
、

環
境

へ
の

影
響

が
予

測
値

を
上

回
る

可
能

性
は

極
め

て
低

い
と

考
え

る
こ

と
か

ら
、

予
測

条
件

・
前

提
の

変
更

や
再

調
査

を
行

う
必

要
は

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

4
0
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

45
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

2）
令

和
8年

2月
に

吹
田

市
か

ら
、

予
測

及
び

評
価

の
指

示
が

出
て

い
る

が
、

指
示

前
の

令
和

6年
の

デ
ー

タ
ー

で
解

析
を

行
っ

て
い

る
が

現
在

の
交

通
量

調
査

を
住

民
が

行
い

乖
離

が
あ

っ
た

ら
ど

う
す

る
か

。
4）

共
同

住
宅

へ
の

車
進

入
は

歩
道

自
転

車
道

を
横

断
す

る
が

影
響

は
無

い
の

か

2）
令

和
5年

（
20

23
年

）
に

現
況

調
査

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
が

、
現

時
点

に
お

い

て
、

環
境

影
響

評
価

の
現

況
デ

ー
タ

と
し

て
妥

当
か

ど
う

か
を

検
証

す
る

た
め

、
20

22
-

20
23

年
と

、
最

新
の

デ
ー

タ
と

し
て

入
手

で
き

た
20

24
-2

02
5年

に
お

け
る

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
「

万
博

記
念

公
園

駅
」

乗
客

数
、

20
24

-2
02

5年
及

び
20

25
-2

02
6年

に
お

け
る

警
察

ト
ラ

フ
ィ

ッ
ク

カ
ウ

ン
タ

ー
に

お
け

る
日

交
通

量
と

を
比

較
検

証
し

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
環

境
影

響
評

価
の

現
況

デ
ー

タ
と

し
て

妥
当

で
あ

る
と

判
断

し
て

お
り

ま
す

（
令

和
8年

10
月

16
日

開
催

の
第

2回
吹

田
市

環
境

影
響

評
価

審
査

会
交

通
部

会
資

料
2別

紙
1

の
1、

2ペ
ー

ジ
参

照
）

。

4）
用

地
②

、
③

に
つ

い
て

、
外

周
道

路
側

に
そ

れ
ぞ

れ
1箇

所
の

入
出

庫
口

を
設

け
て

お
り

ま
す

が
、

入
出

庫
口

に
お

い
て

は
必

要
な

視
距

を
確

保
し

、
一

旦
停

止
線

、
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
及

び
出

庫
灯

を
設

置
し

、
安

全
性

を
確

保
し

て
お

り
ま

す
。

46
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

①
交

通
調

査
を

外
周

だ
け

で
や

っ
て

、
そ

の
周

り
の

周
辺

例
え

ば
樫

切
山

北
か

ら
茨

木
に

行
く

青
葉

通
り

を
省

い
た

の
は

お
か

し
い

。
外

周
か

ら
入

る
、

で
る

の
直

接
的

な
調

査
だ

け
で

適
切

な
渋

滞
の

解
消

方
法

が
出

て
く

る
は

ず
は

な
い

。
渋

滞
は

今
で

も
ガ

ン
バ

試
合

時
、

土
日

の
タ

方
な

ど
大

渋
滞

に
な

っ
て

い
る

。
改

め
て

外
周

周
辺

の
範

囲
を

広
げ

て
調

査
す

る
べ

き
で

す
。

専
門

家
が

調
査

不
要

と
い

う
な

ら
直

接
視

察
し

て
は

ど
う

か
。

現
場

を
知

ら
ず

し
て

簡
単

に
結

論
を

出
さ

な
い

で
欲

し
い

。

①
調

査
地

点
や

調
査

方
法

に
つ

い
て

は
、

提
案

書
交

通
部

会
に

お
い

て
専

門
的

な
審

査
に

よ
り

確
認

を
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
あ

お
ば

通
り

は
、

近
隣

と
そ

の
周

辺
に

お
住

ま
い

の
方

々
の

車
移

動
に

よ
り

、
渋

滞
し

て
い

る
状

況
は

確
認

し
て

お
り

、
高

速
道

路
や

大
阪

中
央

環
状

線
に

よ
る

広
域

集
客

と
な

る
本

事
業

と
し

て
は

、
あ

お
ば

通
り

は
主

要
な

来
退

場
経

路
で

は
な

く
、

現
況

交
通

量
に

対
す

る
影

響
度

は
3％

未
満

と
低

い
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

。
あ

お
ば

通
り

の
渋

滞
原

因
箇

所
と

な
っ

て
い

る
樫

切
山

北
交

差
点

は
、

外
周

道
路

へ
と

至
る

南
北

の
道

路
が

1車
線

に
絞

ら
れ

た
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
構

造
が

渋
滞

発
生

の
原

因
で

あ
り

、
本

事
業

が
及

ぼ
す

交
通

影
響

に
対

す
る

対
策

で
は

な
く

、
現

状
の

交
通

渋
滞

を
解

消
す

る
「

更
な

る
交

通
対

策
案

」
と

し
て

、
D

-2
案

を
検

討
し

て
お

り
、

そ
の

必
要

性
を

十
分

に
認

識
し

、
関

係
者

と
協

議
を

進
め

、
実

現
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

4
1
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

47
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

万
博

公
園

外
周

道
路

か
ら

車
両

の
出

入
口

に
つ

い
て

1.
D
案

が
確

定
し

な
い

と
、

万
博

公
園

外
周

道
路

か
ら

の
車

両
出

入
口

の
全

体
計

画
が

で
き

な
い

。
2.
こ

の
よ

う
な

状
況

に
お

い
て

評
価

書
を

出
す

こ
と

が
で

き
る

の
か

。

3.
D
案

が
確

定
し

て
か

ら
、

別
紙

を
検

討
し

た
上

で
評

価
書

を
出

す
べ

き
で

あ
る

。

4.
別

紙
の

項
目

に
つ

い
て

個
々

の
検

討
と

見
解

を
求

め
る

。
ま

た
、

総
合

的
な

見
解

を
求

め
る

。

（
別

紙
）

万
博

外
周

道
路

か
ら

車
両

の
出

入
口

の
方

策
に

つ
い

て
1.
万

博
公

園
外

周
道

路
と

山
田

摂
津

線
が

交
わ

る
T
字

交
差

点
に

つ
い

て

2.
万

博
記

念
協

会
前

交
差

点
の

中
央

道
路

の
出

入
口

に
つ

い
て

3.
万

博
公

園
外

周
道

路
と

万
博

公
園

駅
前

の
出

入
口

に
つ

い
て

4.
千

里
橋

ル
ー

ト
計

画
の

廃
止

に
つ

い
て

交
通

対
策

D
-1
、

D
-2
案

は
、

本
事

業
が

及
ぼ

す
交

通
負

荷
の

影
響

度
は

高
く

な
い

も
の

の
、

地
域

の
交

通
課

題
で

あ
る

現
況

の
樫

切
山

北
交

差
点

の
渋

滞
緩

和
や

無
信

号
部

の
安

全
性

向
上

等
を

解
決

す
る

「
更

な
る

交
通

対
策

案
」

と
し

て
い

ま
す

。
本

事
業

に
お

い
て

は
、

ア
リ

ー
ナ

の
自

動
車

利
用

割
合

（
分

担
率

）
を

5％
に

抑
制

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

い
、

交
通

対
策

A
～

C
-2
案

を
実

施
す

れ
ば

、
主

要
交

差
点

の
滞

留
長

・
渋

滞
長

は
現

状
と

同
等

も
し

く
は

現
状

よ
り

も
改

善
さ

れ
る

こ
と

が
検

証
で

き
、

そ
の

予
測

・
評

価
の

内
容

と
結

果
に

つ
い

て
、

提
案

書
交

通
部

会
で

の
専

門
的

な
審

査
を

受
け

て
お

り
ま

す
。

し
た

が
い

ま
し

て
、

D
-1
、

D
-2
案

が
確

定
せ

ず
と

も
、

予
測

・
評

価

と
し

て
は

十
分

有
効

な
も

の
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

な
お

、
D

-1
案

は
、

ス
タ

ジ
ア

ム
退

場
時

の
渋

滞
緩

和
や

安
全

性
向

上
の

効
果

は
あ

る
も

の
の

、
住

民
の

皆
様

に
と

っ
て

の
利

便
性

低
下

な
ど

の
デ

メ
リ

ッ
ト

が
あ

り
ま

す
の

で
、

関
係

者
や

住
民

の
皆

様
の

ご
意

見
を

集
約

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
D

-2
案

は
、

樫
切

山
北

交
差

点
の

渋
滞

緩
和

に
つ

い
て

効
果

の
あ

る
対

策
案

で
あ

る
一

方
、

歩
道

幅
員

の
縮

減
も

伴
い

ま
す

の
で

、
今

後
、

そ
の

必
要

性
を

十
分

に
認

識
し

、
関

係
者

と
協

議
を

進
め

、
実

現
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

48
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

別
紙

万
博

公
園

外
周

道
路

か
ら

の
車

両
の

出
入

口
の

方
策

に
つ

い
て

1.
万

博
公

園
外

周
道

路
と

山
田

摂
津

線
が

交
わ

る
T
字

交
差

点
に

つ
い

て

・
交

差
点

が
1か

所
に

集
約

さ
れ

、
信

号
が

設
置

さ
れ

た
こ

と
に

よ
っ

て
歩

行
者

、
自

転
車

等
が

安
全

に
横

断
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

吹
田

方
面

と
外

周
道

路
へ

の
ス

ム
ー

ズ
な

出
入

口
と

な
っ

た
。

・
評

価
書

案
で

は
ま

だ
決

ま
っ

て
い

な
い

。
住

民
は

絶
対

譲
れ

な
い

問
題

で
す

。
・

大
阪

府
と

事
業

者
が

協
力

し
て

確
定

し
て

も
ら

い
た

い
。

・
さ

ら
に

、
吹

田
方

面
と

万
博

公
園

駅
前

を
結

ぶ
十

字
交

差
点

に
す

る
。

・
ま

た
、

外
周

道
路

に
横

断
歩

道
を

新
設

し
て

万
博

駅
前

ま
で

歩
道

を
つ

な
ぐ

。

同
上
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表
7
.
1
-
1
（

4
2
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

49
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

2.
万

博
記

念
協

会
前

交
差

点
の

中
央

道
路

の
出

入
口

に
つ

い
て

・
評

価
書

の
対

策
（

誘
導

看
板

に
よ

り
進

入
を

抑
止

す
る

）
で

は
効

果
が

出
な

い
。

・
中

央
道

路
は

車
両

の
出

入
口

と
し

な
い

。
歩

行
者

専
用

の
出

入
口

と
す

る
。

・
万

博
公

園
駅

前
及

び
事

業
地

か
ら

狭
隘

な
生

活
道

路
へ

の
侵

入
を

阻
止

で
き

る
。

外
周

道
路

か
ら

の
直

接
入

出
庫

を
さ

せ
ず

、
ま

た
外

周
道

路
南

側
の

交
通

負
荷

を
最

小
限

と
す

る
た

め
に

も
、

B
案

千
里

橋
ル

ー
ト

に
よ

る
中

央
通

路
か

ら
の

入
出

庫
は

有
効

な
対

策
案

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
中

央
通

路
は

千
里

橋
ル

ー
ト

に
よ

る
主

要
な

入
出

庫
動

線
に

な
り

ま
す

の
で

、
中

央
通

路
を

な
く

す
こ

と
は

で
き

ま
せ

ん
。

狭
隘

な
生

活
道

路
へ

の
進

入
を

防
止

す
る

た
め

に
も

、
公

式
ル

ー
ト

の
告

知
徹

底
、

誘
導

看
板

等
に

よ
る

誘
導

の
徹

底
を

実
施

し
ま

す
。

万
が

一
開

業
後

に
、

生
活

道
路

へ
の

進
入

に
つ

い
て

深
刻

な
問

題
が

生
じ

た
場

合
は

、
地

元
の

皆
様

の
ご

意
見

を
踏

ま
え

て
、

交
通

管
理

者
等

関
係

者
と

協
議

を
行

い
、

交
通

規
制

な
ど

の
更

な
る

対
策

案
を

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

50
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

3.
万

博
公

園
外

周
道

路
か

ら
当

該
事

業
地

及
び

万
博

公
園

駅
前

へ
の

出
入

口
に

つ
い

て
・

中
央

道
路

は
歩

道
専

用
に

す
る

。
千

里
橋

ル
ー

ト
の

計
画

は
廃

止
す

る
。

・
当

該
事

業
地

及
び

万
博

公
園

駅
前

へ
の

出
入

口
は

、
吹

田
方

面
か

ら
の

十
字

交
差

点
と

西
北

道
路

の
2か

所
と

す
る

。

同
上

51
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

意
見

交
換

会
に

参
加

さ
せ

て
頂

い
て

、
当

事
者

の
視

点
を

入
れ

て
検

討
さ

れ
て

は
と

感
じ

ま
し

た
。

①
来

場
さ

れ
る

方
に

で
き

る
だ

け
公

共
交

通
を

利
用

い
た

だ
く

た
め

に
は

、
モ

ノ
レ

ー
ル

の
本

数
を

増
や

す
、

阪
急

山
田

に
誘

導
す

る
。

と
あ

り
ま

す
が

、
誘

導
だ

け
で

は
難

し
い

と
感

じ
ま

す
。

⇒
阪

急
山

田
を

利
用

し
た

ほ
う

が
、

途
中

信
号

も
な

く
、

淡
路

方
面

の
乗

り
口

に
そ

の
ま

ま
行

け
る

歩
道

路
の

整
備

・
・

・
・

・
・

・
こ

れ
な

ら
車

よ
り

便
利

⇒
違

法
駐

車
、

迷
惑

駐
車

を
し

よ
う

と
し

た
ら

、
周

辺
の

警
察

の
取

り
締

ま
り

が
強

化
さ

れ
て

止
め

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
・

・
・

・
こ

れ
な

ら
車

よ
り

公
共

交
通

が
良

い
※

広
域

的
な

活
性

化
と

地
域

貢
献

が
目

的
な

ら
最

初
に

関
係

者
が

横
断

的
に

検
討

さ
れ

る
こ

と
の

よ
う

に
思

え
ま

す
。

公
共

交
通

機
関

（
モ

ノ
レ

ー
ル

、
阪

急
電

車
等

）
利

用
促

進
に

つ
い

て
は

、
チ

ケ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
と

連
動

し
た

告
知

徹
底

と
駐

車
場

事
前

予
約

、
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
（

イ
ベ

ン
ト

状
況

に
応

じ
た

駐
車

料
金

変
動

）
に

よ
る

マ
イ

カ
ー

抑
制

の
実

施
を

検
討

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

り
効

果
を

発
揮

す
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

立
地

利
便

性
を

考
慮

し
て

モ
ノ

レ
ー

ル
が

主
と

な
り

ま
す

の
で

、
モ

ノ
レ

ー
ル

増
便

と
改

札
前

の
滞

留
ス

ペ
ー

ス
確

保
、

退
場

時
間

の
分

散
化

な
ど

の
取

り
組

み
を

実
施

し
ま

す
が

、
モ

ノ
レ

ー
ル

を
補

完
す

る
手

段
と

し
て

阪
急

山
田

駅
へ

の
誘

導
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
阪

急
山

田
駅

へ
の

分
か

り
や

す
い

サ
イ

ン
の

新
設

や
人

的
誘

導
な

ど
必

要
な

誘
導

対
策

も
実

施
し

て
ま

い
り

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
時

の
違

法
駐

車
や

迷
惑

駐
車

対
策

に
つ

い
て

は
、

誘
導

員
に

よ
る

監
視

、
交

通
管

理
者

と
の

調
整

を
実

施
し

て
ま

い
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

4
3
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

52
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

「
交

通
対

策
の

予
測

・
評

価
」

P
9（

A
案

）
右

折
レ

ー
ン

を
新

設
し

て
も

、
渋

滞
解

消
に

は
難

し
い

と
考

え
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

、
右

折
レ

ー
ン

に
右

折
車

が
多

数
並

ぶ
と

、
そ

の
渋

滞
が

後
ろ

の
方

で
本

線
に

も
延

び
て

、
大

き
な

影
響

を
与

え
る

た
め

。
（

B
案

）
外

周
道

路
か

ら
直

接
万

博
公

園
敷

地
内

に
車

を
入

れ
る

こ
の

案
で

は
、

外
周

道
路

の
渋

滞
が

よ
り

ひ
ど

く
な

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
な

ぜ
な

ら
、

外
周

道
路

右
車

線
か

ら
公

園
敷

地
内

に
入

る
と

き
、

車
は

必
ず

ブ
レ

ー
キ

を
踏

み
、

ス
ピ

ー
ド

を
落

と
し

て
右

折
し

な
け

れ
ば

、
ヘ

ア
ピ

ン
カ

ー
ブ

の
よ

う
な

曲
が

り
方

は
で

き
ま

せ
ん

。
こ

の
よ

う
な

敷
地

内
へ

の
入

り
方

で
は

、
必

ず
右

折
線

の
渋

滞
が

発
生

し
ま

す
。

ま
た

こ
の

地
点

の
辺

り
は

、
大

変
複

雑
な

道
路

状
況

に
な

っ
て

い
て

、
進

歩
橋

を
越

え
て

す
ぐ

に
右

車
線

は
中

央
環

状
に

降
り

る
車

線
に

な
り

、
左

車
線

は
中

央
環

状
か

ら
外

周
に

入
る

車
と

の
合

流
地

点
が

あ
り

、
更

に
30

0m
ほ

ど
先

に
は

外
周

か
ら

北
千

里
方

面
に

降
り

る
箇

所
が

あ
り

、
ま

た
更

に
30

0m
先

に
は

万
博

公
園

西
駐

車
場

が
あ

り
ま

す
。

ア
リ

ー
ナ

建
設

の
た

め
、

中
央

駐
車

場
が

な
く

な
り

、
西

駐
車

場
に

駐
車

す
る

車
が

多
く

な
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

進
歩

橋
を

越
え

て
か

ら
の

外
周

道
路

は
、

出
・

入
が

頻
繁

に
あ

り
複

雑
で

大
変

危
険

な
箇

所
で

す
。

そ
こ

へ
、

外
周

か
ら

右
折

し
て

敷
地

に
入

る
の

で
は

、
渋

滞
解

消
に

は
な

ら
な

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

現
況

調
査

と
開

発
交

通
量

に
基

づ
く

交
通

混
雑

の
予

測
・

評
価

や
、

交
通

流
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
（

評
価

書
案

87
7～

90
3ペ

ー
ジ

参
照

）
に

示
す

通
り

、
B
案

千
里

橋
ル

ー
ト

へ
の

誘
導

に
よ

り
、

記
念

協
会

前
交

差
点

か
ら

事
業

計
画

地
へ

の
入

出
庫

を
大

幅
に

減
ら

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ご

指
摘

の
と

お
り

、
進

歩
橋

を
越

え
て

の
短

距
離

間
に

お
い

て
、

千
里

橋
ル

ー
ト

へ
の

入
出

庫
や

中
環

・
市

道
と

の
分

合
流

、
西

駐
車

場
へ

の
入

出
庫

な
ど

が
あ

り
ま

す
が

、
千

里
橋

ル
ー

ト
の

入
出

庫
に

あ
た

っ
て

は
、

新
設

す
る

右
折

レ
ー

ン
の

延
長

が
不

足
す

る
こ

と
は

な
く

、
周

辺
の

交
通

渋
滞

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
検

証
し

て
い

ま
す

。
ご

指
摘

の
西

駐
車

場
に

駐
車

す
る

車
が

多
く

な
る

こ
と

に
起

因
す

る
渋

滞
で

す
が

、
工

事
中

は
、

用
地

①
-b
及

び
用

地
②

へ
の

暫
定

駐
車

場
の

設
置

を
予

定
し

て
お

り
ま

す
。

ア
リ

ー
ナ

開
業

後
は

、
中

央
駐

車
場

の
移

転
先

が
大

阪
府

か
ら

示
さ

れ
る

予
定

で
あ

り
、

西
駐

車
場

に
駐

車
す

る
車

に
よ

る
渋

滞
は

起
こ

ら
な

い
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

4
4
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

53
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

景
観

外
周

道
路

や
周

辺
の

道
路

の
渋

滞
に

つ
い

て
、

事
業

者
は

意
見

交
換

会
の

中
で

現
在

す
で

に
発

生
し

て
い

る
渋

滞
に

つ
い

て
は

、
ど

う
す

る
こ

と
も

で
き

な
い

と
発

言
し

ま
し

た
が

、
そ

の
こ

と
を

す
で

に
認

識
し

て
い

る
の

な
ら

、
こ

の
渋

滞
が

ひ
ど

い
地

域
に

貴
殿

が
提

案
し

て
い

る
大

規
模

開
発

を
進

め
る

こ
と

が
、

い
か

に
地

域
の

住
民

の
生

活
を

脅
か

す
こ

と
に

な
る

か
を

認
識

し
て

ほ
し

い
。

今
ま

で
行

わ
れ

て
き

た
環

境
影

響
評

価
審

査
会

の
中

で
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

先
生

が
、

こ
の

地
域

は
、

す
で

に
キ

ャ
パ

が
い

っ
ぱ

い
で

あ
る

と
発

言
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
ま

た
、

今
回

の
意

見
交

換
会

で
事

業
者

が
、

地
域

の
方

々
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

理
解

を
深

め
て

い
き

た
い

と
言

っ
て

い
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

考
え

で
あ

る
の

な
ら

、
地

域
住

民
の

意
見

に
も

っ
と

耳
を

傾
け

て
、

地
域

住
民

の
不

安
を

取
り

除
く

努
力

を
し

て
ほ

し
い

。
地

域
住

民
の

生
活

が
今

以
上

悪
く

な
ら

な
い

よ
う

に
、

生
活

道
路

の
渋

滞
問

題
、

緊
急

車
両

通
行

問
題

、
あ

ふ
れ

る
歩

行
者

問
題

、
モ

ノ
レ

ー
ル

万
博

記
念

公
園

駅
の

大
混

雑
問

題
な

ど
を

、
住

民
の

目
線

で
考

え
て

ほ
し

い
。

さ
ら

に
、

イ
ト

ー
ピ

ア
の

住
民

に
と

っ
て

30
年

近
く

慣
れ

親
し

ん
で

き
た

万
博

公
園

を
眺

望

で
き

る
風

景
が

、
A

B
C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

の
駐

車
場

に
建

つ
マ

ン
シ

ョ
ン

の
た

め
に

そ
の

風
景

が
全

く
見

え
な

く
な

っ
て

し
ま

う
の

は
、

あ
ま

り
に

住
民

に
と

っ
て

耐
え

が
た

い
こ

と
だ

と
思

う
。

住
民

の
理

解
を

得
る

た
め

に
は

、
新

し
く

建
て

る
マ

ン
シ

ョ
ン

の
階

数
を

減
ら

す
な

ど
譲

歩
で

き
る

こ
と

は
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

そ
の

マ
ン

シ
ョ

ン
内

の
駐

車
場

か
ら

の
車

の
出

入
り

口
を

外
周

道
路

に
直

接
結

ぶ
の

は
、

渋
滞

が
起

こ
る

可
能

性
が

あ
る

の
と

大
変

危
険

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
駐

車
場

の
出

入
り

口
を

変
更

す
る

よ
う

、
考

え
て

ほ
し

い
。

交
通

混
雑

・
交

通
安

全
に

関
す

る
予

測
評

価
と

対
策

案
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

提
案

書
交

通
部

会
に

お
い

て
、

数
値

的
根

拠
に

基
づ

い
た

専
門

的
な

審
査

を
い

た
だ

き
、

交
通

対
策

A
案

～
C

-2
案

ま
で

の
実

施
、

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
ア

リ
ー

ナ
の

自
動

車
分

担
率

5％
の

達
成

）
、

モ
ノ

レ
ー

ル
増

便
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

渋
滞

状
況

は
現

状
並

み
ま

た
は

現
状

よ
り

改
善

す
る

こ
と

を
確

認
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
現

状
で

既
に

発
生

し
て

い
る

渋
滞

に
つ

い
て

、
抜

本
的

に
解

消
す

る
た

め
に

は
、

公
園

全
体

で
の

自
動

車
抑

制
の

連
携

が
必

要
と

な
り

、
今

後
、

大
阪

府
を

は
じ

め
公

園
内

施
設

の
事

業
者

な
ど

の
関

係
者

と
の

調
整

を
本

事
業

者
が

主
体

的
に

進
め

、
（

仮
称

）
交

通
対

策
調

整
組

織
の

立
上

げ
及

び
円

滑
な

運
営

を
可

能
と

す
る

仕
組

の
構

築
に

責
任

を
持

っ
て

取
組

み
、

施
設

間
で

連
携

し
て

集
客

予
測

、
対

策
の

実
施

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

地
元

の
皆

様
に

も
情

報
共

有
を

さ
せ

て
い

た
だ

く
予

定
で

す
。

ま
た

、
緊

急
車

両
の

通
行

に
つ

い
て

は
、

吹
田

市
消

防
本

部
に

相
談

し
て

お
り

ま
す

が
、

道
路

交
通

法
及

び
消

防
法

に
お

い
て

緊
急

車
両

の
優

先
が

規
定

さ
れ

て
お

り
、

渋
滞

で
あ

っ
て

も
車

両
の

間
を

通
過

す
る

た
め

、
多

少
の

遅
延

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

っ
て

も
消

防
か

ら
事

業
者

へ
の

特
別

な
措

置
は

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
お

り
ま

す
。

計
画

地
南

側
の

生
活

道
路

に
つ

い
て

は
、

本
事

業
の

利
用

特
性

を
踏

ま
え

る
と

主
要

な
来

場
車

両
の

経
路

と
な

る
可

能
性

は
低

い
こ

と
か

ら
、

計
画

上
の

ア
ク

セ
ス

経
路

に
は

位
置

付
け

て
い

ま
せ

ん
。

現
時

点
で

は
生

活
道

路
へ

の
流

入
防

止
策

を
講

じ
る

こ
と

と
し

、
開

業
後

に
交

通
上

の
課

題
が

生
じ

た
場

合
に

は
、

交
通

管
理

者
及

び
道

路
管

理
者

と
の

協
議

を
行

い
、

地
元

の
皆

さ
ま

の
意

向
も

踏
ま

え
た

上
で

、
交

通
規

制
等

の
追

加
的

な
対

策
を

講
じ

て
ま

い
り

ま
す

。
ア

リ
ー

ナ
へ

の
入

退
場

時
に

お
い

て
は

、
万

博
記

念
公

園
駅

や
周

辺
鉄

道
駅

へ
の

誘
導

員
配

置
等

に
よ

り
、

安
全

な
通

行
環

境
の

確
保

を
図

る
と

と
も

に
、

生
活

道
路

と
の

交
錯

箇
所

に
看

板
や

誘
導

員
を

配
置

す
る

こ
と

で
、

生
活

道
路

へ
の

進
入

防
止

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
用

地
②

、
③

入
出

庫
口

に
つ

い
て

は
、

事
業

計
画

地
南

側
の

生
活

道
路

か
ら

入
出

庫
を

し
な

い
計

画
（

既
設

乗
入

部
を

利
用

）
と

し
て

お
り

、
外

周
道

路
側

に
そ

れ
ぞ

れ
1

箇
所

の
入

出
庫

口
を

設
け

て
お

り
ま

す
が

、
入

出
庫

台
数

は
少

な
い

た
め

、
そ

れ
に

起
因

す
る

渋
滞

は
発

生
し

な
い

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

4
5
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

共
同

住
宅

の
存

在
に

よ
り

、
一

部
、

現
状

の
景

観
が

遮
ら

れ
ま

す
が

、
敷

地
南

側
の

現
況

法
面

形
状

を
維

持
し

て
緑

地
帯

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
離

隔
を

確
保

す
る

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
建

築
物

の
外

観
等

に
つ

い
て

は
、

下
記

の
配

慮
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
②

③
の

共
通

事
項

＞
・

視
覚

的
な

圧
迫

感
を

低
減

す
る

た
め

、
建

物
の

横
方

向
の

ラ
イ

ン
（

床
の

位
置

）
と

縦
方

向
の

飾
り

柱
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

配
置

し
て

分
節

す
る

こ
と

に
よ

り
、

周
囲

に
フ

ィ
ッ

ト
す

る
大

き
さ

に
見

え
る

よ
う

デ
ザ

イ
ン

を
工

夫
し

て
お

り
ま

す
。

・
外

観
に

つ
い

て
、

外
壁

面
の

色
調

を
抑

え
、

縦
横

の
ラ

イ
ン

を
強

調
す

る
こ

と
で

、
分

節
効

果
を

一
層

明
確

化
し

、
圧

迫
感

の
軽

減
に

努
め

て
お

り
ま

す
。

・
色

彩
に

つ
い

て
、

周
辺

環
境

や
街

並
み

と
の

調
和

を
重

視
し

、
落

ち
着

き
の

あ
る

景
観

形
成

に
配

慮
し

た
構

成
と

し
て

お
り

ま
す

。
・

敷
地

周
囲

に
お

い
て

は
、

歩
行

者
の

視
点

と
な

る
ア

イ
レ

ベ
ル

の
景

観
に

十
分

配
慮

し
、

植
栽

を
積

極
的

に
密

植
す

る
こ

と
で

、
緑

に
よ

る
修

景
及

び
環

境
的

な
潤

い
の

創
出

を
図

っ
て

お
り

ま
す

。
＜

用
地

②
＞

・
（

提
案

書
時

点
か

ら
）

西
側

の
2ス

パ
ン

を
削

減
す

る
こ

と
で

長
辺

方
向

の
プ

ロ
ポ

ー
シ

ョ
ン

を
抑

制
し

、
建

築
ボ

リ
ュ

ー
ム

の
低

減
を

図
っ

て
お

り
ま

す
。

・
奇

数
階

の
軒

裏
部

分
に

は
、

木
目

を
想

起
さ

せ
る

暖
色

系
の

色
調

を
採

用
し

、
建

築
物

全
体

の
量

塊
に

対
す

る
圧

迫
感

を
和

ら
げ

る
と

と
も

に
、

温
も

り
と

親
し

み
の

あ
る

表
情

を
創

出
し

て
お

り
ま

す
。

＜
用

地
③

＞
・

建
物

を
上

に
行

く
ほ

ど
階

段
の

よ
う

に
段

差
を

つ
け

て
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

囲
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

大
き

さ
に

見
え

る
よ

う
デ

ザ
イ

ン
を

工
夫

し
て

お
り

ま
す

。
・

北
側

の
地

盤
レ

ベ
ル

か
ら

南
へ

と
緩

や
か

に
低

下
す

る
傾

斜
地

形
に

お
い

て
、

南
面

の
接

道
側

か
ら

見
上

げ
た

際
に

視
界

に
入

る
軒

裏
部

分
に

は
、

木
目

を
想

起
さ

せ
る

暖
色

系
の

色
調

を
採

用
し

、
建

築
物

全
体

の
量

塊
に

対
す

る
圧

迫
感

を
和

ら
げ

る
と

と
も

に
、

温
も

り
と

親
し

み
の

あ
る

表
情

を
創

出
し

て
お

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

4
6
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

54
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

事
業

計
画

用
地

①
－

bの
代

替
案

が
出

て
い

な
い

状
況

で
の

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
意

味
が

あ
る

の
か

と
思

い
ま

す
。

特
に

交
通

問
題

は
、

用
地

①
－

bの
活

用
内

容
に

よ
っ

て
、

予
測

が
全

く
変

わ
っ

て
く

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

し
か

も
、

今
回

の
地

区
の

現
況

交
通

分
析

に
つ

い
て

は
、

調
査

日
に

万
博

公
園

の
イ

ベ
ン

ト
と

ス
タ

ジ
ア

ム
で

の
サ

ッ
カ

ー
の

試
合

が
重

な
る

日
が

含
ま

れ
て

い
ま

せ
ん

。
そ

こ
に

更
に

ア
リ

ー
ナ

の
イ

ベ
ン

ト
が

入
る

と
言

う
想

定
が

さ
れ

て
い

な
い

と
言

う
の

は
、

あ
ま

り
に

も
杜

撰
だ

と
思

い
ま

す
。

外
周

外
側

の
マ

ン
シ

ョ
ン

建
設

に
つ

い
て

、
近

隣
住

民
の

要
望

も
受

け
て

「
①

－
a、

①

－
bと

の
一

体
開

発
と

し
、

①
－

bの
代

替
案

が
白

紙
の

ま
ま

で
の

開
発

は
休

止
す

べ
き

」
と

の
決

議
を

吹
田

市
議

会
が

出
さ

れ
て

い
る

と
聞

い
て

お
り

ま
す

が
、

大
阪

府
、

事
業

者
へ

は
伝

わ
っ

て
い

る
の

か
、

検
討

し
て

頂
け

て
い

る
の

か
が

よ
く

わ
か

り
ま

せ
ん

。
②

③
用

地
に

つ
い

て
は

、
売

却
で

は
な

く
借

地
と

し
て

の
活

用
を

希
望

し
ま

す
。

万
博

記
念

公
園

内
の

各
施

設
の

大
型

集
客

イ
ベ

ン
ト

や
試

合
日

の
重

な
り

が
現

状
で

既
に

深
刻

な
渋

滞
の

発
生

要
因

と
な

っ
て

い
る

も
の

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

既
に

発
生

し
て

い
る

渋
滞

状
況

は
、

本
事

業
単

体
が

及
ぼ

す
交

通
混

雑
の

予
測

と
そ

の
対

策
で

対
応

で
き

る
も

の
で

は
な

く
、

公
園

全
体

で
の

交
通

渋
滞

緩
和

や
マ

イ
カ

ー
抑

制
が

必
要

で
す

。
そ

の
た

め
、

今
後

、
大

阪
府

を
は

じ
め

公
園

内
施

設
の

事
業

者
な

ど
の

関
係

者
と

の
調

整
を

本
事

業
者

が
主

体
的

に
進

め
、

（
仮

称
）

交
通

対
策

調
整

組
織

の
立

上
げ

及
び

円
滑

な
運

営
を

可
能

と
す

る
仕

組
の

構
築

に
責

任
を

持
っ

て
取

組
み

、
施

設
間

で
連

携
し

て
集

客
予

測
、

対
策

の
実

施
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

同
組

織
に

よ
り

、
イ

ベ
ン

ト
動

員
数

の
予

測
を

公
園

全
体

で
合

算
し

、
モ

ノ
レ

ー
ル

増
便

や
公

園
全

体
で

の
マ

イ
カ

ー
や

送
迎

車
両

の
抑

制
、

退
場

時
間

の
誘

導
調

整
な

ど
必

要
な

交
通

ソ
フ

ト
対

策
に

つ
い

て
、

調
整

を
図

り
ま

す
。

用
地

①
－

bに
つ

い
て

は
、

現
時

点
で

は
計

画
が

未
定

の
た

め
、

計
画

が
確

定
し

て
い

る
他

の
用

地
に

つ
い

て
事

業
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

計
画

が
確

定
し

ま
し

た
ら

、
環

境
影

響
評

価
の

変
更

や
再

実
施

な
ど

含
め

、
必

要
な

手
続

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
な

お
、

用
地

①
－

bを
外

し
た

変
更

計
画

（
本

事
業

計
画

）
は

、
公

募
要

項
に

あ
る

「
大

規
模

ア
リ

ー
ナ

を
中

核
と

し
た

大
阪

・
関

西
を

代
表

す
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

の
拠

点
づ

く
り

」
と

い
っ

た
基

本
コ

ン
セ

プ
ト

が
維

持
さ

れ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

大
阪

府
の

戦
略

本
部

会
議

（
令

和
6年

11
月

）
で

事
業

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
決

定
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

用
地

②
及

び
用

地
③

に
つ

い
て

は
、

持
続

可
能

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
形

成
の

た
め

に
も

、
長

期
的

に
居

住
す

る
方

々
の

存
在

が
必

要
で

す
。

こ
う

し
た

観
点

か
ら

、
期

限
に

限
り

が
あ

る
定

期
借

地
で

は
な

く
、

大
阪

府
か

ら
土

地
を

取
得

し
、

分
譲

に
よ

る
共

同
住

宅
を

計
画

し
て

お
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

4
7
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

55
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

問
題

点
3）

万
博

外
周

道
路

の
渋

滞
激

化
及

び
周

辺
生

活
道

路
で

の
渋

滞
発

生

用
地

①
－

aに
建

設
さ

れ
る

駐
車

場
へ

の
進

入
路

と
し

て
、

千
里

橋
ル

ー
ト

の
新

設
、

外
周

道
路

の
拡

幅
、

樫
切

山
か

ら
の

道
路

の
歩

道
幅

縮
小

に
よ

る
拡

幅
な

ど
が

検
討

さ
れ

て
い

る
。

現
在

で
も

週
末

や
ガ

ン
バ

大
阪

の
サ

ッ
カ

ー
開

催
時

は
外

周
道

路
で

は
、

生
活

道
路

で
大

渋
滞

が
発

生
し

て
い

る
。

現
在

検
討

さ
れ

て
い

る
方

法
に

よ
り

渋
滞

の
発

生
が

抑
え

ら
れ

る
か

疑
問

で
あ

る
。

交
通

対
策

A
案

、
B
案

、
C

-2
案

の
実

施
に

よ
り

、
本

事
業

の
開

業
後

に
お

い
て

も
、

交
通

混
雑

や
渋

滞
状

況
が

現
状

よ
り

も
改

善
さ

れ
る

か
、

同
等

に
抑

え
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
動

的
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

検
証

し
て

い
ま

す
。

提
案

書
交

通
部

会
に

お
い

て
も

、
数

多
く

専
門

的
意

見
や

指
摘

を
受

け
、

追
加

検
討

を
行

い
、

数
値

的
根

拠
に

基
づ

い
た

専
門

的
な

審
査

を
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
で

す
。

生
活

道
路

へ
の

進
入

防
止

に
つ

い
て

は
、

交
通

管
理

者
と

も
協

議
し

て
お

り
、

ま
ず

は
サ

イ
ン

や
人

的
誘

導
に

よ
り

抑
制

す
る

こ
と

で
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

開
業

後
、

生
活

道
路

へ
の

進
入

に
つ

い
て

、
著

し
い

問
題

が
生

じ
た

場
合

は
、

再
度

交
通

管
理

者
及

び
道

路
管

理
者

と
の

協
議

を
行

い
、

地
元

の
皆

さ
ま

の
意

向
も

踏
ま

え
た

上
で

、
交

通
規

制
等

の
追

加
的

な
対

策
を

講
じ

て
ま

い
り

ま
す

。
ま

た
、

現
状

で
既

に
発

生
し

て
い

る
渋

滞
に

つ
い

て
は

、
公

園
全

体
で

必
要

な
改

善
措

置
を

講
じ

る
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

が
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
今

後
、

大
阪

府
を

は
じ

め
公

園
内

施
設

の
事

業
者

な
ど

の
関

係
者

と
の

調
整

を
本

事
業

者
が

主
体

的
に

進
め

、
（

仮
称

）
交

通
対

策
調

整
組

織
の

立
上

げ
及

び
円

滑
な

運
営

を
可

能
と

す
る

仕
組

の
構

築
に

責
任

を
持

っ
て

取
組

み
、

施
設

間
で

連
携

し
て

集
客

予
測

、
対

策
の

実
施

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
同

組
織

が
、

開
業

後
に

発
生

す
る

交
通

課
題

に
つ

い
て

、
実

効
性

の
あ

る
対

策
連

携
を

検
討

・
実

施
し

て
、

継
続

的
な

交
通

課
題

の
解

決
、

地
域

交
通

へ
の

影
響

の
低

減
に

努
め

て
い

き
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

4
8
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

56
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

2、
ア

リ
ー

ナ
の

建
設

お
よ

び
地

元
地

域
と

関
わ

る
交

通
問

題
に

つ
い

て
ア

リ
ー

ナ
建

設
に

つ
い

て
、

個
人

的
に

は
あ

え
て

反
対

は
し

ま
せ

ん
が

、
こ

れ
も

地
域

の
環

境
整

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
備

・
交

通
問

題
が

納
得

で
き

る
も

の
で

あ
る

場
合

に
限

り
ま

す
。

業
者

さ
ん

の
説

明
会

に
行

く
と

、
周

辺
地

域
内

の
交

通
問

題
に

つ
い

て
は

他
人

事
の

よ
う

で
全

く
聞

い
た

こ
と

が
あ

り
ま

せ
ん

。
大

阪
府

日
本

万
国

博
覧

会
記

念
公

園
運

営
審

議
会

会
長

は
、

活
性

化
事

業
に

つ
い

て
、

「
周

辺
住

民
の

生
活

環
境

の
確

保
は

も
ち

ろ
ん

、
施

設
や

公
園

の
利

用
者

が
ス

ム
ー

ズ
に

移
動

で
き

る
よ

う
、

事
業

者
と

大
阪

府
、

吹
田

市
等

と
協

力
し

、
交

通
網

の
整

備
や

駐
車

場
の

確
保

等
に

努
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

」
と

地
域

住
民

の
生

活
環

境
の

確
保

、
利

便
の

重
要

性
を

知
事

に
意

見
さ

れ
て

い
ま

す
。

今
後

は
、

ア
リ

ー
ナ

の
影

響
を

受
け

る
地

元
地

域
の

交
通

問
題

な
ど

に
目

を
向

け
、

積
極

的
に

調
査

・
報

告
を

お
願

い
し

ま
す

。

交
通

混
雑

・
交

通
安

全
に

関
す

る
予

測
評

価
と

対
策

案
の

検
討

に
あ

た
っ

て
は

、
公

園
内

の
集

客
施

設
や

道
路

交
通

量
・

モ
ノ

レ
ー

ル
乗

客
数

の
36

5日
デ

ー
タ

を
分

析
し

、
調

査
日

の
交

通
量

（
ス

タ
ジ

ア
ム

の
集

客
な

ど
補

正
）

に
開

発
交

通
量

を
加

え
、

複
数

パ
タ

ー
ン

の
検

討
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

提
案

書
交

通
部

会
に

お
い

て
も

、
数

多
く

専
門

的
意

見
や

指
摘

を
受

け
、

追
加

検
討

を
行

い
、

数
値

的
根

拠
に

基
づ

い
た

専
門

的
な

審
査

を
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
で

す
。

交
通

対
策

A
案

～
C

2案
ま

で
の

実
施

、
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ

ン
ト

（
ア

リ
ー

ナ
の

自
動

車
分

担
率

5％
の

達
成

）
、

モ
ノ

レ
ー

ル
増

便
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

渋
滞

状
況

は
現

状
並

み
ま

た
は

現
状

よ
り

改
善

す
る

こ
と

を
確

認
を

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

現
況

で
既

に
発

生
し

て
い

る
渋

滞
に

つ
い

て
は

、
公

園
全

体
で

必
要

な
改

善
措

置
を

講
じ

る
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

が
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
今

後
、

大
阪

府
を

は
じ

め
公

園
内

施
設

の
事

業
者

な
ど

の
関

係
者

と
の

調
整

を
本

事
業

者
が

主
体

的
に

進
め

、
（

仮
称

）
交

通
対

策
調

整
組

織
の

立
上

げ
及

び
円

滑
な

運
営

を
可

能
と

す
る

仕
組

の
構

築
に

責
任

を
持

っ
て

取
組

み
、

施
設

間
で

連
携

し
て

集
客

予
測

、
対

策
の

実
施

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
同

組
織

が
、

開
業

後
に

発
生

す
る

交
通

課
題

に
つ

い
て

、
実

効
性

の
あ

る
対

策
連

携
を

検
討

・
実

施
し

て
、

継
続

的
な

交
通

課
題

の
解

決
、

地
域

交
通

へ
の

影
響

の
低

減
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

57
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

3、
元

阪
急

エ
キ

ス
ポ

パ
ー

ク
向

い
側

の
4叉

交
差

点
の

信
号

機
設

置
に

つ
い

て
従

来
よ

り
こ

の
交

差
点

の
危

険
性

を
訴

え
続

け
て

い
ま

す
が

、
い

ま
だ

回
答

が
あ

り
ま

せ
ん

。
信

号
機

な
ど

を
設

置
し

て
、

安
全

を
確

保
し

て
く

だ
さ

い
。

つ
い

最
近

で
す

が
、

こ
の

交
差

点
で

高
校

生
と

車
あ

る
い

は
自

転
車

が
ぶ

つ
か

っ
た

事
故

？
が

あ
り

ま
し

た
。

吹
田

警
察

が
立

ち
会

っ
て

い
る

の
を

見
か

け
ま

し
た

。
仮

に
ア

リ
ー

ナ
が

で
き

た
な

ら
、

よ
り

多
く

事
故

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

ま
た

、
近

く
に

は
高

齢
者

の
施

設
が

あ
り

、
車

椅
子

の
方

が
モ

ノ
レ

ー
ル

万
博

駅
に

い
か

れ
る

場
合

、
信

号
を

渡
り

外
周

道
路

内
側

の
歩

道
に

出
て

、
平

坦
な

駐
車

場
予

定
地

を
と

お
り

最
短

で
駅

に
ア

ク
セ

ス
で

き
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

、
小

高
い

山
や

階
段

が
あ

る
南

ゲ
ー

ト
を

避
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ア

リ
ー

ナ
を

作
り

た
い

な
ら

地
域

の
生

活
環

境
改

善
を

も
っ

と
真

剣
に

考
え

る
べ

き
で

す
。

是
非

ご
検

討
、

回
答

を
お

願
い

し
ま

す
。

更
な

る
対

策
案

（
D

-1
案

）
と

し
て

、
道

路
管

理
者

や
交

通
管

理
者

と
の

協
議

も
進

め
て

お
り

、
実

現
に

向
け

た
検

討
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
D

-1
案

は
、

元
々

公
園

周
辺

エ
リ

ア
で

存
在

し
て

い
る

交
通

安
全

上
の

問
題

を
改

善
す

る
た

め
の

更
な

る
対

策
案

と
し

て
い

ま
す

。
実

現
に

向
け

て
引

き
続

き
関

係
機

関
と

協
議

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

信
号

新
設

は
、

交
通

管
理

者
、

道
路

管
理

者
の

承
認

が
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

現
状

と
比

べ
て

、
歩

行
者

・
自

動
車

共
に

赤
信

号
で

待
た

な
い

と
い

け
な

く
な

る
な

ど
の

デ
メ

リ
ッ

ト
が

生
じ

ま
す

。
今

後
こ

の
よ

う
な

デ
メ

リ
ッ

ト
も

含
め

、
地

元
の

皆
様

の
ご

意
向

を
集

約
し

、
交

通
管

理
者

・
道

路
管

理
者

と
協

議
し

て
ま

い
り

ま
す

。
協

議
進

捗
に

つ
い

て
は

、
適

宜
、

地
元

の
皆

様
に

も
情

報
共

有
を

さ
せ

て
い

た
だ

く
予

定
で

す
。

ま
た

、
交

通
事

故
の

状
況

に
つ

い
て

、
本

環
境

影
響

評
価

の
事

後
調

査
に

お
い

て
調

査
を

実
施

す
る

予
定

で
す

。
な

お
、

4叉
交

差
点

手
前

の
信

号
設

置
に

つ
い

て
は

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

「
こ

の
場

所
に

信
号

を
設

置
し

て
も

、
外

周
道

路
か

ら
樫

切
山

方
面

に
無

信
号

で
左

折
南

下
す

る
状

況
が

変
わ

ら
ず

、
横

断
歩

行
者

と
の

交
錯

に
起

因
す

る
交

通
渋

滞
は

改
善

さ
れ

ま
せ

ん
。

し
た

が
い

ま
し

て
、

D
-1
案

で
お

示
し

し
て

い
る

箇
所

に
信

号
を

設
置

す
る

こ
と

が
最

も
効

果
的

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
」
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表
7
.
1
-
1
（

4
9
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

58
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

つ
き

ま
し

て
は

、
こ

れ
ら

の
交

通
問

題
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

説
明

を
お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 （
大

阪
府

に
回

答
お

願
い

し
ま

す
）

大
阪

府
と

の
実

施
協

定
書

（
令

和
6年

7月
31

日
締

結
）

に
基

づ
き

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

き
を

含
む

許
認

可
の

取
得

等
は

事
業

者
が

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
大

阪
府

よ
り

次
の

と
お

り
の

見
解

で
あ

る
こ

と
を

聞
い

て
お

り
ま

す
。

4叉
交

差
点

手
前

の
信

号
設

置
に

つ
い

て
は

、
こ

の
場

所
に

信
号

を
設

置
し

て
も

、
外

周
道

路
か

ら
樫

切
山

方
面

に
無

信
号

で
左

折
南

下
す

る
状

況
が

変
わ

ら
ず

、
横

断
歩

行
者

と
の

交
錯

に
起

因
す

る
交

通
渋

滞
は

改
善

さ
れ

な
い

の
で

、
D

-1
案

で
お

示
し

し
て

い
る

箇
所

に
信

号
を

設
置

す
る

こ
と

が
最

も
効

果
的

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
ま

た
、

信
号

設
置

に
つ

い
て

は
、

現
状

と
比

べ
て

、
歩

行
者

・
自

動
車

共
に

赤
信

号
で

待
た

な
い

と
い

け
な

く
な

る
な

ど
の

デ
メ

リ
ッ

ト
や

地
元

の
皆

様
の

ご
意

向
を

踏
ま

え
、

交
通

管
理

者
・

道
路

管
理

者
な

ど
の

関
係

機
関

と
引

き
続

き
、

協
議

し
て

ま
い

り
ま

す
。

59
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

交
通

渋
滞

対
策

に
つ

い
て

現
状

、
土

日
・

祝
日

に
お

い
て

万
博

外
周

道
路

を
は

じ
め

と
す

る
周

辺
道

路
の

交
通

渋
滞

が
悪

化
し

て
い

る
状

況
を

踏
ま

え
、

よ
り

具
体

的
か

つ
抜

本
的

な
対

策
を

提
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
本

評
価

書
案

に
お

い
て

は
以

下
の

視
点

が
欠

落
し

て
お

り
、

交
通

渋
滞

対
策

の
再

考
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

交
通

混
雑

・
交

通
安

全
に

関
す

る
予

測
評

価
と

対
策

案
の

検
討

に
あ

た
っ

て
は

、
公

園
内

の
集

客
施

設
や

道
路

交
通

量
・

モ
ノ

レ
ー

ル
乗

客
数

の
36

5日
デ

ー
タ

を
分

析
し

、
調

査
日

の
現

況
交

通
量

（
さ

ら
に

ス
タ

ジ
ア

ム
の

集
客

な
ど

補
正

）
に

開
発

交
通

量
を

加
え

、
想

定
で

き
る

複
数

の
パ

タ
ー

ン
に

つ
い

て
検

討
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

ま
た

提
案

書
交

通
部

会
に

お
い

て
も

、
数

多
く

専
門

的
意

見
や

指
摘

を
受

け
、

追
加

検
討

を
行

い
、

数
値

的
根

拠
に

基
づ

い
た

専
門

的
な

審
査

を
い

た
だ

い
た

と
こ

ろ
で

す
。

交
通

対
策

A
案

～

C
-2
案

ま
で

の
実

施
、

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
ア

リ
ー

ナ
の

自
動

車
分

担
率

5％
の

達
成

）
、

モ
ノ

レ
ー

ル
増

便
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

渋
滞

状
況

は
現

状
並

み
ま

た
は

現
状

よ
り

改
善

す
る

こ
と

で
確

認
を

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
。

現
況

で
既

に
発

生
し

て
い

る
渋

滞
に

つ
い

て
は

、
公

園
全

体
で

必
要

な
改

善
措

置
を

講
じ

る
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

が
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
今

後
、

大
阪

府
を

は
じ

め
公

園
内

施
設

の
事

業
者

な
ど

の
関

係
者

と
の

調
整

を
本

事
業

者
が

主
体

的
に

進
め

、
（

仮
称

）
交

通
対

策
調

整
組

織
の

立
上

げ
及

び
円

滑
な

運
営

を
可

能
と

す
る

仕
組

の
構

築
に

責
任

を
持

っ
て

取
組

み
、

施
設

間
で

連
携

し
て

集
客

予
測

、
対

策
の

実
施

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
同

組
織

が
、

開
業

後
に

発
生

す
る

交
通

課
題

に
つ

い
て

、
実

効
性

の
あ

る
対

策
連

携
を

検
討

・
実

施
し

て
、

継
続

的
な

交
通

課
題

の
解

決
、

地
域

交
通

へ
の

影
響

の
低

減
に

努
め

て
い

き
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

5
0
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

60
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

・
周

辺
施

設
に

お
け

る
「

店
舗

用
途

変
更

」
に

よ
る

渋
滞

悪
化

の
教

訓
当

地
周

辺
の

既
存

施
設

（
ス

ー
パ

ー
ビ

バ
ホ

ー
ム

吹
田

千
里

丘
店

）
に

お
い

て
、

当
初

の
計

画
（

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

時
）

か
ら

店
舗

の
一

部
が

生
鮮

食
品

店
（

ロ
ピ

ア
）

へ
と

転
用

さ
れ

た
事

例
が

あ
り

ま
す

。
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

と
生

鮮
ス

ー
パ

ー
で

は
集

客
力

や
来

店
頻

度
が

全
く

異
な

り
、

結
果

と
し

て
周

辺
の

交
通

状
況

を
大

き
く

悪
化

さ
せ

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
、

当
初

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
時

の
想

定
を

大
幅

に
超

え
る

交
通

負
荷

が
事

後
的

に
発

生
す

る
リ

ス
ク

を
想

定
す

べ
き

で
す

。
本

計
画

に
お

い
て

も
、

将
来

的
な

テ
ナ

ン
ト

変
更

や
用

途
転

用
を

見
据

え
た

、
余

裕
の

あ
る

交
通

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

の
設

計
と

対
策

を
お

願
い

し
た

い
。

開
業

後
の

大
幅

な
商

業
業

態
の

変
更

に
つ

い
て

は
、

現
時

点
で

想
定

は
し

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

仮
に

本
環

境
影

響
評

価
手

続
き

が
全

て
完

了
し

た
後

（
全

て
の

建
築

物
の

建
設

が
終

了
し

、
供

用
後

の
事

後
調

査
の

手
続

き
も

終
了

し
た

後
）

に
そ

の
よ

う
な

状
況

に
な

っ
た

場
合

に
は

、
大

店
立

地
法

に
お

け
る

変
更

の
協

議
手

続
き

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

、
交

通
計

画
の

再
予

測
・

評
価

を
行

っ
た

上
で

、
必

要
な

対
策

の
検

討
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

環
境

影
響

評
価

の
手

続
き

中
で

あ
れ

ば
、

必
要

に
応

じ
て

再
度

環
境

影
響

評
価

を
実

施
し

ま
す

。
な

お
、

環
境

影
響

評
価

に
お

い
て

、
現

状
の

商
業

施
設

に
関

す
る

発
生

交
通

量
は

、
店

舗
面

積
を

最
大

限
に

設
定

し
て

お
り

、
十

分
に

安
全

側
の

発
生

交
通

量
と

し
て

予
測

・
評

価
を

し
て

い
ま

す
。

61
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

・
周

辺
鉄

道
駅

へ
の

徒
歩

誘
導

計
画

の
現

実
性

と
代

替
策

の
提

示
評

価
書

案
に

は
「

最
寄

り
の

万
博

記
念

公
園

駅
へ

の
集

中
を

避
け

る
た

め
、

阪
急

山
田

駅
や

JR
茨

木
・

千
里

丘
駅

と
い

っ
た

周
辺

駅
へ

の
徒

歩
誘

導
や

案
内

を
行

う
」

と
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

当
地

周
辺

は
起

伏
（

勾
配

）
が

激
し

い
地

形
要

素
が

あ
り

、
距

離
も

大
き

く
離

れ
て

い
ま

す
。

事
業

者
は

実
際

に
こ

の
ル

ー
ト

を
歩

い
て

検
証

し
た

の
で

し
ょ

う
か

。
夏

場
や

悪
天

候
時

、
あ

る
い

は
イ

ベ
ン

ト
帰

り
の

疲
労

し
た

来
場

者
や

高
齢

者
・

子
ど

も
連

れ
に

対
し

て
、

こ
の

過
酷

な
勾

配
を

「
徒

歩
で

分
散

移
動

さ
せ

る
」

と
い

う
計

画
は

、
現

地
の

地
理

的
実

態
を

完
全

に
無

視
し

た
机

上
の

空
論

と
言

わ
ざ

る
を

得
ま

せ
ん

。
実

態
と

し
て

、
徒

歩
移

動
を

積
極

的
に

選
択

す
る

層
は

極
め

て
限

定
的

で
あ

る
と

考
え

る
の

が
妥

当
で

す
。

む
し

ろ
、

こ
の

よ
う

な
現

実
味

を
欠

い
た

徒
歩

誘
導

を
前

提
と

す
る

こ
と

は
、

周
辺

駅
や

道
路

で
の

自
家

用
車

に
よ

る
送

迎
行

為
を

か
え

っ
て

誘
発

し
、

外
周

道
路

の
車

線
占

有
や

新
た

な
渋

滞
を

悪
化

さ
せ

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
周

辺
駅

か
ら

の
現

状
の

ア
ク

セ
ス

推
計

値
を

示
し

た
上

で
、

具
体

的
な

改
善

目
標

値
を

提
示

す
べ

き
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
交

通
渋

滞
対

策
の

要
は

、
い

か
に

自
動

車
に

よ
る

ア
ク

セ
ス

そ
の

も
の

を
抑

制
す

る
か

に
あ

り
ま

す
。

ス
タ

ジ
ア

ム
と

ア
リ

ー
ナ

の
イ

ベ
ン

ト
が

重
な

る
特

定
日

だ
け

で
な

く
、

日
常

的
な

市
民

利
用

も
見

据
え

た
公

共
交

通
の

路
線

設
計

が
必

要
で

す
。

例
え

ば
、

JR
千

里
丘

駅
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

改
善

に
向

け
て

は
、

既
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

（
す

い
す

い
バ

ス
）

が
運

行
さ

れ
て

い
ま

す
。

イ
ベ

ン
ト

開
催

時
に

限
り

、
千

里
丘

駅
～

千
里

丘
清

水
間

な
ど

で
ピ

ス
ト

ン
運

行
を

機
動

的
に

実
施

す
る

仕
組

み
な

ど
を

、
行

政
と

事
業

者
が

協
議

の
上

で
支

援
・

構
築

す
る

こ
と

で
、

交
通

状
況

は
現

状
よ

り
大

幅
に

改
善

す
る

と
考

え
ま

す
。

公
共

交
通

機
関

利
用

促
進

に
つ

い
て

は
、

立
地

利
便

性
を

考
慮

し
て

モ
ノ

レ
ー

ル
が

主
と

な
り

ま
す

の
で

、
モ

ノ
レ

ー
ル

増
便

と
改

札
前

の
滞

留
ス

ペ
ー

ス
確

保
、

退
場

時
間

の
分

散
化

な
ど

の
取

り
組

み
を

実
施

す
る

予
定

で
す

。
阪

急
山

田
駅

へ
の

誘
導

に
つ

い
て

は
、

モ
ノ

レ
ー

ル
を

補
完

す
る

手
段

と
し

て
検

討
し

て
お

り
、

ス
タ

ジ
ア

ム
試

合
時

に
お

け
る

JR
茨

木
駅

へ
の

徒
歩

移
動

の
実

績
や

、
実

際
に

阪
急

山
田

駅
へ

の
歩

行
者

の
現

地
調

査
を

実
施

し
た

結
果

か
ら

、
補

完
手

段
と

し
て

十
分

に
現

実
性

が
あ

る
も

の
と

分
析

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
阪

急
山

田
駅

へ
補

完
的

に
誘

導
す

る
た

め
に

、
分

か
り

や
す

い
サ

イ
ン

新
設

や
人

的
誘

導
な

ど
必

要
な

誘
導

対
策

も
実

施
し

て
ま

い
り

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
時

の
違

法
駐

車
や

迷
惑

駐
車

に
つ

い
て

は
、

敷
地

周
辺

に
お

け
る

誘
導

員
に

よ
る

監
視

、
交

通
管

理
者

と
の

調
整

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

バ
ス

運
行

に
つ

い
て

は
、

ス
タ

ジ
ア

ム
35

,0
00

人
や

桜
ま

つ
り

な
ど

と
重

な
る

超

特
異

日
（

年
間

3～
5日

）
に

お
い

て
は

、
臨

時
バ

ス
の

運
行

（
バ

ス
路

線
新

設
や

定
常

的
な

増
便

等
は

不
可

）
な

ど
の

対
策

が
必

要
に

な
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

5
1
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

62
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

・
イ

ベ
ン

ト
チ

ケ
ッ

ト
の

販
売

方
法

に
お

け
る

工
夫

イ
ベ

ン
ト

開
催

時
、

チ
ケ

ッ
ト

料
金

に
公

共
交

通
機

関
の

利
用

料
金

（
運

賃
）

を
あ

ら
か

じ
め

含
め

る
「

交
通

費
込

み
チ

ケ
ッ

ト
」

の
義

務
化

な
ど

、
イ

ベ
ン

ト
事

業
者

へ
の

協
力

を
促

す
形

で
の

自
家

用
車

利
用

抑
制

策
（

動
機

付
け

）
を

導
入

す
べ

き
で

す
。

今
後

の
チ

ケ
ッ

ト
販

売
シ

ス
テ

ム
や

そ
の

他
マ

イ
カ

ー
抑

制
施

策
（

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

な
ど

）
の

検
討

の
中

で
、

一
つ

の
ア

イ
デ

ィ
ア

と
し

て
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

63
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

ほ
か

・
共

同
住

宅
（

高
層

マ
ン

シ
ョ

ン
）

建
設

に
お

け
る

地
域

住
環

境
へ

の
配

慮
計

画
さ

れ
て

い
る

共
同

住
宅

に
お

い
て

、
駐

車
場

の
設

置
率

を
戸

数
の

70
％

に
抑

制
し

、
住

民
の

自
家

用
車

保
有

を
抑

え
る

方
針

自
体

は
一

定
の

理
解

が
で

き
ま

す
。

し
か

し
、

こ
れ

を
も

っ
て

周
辺

道
路

の
交

通
負

荷
や

地
域

環
境

へ
の

影
響

が
十

分
に

抑
え

ら
れ

る
わ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
地

元
住

民
か

ら
は

、
大

規
模

な
共

同
住

宅
が

建
設

さ
れ

る
こ

と
に

よ
る

周
辺

道
路

の
日

常
的

な
混

雑
悪

化
、

万
博

エ
リ

ア
全

体
の

景
観

や
日

照
・

電
波

環
境

へ
の

悪
影

響
、

さ
ら

に
は

周
辺

の
教

育
イ

ン
フ

ラ
へ

の
負

荷
な

ど
、

住
環

境
の

悪
化

を
懸

念
す

る
声

が
多

数
上

が
っ

て
い

ま
す

。
事

業
者

は
、

駐
車

場
を

削
減

し
た

か
ら

良
し

と
す

る
の

で
は

な
く

、
こ

れ
ら

地
元

の
根

強
い

懸
念

に
対

し
て

真
摯

に
耳

を
傾

け
、

周
辺

の
住

環
境

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

十
分

な
配

慮
を

尽
く

し
た

計
画

へ
と

見
直

す
べ

き
で

す
。

住
宅

は
、

商
業

施
設

や
従

前
の

A
B

C
ハ

ウ
ジ

ン
グ

駐
車

場
と

比
べ

て
、

著
し

く
入

出
庫

台
数

が
少

な
く

、
交

通
渋

滞
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
用

途
で

は
な

い
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

駐
車

場
台

数
は

、
「

吹
田

市
開

発
事

業
の

手
続

等
に

関
す

る
条

例
」

に
基

づ
く

必
要

台
数

（
戸

数
の

10
0%

以
上

（
緩

和
基

準
は

戸
数

の
75

%
以

上
）

）
を

下
回

る

「
戸

数
の

65
%
」

と
し

て
い

ま
す

。
景

観
に

つ
い

て
は

、
フ

ォ
ト

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
し

て
予

測
及

び
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

一
部

、
現

状
の

景
観

が
遮

ら
れ

ま
す

が
、

様
々

な
配

慮
を

行
う

計
画

と
し

て
お

り
ま

す
。

日
照

に
つ

い
て

は
時

刻
別

日
影

図
及

び
等

時
間

日
影

図
の

作
成

、
電

波
障

害
に

つ
い

て
は

電
波

受
信

障
害

予
測

を
行

っ
て

お
り

、
い

ず
れ

も
問

題
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
お

り
ま

す
。

教
育

イ
ン

フ
ラ

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
施

設
）

に
つ

い
て

は
、

本
事

業
に

よ
り

増
加

す
る

児
童

数
、

生
徒

数
は

、
児

童
数

が
10

8人
、

生
徒

数
が

54
人

、
1学

年
あ

た
り

の
増

加
数

と
し

て
は

そ
れ

ぞ
れ

18
人

と
予

測
し

て
い

ま
す

。
本

事
業

で
は

、
用

地
②

及
び

用
地

③
の

共
同

住
宅

の
建

設
時

期
を

別
期

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
段

階
的

な
住

戸
供

給
を

図
る

計
画

と
し

て
い

ま
す

。
用

地
③

の
共

同
住

宅
（

23
6戸

）
の

入
居

開
始

時
期

は
令

和
13

年
度

を
想

定

し
て

お
り

、
用

地
②

の
共

同
住

宅
（

30
4戸

）
に

つ
い

て
は

さ
ら

に
後

に
な

る
予

定
で

す

が
、

仮
に

、
令

和
13

年
度

に
両

用
地

の
合

計
54

0戸
が

入
居

す
る

と
し

て
、

令
和

13
年

5
月

1日
の

児
童

数
・

生
徒

数
の

推
計

値
に

本
事

業
に

よ
り

増
加

す
る

児
童

数
（

10
8人

）
・

生
徒

数
（

54
人

）
を

足
し

合
わ

せ
た

推
計

値
は

、
北

山
田

小
学

校
で

14
～

17
学

級
、

山

田
東

中
学

校
で

12
～

14
学

級
と

な
り

、
「

公
立

小
学

校
・

中
学

校
の

適
正

規
模

・
適

正
配

置
等

に
関

す
る

手
引

」
（

平
成

27
年

1月
27

日
、

文
部

科
学

省
）

に
示

さ
れ

る
学

校
規

模

の
標

準
（

小
・

中
学

校
と

も
に

2学
級

以
上

18
学

級
以

下
）

内
と

な
る

見
込

み
で

す
。

今
後

、
本

事
業

の
実

施
に

よ
り

生
じ

る
児

童
・

生
徒

数
増

加
の

影
響

が
可

能
な

限
り

小
さ

く
な

る
よ

う
、

事
業

の
進

捗
を

踏
ま

え
、

更
新

さ
れ

る
推

計
も

注
視

し
な

が
ら

教
育

委
員

会
と

の
継

続
協

議
を

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

（
令

和
8年

10
月

9日
開

催
の

第
3回

吹
田

市
環

境
影

響
評

価
審

査
会

全
体

会
資

料
2別

紙

17
参

照
）

周
辺

住
民

の
皆

さ
ま

か
ら

様
々

な
ご

意
見

が
あ

る
の

は
承

知
し

て
お

り
ま

す
が

、
本

環
境

影
響

評
価

手
続

も
含

め
、

必
要

な
手

続
を

実
施

し
て

い
く

中
で

、
周

辺
住

民
の

皆
さ

ま
に

と
っ

て
、

よ
り

良
い

計
画

と
な

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

5
2
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

64
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

モ
ノ

レ
ー

ル
が

4分
間

隔
で

運
行

で
き

る
と

の
こ

と
だ

が
、

現
在

の
臨

時
便

は
千

里
中

央
⇔

南
茨

木
駅

の
お

り
か

え
し

運
転

の
み

で
は

な
い

か
。

車
輌

が
万

博
公

園
駅

に
到

着
し

た
時

点
で

乗
客

を
0人

と
し

て
算

定
し

て
い

る
の

で
は

な
い

か
？

大
阪

空
港

へ
行

く
人

、
門

真
市

方
面

へ
行

く
乗

客
が

す
で

に
乗

っ
て

い
る

と
い

う
状

態
で

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
な

の
か

。

モ
ノ

レ
ー

ル
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

万
博

記
念

公
園

駅
に

お
け

る
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

日
を

含
む

現
状

乗
降

客
数

及
び

通
過

乗
車

人
数

、
そ

し
て

可
能

な
増

便
数

・
増

便
間

隔
な

ど
に

つ
い

て
、

モ
ノ

レ
ー

ル
会

社
と

協
議

を
し

た
上

で
、

方
面

別
の

輸
送

余
力

（
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
）

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
し

た
が

い
ま

し
て

、
既

に
通

過
乗

車
人

数
が

乗
っ

て
い

る
と

い
う

状
態

で
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。

65
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

20
26

/8
/1

4～
8/

16
　

サ
マ

ー
ソ

ニ
ッ

ク
　

1日
45

,0
00

人
入

場
予

定

9/
13

　
マ

ン
ゲ

キ

11
/7
～

8　
た

く
ろ

う
万

博
　

7:
30

～
18

:3
0

　
〃

　
　

　
ガ

ン
バ

対
セ

レ
ッ

ソ
戦

　
15

:0
0～

11
/2

1　
万

博
が

ア
ー

ト
に

な
る

日
（

花
火

）
19

:0
0～

　
〃

　
　

ガ
ン

バ
対

フ
ァ

ジ
ア

ー
ノ

岡
山

戦
　

16
:0

0～
業

者
の

方
は

、
朝

か
ら

ス
ー

ツ
ケ

ー
ス

持
参

で
参

加
し

、
現

状
を

知
っ

て
く

だ
さ

い
。

ご
指

摘
の

よ
う

な
大

型
イ

ベ
ン

ト
状

況
に

つ
い

て
、

現
地

状
況

を
確

認
し

て
い

ま
す

。
今

後
の

イ
ベ

ン
ト

に
お

い
て

も
、

現
地

状
況

の
確

認
、

大
阪

府
や

主
催

者
等

へ
の

確
認

に
努

め
ま

す
。

66
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

進
歩

橋
南

詰
交

差
点

の
左

折
レ

ー
ン

を
2車

線
に

す
る

こ
と

で
渋

滞
緩

和
を

図
る

と
の

こ

と
だ

が
、

1番
左

レ
ー

ン
に

並
ん

で
し

ま
っ

た
車

が
中

環
へ

行
き

た
い

、
左

か
ら

2車
線

目
に

並
ん

だ
車

が
山

田
駅

方
向

へ
行

き
た

い
と

な
る

と
、

か
え

っ
て

渋
滞

や
事

故
に

な
り

か
ね

な
い

と
思

う
。

進
歩

橋
南

詰
交

差
点

か
ら

、
山

田
方

向
：

中
環

方
向

へ
の

現
況

交
通

量
は

、
1：

2で
あ

り
、

相
互

の
交

錯
（

ウ
ィ

ー
ビ

ン
グ

）
を

最
小

限
に

す
る

よ
う

、
レ

ー
ン

が
分

岐
す

る
地

点
よ

り
も

手
前

よ
り

、
車

線
毎

の
方

向
表

示
・

誘
導

を
行

い
ま

す
。

進
歩

橋
南

詰
交

差
点

の
南

方
面

か
ら

の
左

折
レ

ー
ン

の
渋

滞
は

、
同

交
差

点
か

ら
外

周
道

路
南

エ
リ

ア
の

渋
滞

の
原

因
の

一
つ

で
あ

り
、

左
折

レ
ー

ン
を

2車
線

化
す

る
交

通
対

策

C
案

は
、

有
効

な
対

策
案

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

67
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

説
明

会
で

「
20

23
年

の
交

通
デ

ー
タ

が
古

い
と

は
思

わ
な

い
」

と
い

う
発

言
が

あ
っ

た

が
、

20
25

年
ガ

ン
バ

大
阪

の
一

試
合

あ
た

り
の

平
均

入
場

数
は

30
,0

00
人

を
超

え
た

。

5,
00

0人
の

差
は

大
き

い
と

思
う

が
、

そ
れ

で
も

モ
ノ

レ
ー

ル
の

キ
ャ

パ
オ

ー
バ

ー
に

な
ら

な
い

と
言

え
る

の
か

？

ス
タ

ジ
ア

ム
の

動
員

数
に

つ
い

て
は

、
評

価
書

案
90

2ペ
ー

ジ
に

記
載

の
と

お
り

、

25
,0

00
人

、
35

,0
00

人
の

各
ケ

ー
ス

に
補

正
し

た
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

お
り

、
モ

ノ
レ

ー
ル

の
輸

送
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
を

検
証

し
て

お
り

ま
す

。
そ

の
結

果
、

ス
タ

ジ
ア

ム
25

,0
00

人
と

ア
リ

ー
ナ

18
,2

00
人

の
退

場
が

重
な

る
ケ

ー
ス

が
、

モ
ノ

レ
ー

ル
の

増
便

に
よ

っ
て

概
ね

輸
送

で
き

る
分

岐
点

と
な

る
こ

と
を

確
認

し
て

お
り

ま
す

。
ス

タ
ジ

ア
ム

35
,0

00
人

や
桜

ま
つ

り
な

ど
と

重
な

る
超

特
異

日
（

年
間

3～
5

日
）

に
お

い
て

は
、

周
辺

鉄
道

駅
へ

の
誘

導
や

臨
時

バ
ス

の
運

行
（

バ
ス

路
線

新
設

や
定

常
的

な
増

便
等

は
不

可
）

な
ど

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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表
7
.
1
-
1
（

5
3
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

68
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

外
周

道
路

に
車

道
を

増
や

す
と

し
て

も
、

現
在

の
歩

道
・

自
転

車
専

用
道

の
広

さ
は

確
保

し
て

ほ
し

い
。

狭
く

な
っ

た
場

合
、

毎
朝

の
通

勤
通

学
や

サ
ッ

カ
ー

終
了

後
、

ス
ム

ー
ズ

な
通

行
が

で
き

な
く

な
る

と
思

わ
れ

る
。

マ
ン

シ
ョ

ン
を

セ
ッ

ト
バ

ッ
ク

し
て

で
も

広
さ

は
現

状
維

持
し

て
ほ

し
い

。

交
通

対
策

A
案

の
実

施
に

よ
り

、
外

周
道

路
北

側
の

歩
道

は
現

況
と

同
じ

幅
員

で
移

設
し

、
用

地
②

及
び

用
地

③
に

面
す

る
外

周
道

路
南

側
の

歩
道

及
び

自
転

車
専

用
道

は
、

現
在

の
位

置
・

幅
員

の
ま

ま
維

持
す

る
計

画
で

す
。

69
交

通
混

雑
、

交
通

安
全

ア
リ

ー
ナ

の
駐

車
料

金
は

ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

の
導

入
を

考
え

て
い

る
と

の
こ

と
だ

が
、

エ
キ

ス
ポ

シ
テ

ィ
や

万
博

公
園

の
駐

車
料

金
の

方
が

安
い

と
思

わ
れ

る
。

ア
リ

ー
ナ

を
利

用
す

る
人

も
安

い
方

に
停

め
る

の
で

は
な

い
か

。
本

来
家

族
連

れ
で

公
園

を
利

用
し

よ
う

と
す

る
人

が
停

め
ら

れ
な

く
な

る
事

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

本
事

業
で

は
、

大
阪

府
を

は
じ

め
公

園
内

施
設

の
事

業
者

な
ど

の
関

係
者

と
の

調
整

を
本

事
業

者
が

主
体

的
に

進
め

、
（

仮
称

）
交

通
対

策
調

整
組

織
の

立
上

げ
及

び
円

滑
な

運
営

を
可

能
と

す
る

仕
組

の
構

築
に

責
任

を
持

っ
て

取
組

み
、

施
設

間
で

連
携

し
て

集
客

予
測

、
対

策
の

実
施

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
エ

キ
ス

ポ
シ

テ
ィ

や
公

園
駐

車
場

と
の

連
携

に
つ

い
て

は
、

同
組

織
に

お
け

る
課

題
と

考
え

て
お

り
、

今
後

、
他

事
業

者
や

大
阪

府
と

検
討

し
て

ま
い

り
ま

す
。

70
そ

の
他

今
回

の
テ

ー
マ

か
ら

か
け

離
れ

て
い

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

が
、

こ
れ

を
機

に
、

万
博

会
場

及
び

地
域

の
発

展
・

将
来

性
を

考
慮

し
、

北
大

阪
急

行
電

鉄
の

桃
山

台
か

ら
万

博
会

場
へ

の
地

下
鉄

の
延

伸
を

府
と

市
の

連
携

の
も

と
強

力
に

推
し

進
め

て
は

如
何

で
し

ょ
う

か
。

以
前

の
千

里
万

博
開

催
時

の
線

路
跡

が
一

部
残

っ
て

い
る

よ
う

で
あ

り
、

そ
れ

を
活

用
す

る
等

。
莫

大
な

費
用

が
掛

か
る

と
思

い
ま

す
が

、
政

府
の

助
成

等
を

得
て

。

行
政

へ
の

ご
意

見
・

ご
要

望
と

考
え

ま
す

の
で

、
関

係
部

局
に

お
伝

え
し

ま
す

。

71
そ

の
他

②
住

宅
に

つ
い

て
も

、
住

ま
な

い
方

が
購

入
、

違
法

民
泊

等
、

社
会

問
題

に
な

っ
て

、
こ

れ
は

警
察

、
こ

れ
は

管
理

組
合

と
い

う
事

で
な

く
、

街
を

創
る

と
き

、
ど

う
し

て
お

く
べ

き
か

関
係

者
が

検
討

し
て

、
広

域
的

な
活

性
化

と
地

域
貢

献
の

た
め

に
は

、
条

例
も

必
要

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

問
題

が
起

き
て

か
ら

警
察

や
管

理
組

合
に

お
願

い
す

る
の

で
は

な
く

、
初

期
段

階
か

ら
未

然
に

防
ぐ

仕
組

み
を

組
み

込
む

と
い

う
ご

指
摘

は
、

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
も

大
変

重
要

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
投

資
目

的
の

購
入

や
違

法
民

泊
と

い
っ

た
懸

念
は

、
住

ま
う

方
々

の
安

心
や

ま
ち

の
ブ

ラ
ン

ド
価

値
に

直
結

す
る

重
要

な
課

題
だ

と
受

け
止

め
て

お
り

ま
す

。
事

業
者

と
し

て
は

、
マ

ン
シ

ョ
ン

分
譲

時
に

民
泊

等
の

不
適

切
な

利
用

に
つ

い
て

制
限

す
る

管
理

規
約

を
制

定
予

定
で

す
。

ま
ち

の
計

画
段

階
か

ら
関

係
者

の
皆

様
と

知
恵

を
絞

り
、

持
続

可
能

で
愛

さ
れ

る
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
し

て
ま

い
り

ま
す

。
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表
7
.
1
-
1
（

5
4
）

　
評

価
書

案
に

つ
い

て
の

意
見

書
の

概
要

及
び

こ
れ

に
対

す
る

事
業

者
の

見
解

N
o.

項
目

意
見

書
の

概
要

事
業

者
の

見
解

72
そ

の
他

審
査

書
の

「
6　

文
化

財
」

に
書

か
れ

た
「

ア
ズ

キ
火

山
灰

層
の

露
頭

地
」

に
つ

い
て

、

評
価

書
案

の
86

、
19

6、
22

2ペ
ー

ジ
に

同
じ

文
言

の
回

答
が

書
か

れ
て

い
ま

す
。

そ
れ

に
対

応
し

て
、

3点
の

お
願

い
が

あ
り

ま
す

。
①

審
査

書
で

は
「

露
頭

地
」

と
書

き
、

大
阪

層
群

と
の

関
連

も
書

か
れ

て
い

ま
す

が
、

評
価

書
案

で
は

一
貫

し
て

「
露

頭
」

と
書

か
れ

て
い

ま
す

。
地

学
、

地
質

学
上

の
周

辺
環

境
も

あ
る

程
度

含
め

た
『

文
化

財
』

で
あ

っ
た

も
の

が
「

地
」

の
無

い
言

葉
で

切
り

縮
め

ら
れ

た
語

感
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
ア

ズ
キ

火
山

灰
層

露
頭

の
歩

道
面

か
ら

の
高

さ
（

露
頭

の
下

端
と

上
端

）
と

、
外

周
道

路
に

並
行

す
る

向
き

で
の

幅
、

こ
の

3つ
の

数
字

を
評

価
書

に
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

必
要

な
ら

ば
そ

の
数

字
を

吹
田

市
や

関
連

団
体

に
聞

い
て

く
だ

さ
い

。
「

そ
の

サ
イ

ズ
の

ま
ま

で
残

置
せ

よ
」

と
ま

で
は

申
し

ま
せ

ん
が

、
ボ

ー
リ

ン
グ

コ
ア

数
10

cm
の

よ
う

な
形

状
で

展
示

さ
れ

る
こ

と
が

「
残

置
・

保
存

」
と

は
言

え
な

い
と

思
い

ま
す

。
②

用
地

③
の

小
山

を
削

っ
て

集
合

住
宅

用
地

を
造

る
過

程
で

、
新

た
な

「
ア

ズ
キ

火
山

灰
層

露
頭

面
」

が
幾

つ
も

、
短

い
期

間
だ

け
現

れ
る

は
ず

で
す

。
吹

田
市

や
関

連
団

体
に

、
そ

の
、

「
露

頭
面

」
の

写
真

撮
影

、
地

質
サ

ン
プ

ル
採

取
の

機
会

を
下

さ
る

こ
と

を
も

含
め

て
、

し
つ

か
り

協
議

し
て

く
だ

さ
い

。
③

今
日

現
在

、
ア

ズ
キ

火
山

灰
層

露
頭

の
表

示
看

板
は

生
い

茂
っ

た
雑

木
・

雑
草

の
中

に
隠

れ
て

い
ま

す
。

事
業

予
定

地
と

し
て

の
フ

ェ
ン

ス
が

無
か

っ
た

頃
は

、
斜

面
の

草
刈

り
・

剪
定

が
適

宜
な

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

フ
ェ

ン
ス

の
撤

去
ま

で
は

求
め

ま
せ

ん
。

フ
ェ

ン
ス

内
の

木
と

草
を

伐
っ

て
表

示
看

板
が

読
め

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
『

文
化

財
』

の
隠

れ
て

し
ま

う
時

間
が

そ
こ

そ
こ

長
い

の
は

残
念

で
す

。

現
状

、
ア

ズ
キ

火
山

灰
層

の
露

頭
が

あ
る

エ
リ

ア
（

露
頭

地
）

は
開

発
対

象
エ

リ
ア

で
あ

る
た

め
、

現
状

の
ま

ま
保

全
す

る
こ

と
は

難
し

い
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
た

だ
し

、
用

地
③

の
提

供
公

園
で

の
「

露
頭

」
の

保
存

に
つ

い
て

、
吹

田
市

土
木

部
公

園
み

ど
り

室
と

協
議

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
吹

田
市

土
木

部
公

園
み

ど
り

室
か

ら
指

導
も

あ
り

、
吹

田
地

学
会

の
意

見
も

参
考

に
し

な
が

ら
検

討
を

進
め

て
お

り
ま

す
。

そ
の

中
で

提
供

公
園

内
で

の
ア

ズ
キ

火
山

灰
層

の
出

現
確

度
の

検
証

を
行

い
、

露
頭

保
存

計
画

地
付

近
に

お
い

て
火

山
灰

層
が

存
在

す
る

こ
と

は
確

認
出

来
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

市
に

お
け

る
露

頭
保

全
地

の
管

理
方

法
の

方
針

に
つ

い
て

も
地

学
会

の
了

承
を

得
て

お
り

、
市

と
し

て
も

提
供

公
園

内
で

の
露

頭
保

全
に

つ
い

て
は

前
向

き
に

検
討

を
進

め
て

頂
い

て
お

り
ま

す
。

具
体

的
な

保
存

方
法

に
つ

き
ま

し
て

は
今

後
も

継
続

的
に

情
報

共
有

及
び

協
議

を
行

い
な

が
ら

検
討

す
る

こ
と

と
致

し
ま

す
が

、
自

然
の

斜
面

に
沿

っ
て

不
規

則
な

形
状

で
露

出
し

て
い

る
こ

と
、

こ
れ

ま
で

の
造

成
工

事
や

安
全

対
策

の
進

捗
に

伴
い

現
地

形
状

が
変

化
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

特
定

の
時

点
に

お
け

る
「

歩
道

面
か

ら
の

上
端

・
下

端
の

高
さ

」
や

「
正

確
な

幅
」

を
単

一
の

確
定

数
値

と
し

て
評

価
書

に
明

記
す

る
こ

と
は

、
困

難
か

と
考

え
ま

す
。

ま
た

、
工

事
中

の
露

頭
面

の
写

真
撮

影
等

の
対

応
に

つ
い

て
も

吹
田

地
学

会
か

ら
も

意
見

を
頂

い
て

お
り

ま
す

の
で

、
工

事
中

の
立

入
り

に
際

し
て

の
安

全
対

策
と

と
も

に
対

応
を

検
討

致
し

ま
す

。

73
そ

の
他

吹
田

市
の

環
境

の
保

全
は

ど
の

よ
う

な
方

向
に

向
か

っ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
吹

田
市

は
住

宅
地

と
し

て
人

気
の

地
域

で
す

が
、

そ
れ

は
自

然
が

多
く

公
園

も
身

近
に

沢
山

あ
る

か
ら

だ
と

思
い

ま
す

。
し

か
し

近
年

、
公

園
の

P
ar

k-
P

F
Iが

進
み

、
吹

田
市

全
域

で
公

園
の

民
営

化
に

な
る

と
、

吹
田

市
の

魅
力

は
な

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
万

博
公

園
も

、
野

鳥
の

声
も

聞
く

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

（
イ

ベ
ン

ト
音

で
）

。
野

鳥
観

察
会

に
参

加
し

て
も

、
そ

の
事

を
実

感
し

て
い

ま
す

。
駅

前
開

発
は

自
然

環
境

の
劣

化
を

あ
と

押
し

す
る

こ
と

で
し

ょ
う

。
市

の
関

係
部

署
、

公
園

み
ど

り
室

等
と

連
携

し
取

り
組

ま
な

い
と

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。

本
事

業
で

は
、

用
地

①
－

aに
つ

い
て

は
、

自
然

文
化

園
と

調
和

し
た

緑
地

を
創

出
す

る
こ

と
で

「
自

然
共

生
サ

イ
ト

」
の

認
定

取
得

を
目

指
し

ま
す

。
ま

た
、

用
地

②
及

び
用

地
③

で
は

、
周

辺
環

境
と

の
調

和
を

意
識

し
、

敷
地

内
外

の
緑

の
連

続
性

に
配

慮
し

た
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
創

出
を

図
る

こ
と

で
、

鳥
類

・
昆

虫
類

等
の

生
息

環
境

に
も

配
慮

し
た

計
画

と
し

、
レ

イ
ン

ガ
ー

デ
ン

等
を

整
備

す
る

こ
と

で
、

住
民

や
子

供
た

ち
が

五
感

で
自

然
を

感
じ

ら
れ

る
環

境
学

習
の

場
を

創
出

す
る

こ
と

に
よ

り
、

「
A

B
IN

C
認

証
」

の
認

証
取

得
を

目
指

し
ま

す
。

な
お

、
行

政
へ

の
ご

意
見

・
ご

要
望

に
つ

い
て

は
、

関
係

部
局

に
お

伝
え

し
ま

す
。
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